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総
合
問
題

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ

現
代
の
国
語

言
語
文
化

（
古
文
・
漢
文
除
く
）

地
理
総
合

地
理
探
究

歴
史
総
合

日
本
史
探
究

歴
史
総
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世
界
史
探
究

公　
　

共

政
治
・
経
済

化
学
基
礎

生
物
基
礎

３
年
次
編
入
試
験
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記
試
験
問
題

解　

答



 

 

問問
  
55
  
次
の

(1
)と

(2
)の
英
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，

(2
)の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
55
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f t
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To

 
③

 
O

f 
④

 
W
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問問

  
66
  
次
の

(1
)と

(2
)の
英
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，

(2
)の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
66
 

 
 

(1
) 

 P
le

as
e 

te
ac

h 
m

e 
En

gl
is

h.
 

(2
) 

 P
le

as
e 

te
ac

h 
En

gl
is

h 
( 

  
  

 )
 m

e.
 

 ①
 

to
 

②
 

at
 

③
  

of
 

④
 

in
 

⑤
 

by
 

        

 

問問
  
33
  
次
の
単
語
と
，
最
も
強
く
発
音
す
る
部
分
が
同
じ
位
置
（
音
節
）
に
あ
る
語
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
33
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問問

  
44
  
次
の
単
語
と
，
最
も
強
く
発
音
す
る
部
分
が
同
じ
位
置
（
音
節
）
に
あ
る
語
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
44
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問問
  
33
  
次
の
単
語
と
，
最
も
強
く
発
音
す
る
部
分
が
同
じ
位
置
（
音
節
）
に
あ
る
語
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
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問問

  
44
  
次
の
単
語
と
，
最
も
強
く
発
音
す
る
部
分
が
同
じ
位
置
（
音
節
）
に
あ
る
語
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
44
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総総
  
合合

  
問問
  
題題
  

（
マ
ー
ク
式
解
答
番
号
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33
55
 

 
）
 

（
記
述
式
解
答
番
号

 
 
問問

11
  

  
～～

  
  
  
問問

33
 
 
）
 

  
第第

11
問問

 
英
語
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
問
い
（
問問

11
～

11
88
）
に
答
え
よ
。

  

  

問問
  
11
  
次
の
単
語
の
下
線
部
と
同
じ
発
音
を
含
む
単
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の

う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
 
11
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w
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問問

  
22
  
次
の
単
語
の
下
線
部
と
同
じ
発
音
を
含
む
単
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の

う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
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問問
99
  
次
の
英
文
と
日
本
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
99
  
  
 

 
U

se
d 

ca
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re
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 c
he
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er
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an

 n
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s 
an

d 
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e 
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od
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pt
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n 

fo
r 

ne
w

 
dr

iv
er

s. 
 

中
古
車
は
新
車
よ
り
か
な
り
安
く
，
運
転
初
心
者
に
と
っ
て
良
い
選
択
で
す
。
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問問

11
00
  
次
の
英
文
と
日
本
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
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00
  
  
 

 
Sh
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r t
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n 
（

 
 

 
 

 
 

 
）

 o
th

er
 g

ir
l i

n 
he

r c
la

ss
. 

彼
女
は
ク
ラ
ス
の
ど
の
少
女
よ
り
も
背
が
高
い
。
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問問
  
55
  
次
の

(1
)と

(2
)の
英
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，

(2
)の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
55
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問問

  
66
  
次
の

(1
)と

(2
)の
英
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，

(2
)の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
66
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問問
  
77
  
次
の
英
文
と
日
本
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
77
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he

d 
th
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m
m

it.
 

つ
い
に
，
わ
た
し
た
ち
は
頂
上
に
着
い
た
。
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問問

  
88
  
次
の
英
文
と
日
本
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
88
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cl
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あ
な
た
は
，
昨
日
の
授
業
を
欠
席
し
た
。
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問問
  
77
  
次
の
英
文
と
日
本
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
77
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つ
い
に
，
わ
た
し
た
ち
は
頂
上
に
着
い
た
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問問

  
88
  
次
の
英
文
と
日
本
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
88
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な
た
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，
昨
日
の
授
業
を
欠
席
し
た
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問問
99
  
次
の
英
文
と
日
本
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
99
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中
古
車
は
新
車
よ
り
か
な
り
安
く
，
運
転
初
心
者
に
と
っ
て
良
い
選
択
で
す
。
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問問

11
00
  
次
の
英
文
と
日
本
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
00
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n 
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）
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er
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l i
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ss
. 

彼
女
は
ク
ラ
ス
の
ど
の
少
女
よ
り
も
背
が
高
い
。
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問問
99
  
次
の
英
文
と
日
本
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
99
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中
古
車
は
新
車
よ
り
か
な
り
安
く
，
運
転
初
心
者
に
と
っ
て
良
い
選
択
で
す
。
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問問

11
00
  
次
の
英
文
と
日
本
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
00
  
  
 

 
Sh

e 
is

 ta
lle
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）
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. 

彼
女
は
ク
ラ
ス
の
ど
の
少
女
よ
り
も
背
が
高
い
。
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問問
11
11
  
次
の
英
文
と
日
本
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
11
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明
日
ま
で
に

, 
彼
女
は
宿
題
を
終
わ
ら
せ
て
い
る
だ
ろ
う
。
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問問

  
11
22
  
次
の
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
べ
。
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問問
11
55
  
次
の
会
話
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

べ
。

  
11
55
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問問

11
66
  
次
の

A～
D
ま
で
の
英
文
を
並
び
替
え
て
意
味
の
通
る
文
章
に
す
る
と
き
，
そ
の
順
序
と
し

 
  
  
て
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
66
 

 
 

A:
 

 T
al

ki
ng

 is
 n

ot
 a

llo
w

ed
 h

er
e.

 P
le

as
e 

pu
t y

ou
r c

el
l p

ho
ne

 a
w

ay
. 

B:
 

 O
h,

 I 
di

dn
’t 

kn
ow

 th
at

. I
’m

 so
rr

y. 
 

C:
 

 E
xc

us
e 

m
e,

 m
ad

am
. C

ou
ld

 y
ou

 p
ut

 a
w

ay
 y

ou
r c

el
l p

ho
ne

? 
D

: 
  

I’m
 so

rr
y. 

W
ha

t d
id

 y
ou

 sa
y?

 I 
di

dn
’t 

ge
t i

t. 
 

①
 

A－
B－

C－
D

 
②

 
B－

C－
A－

D
 

③
 

C－
D
－

A－
B 

④
 

B－
D
－

A－
C 

⑤
 

D
－

A－
B－

C 
  

  
 

 
  

 

 

問問
11
33
  
次
の
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

 
つ
選
べ
。

  
11
33
 

 
 

( 
  

  
) w

e 
st

ay
ed

 in
 C

an
ad

a,
 w

e 
vi

si
te

d 
a 

fa
m

ou
s t

ou
ri

st
 sp

ot
. 

  
①

 
W

he
at

 
 
②

  
W

hi
le

 
 
③

 
W

ha
le

 
 
④

 
W

he
el

 
 
⑤

 
W

hi
te

 
     

 
 
問問

11
44
  
次
の
会
話
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

べ
。

  
11
44
 

 
 

A:
 W

el
co

m
e 

to
 o

ur
 p

ot
te

ry
 sh

op
. M

ay
 I 

he
lp

 y
ou

? 
B:

 I 
ne

ed
 a

 cu
p 

fo
r t

om
or

ro
w

’s 
te

a 
ce

re
m

on
y. 

A:
 ( 

  
  

) a
bo

ut
 th

is
 o

ne
? T

he
 co

lo
r i

s n
ic

e,
 a

nd
 it

 d
oe

sn
’t 

br
ea

k 
ea

si
ly.

 
 

①
 

W
he

re
 

 
②

 
W

he
n 

③
 

W
hy

 
 

 
④

 
H

ow
 

⑤
 

W
hi

ch
 

    

 

 

問問
11
33
  
次
の
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

 
つ
選
べ
。

  
11
33
 

 
 

( 
  

  
) w

e 
st

ay
ed

 in
 C

an
ad

a,
 w

e 
vi

si
te

d 
a 

fa
m

ou
s t

ou
ri

st
 sp

ot
. 

  
①

 
W

he
at

 
 
②

  
W

hi
le

 
 
③

 
W

ha
le

 
 
④

 
W

he
el

 
 
⑤

 
W

hi
te

 
     

 
 
問問

11
44
  
次
の
会
話
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

べ
。

  
11
44
 

 
 

A:
 W

el
co

m
e 

to
 o

ur
 p

ot
te

ry
 sh

op
. M

ay
 I 

he
lp

 y
ou

? 
B:

 I 
ne

ed
 a

 cu
p 

fo
r t

om
or

ro
w

’s 
te

a 
ce

re
m

on
y. 

A:
 ( 

  
  

) a
bo

ut
 th

is
 o

ne
? T

he
 co

lo
r i

s n
ic

e,
 a

nd
 it

 d
oe

sn
’t 

br
ea

k 
ea

si
ly.

 
 

①
 

W
he

re
 

 
②

 
W

he
n 

③
 

W
hy

 
 

 
④

 
H

ow
 

⑤
 

W
hi

ch
 

    

 

問問
11
11
  
次
の
英
文
と
日
本
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
11
 

 
 

Sh
e 

w
ill

 ( 
  

  
  

  
  

) h
er

 h
om

ew
or

k 
by

 to
m

or
ro

w.
 

明
日
ま
で
に

, 
彼
女
は
宿
題
を
終
わ
ら
せ
て
い
る
だ
ろ
う
。

 
 

①
 

to
 fi

ni
sh

 
②

 
fin

is
he

s 
③

 
be

 fi
ni

sh
ed

 
④

 
ha

d 
fin

is
he

d 
⑤

 
ha

ve
 fi

ni
sh

ed
 

      
問問

  
11
22
  
次
の
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
べ
。

  
11
22
 

 
 

Sh
e 

en
jo

ys
 ( 

  
  

  
) s

oc
ce

r. 
 
①

 
 

pl
ay

in
g 

②
 
 

to
 p

la
y 

③
 
 

pl
ay

 
④

 
 

ha
vi

ng
 p

la
yi

ng
 

⑤
 
 

to
 b

e 
pl

ay
ed

 
      

問問
11
77
 
次
の
文
の
英
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

11
77

エ
べ
レ
ス
ト
山
は
世
界
一
高
い
山
で
あ
る
。

①
M

t. 
Ev

er
es

t i
s t

he
 m

os
t h

ig
he

st
 m

ou
nt

ai
n 

in
 th

e 
w

or
ld

.
②

M
t. 

Ev
er

es
t i

s
hi

gh
er

of
al

l t
he

 m
ou

nt
ai

ns
 in

 th
e 

w
or

ld
.

③
M

t. 
Ev

er
es

t i
s h

ig
he

r t
ha

n 
an

y 
ot

he
r m

ou
nt

ai
n 

in
 th

e 
w

or
ld

.
④

N
o 

ot
he

r m
ou

nt
ai

n 
in

 th
e 

w
or

ld
 is

 m
or

e 
hi

gh
er

 th
an

 M
t. 

Ev
er

es
t.

⑤
N

o 
ot

he
r m

ou
nt

ai
n 

in
 th

e 
w

or
ld

 a
re

 a
s h

ig
h 

as
 M

t. 
Ev

er
es

t.

問問
11
88
 
次
の
英
文
の
日
本
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

 
 
べ
。

11
88

 

I r
em

em
be

r e
ve

ry
th

in
g 

sh
e 

di
d 

fo
r m

e.

①
私
は
彼
女
の
た
め
に
し
た
全
て
の
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

②
彼
女
は
私
の
た
め
に
し
た
こ
と
を
全
部
覚
え
て
い
ま
す
。

③
私
は
彼
女
の
た
め
に
し
た
全
て
の
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

④
私
は
彼
女
が
私
の
た
め
に
し
て
く
れ
た
こ
と
を
全
て
覚
え
て
い
ま
す
。

⑤
彼
女
は
私
の
た
め
に
全
て
し
て
く
れ
た
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。

 

第第
22
問問

 
日
本
語
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
問
い
（
問問

11
～～

11
77
）
に
答
え
よ
。

 

  

問問
  
11
 
敬
語
の
種
類
が
異異
なな
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
99
  
  

 
①

 
お
召
し
に
な
り
ま
す

 

②
 
ご
存
知
で
す

 

③
 
い
た
だ
き
ま
す

 

④
 
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

 

⑤
 
ご
覧
に
な
り
ま
す

 

  

問問
  
22
  
下
線
部
の
使
わ
れ
方
が
適
切
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
22
00
  
  

 

①
 
あ
の
人
の
立
ち
姿
は
滔
々

と
う
と
う

と
し
て
い
る
。

 

②
 
彼
は
討
論
会
で
，
自
分
の
主
張
を
滔
々
と
語
り
続
け
た
。

 

③
 
滔
々
と
し
た
砂
漠
の
景
色
に
，
彼
は
圧
倒
さ
れ
た
。

 

④
 
彼
女
は
滔
々
と
歩
み
を
止
め
，
静
か
に
微
笑
ん
だ
。

 

⑤
 
滔
々
と
し
た
香
り
が
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
。

 

  

問問
  
33
 
二
つ
の
言
葉
の
関
係
が
他
と
異異
なな
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
 

  
22
11
  

 
 

①
 
醸
造

 
―
 
酒
 

②
 
板
前

 
―
 
料
亭

 

③
 
養
蚕

 
―
 
絹
 

④
 
編
纂

 
―
 
辞
書

 

⑤
 
調
合

 
―
 
香
水

 

 
 

− 4− − 5−



問問
11
77
 
次
の
文
の
英
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

11
77

エ
べ
レ
ス
ト
山
は
世
界
一
高
い
山
で
あ
る
。

①
M

t. 
Ev

er
es

t i
s t

he
 m

os
t h

ig
he

st
 m

ou
nt

ai
n 

in
 th

e 
w

or
ld

.
②

M
t. 

Ev
er

es
t i

s
hi

gh
er

of
al

l t
he

 m
ou

nt
ai

ns
 in

 th
e 

w
or

ld
.

③
M

t. 
Ev

er
es

t i
s h

ig
he

r t
ha

n 
an

y 
ot

he
r m

ou
nt

ai
n 

in
 th

e 
w

or
ld

.
④

N
o 

ot
he

r m
ou

nt
ai

n 
in

 th
e 

w
or

ld
 is

 m
or

e 
hi

gh
er

 th
an

 M
t. 

Ev
er

es
t.

⑤
N

o 
ot

he
r m

ou
nt

ai
n 

in
 th

e 
w

or
ld

 a
re

 a
s h

ig
h 

as
 M

t. 
Ev

er
es

t.

問問
11
88
 
次
の
英
文
の
日
本
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

 
 
べ
。

11
88

 

I r
em

em
be

r e
ve

ry
th

in
g 

sh
e 

di
d 

fo
r m

e.

①
私
は
彼
女
の
た
め
に
し
た
全
て
の
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

②
彼
女
は
私
の
た
め
に
し
た
こ
と
を
全
部
覚
え
て
い
ま
す
。

③
私
は
彼
女
の
た
め
に
し
た
全
て
の
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

④
私
は
彼
女
が
私
の
た
め
に
し
て
く
れ
た
こ
と
を
全
て
覚
え
て
い
ま
す
。

⑤
彼
女
は
私
の
た
め
に
全
て
し
て
く
れ
た
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。

 

第第
22
問問

 
日
本
語
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
問
い
（
問問

11
～～

11
77
）
に
答
え
よ
。

 

  

問問
  
11
 
敬
語
の
種
類
が
異異
なな
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
99
  
  

 
①

 
お
召
し
に
な
り
ま
す

 

②
 
ご
存
知
で
す

 

③
 
い
た
だ
き
ま
す

 

④
 
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

 

⑤
 
ご
覧
に
な
り
ま
す

 

  

問問
  
22
  
下
線
部
の
使
わ
れ
方
が
適
切
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
22
00
  
  

 

①
 
あ
の
人
の
立
ち
姿
は
滔
々

と
う
と
う

と
し
て
い
る
。

 

②
 
彼
は
討
論
会
で
，
自
分
の
主
張
を
滔
々
と
語
り
続
け
た
。

 

③
 
滔
々
と
し
た
砂
漠
の
景
色
に
，
彼
は
圧
倒
さ
れ
た
。

 

④
 
彼
女
は
滔
々
と
歩
み
を
止
め
，
静
か
に
微
笑
ん
だ
。

 

⑤
 
滔
々
と
し
た
香
り
が
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
。

 

  

問問
  
33
 
二
つ
の
言
葉
の
関
係
が
他
と
異異
なな
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
 

  
22
11
  

 
 

①
 
醸
造

 
―
 
酒
 

②
 
板
前

 
―
 
料
亭

 

③
 
養
蚕

 
―
 
絹
 

④
 
編
纂

 
―
 
辞
書

 

⑤
 
調
合

 
―
 
香
水

 

 
 

− 4− − 5−



 

問問
  
77
 
次
の
二
つ
の
文
（
アア
・・
イイ
）
の
（

 
）
に
共
通
し
て
入
る
漢
字
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
べ
。

 
 

22
55
  

 

    
  

  
アア

  
夜
中
に
敵
に
（

 
）
撃
さ
れ
る

 

イイ
  
本
に
（

 
）
ん
だ
写
真
を
落
と
す

 

  

①
 
挟

 

②
 
携

 

③
 
絡

 

④
 
荒

 

⑤
 
沈

 

  

問問
  
88
  
漢
字
の
表表
記記
のの
誤誤
りり
をを
含含
むむ
文文
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

   
22
66
  

 
 

①
 
彼
の
態
度
は
と
て
も
謙
虚
だ
。

 

②
 
ド
ロ
ー
ン
は
，
子
供
に
と
っ
て
は
豪
華
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
。

 

③
 
お
正
月
は
家
族
と
の
時
間
を
大
い
に
漫
喫
し
た
。

 

④
 
彼
女
と
私
の
間
に
は
，
互
い
に
秘
密
を
口
外
し
な
い
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
っ
た
。

 

⑤
 
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
，
自
分
の
才
能
を
世
に
示
す
絶
好
の
機
会
と
な
る
だ
ろ
う
。

 

  

問問
  
99
 
下
線
部
の
漢
字
の
読
み
方
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
77
  

 

  

快
楽
を
貪
る

 
 
①

 
あ
さ
る

 
②

 
の
ぼ
る

 

③
 
た
べ
る

 

④
 
む
さ
ぼ
る

 

⑤
 
た
か
る

 

  
  

 

 

問問
  
44
  
次
の
語
の
対
義
語
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
22
  

 
 

怠
惰

 

 
①

 
勤
惰

 

②
 
勤
怠

 

③
 
勤
倹

 

④
 
勤
勉

 

⑤
 
堅
勤

 

  

問問
  
55
 
四
字
熟
語
の
中
に
入
る
漢
字
が
他
と
異異
なな
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

  
22
33
  

  
 

①
 
□
朝
□
夕

 

②
 
□
喜
□
憂

 

③
 
□
長
□
短

 

④
 
□
石
□
鳥

 

⑤
 
□
進
□
退

 

  問問
  
66
  
次
の
下
線
部
の
漢
字
の
読
み
方
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
44
  

  
    

  
 
そ
の
動
物
は
，
こ
の
島
の
生
態
系
に
大
き
な
災
禍
を
及
ぼ
し
た
。

 

 
①

 
わ
ざ
わ
い

 

②
 
さ
い
が
い

 

③
 
ざ
い
か

 

④
 
え
ん
か

 

⑤
 
さ
い
か

 

 
 

 

問問
  
11
33
 
文
を
構
成
す
る
要
素
間
の
文
法
的

,
ま
た
意
味
的
な
関
係
か
ら

,
文
の
表
す
意
味
が
一一
通通
りり
のの

解解
釈釈
にに
限限
らら
れれ
るる
もも
のの
を
,
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
33
11
  

 

  

①
 
昨
日
，
僕
は
姉
と
同
じ
中
学
校
に
通
っ
て
い
た
田
中
さ
ん
と
話
し
た
。

 

②
 
妹
が
大
好
き
な
ハ
ン
バ
ー
グ
を
黙
っ
て
食
べ
て
し
ま
っ
た
。

 

③
 
母
に
す
す
め
ら
れ
た
本
を
読
ん
だ
が
役
に
立
た
な
か
っ
た
。

 

④
 
兄
が
録
画
し
て
い
た
映
画
を
誤
っ
て
消
し
て
し
ま
っ
た
。

 

⑤
 
私
は
し
ば
ら
く
静
か
に
眠
っ
て
い
る
夫
を
眺
め
て
い
た
。

 

  

問問
  
11
44
 
下
線
部
の
慣
用
句
に
誤誤
りり
がが
ああ
るる
文文
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

33
22
  
 

 

①
 
彼
の
考
え
方
は
い
つ
も
型
に
は
ま
っ
て
い
る
。

 

②
 
な
か
な
か
寝
付
け
ず
，
息
を
の
ん
で
眠
り
に
つ
い
た
。

 

③
 
試
合
は
い
よ
い
よ
山
場
を
迎
え
た
。

 

④
 
け
ん
か
相
手
の
言
葉
尻
を
と
る
。

 

⑤
 
趣
向
を
凝
ら
し
た
庭
園
が
美
し
い
。

 

    

問問
  
11
55
 
語
の
送
り
仮
名
が
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
33
33
  

 
  

①
 
詫
び
る

 

②
 
装
う

 

③
 
改
た
め
る

 

④
 
恐
れ
る

 

⑤
 
恥
じ
る

 

       

 

 

問問
  
11
00
  
下
線
部
の
形
が
適
切
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
22
88
  
 

  

①
 
こ
の
教
師
は
，
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
一
つ
の
課
題
に
取
り
組
ま
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。

 
②

 
担
任
は
体
調
の
悪
い
生
徒
を
早
め
に
帰
ら
さ
せ
た
。

 
③

 
係
員
は
来
場
者
を
一
列
に
並
ば
さ
せ
た
。

 
④

 
部
長
は
彼
に
不
始
末
の
責
任
を
取
ら
さ
せ
た
。

 
⑤

 
相
手
に
気
持
ち
よ
く
話
さ
せ
る
方
法
を
知
り
た
い
。

 
    

問問
  
11
11
 
下
線
部
の
表
現
に
つ
い
て
，
用
法
の
観
点
か
ら
他
と
異異
なな
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
22
99
  
 

    

①
 
母
の
作
品
が
も
っ
と
も
美
し
か
っ
た
。

 
②

 
彼
は
お
そ
ら
く
来
る
だ
ろ
う
。

 
③

 
教
科
書
の
答
え
が
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。

 
④

 
ど
う
か
お
引
き
取
り
く
だ
さ
い
。

 
⑤

 
決
し
て
う
そ
を
つ
い
て
は
な
ら
な
い
。

 
    

問問
  
11
22
 
下
線
部
の
用
法
が
他
と
異異
なな
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 

 
33
00
  

 

 

①
 
息
子
た
ち
が
公
園
で
遊
ん
で
い
る
写
真
を
撮
ろ
う
。

 

②
 
季
節
外
れ
の
降
雪
で
，
今
朝
は
地
面
に
雪
が
う
っ
す
ら
と
積
も
っ
て
い
る
。

 

③
 
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
校
庭
を
走
っ
て
い
る
。

 

④
 
父
は
今
，
お
土
産
で
も
ら
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
て
い
る
。

 

⑤
 
夢
中
で
本
を
読
ん
で
い
て
，
ノ
ッ
ク
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
。
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問問
  
77
 
次
の
二
つ
の
文
（
アア
・・
イイ
）
の
（

 
）
に
共
通
し
て
入
る
漢
字
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
べ
。

 
 

22
55
  

 

    
  

  
アア

  
夜
中
に
敵
に
（

 
）
撃
さ
れ
る

 

イイ
  
本
に
（

 
）
ん
だ
写
真
を
落
と
す

 

  

①
 
挟

 

②
 
携

 

③
 
絡

 

④
 
荒

 

⑤
 
沈

 

  

問問
  
88
  
漢
字
の
表表
記記
のの
誤誤
りり
をを
含含
むむ
文文
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

   
22
66
  

 
 

①
 
彼
の
態
度
は
と
て
も
謙
虚
だ
。

 

②
 
ド
ロ
ー
ン
は
，
子
供
に
と
っ
て
は
豪
華
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
。

 

③
 
お
正
月
は
家
族
と
の
時
間
を
大
い
に
漫
喫
し
た
。

 

④
 
彼
女
と
私
の
間
に
は
，
互
い
に
秘
密
を
口
外
し
な
い
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
っ
た
。

 

⑤
 
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
，
自
分
の
才
能
を
世
に
示
す
絶
好
の
機
会
と
な
る
だ
ろ
う
。

 

  

問問
  
99
 
下
線
部
の
漢
字
の
読
み
方
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
77
  

 

  

快
楽
を
貪
る

 
 
①

 
あ
さ
る

 
②

 
の
ぼ
る

 

③
 
た
べ
る

 

④
 
む
さ
ぼ
る

 

⑤
 
た
か
る

 

  
  

 

問問
  
11
33
 
文
を
構
成
す
る
要
素
間
の
文
法
的

,
ま
た
意
味
的
な
関
係
か
ら

,
文
の
表
す
意
味
が
一一
通通
りり
のの

解解
釈釈
にに
限限
らら
れれ
るる
もも
のの
を
,
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
33
11
  

 

  

①
 
昨
日
，
僕
は
姉
と
同
じ
中
学
校
に
通
っ
て
い
た
田
中
さ
ん
と
話
し
た
。

 

②
 
妹
が
大
好
き
な
ハ
ン
バ
ー
グ
を
黙
っ
て
食
べ
て
し
ま
っ
た
。

 

③
 
母
に
す
す
め
ら
れ
た
本
を
読
ん
だ
が
役
に
立
た
な
か
っ
た
。

 

④
 
兄
が
録
画
し
て
い
た
映
画
を
誤
っ
て
消
し
て
し
ま
っ
た
。

 

⑤
 
私
は
し
ば
ら
く
静
か
に
眠
っ
て
い
る
夫
を
眺
め
て
い
た
。

 

  

問問
  
11
44
 
下
線
部
の
慣
用
句
に
誤誤
りり
がが
ああ
るる
文文
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

33
22
  
 

 

①
 
彼
の
考
え
方
は
い
つ
も
型
に
は
ま
っ
て
い
る
。

 

②
 
な
か
な
か
寝
付
け
ず
，
息
を
の
ん
で
眠
り
に
つ
い
た
。

 

③
 
試
合
は
い
よ
い
よ
山
場
を
迎
え
た
。

 

④
 
け
ん
か
相
手
の
言
葉
尻
を
と
る
。

 

⑤
 
趣
向
を
凝
ら
し
た
庭
園
が
美
し
い
。

 

    

問問
  
11
55
 
語
の
送
り
仮
名
が
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
33
33
  

 
  

①
 
詫
び
る

 

②
 
装
う

 

③
 
改
た
め
る

 

④
 
恐
れ
る

 

⑤
 
恥
じ
る

 

       

 

 

問問
  
11
00
  
下
線
部
の
形
が
適
切
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
22
88
  
 

  

①
 
こ
の
教
師
は
，
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
一
つ
の
課
題
に
取
り
組
ま
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。

 
②

 
担
任
は
体
調
の
悪
い
生
徒
を
早
め
に
帰
ら
さ
せ
た
。

 
③

 
係
員
は
来
場
者
を
一
列
に
並
ば
さ
せ
た
。

 
④

 
部
長
は
彼
に
不
始
末
の
責
任
を
取
ら
さ
せ
た
。

 
⑤

 
相
手
に
気
持
ち
よ
く
話
さ
せ
る
方
法
を
知
り
た
い
。

 
    

問問
  
11
11
 
下
線
部
の
表
現
に
つ
い
て
，
用
法
の
観
点
か
ら
他
と
異異
なな
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
22
99
  
 

    

①
 
母
の
作
品
が
も
っ
と
も
美
し
か
っ
た
。

 
②

 
彼
は
お
そ
ら
く
来
る
だ
ろ
う
。

 
③

 
教
科
書
の
答
え
が
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。

 
④

 
ど
う
か
お
引
き
取
り
く
だ
さ
い
。

 
⑤

 
決
し
て
う
そ
を
つ
い
て
は
な
ら
な
い
。

 
    

問問
  
11
22
 
下
線
部
の
用
法
が
他
と
異異
なな
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 

 
33
00
  

 

 

①
 
息
子
た
ち
が
公
園
で
遊
ん
で
い
る
写
真
を
撮
ろ
う
。

 

②
 
季
節
外
れ
の
降
雪
で
，
今
朝
は
地
面
に
雪
が
う
っ
す
ら
と
積
も
っ
て
い
る
。

 

③
 
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
校
庭
を
走
っ
て
い
る
。

 

④
 
父
は
今
，
お
土
産
で
も
ら
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
て
い
る
。

 

⑤
 
夢
中
で
本
を
読
ん
で
い
て
，
ノ
ッ
ク
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
。
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総 合 型 選 抜 

学 校 推 薦 型 選 抜 

特 別 選 抜 

〈健康管理学部〉 

総総  合合  問問  題題  

 

第第
33
問問

 
計
算
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
問
い
（
問問

11
～
33
）
に
答
え
よ
。
な
お
解
答
は
，
記
述

式
解
答
用
紙

 
 
問 問

11
  

  
～
  
  
  
問問

33
  
 
 
の
欄
に
，
解
答
を
導
き
出
す
過
程
を
含
め
て
答
え
よ
。

 

  

問問
  
11
 
次
の
表
は
，
佐
世
保
市
の

7
月

13
日
か
ら

18
日
に
お
け
る
，
そ
れ
ぞ
れ
の
日
の
最
高
気
温

 
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
「
前
日
と
の
差
（
℃
）
」
に
は
，
当
日
と
前
日
の
最
高

 
気
温
を
比
べ
，
そ
の
差
を
当
日
の
方
が
高
い
場
合
は
正
の
数
，
低
い
場
合
は
負
の
数
で
表
し
て

 
い
る
。
〔
ア
〕
に
当
て
は
ま
る
数
を
求
め
な
さ
い
。

 
 

表
：
佐
世
保
市
の

20
25
年

7
月
の
最
高
気
温

 
月
 
日
 

7
月

13
日

 
7
月

14
日
 

7
月

15
日
 

7
月

16
日
 

7
月

17
日
 

7
月

18
日
 

最
高
気
温
 

（
℃
）
 

〔
ア
〕

 
 

 
 

 
27

.4
 

前
日
と
の
差

（
℃
）
 

 
—
 4

.3
 

+ 
1.

2 
+ 

2.
9 

+ 
1.

7 
—
 7

.0
 

   

問問
  
22
 

A
さ
ん
，

B
さ
ん
，

C
さ
ん
の

3
人
の
年
齢
に
つ
い
て
次
の
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

 
A
さ
ん
の
年
齢
が

C
さ
ん
の

2
倍
に
な
る
の
は
何
年
後
か
求
め
な
さ
い
。

 
 

 
・

3
人
の
年
齢
の
合
計
は

74
歳
で
あ
る
。

 
 
 
・

B
さ
ん
は

C
さ
ん
よ
り

3
歳
年
上
で
あ
る
。

 
 
 
・

5
年
後
に
，

A
さ
ん
の
年
齢
は

B
さ
ん
の
年
齢
の

2
倍
に
な
る
。

 
   

問問
  
33
 
濃
度

3％
の
食
塩
水

40
0 

g
と
濃
度

5％
の
食
塩
水

X 
g
を
よ
く
混
ぜ
て
か
ら
，
水
を

60
 g

 
蒸
発
さ
せ
た
と
こ
ろ
濃
度

4％
の
食
塩
水
に
な
っ
た
。

X
を
求
め
な
さ
い
。

 

 

 

問問
  
11
66
  
下
線
部
の
敬
語
表
現
で
適適
切切
にに
使使
わわ
れれ
てて
いい
なな
いい
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 
 
33
44
  
 

 
①

 
ど
ち
ら
の
国
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。

 

②
 
今
，
父
は
家
に
お
り
ま
せ
ん
。

 

③
 
部
長
に
お
渡
し
す
る
書
類
は
準
備
し
て
い
ま
す
。

 

④
 
二
列
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

 

⑤
 
先
生
が
お
書
き
し
た
本
を
読
み
ま
し
た
。

 

  

問問
  
11
77
  
意
味
の
説
明
が
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
33
55
  

  
 

①
 
パ
ラ
ダ
イ
ム

 …
 そ
の
時
代
を
支
配
す
る
考
え
方
・
枠
組
み

 
②

 
ア
ナ
ー
キ
ー

 …
 秩
序
の
あ
る
状
態

 
③

 
デ
フ
ォ
ル
ト

 …
 支
払
い
の
不
履
行
，
債
務
不
履
行

 
④

 
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

 …
 過
去
や
故
郷
を
懐
か
し
む
感
情

 
⑤

 
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

 …
 物
価
が
持
続
的
に
上
昇
す
る
現
象
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総 合 型 選 抜 

学 校 推 薦 型 選 抜 

特 別 選 抜 

〈健康管理学部〉 

総総  合合  問問  題題  

 

第第
33
問問

 
計
算
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
問
い
（
問問

11
～
33
）
に
答
え
よ
。
な
お
解
答
は
，
記
述

式
解
答
用
紙

 
 
問問

11
  

  
～
  
  
  
問問

33
  
 
 
の
欄
に
，
解
答
を
導
き
出
す
過
程
を
含
め
て
答
え
よ
。

 

  

問問
  
11
 
次
の
表
は
，
佐
世
保
市
の

7
月

13
日
か
ら

18
日
に
お
け
る
，
そ
れ
ぞ
れ
の
日
の
最
高
気
温

 
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
「
前
日
と
の
差
（
℃
）
」
に
は
，
当
日
と
前
日
の
最
高

 
気
温
を
比
べ
，
そ
の
差
を
当
日
の
方
が
高
い
場
合
は
正
の
数
，
低
い
場
合
は
負
の
数
で
表
し
て

 
い
る
。
〔
ア
〕
に
当
て
は
ま
る
数
を
求
め
な
さ
い
。

 
 

表
：
佐
世
保
市
の

20
25
年

7
月
の
最
高
気
温

 
月

 
日
 

7
月

13
日

 
7
月

14
日
 

7
月

15
日
 

7
月

16
日
 

7
月

17
日
 

7
月

18
日
 

最
高
気
温

 
（
℃
）

 
〔
ア
〕

 
 

 
 

 
27

.4
 

前
日
と
の
差

（
℃
）

 
 

—
 4

.3
 

+ 
1.

2 
+ 

2.
9 

+ 
1.

7 
—
 7

.0
 

   

問問
  
22
 

A
さ
ん
，

B
さ
ん
，

C
さ
ん
の

3
人
の
年
齢
に
つ
い
て
次
の
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

 
A
さ
ん
の
年
齢
が

C
さ
ん
の

2
倍
に
な
る
の
は
何
年
後
か
求
め
な
さ
い
。

 
 

 
・

3
人
の
年
齢
の
合
計
は

74
歳
で
あ
る
。

 
 
 
・

B
さ
ん
は

C
さ
ん
よ
り

3
歳
年
上
で
あ
る
。

 
 
 
・

5
年
後
に
，

A
さ
ん
の
年
齢
は

B
さ
ん
の
年
齢
の

2
倍
に
な
る
。

 
   

問問
  
33
 
濃
度

3％
の
食
塩
水

40
0 

g
と
濃
度

5％
の
食
塩
水

X 
g
を
よ
く
混
ぜ
て
か
ら
，
水
を

60
 g

 
蒸
発
さ
せ
た
と
こ
ろ
濃
度

4％
の
食
塩
水
に
な
っ
た
。

X
を
求
め
な
さ
い
。

 

 

 

問問
  
11
66
  
下
線
部
の
敬
語
表
現
で
適適
切切
にに
使使
わわ
れれ
てて
いい
なな
いい
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 
 
33
44
  
 

 
①

 
ど
ち
ら
の
国
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。

 

②
 
今
，
父
は
家
に
お
り
ま
せ
ん
。

 

③
 
部
長
に
お
渡
し
す
る
書
類
は
準
備
し
て
い
ま
す
。

 

④
 
二
列
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

 

⑤
 
先
生
が
お
書
き
し
た
本
を
読
み
ま
し
た
。

 

  

問問
  
11
77
  
意
味
の
説
明
が
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
33
55
  

  
 

①
 
パ
ラ
ダ
イ
ム

 …
 そ
の
時
代
を
支
配
す
る
考
え
方
・
枠
組
み

 
②

 
ア
ナ
ー
キ
ー

 …
 秩
序
の
あ
る
状
態

 
③

 
デ
フ
ォ
ル
ト

 …
 支
払
い
の
不
履
行
，
債
務
不
履
行

 
④

 
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

 …
 過
去
や
故
郷
を
懐
か
し
む
感
情

 
⑤

 
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

 …
 物
価
が
持
続
的
に
上
昇
す
る
現
象

 
  

  

総
合
問
題

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ

現
代
の
国
語

言
語
文
化

（
古
文
・
漢
文
除
く
）

地
理
総
合

地
理
探
究

歴
史
総
合

日
本
史
探
究

歴
史
総
合

世
界
史
探
究

公　
　

共

政
治
・
経
済

化
学
基
礎

生
物
基
礎

３
年
次
編
入
試
験

筆
記
試
験
問
題

解　

答
− 8−



 

 

問問
  
55
  
次
の
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

  
55
 

 
 

G
et

 o
ut

 o
f b

ed
 n

ow
, (

  
  

 )
 y

ou
 w

ill
 b

e 
la

te
. 

 
①

 
or

 
②

 
an

d 
③

 
as

 
④

 
bu

t 
⑤

 
ho

w
ev

er
 

    
問問

66
  
次
の
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

 
つ
選
べ
。

  
66
 

 
 

Th
e 

Ea
rt

h 
al

w
ay

s (
  

  
  

 )
 a

ro
un

d 
th

e 
Su

n.
 

 
①

 
go

ne
 

②
 

go
es

 
③

 
go

  
④

 
go

in
g 

⑤
 

be
en

 
       

   

 

 

問問
  
55
  
次
の
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

  
55
 

 
 

G
et

 o
ut

 o
f b

ed
 n

ow
, (

  
  

 )
 y

ou
 w

ill
 b

e 
la

te
. 

 
①

 
or

 
②

 
an

d 
③

 
as

 
④

 
bu

t 
⑤

 
ho

w
ev

er
 

    
問問

66
  
次
の
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

 
つ
選
べ
。

  
66
 

 
 

Th
e 

Ea
rt

h 
al

w
ay

s (
  

  
  

 )
 a

ro
un

d 
th

e 
Su

n.
 

 
①

 
go

ne
 

②
 

go
es

 
③

 
go

  
④

 
go

in
g 

⑤
 

be
en

 
       

   

 

問問
  
33
  
次
の

(1
)と

(2
)の
英
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，

(2
)の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
33
 

 
 

(1
) 

 T
ru

th
 is

 o
ne

, p
at

hs
 a

re
 m

an
y. 

(2
) 

 T
ru

th
 is

 o
ne

, (
  

  
 )

 a
re

 m
an

y. 
 ①

 
ro

ot
 

②
 

ro
ar

s 
③

 
lo

rd
s 

④
 

lo
ad

 
⑤

 
ro

ad
s 

    
問問

  
44
  
次
の
英
文
と
日
本
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
44
 

 
 

Th
e 

sh
ow

 m
us

t (
  

  
) o

n 
til

l t
he

 so
ng

 e
nd

s. 
そ
の
曲
が
終
わ
る
ま
で
，
舞
台
は
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 

①
 

ta
ke

 
②

 
w

ea
r 

③
 

su
it 

④
 

go
 

⑤
 

dr
es

s 
        

 

問問
  
33
  
次
の

(1
)と

(2
)の
英
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，

(2
)の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
33
 

 
 

(1
) 

 T
ru

th
 is

 o
ne

, p
at

hs
 a

re
 m

an
y. 

(2
) 

 T
ru

th
 is

 o
ne

, (
  

  
 )

 a
re

 m
an

y.
 

 ①
 

ro
ot

 
②

 
ro

ar
s 

③
 

lo
rd

s 
④

 
lo

ad
 

⑤
 

ro
ad

s 
    
問問

  
44
  
次
の
英
文
と
日
本
文
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
，
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に

最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
44
 

 
 

Th
e 

sh
ow

 m
us

t (
  

  
) o

n 
til

l t
he

 so
ng

 e
nd

s. 
そ
の
曲
が
終
わ
る
ま
で
，
舞
台
は
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 

①
 

ta
ke

 
②

 
w

ea
r 

③
 

su
it 

④
 

go
 

⑤
 

dr
es

s 
        

 

 

総総
  
合合

  
問問
  
題題
  

（
マ
ー
ク
式
解
答
番
号

 
 

11
  

  
～～

  
  
  
33
55
  
 
 
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
記
述
式
解
答
番
号

 
 

 
問問

11
  

  
～～

  
  
  
問問

33
  

 
）

 

  
第第

11
問問

 
英
語
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
問
い
（
問問

11
～

99
）
に
答
え
よ
。

  

  

問問
  
11
  
次
の
単
語
の
下
線
部
と
同
じ
発
音
を
含
む
単
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の

う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
 
11
 
 
 

 
si

gh
t 

  
  

 ①
 

fie
ld
 

 
 

②
 

re
ce

iv
e 

 
 

③
 

pi
ec

e 
④

 
th

ei
r 

 
 

⑤
 

tie
 

    

問問
  
22
  
次
の
単
語
と
，
最
も
強
く
発
音
す
る
部
分
が
同
じ
位
置
（
音
節
）
に
あ
る
語
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
 

 
 

to
-d

ay
 (t

od
ay

) 
 

①
 

fir
e-

fly
 (f

ir
ef

ly
) 

②
 

to
-n

ig
ht

 (t
on

ig
ht

) 
③

 
su

n-
sh

in
e 

(s
un

sh
in

e)
 

 
④

 
ch

ild
-h

oo
d 

(c
hi

ld
ho

od
) 

⑤
 

m
oo

n-
lig

ht
 (m

oo
nl

ig
ht

) 
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問問
77
  
次
の
会
話
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

べ
。

  
77
  
  
 

 
A:

 W
ha

t i
s y

ou
r t

op
ic

 fo
r t

he
 sp

ee
ch

 co
nt

es
t?

 
B:

 I 
w

ill
 ta

lk
 a

bo
ut

 m
y 

ho
m

es
ta

y 
in

 N
ep

al
 la

st
 y

ea
r. 

A:
 O

h,
 th

at
’s 

ni
ce

! I
t w

as
 a

 g
re

at
 ( 

  
  

) f
or

 y
ou

. 
 

①
 

en
vi

ro
nm

en
t 

 
②

 
ef

fe
ct

iv
e 

③
 

en
te

rt
ai

nm
en

t 
④

 
en

tr
an

ce
 

 
⑤

 
ex

pe
ri

en
ce

 
      
問問

88
  
次
の

A～
D
ま
で
の
英
文
を
並
び
替
え
て
意
味
の
通
る
文
章
に
す
る
と
き
，
そ
の
順
序
と
し

 
  

  
て
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
88
  
  
 

 
A:

 Y
ou

 ca
n 

on
ly

 ch
ec

k 
in

 o
ne

 su
itc

as
e 

fo
r f

re
e 

w
ith

 y
ou

r t
ic

ke
t. 

B:
 A

lr
ig

ht
, I

’ll
 p

ay
 a

n 
ex

tr
a 

ch
ar

ge
 to

 ch
ec

k 
in

 b
ot

h.
 

C:
 A

re
 y

ou
 ch

ec
ki

ng
 in

 a
ny

 b
ag

s?
 

D
: Y

es
, I

 h
av

e 
tw

o 
su

itc
as

es
 a

nd
 a

 ca
rr

y-
on

. 
 

①
 

A－
B－

C－
D

 
②

 
B－

C－
A－

D
 

③
 

C－
D
－

A－
B 

④
 

B－
D
－

A－
C 

⑤
 

D
－

A－
B－

C 
  

  
 

           

 

問問
77
  
次
の
会
話
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

べ
。

  
77
  
  
 

 
A:

 W
ha

t i
s y

ou
r t

op
ic

 fo
r t

he
 sp

ee
ch

 co
nt

es
t?

 
B:

 I 
w

ill
 ta

lk
 a

bo
ut

 m
y 

ho
m

es
ta

y 
in

 N
ep

al
 la

st
 y

ea
r. 

A:
 O

h,
 th

at
’s 

ni
ce

! I
t w

as
 a

 g
re

at
 ( 

  
  

) f
or

 y
ou

. 
 

①
 

en
vi

ro
nm

en
t 

 
②

 
ef

fe
ct

iv
e 

③
 

en
te

rt
ai

nm
en

t 
④

 
en

tr
an

ce
 

 
⑤

 
ex

pe
ri

en
ce

 
      
問問

88
  
次
の

A～
D
ま
で
の
英
文
を
並
び
替
え
て
意
味
の
通
る
文
章
に
す
る
と
き
，
そ
の
順
序
と
し

 
  

  
て
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
88
  
  
 

 
A:

 Y
ou

 ca
n 

on
ly

 ch
ec

k 
in

 o
ne

 su
itc

as
e 

fo
r f

re
e 

w
ith

 y
ou

r t
ic

ke
t. 

B:
 A

lr
ig

ht
, I

’ll
 p

ay
 a

n 
ex

tr
a 

ch
ar

ge
 to

 ch
ec

k 
in

 b
ot

h.
 

C:
 A

re
 y

ou
 ch

ec
ki

ng
 in

 a
ny

 b
ag

s?
 

D
: Y

es
, I

 h
av

e 
tw

o 
su

itc
as

es
 a

nd
 a

 ca
rr

y-
on

. 
 

①
 

A－
B－

C－
D

 
②

 
B－

C－
A－

D
 

③
 

C－
D
－

A－
B 

④
 

B－
D
－

A－
C 

⑤
 

D
－

A－
B－

C 
  

  
 

           

 

 

問問
  
55
  
次
の
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

  
55
 

 
 

G
et

 o
ut

 o
f b

ed
 n

ow
, (

  
  

 )
 y

ou
 w

ill
 b

e 
la

te
. 

 
①

 
or

 
②

 
an

d 
③

 
as

 
④

 
bu

t 
⑤

 
ho

w
ev

er
 

    
問問

66
  
次
の
英
文
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

 
つ
選
べ
。

  
66
 

 
 

Th
e 

Ea
rt

h 
al

w
ay

s (
  

  
  

 )
 a

ro
un

d 
th

e 
Su

n.
 

 
①

 
go

ne
 

②
 

go
es

 
③

 
go

  
④

 
go

in
g 

⑤
 

be
en

 
       

   

 

 

問問
99
  
次
の
英
文
の
日
本
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

99
 
 

 
It

 is
 n

ot
 th

e 
ye

ar
s i

n 
yo

ur
 li

fe
 th

at
 co

un
t. 

It
’s 

th
e 

lif
e 

in
 y

ou
r y

ea
rs

. 
 
①

 
何
歳
ま
で
生
き
た
か
は
重
要
で
は
な
い
。
い
か
に
生
き
た
か
が
重
要
だ
。

 
②

 
重
要
な
の
は
長
生
き
し
た
か
で
あ
り
，
そ
れ
が
あ
な
た
の
人
生
と
言
え
る
。

 
③

 
数
え
ら
れ
る
の
は
あ
な
た
の
人
生
で
は
な
い
。
寿
命
だ
。

 
④

 
何
歳
ま
で
生
き
た
か
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
あ
な
た
の
人
生
だ
。

 
⑤

 
あ
な
た
の
生
活
し
た
年
月
を
数
え
る
こ
と
だ
。
そ
れ
が
あ
な
た
の
人
生
を
意
味
す
る
。
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問問
  
77
  
下
線
部
の
敬
語
表
現
で
適適
切切
にに
使使
わわ
れれ
てて
いい
なな
いい
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

べ
。

 
 

11
66
  

 

 

①
 
田
中
先
生
が
お
書
き
し
た
論
文
を
読
み
ま
し
た
。

 

②
 
社
長
に
お
渡
し
す
る
書
類
は
す
で
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

 

③
 
一
列
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

 

④
 
ど
ち
ら
の
国
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。

 

⑤
 
こ
の
電
車
は
回
送
電
車
で
す
。
ご
乗
車
に
な
れ
ま
せ
ん
。

 

  
問問

  
88
  
意
味
の
説
明
が
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
77
  

  
 

①
 
リ
ス
ク

 …
 損
害
や
危
険
に
遭
う
可
能
性

 
②

 
シ
ナ
ジ
ー

 …
 複
数
の
要
素
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
生
じ
る
相
乗
効
果

 
③

 
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

 …
 政
治
家
や
政
党
の
政
策
公
約

 
④

 
バ
イ
ア
ス

 …
 公
平
で
偏
り
の
な
い
判
断

 
⑤

 
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

 …
 業
務
の
一
部
を
外
部
に
委
託
す
る
こ
と

 
  

  

 

 

問問
  
44
  
漢
字
の
表表
記記
のの
誤誤
りり
をを
含含
むむ
文文
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
33
  

  

 
①

 
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
。

 

②
 
説
明
に
不
備
が
あ
る
。

 

③
 
調
査
を
徹
底
し
て
行
う
。

 

④
 
景
色
を
観
照
す
る
。

 

⑤
 
彼
の
態
度
は
と
て
も
謙
虚
だ
。

 

   

問問
  
55
 
下
線
部
の
用
法
が
他
と
異異
なな
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 

 
11
44
  

 

 

①
 
兄
か
ら
の
手
紙
は
，
私
の
想
像
以
上
に
母
を
喜
ば
せ
た
。

 

②
 
今
日
は
学
生
を
早
め
に
帰
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。

 

③
 
携
帯
電
話
の
出
現
は
，
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

 

④
 
公
演
中
止
の
決
定
は
多
く
の
フ
ァ
ン
を
が
っ
か
り
さ
せ
た
。

 

⑤
 
世
間
を
あ
っ
と
言
わ
せ
る
大
ス
ク
ー
プ
を
も
の
に
す
る
の
が
夢
だ
。

 

  

問問
  
66
 
文
を
構
成
す
る
要
素
間
の
文
法
的
，
ま
た
意
味
的
な
関
係
か
ら
，
文
の
表
す
意
味
が
一一
通通
りり

のの
解解
釈釈
にに
限限
らら
れれ
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
55
  

 

  

①
 
先
日
，
兄
と
同
じ
野
球
部
の
山
田
君
に
会
っ
た
。

 

②
 
父
は
弟
と
将
来
を
有
望
視
さ
れ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
試
合
を
見
に
行
っ
た
。

 

③
 
妹
が
通
っ
て
い
る
そ
ろ
ば
ん
教
室
の
先
生
に
ス
ー
パ
ー
で
た
ま
た
ま
会
っ
た
。

 

④
 
先
生
に
す
す
め
ら
れ
た
本
を
読
ん
だ
が
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
 

⑤
 
私
は
兄
の
よ
う
に
周
り
の
評
判
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

 

  
 

 

第第
22
問問

 
日
本
語
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
問
い
（
問問

11
～～

88
）
に
答
え
よ
。

 

 

問 問
  
11
  
下
線
部
の
使
わ
れ
方
が
適
切
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
00
  

  

 

①
 
彼
女
の
語
り
口
は
つ
く
づ
く
と
し
て
い
た
。

 

②
 
彼
の
誠
実
さ
に
触
れ
，
つ
く
づ
く
人
柄
の
大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

 

③
 
駅
前
の
桜
が
つ
く
づ
く
咲
き
誇
っ
て
い
た
。

 

④
 
彼
女
は
会
場
に
入
る
と
，
つ
く
づ
く
と
歩
み
を
早
め
た
。

 

⑤
 
彼
は
手
紙
を
読
み
終
え
，
つ
く
づ
く
机
に
置
い
た
。

 

  

問問
  
22
 
二
つ
の
言
葉
の
関
係
が
他
と
異異
なな
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
 

  
11
11
  

  

 

①
 
鋳
造

 
―

 
鐘

 

②
 
栽
培

 
―

 
果
実

 

③
 
執
筆

 
―

 
論
文

 

④
 
発
酵

 
―

 
味
噌

 

⑤
 
裁
縫

 
―

 
針

 

  

問問
  
33
 
次
の
二
つ
の
文
（
アア
・・
イイ
）
の
（

 
）
に
共
通
し
て
入
る
漢
字
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か

ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
22
  

 

    
  

  
アア

  
考
え
方
の
根
本
に
（

 
）
謬
が
あ
る

 

イイ
  
（

 
）
り
を
正
す
に
は
勇
気
が
必
要
だ

 

  

①
 
携

 

②
 
絡

 

③
 
荒

 

④
 
挟

 

⑤
 
誤

 

  

 

 

第第
33
問問

 
化
学
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
問
い
（
問問

11
～

99
）
に
答
え
よ
。

 

  

問問
  
11
 
次
の
文
章
中
の
空
欄

  
アア

 
 ～

  
キキ

 
 に
当
て
は
ま
る
語
句
の
組
合
せ
と
し
て
最
も

 
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
88
 

 
  

ナ
ト
リ
ウ
ム
原
子
は
，
 
 
アア

 
 個
の
価
電
子
を
有
し
，

  
アア

 
 個
の
価
電
子
を
放
出
し
て

 
  

 
イイ

 
 と
な
る
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
電
子
配
置
は
，
希
ガ
ス
の

  
ウウ

 
 と
同
じ
で
あ
る
。

 
一
方
，
酸
素
は
電
子
を
受
け
取
る
こ
と
で

  
エエ

 
 価
の

  
オオ

 
 と
な
り
，
こ
の
酸
化
物
イ
オ

 
ン
の
電
子
配
置
は
，
希
ガ
ス
の

  
カカ

 
 と
同
じ
で
あ
る
。
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
ナ
ト
リ
ウ
ム

 
イ
オ
ン
と
酸
化
物
イ
オ
ン
が

  
キキ

 
 結
合
で
結
合
し
た
化
合
物
で
あ
る
。

 
   

アア
  

イイ
  

ウウ
  

エエ
  

オオ
  

カカ
  

キキ
  

①
 

1 
陽
イ
オ
ン

 
N

e 
1 

陰
イ
オ
ン

 
Ar

 
イ
オ
ン

 

②
 

1 
陰
イ
オ
ン

 
Ar

 
2 

陽
イ
オ
ン

 
Ar

 
共
有

 

③
 

1 
陽
イ
オ
ン

 
N

e 
2 

陰
イ
オ
ン

 
N

e 
イ
オ
ン

 

④
 

2 
陰
イ
オ
ン

 
N

e 
2 

陽
イ
オ
ン

 
N

e 
イ
オ
ン

 

⑤
 

2 
陽
イ
オ
ン

 
Ar

 
1 

陰
イ
オ
ン

 
N

e 
共
有

 

  

問問
  
22
 

2
価
の
陽
イ
オ
ン
に
な
り
や
す
く
，
青
緑
色
の
炎
色
反
応
を
示
す
元
素
と
し
て
最
も
適
当
な

 

も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
99
 
 

 

①
 
ナ
ト
リ
ウ
ム

 

②
 
カ
ル
シ
ウ
ム

 

③
 
バ
リ
ウ
ム

 

④
 
リ
チ
ウ
ム

 

⑤
 
銅

 

        

− 12 − − 13 −



 

問問
  
77
  
下
線
部
の
敬
語
表
現
で
適適
切切
にに
使使
わわ
れれ
てて
いい
なな
いい
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

べ
。

 
 

11
66
  

 

 

①
 
田
中
先
生
が
お
書
き
し
た
論
文
を
読
み
ま
し
た
。

 

②
 
社
長
に
お
渡
し
す
る
書
類
は
す
で
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

 

③
 
一
列
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

 

④
 
ど
ち
ら
の
国
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。

 

⑤
 
こ
の
電
車
は
回
送
電
車
で
す
。
ご
乗
車
に
な
れ
ま
せ
ん
。

 

  
問問

  
88
  
意
味
の
説
明
が
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
77
  

  
 

①
 
リ
ス
ク

 …
 損
害
や
危
険
に
遭
う
可
能
性

 
②

 
シ
ナ
ジ
ー

 …
 複
数
の
要
素
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
生
じ
る
相
乗
効
果

 
③

 
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

 …
 政
治
家
や
政
党
の
政
策
公
約

 
④

 
バ
イ
ア
ス

 …
 公
平
で
偏
り
の
な
い
判
断

 
⑤

 
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

 …
 業
務
の
一
部
を
外
部
に
委
託
す
る
こ
と

 
  

  

 

 

問問
  
44
  
漢
字
の
表表
記記
のの
誤誤
りり
をを
含含
むむ
文文
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
33
  

  

 
①

 
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
。

 

②
 
説
明
に
不
備
が
あ
る
。

 

③
 
調
査
を
徹
底
し
て
行
う
。

 

④
 
景
色
を
観
照
す
る
。

 

⑤
 
彼
の
態
度
は
と
て
も
謙
虚
だ
。

 

   

問問
  
55
 
下
線
部
の
用
法
が
他
と
異異
なな
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 

 
11
44
  

 

 

①
 
兄
か
ら
の
手
紙
は
，
私
の
想
像
以
上
に
母
を
喜
ば
せ
た
。

 

②
 
今
日
は
学
生
を
早
め
に
帰
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。

 

③
 
携
帯
電
話
の
出
現
は
，
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

 

④
 
公
演
中
止
の
決
定
は
多
く
の
フ
ァ
ン
を
が
っ
か
り
さ
せ
た
。

 

⑤
 
世
間
を
あ
っ
と
言
わ
せ
る
大
ス
ク
ー
プ
を
も
の
に
す
る
の
が
夢
だ
。

 

  

問問
  
66
 
文
を
構
成
す
る
要
素
間
の
文
法
的
，
ま
た
意
味
的
な
関
係
か
ら
，
文
の
表
す
意
味
が
一一
通通
りり

のの
解解
釈釈
にに
限限
らら
れれ
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
55
  

 

  

①
 
先
日
，
兄
と
同
じ
野
球
部
の
山
田
君
に
会
っ
た
。

 

②
 
父
は
弟
と
将
来
を
有
望
視
さ
れ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
試
合
を
見
に
行
っ
た
。

 

③
 
妹
が
通
っ
て
い
る
そ
ろ
ば
ん
教
室
の
先
生
に
ス
ー
パ
ー
で
た
ま
た
ま
会
っ
た
。

 

④
 
先
生
に
す
す
め
ら
れ
た
本
を
読
ん
だ
が
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
 

⑤
 
私
は
兄
の
よ
う
に
周
り
の
評
判
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

 

  
 

 

第第
22
問問

 
日
本
語
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
問
い
（
問問

11
～～

88
）
に
答
え
よ
。

 

 

問問
  
11
  
下
線
部
の
使
わ
れ
方
が
適
切
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
00
  

  

 

①
 
彼
女
の
語
り
口
は
つ
く
づ
く
と
し
て
い
た
。

 

②
 
彼
の
誠
実
さ
に
触
れ
，
つ
く
づ
く
人
柄
の
大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

 

③
 
駅
前
の
桜
が
つ
く
づ
く
咲
き
誇
っ
て
い
た
。

 

④
 
彼
女
は
会
場
に
入
る
と
，
つ
く
づ
く
と
歩
み
を
早
め
た
。

 

⑤
 
彼
は
手
紙
を
読
み
終
え
，
つ
く
づ
く
机
に
置
い
た
。

 

  

問問
  
22
 
二
つ
の
言
葉
の
関
係
が
他
と
異異
なな
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
 

  
11
11
  

  

 

①
 
鋳
造

 
―

 
鐘

 

②
 
栽
培

 
―

 
果
実

 

③
 
執
筆

 
―

 
論
文

 

④
 
発
酵

 
―

 
味
噌

 

⑤
 
裁
縫

 
―

 
針

 

  

問問
  
33
 
次
の
二
つ
の
文
（
アア
・・
イイ
）
の
（

 
）
に
共
通
し
て
入
る
漢
字
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か

ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
22
  

 

    
  

  
アア

  
考
え
方
の
根
本
に
（

 
）
謬
が
あ
る

 

イイ
  
（

 
）
り
を
正
す
に
は
勇
気
が
必
要
だ

 

  

①
 
携

 

②
 
絡

 

③
 
荒

 

④
 
挟

 

⑤
 
誤

 

  

 

 

第第
33
問問

 
化
学
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
問
い
（
問問

11
～

99
）
に
答
え
よ
。

 

  

問問
  
11
 
次
の
文
章
中
の
空
欄

  
アア

 
 ～

  
キキ

 
 に
当
て
は
ま
る
語
句
の
組
合
せ
と
し
て
最
も

 
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
88
 

 
  

ナ
ト
リ
ウ
ム
原
子
は
，
 
 
アア

 
 個
の
価
電
子
を
有
し
，

  
アア

 
 個
の
価
電
子
を
放
出
し
て

 
  

 
イイ

 
 と
な
る
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
電
子
配
置
は
，
希
ガ
ス
の

  
ウウ

 
 と
同
じ
で
あ
る
。

 
一
方
，
酸
素
は
電
子
を
受
け
取
る
こ
と
で

  
エエ

 
 価
の

  
オオ

 
 と
な
り
，
こ
の
酸
化
物
イ
オ

 
ン
の
電
子
配
置
は
，
希
ガ
ス
の

  
カカ

 
 と
同
じ
で
あ
る
。
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
ナ
ト
リ
ウ
ム

 
イ
オ
ン
と
酸
化
物
イ
オ
ン
が

  
キキ

 
 結
合
で
結
合
し
た
化
合
物
で
あ
る
。

 
   

アア
  

イイ
  

ウウ
  

エエ
  

オオ
  

カカ
  

キキ
  

①
 

1 
陽
イ
オ
ン

 
N

e 
1 

陰
イ
オ
ン

 
Ar

 
イ
オ
ン

 

②
 

1 
陰
イ
オ
ン

 
Ar

 
2 

陽
イ
オ
ン

 
Ar

 
共
有

 

③
 

1 
陽
イ
オ
ン

 
N

e 
2 

陰
イ
オ
ン

 
N

e 
イ
オ
ン

 

④
 

2 
陰
イ
オ
ン

 
N

e 
2 

陽
イ
オ
ン

 
N

e 
イ
オ
ン

 

⑤
 

2 
陽
イ
オ
ン

 
Ar

 
1 

陰
イ
オ
ン

 
N

e 
共
有

 

  

問問
  
22
 

2
価
の
陽
イ
オ
ン
に
な
り
や
す
く
，
青
緑
色
の
炎
色
反
応
を
示
す
元
素
と
し
て
最
も
適
当
な

 

も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
99
 
 

 

①
 
ナ
ト
リ
ウ
ム

 

②
 
カ
ル
シ
ウ
ム

 

③
 
バ
リ
ウ
ム

 

④
 
リ
チ
ウ
ム

 

⑤
 
銅

 

        

 

 

第第
33
問問

 
化
学
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
問
い
（
問問

11
～

99
）
に
答
え
よ
。

 

  

問問
  
11
 
次
の
文
章
中
の
空
欄

  
アア

 
 ～

  
キキ

 
 に
当
て
は
ま
る
語
句
の
組
合
せ
と
し
て
最
も

 
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
88
 

 
  

ナ
ト
リ
ウ
ム
原
子
は
，
 
 
アア

 
 個
の
価
電
子
を
有
し
，

  
アア

 
 個
の
価
電
子
を
放
出
し
て

 
  

 
イイ

 
 と
な
る
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
電
子
配
置
は
，
希
ガ
ス
の

  
ウウ

 
 と
同
じ
で
あ
る
。

 
一
方
，
酸
素
は
電
子
を
受
け
取
る
こ
と
で

  
エエ

 
 価
の

  
オオ

 
 と
な
り
，
こ
の
酸
化
物
イ
オ

 
ン
の
電
子
配
置
は
，
希
ガ
ス
の

  
カカ

 
 と
同
じ
で
あ
る
。
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
ナ
ト
リ
ウ
ム

 
イ
オ
ン
と
酸
化
物
イ
オ
ン
が

  
キキ

 
 結
合
で
結
合
し
た
化
合
物
で
あ
る
。

 
   

アア
  

イイ
  

ウウ
  

エエ
  

オオ
  

カカ
  

キキ
  

①
 

1 
陽
イ
オ
ン

 
N

e 
1 

陰
イ
オ
ン

 
Ar

 
イ
オ
ン

 

②
 

1 
陰
イ
オ
ン

 
Ar

 
2 

陽
イ
オ
ン

 
Ar

 
共
有

 

③
 

1 
陽
イ
オ
ン

 
N

e 
2 

陰
イ
オ
ン

 
N

e 
イ
オ
ン

 

④
 

2 
陰
イ
オ
ン

 
N

e 
2 

陽
イ
オ
ン

 
N

e 
イ
オ
ン

 

⑤
 

2 
陽
イ
オ
ン

 
Ar

 
1 

陰
イ
オ
ン

 
N

e 
共
有

 

  

問問
  
22
 

2
価
の
陽
イ
オ
ン
に
な
り
や
す
く
，
青
緑
色
の
炎
色
反
応
を
示
す
元
素
と
し
て
最
も
適
当
な

 

も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
99
 
 

 

①
 
ナ
ト
リ
ウ
ム

 

②
 
カ
ル
シ
ウ
ム

 

③
 
バ
リ
ウ
ム

 

④
 
リ
チ
ウ
ム

 

⑤
 
銅

 

        

 

問問
  
33
  
電
気
陰
性
度
が
大
き
い
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の

 

①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

22
00
 

 
 

①
 

N
a 

> 
M

g 
> 

Al
 

②
 

B 
> 

C 
> 

N
 

③
 

H
 >

 F
 >

 O
 

④
 

F 
> 

O
 >

 N
 

⑤
 

P 
> 

S 
> 

Cl
 

  

問問
  
44
 
分
子
間
力
（
フ
ァ
ン
デ
ル
ワ
ー
ル
ス
力
や
水
素
結
合
）
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
11
 

 
 

①
 
分
子
間
力
は

, 
無
極
性
分
子
間
の
み
に
は
た
ら
く
。

 
②

  
水
素
結
合
は

, 
イ
オ
ン
結
合
よ
り
強
い
。

 

③
  
水
素
分
子
間
に
は

, 
水
素
結
合
が
は
た
ら
い
て
い
る
。

 
④

  
分
子
量
が
近
い
物
質
の
沸
点
は
，
無
極
性
分
子
よ
り
極
性
分
子
の
方
が
低
い
。

 
⑥

 
 
ハ
ロ
ゲ
ン
分
子
に
は
，
フ
ァ
ン
デ
ル
ワ
ー
ル
ス
力
だ
け
が
は
た
ら
い
て
い
る
。

  
    問問

  
55
  

20
％
の
塩
酸
（
密
度

1.
2 

g/
cm

3 ）
を
水
で
薄
め
て

0.
30

 m
ol

/L
の
塩
酸
を

0.
50

 L
作
り
た

 
い
。

 こ
の
と
き
必
要
な

20
％
塩
酸
溶
液
の
量
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の

 

う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
た
だ
し

,
 
原
子
量
は

H
 =

 1
.0
，

Cl
 =

 3
5.

5
と
す
る
。

 
  

22
22
  

  
m

L 
 
①

 
8.

0 
 

 
②

 
13

 

 
 
③

 
21

 

 
 
④

 
23

 

 
 
⑤

 
40

 

     

 

 

第第
33
問問

 
化
学
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
問
い
（
問問

11
～

99
）
に
答
え
よ
。

 

  

問問
  
11
 
次
の
文
章
中
の
空
欄

  
アア

 
 ～

  
キキ

 
 に
当
て
は
ま
る
語
句
の
組
合
せ
と
し
て
最
も

 
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
88
 

 
  

ナ
ト
リ
ウ
ム
原
子
は
，
 
 
アア

 
 個
の
価
電
子
を
有
し
，

  
アア

 
 個
の
価
電
子
を
放
出
し
て

 
  

 
イイ

 
 と
な
る
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
電
子
配
置
は
，
希
ガ
ス
の

  
ウウ

 
 と
同
じ
で
あ
る
。

 
一
方
，
酸
素
は
電
子
を
受
け
取
る
こ
と
で

  
エエ

 
 価
の

  
オオ

 
 と
な
り
，
こ
の
酸
化
物
イ
オ

 
ン
の
電
子
配
置
は
，
希
ガ
ス
の

  
カカ

 
 と
同
じ
で
あ
る
。
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
ナ
ト
リ
ウ
ム

 
イ
オ
ン
と
酸
化
物
イ
オ
ン
が

  
キキ

 
 結
合
で
結
合
し
た
化
合
物
で
あ
る
。

 
   

アア
  

イイ
  

ウウ
  

エエ
  

オオ
  

カカ
  

キキ
  

①
 

1 
陽
イ
オ
ン

 
N

e 
1 

陰
イ
オ
ン

 
Ar

 
イ
オ
ン

 

②
 

1 
陰
イ
オ
ン

 
Ar

 
2 

陽
イ
オ
ン

 
Ar

 
共
有

 

③
 

1 
陽
イ
オ
ン

 
N

e 
2 

陰
イ
オ
ン

 
N

e 
イ
オ
ン

 

④
 

2 
陰
イ
オ
ン

 
N

e 
2 

陽
イ
オ
ン

 
N

e 
イ
オ
ン

 

⑤
 

2 
陽
イ
オ
ン

 
Ar

 
1 

陰
イ
オ
ン

 
N

e 
共
有

 

  

問問
  
22
 

2
価
の
陽
イ
オ
ン
に
な
り
や
す
く
，
青
緑
色
の
炎
色
反
応
を
示
す
元
素
と
し
て
最
も
適
当
な

 

も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
99
 
 

 

①
 
ナ
ト
リ
ウ
ム

 

②
 
カ
ル
シ
ウ
ム

 

③
 
バ
リ
ウ
ム

 

④
 
リ
チ
ウ
ム

 

⑤
 
銅

 

        

− 12 − − 13 −



 

 

問問
  
66
 
質
量
パ
ー
セ
ン
ト
濃
度

10
.0
％
の
グ
ル
コ
ー
ス
（

C 6
H

12
O

6)
 
50

0 
m

L
の
モ
ル
濃
度
と
し
て

 

最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
た
だ
し
，
原
子
量
は

H
 =

 1
.0

0，
C 

= 
12

.0
，

O
 =

 1
6.

0，
グ
ル
コ
ー
ス
の
密
度
は

1.
08

 g
/cm

3
と
す
る
。

  
22
33
 

 m
ol

/L
 

 
①

 0
.3

00
 

②
 0

.6
00

 

③
 1

.0
0 

④
 3

.0
0 

⑤
 6

.0
0   

問問
  
77
  
酸
・
塩
基
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
 

22
44
  

 
  

 
①

 
ア
レ
ニ
ウ
ス
の
酸
と
は
，
相
手
に
水
素
イ
オ
ン

H
+ を
与
え
る
物
質
で
あ
る
。

 

 
 

 
②

 
強
酸
を
弱
塩
基
で
滴
定
す
る
と
き
，
指
示
薬
は
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
を
用
い
る
。

 
 

 
 
③

 
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
を
水
で
薄
め
る
と
，

pH
の
値
は
大
き
く
な
る
。

 

 
 

 
④

 
pH

5
の
塩
酸
を
水
で

10
0
倍
に
薄
め
る
と
，
そ
の
溶
液
の

pH
は

3
と
な
る
。
 

 
 

 
⑤

 
塩
化
水
素
の
電
離
度
は
，
酢
酸
の
電
離
度
よ
り
大
き
い
。

 
  

問問
  
88
 
下
線
部
の
物
質
が
酸
化
剤
と
し
て
は
た
ら
い
て
い
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次

 

の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

2 2
55
 

 
  

①
 

2K
Br

  
+ 

 C
l 2 

 →
  

2K
Cl

  
+ 

 B
r 2
 

 
 
②

 
2H

2S
  

+ 
 S

O
2 

 →
  

3S
  

+ 
 2

H
2O

 

 
 
③

 
H

2O
2 

 +
  

SO
2 

  
→

  
H

2S
O

4 
 

 
 
④

 
M

gO
  

+ 
 2

H
Cl

  
→

  
M

gC
l 2 

 +
  

H
2O

 

 
 
⑤

 
2A

l 
 +

  
6H

Cl
  

→
  

2A
lC

l 3 
 +

  
3H

2 
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pH
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pH
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水
で

10
0
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pH
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度
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88
 
下
線
部
の
物
質
が
酸
化
剤
と
し
て
は
た
ら
い
て
い
る
も
の
と
し
て
最
も
適
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な
も
の
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①
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の
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選
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2K
Br
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 C
l 2 

 →
  

2K
Cl
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 B
r 2
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 S

O
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SO
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→
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M

gO
  

+ 
 2
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→
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→
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問問
  
99
 
金
属
の
イ
オ
ン
化
傾
向
と
化
学
的
性
質
に
関
す
る
記
述
と
し
て
誤誤
りり
をを
含含
むむ
もも
のの
を
，
次
の

 

①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

   
22
66
  
  

 
①

 マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は

,
 
常
温
の
水
と
は
ほ
と
ん
ど
反
応
し
な
い
。

 

②
 ナ
ト
リ
ウ
ム
は

,
 
常
温
で
反
応
し
て
水
素
を
発
生
す
る
。

 

③
 カ
リ
ウ
ム
の
単
体
は

,
 
常
温
の
水
を
作
用
さ
せ
る
と
水
素
が
発
生
す
る
。

 

④
 銅
は

,
 
熱
濃
硫
酸
と
反
応
し
て
水
素
を
発
生
す
る
。

 

⑤
 亜
鉛
板
と
銅
板
を
希
硫
酸
に
浸
し

,
 
こ
の
二
つ
の
金
属
板
を
導
線
で
結
ぶ
と
起
電
力
が
生
じ

 
 

 

る
。

 

 

                        

 

 

第第
44
問問

 
生
物
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
問
い
（
問問

11
～

99
）
に
答
え
よ
。

 

  

問問
  
11
 
生
物
の
細
胞
の
構
造
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら

 

一
つ
選
べ
。

 
 

22
77
 
 

  

①
 
す
べ
て
の
生
物
の
細
胞
は
，
核
を
も
つ
。

 

②
 
植
物
は
，
原
核
細
胞
か
ら
な
る
生
物
で
あ
る
。

 

③
 
す
べ
て
の
生
物
は
，
遺
伝
物
質
と
し
て

RN
A
を
も
つ
。

 

④
 
原
核
生
物
は
，
細
胞
小
器
官
を
も
つ
。

 

⑤
 
す
べ
て
の
生
物
の
細
胞
に
は
，
細
胞
質
基
質
が
存
在
す
る
。

 

  

問問
  
22
 
胃
液
中
の
酵
素
で
あ
る
ペ
プ
シ
ン
が
最
も
働
く

pH
と
温
度
の
組
合
せ
を
，
次
の
①
～
⑤
の

 

う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

22
88
 

 
 

 
pH

 
温
度
（
℃
）

 
①

 
7 

4 
②

 
7 

37
 

③
 

2 
4 

④
 

2 
37

 
⑤

 
2 

70
 

 

問問
  
33
 
呼
吸
と
光
合
成
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ

 
選
べ
。

  
22
99
 

 
 

①
 
呼
吸
の
反
応
で
は
，

AT
P
の
分
解
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
，
有
機
物

を
無
機
物
に
分
解
す
る
。

 
②

 
呼
吸
に
よ
っ
て
グ
ル
コ
ー
ス
が
分
解
さ
れ
る
と
，
水
と
酸
素
が
生
じ
る
。

 
③

 
光
合
成
の
反
応
で
は
，

AT
P
の
分
解
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
，
無
機

物
か
ら
有
機
物
が
合
成
さ
れ
る
。

 
④

 
光
合
成
で
は
，
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て

AT
P
を
分
解
す
る
。

 
⑤

 
光
合
成
は
，
細
胞
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
で
行
わ
れ
る
。
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吸
と
光
合
成
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
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一
つ

 
選
べ
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22
99
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の
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解
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有
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を
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に
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に
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が
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解
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と
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酸
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が
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じ
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。
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一 般 選 抜 

〈人間社会学部〉 

〈健康管理学部〉 

外外  国国  語語  

「英語コミュニケーションⅠ，Ⅱ」 

「論理・表現Ⅰ」 

 

第第
55
問問

 
計
算
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
問
い
（
問問

11
～

33
）
に
答
え
よ
。
な
お
解
答
は
，
記
述

式
解
答
用
紙

 
 
問 問

11
  

  
～

  
  
  
問問

33
  
 
 
の
欄
に
，
解
答
を
導
き
出
す
過
程
を
含
め
て
答
え
よ
。

 

 

問問
  
11
 
あ
る
規
則
に
従
っ
て
次
の
数
字
が
並
ん
で
い
る
。
こ
の
と
き
，

Z
の
数
字
を
求
め
な
さ
い
。

 
 

10
7，

10
8，

11
5，

16
4，

Z，
29

08
 

   

問問
  
22
  
あ
る
物
体
が
斜
面
を
転
が
る
運
動
を
は
じ
め
て
か
ら

x
秒
間
に
進
む
距
離
を

y 
m
と
す
る
と

 
y 

= 
4x

2
の
関
係
式
が
成
り
立
っ
た
。
こ
の
物
体
が
運
動
を
は
じ
め
て

1
秒
後
か
ら

5
秒
後
ま
で

 
の
平
均
の
速
さ
を
求
め
な
さ
い
。

 
  

問問
  
33
  

2
つ
の
ビ
ー
カ
ー

A，
B
が
あ
り
，

A
に
は

5％
の
食
塩
水
が

40
0 

g，
B
に
は

10
％
の
食
塩

水
が

50
0 

g
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ー
カ
ー
か
ら

10
0 

g
の
食
塩
水
を
同
時
に
取
り
出

し
て
，

A
か
ら
取
り
出
し
た
分
を

B
に
，

B
か
ら
取
り
出
し
た
分
を

A
に
入
れ
て
よ
く
か
き
混

ぜ
た
。
こ
の
操
作
後
の

A，
B
の
食
塩
水
の
濃
度
（
％
）
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
な
さ
い
。
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総
合
問
題

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ

現
代
の
国
語

言
語
文
化

（
古
文
・
漢
文
除
く
）

地
理
総
合

地
理
探
究

歴
史
総
合

日
本
史
探
究

歴
史
総
合

世
界
史
探
究

公　
　

共

政
治
・
経
済

化
学
基
礎

生
物
基
礎

３
年
次
編
入
試
験

筆
記
試
験
問
題

解　

答
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44
 

 
 

 
 
①

 
ク
マ
に
は
様
々
な
種
類
の
も
の
が
い
る
の
で
，
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
マ
に
対
し
て
出
会
っ

た
と
き
の
対
応
方
法
が
異
な
る
。
よ
っ
て
，
一
般
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
設
定
は
難
し

い
。

 
 

 
 
②

 
ク
マ
に
食
べ
物
を
与
え
よ
う
と
し
た
り
，
か
わ
い
い
子
グ
マ
近
づ
こ
う
と
し
た
り
す

る
こ
と
は
，
非
常
に
良
く
な
い
遭
遇
の
仕
方
で
あ
る
。

 
 

 
 
③

 
ク
マ
と
出
く
わ
し
た
ら
，
食
料
だ
と
分
か
る
よ
う
に
し
て
食
料
を
置
い
て
す
ぐ
に
逃

げ
る
と
良
い
。
ク
マ
が
そ
の
食
料
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
間
に
逃
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。

 
 

 
 
④

 
ク
マ
と
出
く
わ
し
た
ら
，
で
き
る
だ
け
距
離
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
，
素
早

く
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
，
常
に
ク
マ
の
気
配
に
気
を
つ
け
な
が
ら
静
か
に
歩
く

必
要
が
あ
る
。

 
    

((
55
))
  
 

55
 

 
 

 
 
①

 
ク
マ
が
あ
な
た
の
方
に
，
向
か
っ
て
き
た
ら
素
早
く
地
面
に
伏
せ
て
，
じ
っ
と
動
か

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
生
き
残
る
可
能
性
を
高
め
て
く
れ
る
。

 
 

 
 
②

 
ク
マ
の
い
る
よ
う
な
自
然
豊
か
な
国
立
公
園
を
散
策
す
る
と
き
に
は
，
常
に
グ
ル
ー

プ
で
行
動
し
，
歌
を
歌
っ
た
り
，
大
声
を
出
し
な
が
ら
歩
く
と
良
い
。

 
 

 
 
③

 
Pr

at
tさ
ん
は
，
国
立
公
園
を
散
策
す
る
際
に
は
，
人
が
来
て
い
る
と
ク
マ
に
分
か
る

よ
う
に
，
ク
マ
に
話
し
か
け
る
つ
も
り
で
声
を
出
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
を
勧
め
て
い

る
。

 
 

 
 
④

 
Pr

at
tさ
ん
は
，
ク
マ
が
後
ろ
足
で
立
っ
て
も
動
揺
し
な
い
よ
う
に
と
言
っ
て
い
る
。

そ
の
動
作
は
攻
撃
的
な
動
き
だ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

 
      

―
 2

 ―
 

 
((
22
))
  

 
22
 

 
 

 
 
①

 
Pr

at
tさ
ん
は
，
ク
マ
が
大
好
き
な
の
で
自
宅
か
ら
も
ク
マ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
ヨ
セ
ミ
テ
国
立
公
園
の
そ
ば
に
家
を
建
て
た
こ
と
を
熱
狂
的
に
語
っ
て
く
れ
た
。

 
 

 
 
②

 
Pr

at
tさ
ん
は
，
野
生
の
ク
マ
を
見
る
こ
と
が
大
好
き
で
，
ク
マ
と
の
経
験
で
悪
い
思

い
を
し
た
こ
と
は
，
ほ
と
ん
ど
な
い
と
語
っ
た
。

 
③

 
Pr

at
tさ
ん
は
，
ク
マ
の
危
険
性
を
熟
知
し
て
い
る
の
で
，
遠
く
か
ら
見
る
こ
と
は
す

る
け
れ
ど
も
，
家
の
近
く
で
出
く
わ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
る
。

 
④

 
Pr

at
tさ
ん
は
，
ヨ
セ
ミ
テ
国
立
公
園
の
ほ
と
り
に
住
ん
で
い
て
，
ク
マ
が
彼
女
の
家

の
庭
を
横
切
る
こ
と
も
あ
る
。
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33
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①

 
Pr

at
tさ
ん
が
，
人
々
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
努
力
し
て
い
る
の
は
，
ク
マ
に
対
し
て

の
恐
怖
心
で
は
な
く
敬
意
で
あ
る
。

 
 

 
 
②

 
Pr

at
tさ
ん
は
，
人
々
が
敬
意
を
持
っ
て
ク
マ
と
接
す
れ
ば
，
ク
マ
も
そ
の
敬
意
を
敏

感
に
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
，
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

 
 

 
 
③

 
Pr

at
tさ
ん
は
，
野
生
の
ク
マ
を
見
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
経
験
だ
と
考
え
て
お
り
，

一
般
の
人
々
が
野
生
の
ク
マ
を
観
察
す
る
機
会
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
 

 
 
④

 
Pr

at
tさ
ん
は
，
ク
マ
と
人
と
の
出
会
い
は
喜
ば
し
い
も
の
で
あ
り
，
こ
の
喜
び
を
彼

女
と
共
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
施
設
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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to
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第第
33
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次
の
問
い
（
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１１
～～
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）
の
空
欄
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11
 

 ～
  

44
00
 

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
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も
の
を
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そ
れ
ぞ
れ
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の
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e 
m

ee
tin

g.
  

①
 

re
m

in
de

d 
②

 
st

ay
ed

 fo
r 

③
 

ke
pt

 o
n 

④
 

re
m

ai
ne

d 
 

 問問
22
44
 

 W
e 

sh
ou

ld
 a

vo
id

 th
os

e 
w

ho
 w

is
h 

 
33
44
 

 .
  

①
 

to
 d

o 
us

 h
ar

m
 

②
 

to
 d

o 
ha

rm
 u

s 
③

 
ha

rm
 u

s 
④

 
fo

r 
us

 h
ar

m
 

 問問
22
55
 

 T
he

 m
ag

az
in

e,
 w

hi
ch

 is
 c

om
in

g 
ou

t n
ex

t m
on

th
, 
 

33
55
 

 a
 v

ar
ie

ty
 o

f 
to

pi
cs

. 
 

①
 

co
ve

r 
②

 
co

ve
rs

 
③

 
to

 c
ov

er
 

④
 

is
 c

ov
er

ed
 

 
問問

22
66
 

 T
he

re
 is

  
33
66
 

 t
ha

t s
m

ok
in

g 
in

cr
ea

se
s 

th
e 

ri
sk

 o
f c

an
ce

r.
  

①
 

ev
id

en
tia

l 
②

 
ev

id
en

t 
③

 
ev

id
en

tly
 

④
 

ev
id

en
ce

  
 
問問

22
77
  
  
  
 

33
77
 

 t
ha

t s
he

 is
 a

ng
ry

. 
 

①
 

Sh
e 

se
em

s 
②

 
It

 s
ee

m
 

③
 

It
 s

ee
m

in
gl

y 
④

 
It

 s
ee

m
s 

 
問問

22
88
  

 
33
88
 

 h
er

 h
om

ew
or

k,
 s

he
 w

en
t t

o 
se

e 
th

e 
m

ov
ie

s.
 

①
 

D
oi

ng
 

②
 

H
av

in
g 

do
ne

 
③

 
Be

in
g 

do
ne

 
④

 
H

ad
 d

on
e 

   

―
 7

 ―
 

問問
11
44
  

 D
o 

yo
u 

kn
ow

 w
ha

t t
im

e 
th

e 
bu

s 
 

22
44
 

 t
o 

Fu
ku

ok
a?

  
①

 
re

ac
he

s 
②

 
ge

ts
 

③
 

ar
ri

ve
s 

④
 

le
av

es
 

 
問問

11
55
 

 Y
ou

 c
an

no
t b

e 
 

22
55
 

 c
ar

ef
ul

 in
 c

ho
os

in
g 

yo
ur

 u
ni

ve
rs

ity
. 

 
①

 
so

 
②

 
m

uc
h 

③
 

en
ou

gh
 

④
 

to
o 

 
 問問

11
66
 

 I
 th

in
k 

it 
is

 h
ig

h 
tim

e 
w

e 
 

22
66
 

 t
o 

th
in

k 
ab

ou
t o

ur
 jo

b.
  

①
 

st
ar

t 
②

 
st

ar
te

d 
③

 
w

ill
 s

ta
rt

 
④

 
ha

ve
 s

ta
rt

ed
 

 問問
11
77
 

 T
om

 h
as

 p
ut

  
22
77
 

 m
ak

in
g 

hi
s 

de
ci

si
on

 fo
r 

an
ot

he
r 

w
ee

k.
  

①
 

of
f 

②
 

aw
ay

 
③

 
on

 
④

 
fo

rw
ar

d 
 

 問問
11
88
 

 T
he

 b
oy

 w
as

 s
o 

ki
nd

  
22
88
 

 m
e 

to
 th

e 
bu

s 
st

op
. 

 
①

 
as

 to
 ta

ke
 

②
 

fo
r 

ta
ki

ng
 

③
 

in
 o

rd
er

 to
 ta

ke
 

④
 

th
at

 it
 ta

ke
s 

 問問
11
99
 

 I
’m

 n
ot

 g
oi

ng
 to

 s
le

ep
 to

ni
gh

t 
 

22
99
 

 I
 fi

ni
sh

 th
e 

es
sa

y.
  

①
 

by
 

②
 

si
nc

e 
③

 
til

l 
④

 
du

ri
ng

 
 
問問

22
00
 

 T
he

 b
oy

 le
ft

 h
om

e 
ea

rl
ie

r 
fo

r 
 

33
00
 

 t
ha

t h
e 

m
ig

ht
 m

is
s 

th
e 

tr
ai

n.
  

①
 

ri
sk

 
②

 
da

ng
er

 
③

 
fe

ar
 

④
 

an
xi

et
y 

 
問問

22
11
  

 T
he

 n
ew

s 
sa

ys
 th

at
 c

on
su

m
er

 p
ri

ce
s 

 
33
11
 

 1
0 

pe
rc

en
t l

as
t y

ea
r.

  
①

 
ri

se
 

②
 

ro
se

 
③

 
ra

is
ed

 
④

 
ri

se
n 
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一 般 選 抜 

〈人間社会学部〉 

〈健康管理学部〉 

数数  学学  

「数学Ⅰ」「数学Ａ」 

 

第第
44
問問

  
次
の
各
組
の
文
（
問問
アア
～
エエ
）
が
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
な
る
よ
う
に

,（
 

 
）
内
に
適
切

な
語
を

1
語
ず
つ
入
れ
な
さ
い
。

 
 問問
アア

  
Th

is
 is

 th
e 

m
os

t b
or

in
g 

ar
tic

le
 I 

ha
ve

 e
ve

r 
re

ad
. 

≒
I h

av
e 

( 
  

  
) (

  
  

 )
 s

uc
h 

a 
bo

ri
ng

 a
rt

ic
le

 a
s 

th
is

. 
 

問問
イイ

  
  I

 li
ke

 s
ka

tin
g 

be
tt

er
 th

an
 s

ki
in

g.
 

≒
I (

  
  

 )
 s

ka
tin

g 
( 

  
  

) s
ki

in
g.

 
 問問
ウウ

  
  T

hi
s 

ca
p 

is
n’

t m
in

e.
 

≒
Th

is
 c

ap
 d

oe
sn

’t 
( 

  
  

) (
  

  
 )

 m
e.

 
 問問
エエ

  
  M

ay
 I 

as
k 

a 
fa

vo
r 

of
 y

ou
? 

≒
W

ill
 y

ou
 d

o 
( 

  
  

) a
 ( 

  
  

) ?
 

      第第
55
問問

  
次
の
問
い
（
問問
オオ
～
カカ
）
の
日
本
語
に
合
う
よ
う
に
（

 
 
）
内
の
語
句
に

1
語
を
追
加

し
，
並
べ
替
え
，
英
文
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。
解
答
用
紙
に
は
，
完
成
し
た
英
文
を
記
入
す
る
こ

と
。

 
 問問
オオ

  
そ
こ
で
彼
女
に
会
え
た
の
は
，
運
が
良
か
っ
た
よ
。

 
( e

no
ug

h,
 w

as
, l

uc
ky

, I
, h

er
 th

er
e,

 s
ee

 ).
 

    
  

問問
カカ

  
そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
す
る
際
に
，
彼
は
全
く
楽
し
め
な
か
っ
た
ん
だ
。

 
  

( e
at

in
g,

 h
e,

 a
t, 

pl
ea

su
re

, i
n,

 th
e 

re
st

au
ra

nt
, t

oo
k 

). 
 

―
 9

 ―
 

問問
22
99
  
  
I w

ou
ld

 li
ke

 y
ou

 to
  

33
99
 

 y
ou

r 
ta

le
nt

s.
  

①
 

m
ak

e 
th

e 
m

os
t o

f 
②

 
ha

ve
 b

ig
ge

st
 

③
 

gi
ve

 e
ve

ry
 

④
 

ge
t t

he
 b

es
t 

 
問問

33
00
  
  
Th

e 
pr

ob
le

m
 is

 n
ot

 w
ha

t y
ou

 d
id

 b
ut

  
44
00
 

 y
ou

 d
id

 it
. 

 
①

 
as

 
②

 
w

ha
t 

③
 

ho
w

 
④

 
w

ho
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一 般 選 抜 

〈人間社会学部〉 

〈健康管理学部〉 

数数  学学  

「数学Ⅰ」「数学Ａ」 

 

第第
44
問問

  
次
の
各
組
の
文
（
問問
アア
～
エエ
）
が
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
な
る
よ
う
に

,（
 

 
）
内
に
適
切

な
語
を

1
語
ず
つ
入
れ
な
さ
い
。

 
 問問
アア

  
Th

is
 is

 th
e 

m
os

t b
or

in
g 

ar
tic

le
 I 

ha
ve

 e
ve

r 
re

ad
. 

≒
I h

av
e 

( 
  

  
) (

  
  

 )
 s

uc
h 

a 
bo

ri
ng

 a
rt

ic
le

 a
s 

th
is

. 
 

問問
イイ

  
  I

 li
ke

 s
ka

tin
g 

be
tt

er
 th

an
 s

ki
in

g.
 

≒
I (

  
  

 )
 s

ka
tin

g 
( 

  
  

) s
ki

in
g.

 
 問問
ウウ

  
  T

hi
s 

ca
p 

is
n’

t m
in

e.
 

≒
Th

is
 c

ap
 d

oe
sn

’t 
( 

  
  

) (
  

  
 )

 m
e.

 
 問問
エエ

  
  M

ay
 I 

as
k 

a 
fa

vo
r 

of
 y

ou
? 

≒
W

ill
 y

ou
 d

o 
( 

  
  

) a
 ( 

  
  

) ?
 

      第第
55
問問

  
次
の
問
い
（
問問
オオ
～
カカ
）
の
日
本
語
に
合
う
よ
う
に
（

 
 
）
内
の
語
句
に

1
語
を
追
加

し
，
並
べ
替
え
，
英
文
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。
解
答
用
紙
に
は
，
完
成
し
た
英
文
を
記
入
す
る
こ

と
。

 
 問問
オオ

  
そ
こ
で
彼
女
に
会
え
た
の
は
，
運
が
良
か
っ
た
よ
。

 
( e

no
ug

h,
 w

as
, l

uc
ky

, I
, h

er
 th

er
e,

 s
ee

 ).
 

    
  

問問
カカ

  
そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
す
る
際
に
，
彼
は
全
く
楽
し
め
な
か
っ
た
ん
だ
。

 
  

( e
at

in
g,

 h
e,

 a
t, 

pl
ea

su
re

, i
n,

 th
e 

re
st

au
ra

nt
, t

oo
k 

). 
 

総
合
問
題

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ

現
代
の
国
語

言
語
文
化

（
古
文
・
漢
文
除
く
）

地
理
総
合

地
理
探
究

歴
史
総
合

日
本
史
探
究

歴
史
総
合

世
界
史
探
究

公　
　

共

政
治
・
経
済

化
学
基
礎

生
物
基
礎

３
年
次
編
入
試
験

筆
記
試
験
問
題

解　

答
− 22 −



 

【【
ⅡⅡ
】】

  
次
の
デ
ー
タ
は
，

10
人
の
生
徒
を

5
人
ず
つ

A
班
と

A
班
に
分
け
て
の
国
語
の
テ
ス
ト

を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。
た
だ
し

,𝑎𝑎
 の
値
は

0
以
上
の
整
数
で
あ
る
。

 

A
班

 
61

 
37

 
45

 
65

 
42

 

B
班
 

50
   

 𝑎𝑎
 
 
48

 
70

 
49

 
（
単
位
は
点
）

 

 次
の
問
い
に
答
え
よ
。

 
 

（
１
）

B
班
の
平
均
点
が

56
点
で
あ
る
と
き

,
 𝑎𝑎

 の
値
は

   
スス
セセ

  
  で
あ
る
。

  
 

次
に

,
𝑎𝑎 

= 
62

 の
と
き
，

B
班
の
中
央
値
は

   
ソソ
タタ

  
  で
あ
る
。

  

 （
２
）

A
班
の
得
点
の
分
散
は

   
チチ
ツツ
テテ

  

  
トト

  
  ,

𝑎𝑎 
の
値
が

   
スス
セセ

  
 
の
と
き

, 

B
班
の
得
点
の
分
散
は
,   
ナナ
二二
ヌヌ

  

  
ネネ

  
  で
あ
る
。

 

    
    

    
 𝑎𝑎

 の
値
が

   
スス
セセ

  
  の
と
き

,
10
人
の
生
徒
の
得
点
の
四
分
位
範
囲
は

   
ノノ
ハハ

  
 で
あ

  
  

  

る
。

 

             

第第
22
問問

以
下
の
【【
ⅠⅠ
】】
，【【
ⅡⅡ
】】
の
問
い
に
答
え
よ
。

【【
ⅠⅠ
】】

 
関
数

y
=

x2 －
４

x－
１

(
０
≦
𝑥𝑥
≦
ｔ

)・
・
・
①
に
つ
い
て

,
 

 
  
に
適
す
る
数

を
入
れ
よ
。

ｔ
＝
１
の
と
き

,
①
の
最
大
値
は

 
アア
イイ

  
 で
あ
る
。

 

ｔ
＞
０
と
す
る
と
き

,
①
の
最
大
値
を

M
(t)

,
最
小
値
を

m
(t)

 と
お
く
と

,

M
(t)
は

,
０
≦
t＜

 
ウウ

 
の
と
き

,M
(t)
＝

 
エエ
オオ

  
 で
あ
り

,

 
ウウ

 
≦
t
の
と
き

,M
(t)

 =
 t2 ―

 
カカ

 
 t

 ―
 
キキ

 
 で
あ
る
。

m
(t)
は

,
０
≦
t＜

 
クク

 
の
と
き

,
m

(t)
＝

t2 ―
 
ケケ

 
 t

 ―
 
ココ

 
 で
あ
り

 
クク

 
≦
ｔ
の
と
き

,
m

(t)
＝

 
ササ
シシ

 

 
 

 
 

 
  

  
  

  

 

 

【【
ⅡⅡ
】】
円

O
に
内
接
す
る
三
角
形

A
BC
で

BC
＝

5，
CA
＝

4,
 A

B
＝

6
の
と
き
，

 

次
の
問
い
に
答
え
よ
。
 

           

 
co

sA
＝

  
スス

  

  
セセ
ソソ

  
で
あ
り

,円
O
の
半
径
は

 
  
タタ

  

  
チチ

  
√  

ツツ
  

 で
あ
る
。
  

次
に

,
円

O
の
点

A
を
含
ま
な
い
弧

B
C
の
中
点
を

D
と
す
る
と
き

,
 

B
D
＝

  
テテ

  
√
  
トト

  
 で
あ
り

, 

四
角
形

A
B

C
D
の
面
積
は

 
  
ナナ

  
√
  
ニニ

  
 で
あ
る
。
 

          

・
 

Ａ
 

B 
C 

6 

5 

4 

O
 

第
1
問

以
下
の
【
Ⅰ
】
，【
Ⅱ
】
の
問
い
に
答
え
よ
。

【
Ⅰ
】

(
1
)

2
3−

√7
の
整
数
部
分
を

a,
小
数
部
分
を

b
と
す
る
と
き

,

2
3−

√7
＝
ア

＋
√7

で
あ
る
か
ら

,
a＝

イ
で
あ
り

,

b＝
√7
－

ウ
と
な
る
。

(
2
)

3
つ
の
集
合

A
＝

{
x

| x
2 －

6x
＋

5 
＞
０

} ,
 B
＝

{
x

| 
｜

x＋
１
｜
＜
２

} 

C＝
{
x

| 2
x2 －

15
x＋

7＜
０

}
の
と
き

,

１
) 

  
A＝

{
x

| x
＜

エ
, 
オ

＜
x 

 
x 

 
x

},
 B
＝
{
x

| 
―

カ
＜

x
＜

キ
  

}

で
あ
る
。

２
）

B∪
C＝

{
x

| 
―

ク
＜

x
＜

ケ
  

}
で
あ
る
。

３
）

A—
∪

B—
∪

C—
＝
{
x

| x
≦

コ サ
,
シ

＜
x 

 
x 

 
x

}
で
あ
る
。
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【【
ⅡⅡ
】】

  
次
の
デ
ー
タ
は
，

10
人
の
生
徒
を

5
人
ず
つ

A
班
と

A
班
に
分
け
て
の
国
語
の
テ
ス
ト

を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。
た
だ
し

, 𝑎𝑎
 の
値
は

0
以
上
の
整
数
で
あ
る
。

 

A
班

 
61

 
37

 
45

 
65

 
42

 

B
班
 

50
   

 𝑎𝑎
 
 
48

 
70

 
49

 
（
単
位
は
点
）

 

 次
の
問
い
に
答
え
よ
。

 
 

（
１
）

B
班
の
平
均
点
が

56
点
で
あ
る
と
き

,
 𝑎𝑎

 の
値
は

   
スス
セセ

  
  で
あ
る
。

  
 

次
に

,
𝑎𝑎 

= 
62

 の
と
き
，

B
班
の
中
央
値
は

   
ソソ
タタ

  
  で
あ
る
。

  

 （
２
）

A
班
の
得
点
の
分
散
は

   
チチ
ツツ
テテ

  

  
トト

  
  ,

𝑎𝑎 
の
値
が

   
スス
セセ

  
 
の
と
き

, 

B
班
の
得
点
の
分
散
は
,   
ナナ
二二
ヌヌ

  

  
ネネ

  
  で
あ
る
。

 

    
    

    
 𝑎𝑎

 の
値
が

   
スス
セセ

  
  の
と
き

,
10
人
の
生
徒
の
得
点
の
四
分
位
範
囲
は

   
ノノ
ハハ

  
 で
あ

  
  

  

る
。

 

             

第第
22
問問

以
下
の
【【
ⅠⅠ
】】
，【【
ⅡⅡ
】】
の
問
い
に
答
え
よ
。

【【
ⅠⅠ
】】

 
関
数

y
=

x2 －
４

x－
１

(
０
≦
𝑥𝑥
≦
ｔ

)・
・
・
①
に
つ
い
て

,
 

 
  
に
適
す
る
数

を
入
れ
よ
。

ｔ
＝
１
の
と
き

,
①
の
最
大
値
は

 
アア
イイ

  
 で
あ
る
。

 

ｔ
＞
０
と
す
る
と
き

,
①
の
最
大
値
を

M
(t)

,
最
小
値
を

m
(t)

 と
お
く
と

,

M
(t)
は

,
０
≦
t＜

 
ウウ

 
の
と
き

,M
(t)
＝

 
エエ
オオ

  
 で
あ
り

,

 
ウウ

 
≦
t
の
と
き

,M
(t)

 =
 t2 ―

 
カカ

 
 t

 ―
 
キキ

 
 で
あ
る
。

m
(t)
は

,
０
≦
t＜

 
クク

 
の
と
き

,
m

(t)
＝

t2 ―
 
ケケ

 
 t

 ―
 
ココ

 
 で
あ
り

 
クク

 
≦
ｔ
の
と
き

,
m

(t)
＝

 
ササ
シシ
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一 般 選 抜

〈人間社会学部〉

〈健康管理学部〉

国国 語語 

「現代の国語」

「言語文化」（古文・漢文除く）

 

第第
44
問問

 
以
下
の
、

(
1
)
(
2
)の
問
い
に
答
え
よ
。
  

（
１
）
命
題
 

x＋
ｙ
＝

2 
な
ら
ば
「

x 
≦１
ま
た
は
ｙ

 ≦
１
」
に
つ
い
て
，

 

 
 

 
１
）
こ
の
命
題
の
対
偶
を
述
べ
よ
。

 

 
 

 
２
）
１
）
を
用
い
て
，
命
題
を
証
明
せ
よ
。

 

 （
２
）
図
の
よ
う
な
三
角
形

A
BC
に
お
い
て
，

 

A
E：

EB
＝
１
：

 a
  

 B
D
：

D
C＝
１
：

 b
 と
す
る
（

a＞
０

, 
b＞
０
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ま
た
，

A
D
と

EC
の
交
点
を

P
と
す
る
と
き
次
の
問
に
答
え
よ
。

 

 
 

 
た
だ
し
，
解
答
は
記
述
式
解
答
用
紙
に
解
答
を
導
き
だ
す
過
程
を
含
め
て
答
え
る
こ
と
。
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：

PD
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用
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て
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。
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C 
の
面
積
比
を

a,
 b
を
用
い
て
表
せ
。
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・
 

第
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下
の
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(1
)(2

)の
問
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答
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よ
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１
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7
個
の
数
字
０
,
１
,２

,
３
,
４
,５

,
６
の
中
で
異
な
る

4
個
の
数
字
を
使
っ
て
で
き
る

 
 

4
桁
の
整
数
に
つ
い
て

,
一
の
位
の
数
が

0
で
あ
る
も
の
は

ア
イ
ウ

個
あ
り
,

5
で
あ
る
も
の
は

エ
オ
カ

個
あ
る
。

 
 
 
次
に

,一
の
位
の
数
が
千
の
位
の
数
よ
り
大
き
い
も
の
は

キ
ク
ケ

個
で
あ
る
。

 
 
 
ま
た

, 5
31

0
よ
り
大
き
い
も
の
は

コ
サ
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個
で
あ
る
。

（
２
）

A,
 B

, C
の

3
人
で
じ
ゃ
ん
け
ん
を
１
回
す
る
と
き

,

A
だ
け
が
勝
つ
確
率
は

ス セ
で
あ
る
か
ら

,1
人
だ
け
が
勝
つ
確
率
は

ソ タ
で
あ

る
。

次
に
,
2
人
だ
け
が
勝
つ
確
率
は

チ ツ
で
あ
る
。
よ
っ
て
,
勝
負
が
つ
く
確
率
は
,

テ ト

で
あ
る
。

ま
た
,
あ
い
こ
（
勝
負
が
つ
か
な
い
）
の
確
率
は

ナ ニ
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第第 11 問問 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い ( 問問 １１   ～  問問 ８８ ) に 答 え よ 。 な お 記 述 式 の 問 い は 、 記 述 式 解 答 用 紙 に 解 答 し な さ い 。 

 

人 間 同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て 、 感 情 が 大 切 な 役 割 を は た す こ と は 言 う ま で も な い 。 喜 怒 哀 楽 を は じ め 微 妙 な 感 情 の ニ ュ

ア ン ス か ら 、 わ れ わ れ は 相 手 の 真 意 を お し は か る の だ 。 さ て 、 近 年 で は 、 「 感 情 を も つ ロ ボ ッ ト 」 と い う ふ れ こ み の ペ ッ パ ー 君 を は

じ め 、 同 じ よ う な 可 愛

か わ い

ら し い ロ ボ ッ ト が 相 次 い で 製 品 化 さ れ 、 家 庭 の な か に 入 っ て き た 。 だ が 、 生 物 と 機 械 と が ま っ た く 異 質 な 存 在

だ と す れ ば 、 ロ ボ ッ ト が 感 情 を も つ な ん て ヘ ン だ な 、 と い う 素 朴 な 疑 問 が で て こ な い だ ろ う か 。  

感 情 と い う の は 本 来 、 生 物 進 化 の な か で 生 ま れ て き た も の だ 。 動 物 、 と く に 哺 乳

ほ に ゅ う

類 や 鳥 類 は 、 子 供 を 可 愛 が る 。 敵 が く れ ば 怖 が っ

て 逃 げ た り 、 怒 っ て 襲 い か か っ た り す る 。 す べ て 身 を 守 る た め 、 子 孫 を 残 す た め の 反 応 で あ り 、 行 動 で あ る 。 感 情 を も つ こ と が 、 生

存 競 争 と 自 然 淘 汰

と う た

に お い て 有 利 に 働 い た こ と は ま ち が い な い 。 感 情 が な け れ ば 、 繁 殖 能 力 を 高 め て 多 産 に な る と い っ た 生 存 戦 略 を と

ら な い か ぎ り 、 絶 滅 し て し ま う 。 い や 、 魚 類 の よ う な 多 産 な 動 物 で さ え 、 餌 食 に な ら な い よ う に 逃 げ ま わ ら な く て は な ら な い か ら 、

そ の 神 経 反 応 に 恐 怖 と い う 感 情 の 原 始 的 萌 芽

ほ う が

を み と め る こ と も で き る 。 少 産 の 動 物 で あ る 人 間 の 感 情 も 、 基 本 的 に は こ う い っ た 神 経

反 応 を ベ ー ス に し て お り 、 生 存 戦 略 的 な 機 能 と と ら え ら れ る の だ 。 〔   ⅠⅠ 〕  

そ れ な ら 、 生 き て い る わ け で も な い ロ ボ ッ ト に 感 情 が あ る と は 、 い っ た い ど う い う こ と な の か ？ ——— ま あ 、 感 情 が あ り そ う な 振 り

を す る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン な の さ 、 と 言 っ て し ま え ば そ れ ま で で あ る 。 ロ ボ ッ ト は ペ ッ ト の イ ヌ や ネ コ と は 違 う 。 ま と も な 大 人 な ら 、

ペ ッ パ ー 君 と 遊 び な が ら も 、 そ こ に 正 真 正 銘 の 感 情 を み と め る こ と な ど 無 い だ ろ う 。 よ く で き た 面 白 い 玩 具 、 電 子 カ ラ ク リ 人 形 と い

っ た と こ ろ だ 。  

  ＡＡ   、 こ こ で 東 西 の 文 化 的 な 背 景 に 注 目 し な く て は な ら な い 。 日 本 人 は ロ ボ ッ ト 好 き の 国 民 で あ る 。 一 方 、 １１ 欧 米 で は 、 産 業

用 に 使 用 さ れ て は い る も の の 、 全 般 的 傾 向 と し て ロ ボ ッ ト は 日 本 ほ ど 人 気 が な い 。 と く に 、 ペ ッ パ ー 君 な ど の ヒ ト 型 ロ ボ ッ ト や ロ ボ

 

ッ ト 犬 Ａ Ｉ Ｂ Ｏ な ど 、 人 間 の 愛 玩 物 に な る よ う な 娯 楽 ロ ボ ッ ト の 市 場 は 、 欧 米 で は ａａ カ イ ム に 近 い の で あ る 。  

と こ ろ で 、 こ の こ と は 、 欧 米 人 が ロ ボ ッ ト に 興 味 が な い か ら で は な い 。 む し ろ 逆 に 、 真 剣 に ロ ボ ッ ト と い う 存 在 と 向 き 合 い 、 そ こ

に 密
ひ そ

か な 「 恐 れ 」 を 感 じ と っ て い る た め な の だ 。 一 神 教 文 化 に お い て 、 造 物 主 の 御 業

み わ ざ

を ま ね る の は 罪 深 い 行 為 で あ る 。 も し わ れ わ れ

が 、 人 間 の よ う な 脳 を も ち 人 間 の よ う に 思 考 す る 存 在 を 創 り だ し た ら 、 そ れ は 人 間 に た い し て 何 を し で か す か わ か ら な い 。 こ の 恐 れ

が 、 娯 楽 ロ ボ ッ ト へ の 抵 抗 感 の 底 流 を な し て い る 。 さ ら に は シ ン ギ ュ ラ リ テ ィ 仮 説 に た い す る 悲 観 論 と し て 噴 出 す る の で あ る 。  

こ れ は 、 西 洋 の 伝 統 的 な 人 間 観 と か か わ り が 深 い 。 人 間 は 神 と 動 物 と の 中 間 に 位 置 し て お り 、 理 性 を も ち 、 他 の 動 物 と ち が っ て 合

理 的 に 行 動 す る エ ラ い 存 在 だ 、 と い う の が 欧 米 の ｂｂ ツ ウ ゾ ク 的 な 人 間 観 で あ る 。 〔  ⅡⅡ   〕 だ か ら 欧 米 の 人 工 知 能 研 究 者 た ち も こ ぞ

っ て 、 「 脳 を 人 工 的 に 再 現 す れ ば 人 間 （ と 同 等 の 知 能 を も つ も の ） が で き る 」 と 考 え が ち な の で あ る 。  

も う 二 五 年 も 前 の こ と だ 。 人 工 知 能 の 父 と い わ れ る 故 マ ー ヴ ィ ン ・ ミ ン ス キ ー が 来 日 し 、 私 は Ｎ Ｈ Ｋ の テ レ ビ 番 組 で イ ン タ ビ ュ ー

を し た こ と が あ る 。 そ の と き 、 ミ ン ス キ ー が 「 大 切 な の は 脳 な の で す 。 サ ル に ピ ア ニ ス ト の 脳 を 移 植 す れ ば 、 ピ ア ノ が 弾 け る よ う に

な り ま す 」 と 言 っ た の で 、 私 は 心 底 お ど ろ い た 。 人 間 の ピ ア ニ ス ト と サ ル と で は 、 腕 や 指 の 構 造 や 筋 力 が ま っ た く 違 う 。 サ ル に ピ ア

ニ ス ト の 脳 を 移 植 し て 生 体 信 号 を や り と り し た と こ ろ で 、 ピ ア ノ を 弾 け る は ず は な い で は な い か 。 そ れ ど こ ろ か 、 人 間 の 脳 は サ ル の

内 臓 諸 器 官 を う ま く 統 御 で き な い の で 、 サ ル は た ち ま ち 死 ん で し ま う に 違 い な い 。 時 間 が な く て ミ ン ス キ ー に 質 問 で き な か っ た が 、

ま っ た く 納 得 で き な か っ た 。  

デ カ ル ト は 昔 、 人 間 の 脳 の 一 部 で あ る 松 果 体

し ょ う か た い

に 理 性 が や ど り 、 内 臓 な ど 残 り の 身 体 器 官 は 機 械 の よ う な も の だ と 考 え た 。 人 間 以 外

の 動 物 も 機 械 と 見 な し た 。 二 一 世 紀 の 今 日 、 そ ん な 古 臭 い 考 え を す る 生 物 学 者 は い な い 。 だ が 、 脳 を コ ン ピ ュ ー タ 、 手 足 を 周 辺 機 器

だ と 見 な す ロ ボ ッ ト 研 究 者 た ち は 、 い ま だ に デ カ ル ト の 誤 り を ひ き ず っ て い る 。 い や 、 さ ら に ２２ 誤 り を 増 大 さ せ て い る の で は な い か 。

そ う い う ｃｃ セ ン リ ョ か ら 、 脳 の リ バ ー ス ・ エ ン ジ ニ ア リ ン グ だ の 、 マ イ ン ド ・ ア ッ プ ロ ー デ ィ ン グ だ の と い っ た 滑 稽 な 発 想 が 出 て く

 

る の で あ る 。  

人 間 の 大 脳 新 皮 質 は 、 確 か に コ ン ピ ュ ー タ の よ う な 論 理 的 な 思 考 を お こ な う こ と が で き る 。 〔  ⅢⅢ   〕 大 脳 新 皮 質 を も つ の は 哺 乳

類 だ け で 、 そ う い う 生 物 種 が 出 現 し た の は 進 化 史 上 、 比 較 的 あ た ら し い 。  

何 億 年 も 前 の 原 始 的 な 動 物 の 神 経 系 は 、 代 謝 を は じ め 主 に 生 命 維 持 の 機 能 を う け も っ て い た 。 そ れ は 身 体 の 諸 器 官 と 一 体 不 可 分 で

あ る 。 や が て 時 が た ち 、 大 脳 辺 縁 系 の 発 達 と と も に 、 哺 乳 類 を は じ め 感 情 ら し き も の を も つ 動 物 が あ ら わ れ る （ 可 愛 い ペ ッ ト の 行 動

を な が め れ ば 、 イ ヌ や ネ コ に 感 情 が 無 い と 断 言 す る こ と は 難 し い だ ろ う ） 。 そ し て つ い に 、 大 脳 新 皮 質 が 異 常 に 発 達 し 、 論 理 的 思 考

の 得 意 な 哺 乳 類 、 人 間 サ マ が 登 場 し た と い う 次 第 だ 。  

大 切 な の は 、 こ う い う 脳 神 経 系 の 進 化 が 、 原 則 と し て ア ド オ ン （ 入 れ 替 え で な く 付 加 ） の 形 で お こ な わ れ て き た と い う 事 実 で あ る 。

つ   ＢＢ   、 原 始 的 な 脳 の 機 能 は 消 滅 し た わ け で は な く 、 保 存 さ れ た ま ま 、 高 度 な 機 能 が つ ぎ つ ぎ に 追 加 さ れ て い っ た の だ 。 だ か ら 、

大 脳 新 皮 質 の 理 性 的 な は た ら き の ベ ー ス に は 、  ＣＣ   の 波 が う ね っ て お り 、 さ ら に 生 理 的 な 諸 反 応 の ネ ッ ト ワ ー ク が あ る の で あ る 。

わ れ わ れ も 、 体 調 が 悪 い と イ ラ イ ラ す る し 、 気 分 が 悪 く て ど う し て も 冷 静 な 判 断 が で き な い こ と な ど 、 よ く あ る で は な い か 。  

と す れ ば 、 脳 の 作 動 も 、 身 体 諸 器 官 の 作 動 か ら 切 り 離 す こ と は で き な い 。 脳 の 論 理 的 機 能 だ け に 着 目 し て は 駄 目 な の で あ る 。 ３３ 「 悲

し い か ら 泣 く の で は な く 、 泣 く か ら 悲 し い の だ 」 と 看 破

か ん ぱ

し た ジ ェ イ ム ズ ＝ ラ ン ゲ 説 も 、 こ う 考 え て く る と 納 得 が い く 。 生 理 的 ・ 身 体

的 な 反 応 が ま ず 生 じ て 、 そ れ が 事 後 的 に 脳 の な か で 概 念 化 さ れ る の で あ る 。 〔  ⅣⅣ   〕 む ろ ん 、 脳 は 身 体 的 な 反 応 の 中 継 基 地 と 見 な

せ る か ら 、 脳 の 分 析 は 大 切 だ ろ う 。 だ が 、 人 間 が 数 十 兆 個 も の 細 胞 の 集 合 体 で あ り 、 そ れ ぞ れ の 細 胞 が 自 律 的 に 生 き て い る 以 上 、 脳

以 外 の 身 体 器 官 を 無 視 す る の は ｄｄ ボ ウ ロ ン な の だ 。  

                                 （ 西 垣  通 『 ビ ッ グ デ ー タ と 人 口

じ ん こ う

知 能

ち の う

』 中 公 新 書 に よ る ）  

  

 

る の で あ る 。  

人 間 の 大 脳 新 皮 質 は 、 確 か に コ ン ピ ュ ー タ の よ う な 論 理 的 な 思 考 を お こ な う こ と が で き る 。 〔  ⅢⅢ   〕 大 脳 新 皮 質 を も つ の は 哺 乳

類 だ け で 、 そ う い う 生 物 種 が 出 現 し た の は 進 化 史 上 、 比 較 的 あ た ら し い 。  

何 億 年 も 前 の 原 始 的 な 動 物 の 神 経 系 は 、 代 謝 を は じ め 主 に 生 命 維 持 の 機 能 を う け も っ て い た 。 そ れ は 身 体 の 諸 器 官 と 一 体 不 可 分 で

あ る 。 や が て 時 が た ち 、 大 脳 辺 縁 系 の 発 達 と と も に 、 哺 乳 類 を は じ め 感 情 ら し き も の を も つ 動 物 が あ ら わ れ る （ 可 愛 い ペ ッ ト の 行 動

を な が め れ ば 、 イ ヌ や ネ コ に 感 情 が 無 い と 断 言 す る こ と は 難 し い だ ろ う ） 。 そ し て つ い に 、 大 脳 新 皮 質 が 異 常 に 発 達 し 、 論 理 的 思 考

の 得 意 な 哺 乳 類 、 人 間 サ マ が 登 場 し た と い う 次 第 だ 。  

大 切 な の は 、 こ う い う 脳 神 経 系 の 進 化 が 、 原 則 と し て ア ド オ ン （ 入 れ 替 え で な く 付 加 ） の 形 で お こ な わ れ て き た と い う 事 実 で あ る 。

つ   ＢＢ   、 原 始 的 な 脳 の 機 能 は 消 滅 し た わ け で は な く 、 保 存 さ れ た ま ま 、 高 度 な 機 能 が つ ぎ つ ぎ に 追 加 さ れ て い っ た の だ 。 だ か ら 、

大 脳 新 皮 質 の 理 性 的 な は た ら き の ベ ー ス に は 、  ＣＣ   の 波 が う ね っ て お り 、 さ ら に 生 理 的 な 諸 反 応 の ネ ッ ト ワ ー ク が あ る の で あ る 。

わ れ わ れ も 、 体 調 が 悪 い と イ ラ イ ラ す る し 、 気 分 が 悪 く て ど う し て も 冷 静 な 判 断 が で き な い こ と な ど 、 よ く あ る で は な い か 。  

と す れ ば 、 脳 の 作 動 も 、 身 体 諸 器 官 の 作 動 か ら 切 り 離 す こ と は で き な い 。 脳 の 論 理 的 機 能 だ け に 着 目 し て は 駄 目 な の で あ る 。 ３３ 「 悲

し い か ら 泣 く の で は な く 、 泣 く か ら 悲 し い の だ 」 と 看 破

か ん ぱ

し た ジ ェ イ ム ズ ＝ ラ ン ゲ 説 も 、 こ う 考 え て く る と 納 得 が い く 。 生 理 的 ・ 身 体

的 な 反 応 が ま ず 生 じ て 、 そ れ が 事 後 的 に 脳 の な か で 概 念 化 さ れ る の で あ る 。 〔  ⅣⅣ   〕 む ろ ん 、 脳 は 身 体 的 な 反 応 の 中 継 基 地 と 見 な

せ る か ら 、 脳 の 分 析 は 大 切 だ ろ う 。 だ が 、 人 間 が 数 十 兆 個 も の 細 胞 の 集 合 体 で あ り 、 そ れ ぞ れ の 細 胞 が 自 律 的 に 生 き て い る 以 上 、 脳

以 外 の 身 体 器 官 を 無 視 す る の は ｄｄ ボ ウ ロ ン な の だ 。  

                                 （ 西 垣  通 『 ビ ッ グ デ ー タ と 人 口

じ ん こ う

知 能

ち の う

』 中 公 新 書 に よ る ）  

  

 

問問 １１ 二 重 傍 線 部 ａａ ～ ｄｄ の カ タ カ ナ に 該 当 す る 漢 字 を 、 次 の 各 群 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 べ 。  

    

   ａａ  カ イ ム    １１    

①  過 去 の 行 動 を コ ウ カ イ す る     ②  避 難 指 示 を カ イ ジ ョ す る         

③  無 遅 刻 無 欠 席 で カ イ キ ン し た    ④  博 覧 会 が カ イ マ ク し た      

   

ｂｂ  ツ ウ ゾ ク     ２２    

①  テ イ ゾ ク な 言 葉 遣 い が 不 快 だ      ②  諸 外 国 と の 友 好 関 係 を ジ ゾ ク す る  

③  週 末 は カ ゾ ク と 過 ご す         ④  大 学 の サ ー ク ル に シ ョ ゾ ク す る  

  

ｃｃ  セ ン リ ョ     ３３    

①  セ ン ザ イ す る 才 能 を 開 花 さ せ る    ②  世 界 中 か ら セ ン ボ ウ さ れ る 技 術        

③  大 気 オ セ ン の 深 刻 な 状 況       ④  水 の シ ン セ ン を は か っ て 川 を 渡 る  

 

ｄｄ ボ ウ ロ ン      ４４    

①  ボ ウ リ ョ ク を ふ る う         ②  ボ ウ エ キ 会 社 に 勤 め る        

③  新 し い プ ロ ジ ェ ク ト の ア イ ボ ウ    ④  美 し い ヨ ウ ボ ウ  

 

 

問問 ２２ 文 中 の 空 欄    ＡＡ    、   ＢＢ    に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 次 の 各 群 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 べ 。       

   ＡＡ     ５５     、 ＢＢ     ６６      

 

ＡＡ     ①  い わ ゆ る     ②  だ が     ③  む し ろ     ④  そ れ に し て も  
 

ＢＢ     ①  そ の う え     ②  つ ま り     ③  そ れ な の に    ④  し か し  

 

  

問問 ３３ 文 中 に は 次 の 一 文 が 抜 け 落 ち て い る 。 こ れ を 文 中 の 空 欄 〔  ⅠⅠ  〕 ～ 〔  ⅣⅣ 〕 の ど の 箇 所 に 補 え ば よ い か 。 最 も 適 当 な も

の を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。    ７７     

 

そ し て 、 合 理 的 行 動 の 指 令 中 枢 は 「 脳 」 だ と い う の が 常 識 な の だ 。  

①  〔   ⅠⅠ 〕    ②  〔  ⅡⅡ   〕    ③  〔  ⅢⅢ   〕   ④  〔  ⅣⅣ   〕  

  

  

  

問問 ４４ 文 中 の 空 欄    ＣＣ    に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 漢 字 二 字 で 記 述 せ よ 。    ああ      

  

 

 

問問 ２２ 文 中 の 空 欄    ＡＡ    、   ＢＢ    に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 次 の 各 群 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 べ 。       

   ＡＡ     ５５     、 ＢＢ     ６６      

 

ＡＡ     ①  い わ ゆ る     ②  だ が     ③  む し ろ     ④  そ れ に し て も  
 

ＢＢ     ①  そ の う え     ②  つ ま り     ③  そ れ な の に    ④  し か し  

 

  

問問 ３３ 文 中 に は 次 の 一 文 が 抜 け 落 ち て い る 。 こ れ を 文 中 の 空 欄 〔  ⅠⅠ  〕 ～ 〔  ⅣⅣ 〕 の ど の 箇 所 に 補 え ば よ い か 。 最 も 適 当 な も

の を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。    ７７     

 

そ し て 、 合 理 的 行 動 の 指 令 中 枢 は 「 脳 」 だ と い う の が 常 識 な の だ 。  

①  〔   ⅠⅠ 〕    ②  〔  ⅡⅡ   〕    ③  〔  ⅢⅢ   〕   ④  〔  ⅣⅣ   〕  

  

  

  

問問 ４４ 文 中 の 空 欄    ＣＣ    に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 漢 字 二 字 で 記 述 せ よ 。    ああ      
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る の で あ る 。  

人 間 の 大 脳 新 皮 質 は 、 確 か に コ ン ピ ュ ー タ の よ う な 論 理 的 な 思 考 を お こ な う こ と が で き る 。 〔  ⅢⅢ   〕 大 脳 新 皮 質 を も つ の は 哺 乳

類 だ け で 、 そ う い う 生 物 種 が 出 現 し た の は 進 化 史 上 、 比 較 的 あ た ら し い 。  

何 億 年 も 前 の 原 始 的 な 動 物 の 神 経 系 は 、 代 謝 を は じ め 主 に 生 命 維 持 の 機 能 を う け も っ て い た 。 そ れ は 身 体 の 諸 器 官 と 一 体 不 可 分 で

あ る 。 や が て 時 が た ち 、 大 脳 辺 縁 系 の 発 達 と と も に 、 哺 乳 類 を は じ め 感 情 ら し き も の を も つ 動 物 が あ ら わ れ る （ 可 愛 い ペ ッ ト の 行 動

を な が め れ ば 、 イ ヌ や ネ コ に 感 情 が 無 い と 断 言 す る こ と は 難 し い だ ろ う ） 。 そ し て つ い に 、 大 脳 新 皮 質 が 異 常 に 発 達 し 、 論 理 的 思 考

の 得 意 な 哺 乳 類 、 人 間 サ マ が 登 場 し た と い う 次 第 だ 。  

大 切 な の は 、 こ う い う 脳 神 経 系 の 進 化 が 、 原 則 と し て ア ド オ ン （ 入 れ 替 え で な く 付 加 ） の 形 で お こ な わ れ て き た と い う 事 実 で あ る 。

つ   ＢＢ   、 原 始 的 な 脳 の 機 能 は 消 滅 し た わ け で は な く 、 保 存 さ れ た ま ま 、 高 度 な 機 能 が つ ぎ つ ぎ に 追 加 さ れ て い っ た の だ 。 だ か ら 、

大 脳 新 皮 質 の 理 性 的 な は た ら き の ベ ー ス に は 、  ＣＣ   の 波 が う ね っ て お り 、 さ ら に 生 理 的 な 諸 反 応 の ネ ッ ト ワ ー ク が あ る の で あ る 。

わ れ わ れ も 、 体 調 が 悪 い と イ ラ イ ラ す る し 、 気 分 が 悪 く て ど う し て も 冷 静 な 判 断 が で き な い こ と な ど 、 よ く あ る で は な い か 。  

と す れ ば 、 脳 の 作 動 も 、 身 体 諸 器 官 の 作 動 か ら 切 り 離 す こ と は で き な い 。 脳 の 論 理 的 機 能 だ け に 着 目 し て は 駄 目 な の で あ る 。 ３３ 「 悲

し い か ら 泣 く の で は な く 、 泣 く か ら 悲 し い の だ 」 と 看 破

か ん ぱ

し た ジ ェ イ ム ズ ＝ ラ ン ゲ 説 も 、 こ う 考 え て く る と 納 得 が い く 。 生 理 的 ・ 身 体

的 な 反 応 が ま ず 生 じ て 、 そ れ が 事 後 的 に 脳 の な か で 概 念 化 さ れ る の で あ る 。 〔  ⅣⅣ   〕 む ろ ん 、 脳 は 身 体 的 な 反 応 の 中 継 基 地 と 見 な

せ る か ら 、 脳 の 分 析 は 大 切 だ ろ う 。 だ が 、 人 間 が 数 十 兆 個 も の 細 胞 の 集 合 体 で あ り 、 そ れ ぞ れ の 細 胞 が 自 律 的 に 生 き て い る 以 上 、 脳

以 外 の 身 体 器 官 を 無 視 す る の は ｄｄ ボ ウ ロ ン な の だ 。  

                                 （ 西 垣  通 『 ビ ッ グ デ ー タ と 人 口

じ ん こ う

知 能

ち の う

』 中 公 新 書 に よ る ）  

  

 

問問 １１ 二 重 傍 線 部 ａａ ～ ｄｄ の カ タ カ ナ に 該 当 す る 漢 字 を 、 次 の 各 群 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 べ 。  

    

   ａａ  カ イ ム    １１    

①  過 去 の 行 動 を コ ウ カ イ す る     ②  避 難 指 示 を カ イ ジ ョ す る         

③  無 遅 刻 無 欠 席 で カ イ キ ン し た    ④  博 覧 会 が カ イ マ ク し た      

   

ｂｂ  ツ ウ ゾ ク     ２２    

①  テ イ ゾ ク な 言 葉 遣 い が 不 快 だ      ②  諸 外 国 と の 友 好 関 係 を ジ ゾ ク す る  

③  週 末 は カ ゾ ク と 過 ご す         ④  大 学 の サ ー ク ル に シ ョ ゾ ク す る  

  

ｃｃ  セ ン リ ョ     ３３    

①  セ ン ザ イ す る 才 能 を 開 花 さ せ る    ②  世 界 中 か ら セ ン ボ ウ さ れ る 技 術        

③  大 気 オ セ ン の 深 刻 な 状 況       ④  水 の シ ン セ ン を は か っ て 川 を 渡 る  

 

ｄｄ ボ ウ ロ ン      ４４    

①  ボ ウ リ ョ ク を ふ る う         ②  ボ ウ エ キ 会 社 に 勤 め る        

③  新 し い プ ロ ジ ェ ク ト の ア イ ボ ウ    ④  美 し い ヨ ウ ボ ウ  

 

 

問問 ２２ 文 中 の 空 欄    ＡＡ    、   ＢＢ    に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 次 の 各 群 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 べ 。       

   ＡＡ     ５５     、 ＢＢ     ６６      

 

ＡＡ     ①  い わ ゆ る     ②  だ が     ③  む し ろ     ④  そ れ に し て も  
 

ＢＢ     ①  そ の う え     ②  つ ま り     ③  そ れ な の に    ④  し か し  

 

  

問問 ３３ 文 中 に は 次 の 一 文 が 抜 け 落 ち て い る 。 こ れ を 文 中 の 空 欄 〔  ⅠⅠ  〕 ～ 〔  ⅣⅣ 〕 の ど の 箇 所 に 補 え ば よ い か 。 最 も 適 当 な も

の を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。    ７７     

 

そ し て 、 合 理 的 行 動 の 指 令 中 枢 は 「 脳 」 だ と い う の が 常 識 な の だ 。  

①  〔   ⅠⅠ 〕    ②  〔  ⅡⅡ   〕    ③  〔  ⅢⅢ   〕   ④  〔  ⅣⅣ   〕  

  

  

  

問問 ４４ 文 中 の 空 欄    ＣＣ    に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 漢 字 二 字 で 記 述 せ よ 。    ああ      

  

 

 

問問 ２２ 文 中 の 空 欄    ＡＡ    、   ＢＢ    に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 次 の 各 群 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 べ 。       

   ＡＡ     ５５     、 ＢＢ     ６６      

 

ＡＡ     ①  い わ ゆ る     ②  だ が     ③  む し ろ     ④  そ れ に し て も  
 

ＢＢ     ①  そ の う え     ②  つ ま り     ③  そ れ な の に    ④  し か し  

 

  

問問 ３３ 文 中 に は 次 の 一 文 が 抜 け 落 ち て い る 。 こ れ を 文 中 の 空 欄 〔  ⅠⅠ  〕 ～ 〔  ⅣⅣ 〕 の ど の 箇 所 に 補 え ば よ い か 。 最 も 適 当 な も

の を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。    ７７     

 

そ し て 、 合 理 的 行 動 の 指 令 中 枢 は 「 脳 」 だ と い う の が 常 識 な の だ 。  

①  〔   ⅠⅠ 〕    ②  〔  ⅡⅡ   〕    ③  〔  ⅢⅢ   〕   ④  〔  ⅣⅣ   〕  

  

  

  

問問 ４４ 文 中 の 空 欄    ＣＣ    に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 漢 字 二 字 で 記 述 せ よ 。    ああ      
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問問 ２２ 文 中 の 空 欄    ＡＡ    、   ＢＢ    に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 次 の 各 群 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 べ 。       

   ＡＡ     ５５     、 ＢＢ     ６６      

 

ＡＡ     ①  い わ ゆ る     ②  だ が     ③  む し ろ     ④  そ れ に し て も  
 

ＢＢ     ①  そ の う え     ②  つ ま り     ③  そ れ な の に    ④  し か し  

 

  

問問 ３３ 文 中 に は 次 の 一 文 が 抜 け 落 ち て い る 。 こ れ を 文 中 の 空 欄 〔  ⅠⅠ  〕 ～ 〔  ⅣⅣ 〕 の ど の 箇 所 に 補 え ば よ い か 。 最 も 適 当 な も

の を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。    ７７     

 

そ し て 、 合 理 的 行 動 の 指 令 中 枢 は 「 脳 」 だ と い う の が 常 識 な の だ 。  

①  〔   ⅠⅠ 〕    ②  〔  ⅡⅡ   〕    ③  〔  ⅢⅢ   〕   ④  〔  ⅣⅣ   〕  

  

  

  

問問 ４４ 文 中 の 空 欄    ＣＣ    に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 漢 字 二 字 で 記 述 せ よ 。    ああ      

  

 

 

問問 ７７ 傍 線 部 ３３ の ジ ェ イ ム ズ ＝ ラ ン ゲ 説 「 悲 し い か ら 泣 く の で は な く 、 泣 く か ら 悲 し い の だ 」 と あ る が 、 筆 者 は こ の 説 を ど の よ う

に と ら え て い る か 。 文 中 の 表 現 を 用 い 四 十 字 以 内 で 記 述 せ よ 。    いい     

 

    

 

 

 

問問 ８８ 筆 者 が 本 文 の 中 で 最 も 述 べ た い こ と は ど う い う こ と か 。 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。    11
00     

 

①  一 般 的 な 欧 米 人 の よ う に 真 剣 に ロ ボ ッ ト と い う 存 在 と 向 き 合 い な が ら も 、 神 と い う 造 物 主 の 御 業

み わ ざ

を ま ね て 人 間 に 近 い ロ ボ

ッ ト を 作 る こ と は 罪 深 い 行 為 で あ る と 考 え る べ き で あ る 。  

②  ロ ボ ッ ト に 搭 載 さ れ た 人 工 知 能 は 論 理 処 理 を お こ な う 機 械 で あ り 、 ロ ボ ッ ト の 「 体 」 は 動 物 の 体 と は ち が っ て 、 あ く ま で

人 工 知 能 の 指 令 に し た が っ て 動 く 忠 実 な 物 体 で あ る 。  

③  人 間 の 大 脳 新 皮 質 は 、 確 か に コ ン ピ ュ ー タ の よ う な 論 理 的 な 思 考 を お こ な う こ と が で き る の で 、 ロ ボ ッ ト に 人 工 知 能 を 搭

載 す れ ば 、 人 間 と 同 様 の 身 体 機 能 を も つ は ず で あ る 。  

④  動 物 の 脳 神 経 系 の 進 化 は 原 則 と し て ア ド オ ン （ 入 れ 替 え で な く 付 加 ） の 形 で お こ な わ れ て き た と い う 事 実 が あ る た め 、 人

工 知 能 の 機 能 も 保 存 さ れ た ま ま 、 高 度 な 機 能 が つ ぎ つ ぎ に 追 加 さ れ て い く べ き で あ る 。  

 

 

第第 ２２ 問問  次 の 文 章 は 、 林 真 理 子 の 小 説 『 私 の ス ポ ッ ト ラ イ ト 』 の 一 節 で あ る 。 平 田 彩 希 は 中 学 一 年 生 。 普 段 は ク ラ ス の 中 で も 目 立  

た な い 女 子 学 生 だ が 、 学 校 の 文 化 祭 に ク ラ ス で 出 演 し た 劇 で 主 役 の ミ ツ コ を 演 じ る こ と に な り 、 そ の 迫 真 の 演 技 は 大 喝 采

か っ さ い

を 浴

び た 。 本 文 は そ れ に 続 く 部 分 で あ る 。  

本 文 を 読 ん で 、 後 の 問 い ( 問問 １１   ～  問問 ８８ ) に 答 え よ 。 な お 記 述 式 の 問 い は 、 記 述 式 解 答 用 紙 に 解 答 し な さ い 。  

 

 [ ⅠⅠ  ]  

 夜 、 ベ ッ ド に 入 っ て 眠 ろ う と す る と 、   ＡＡ   す べ て の 記 憶 が 蘇 る 。 す ご い 拍 手 だ っ た 。 決 し て アア お ざ な り の も の で は な い と わ か

る 。 だ っ て そ れ は い つ ま で も 鳴 り や ま な か っ た の だ か ら 。 幕 が 降 り る と 、  

「 や っ た ！ 」  

「 め っ ち ゃ キ タ ー ！ 」  

 と 叫 び な が ら 、 大 西 君 た ち と ハ イ タ ッ チ し た 。 棚 橋 由 紀 な ど は 彩 希 に 抱 き つ い て き た ぐ ら い だ 。 マ ジ な ハ グ と い う も の を 初 め て し

た 。 ち ょ っ と 照 れ て し ま っ た け れ ど も 、 も の す ご く い い 気 分 に な っ た 。 な ん と 由 紀 は 泣 い て い た の で あ る 。  

「 平 田 さ ん 、 あ り が と う…… 本 当 に す ご く よ か っ た 」  

別 に 由 紀 に お 礼 を 言 わ れ る こ と も な い な ァ と ち ら っ と 思 っ た け れ ど も 、 そ れ で も と て も 嬉 し く な っ た 。 [ ⅡⅡ  ] 

「 平 田 さ ん が こ ん な に う ま く な け れ ば 、 こ の 劇 成 功 し な か っ た と 思 う 。 平 田 さ ん っ て す ご い …… 。 ま る で 本 物 の 女 優 さ ん み た い 」  

 そ れ は 言 い 過 ぎ じ ゃ な い か と 思 う の で あ る が 、 奥 に 引 っ 込 ん で か ら も 大 西 君 た ち は 口 々 に 言 っ た も の だ 。  

「 平 田 っ て う ま い よ な ァ 。 最 後 の シ ー ン な ん か 真 に 迫 っ て た 。 本 当 に 殺 さ れ る か も し れ な い っ て 、 オ レ 、 マ ジ に ゾ ク ゾ ク し ち ゃ っ た 」  

「 そ の 言 い 方 、 ひ ど い じ ゃ ん 」  

 

 気 分 が 高 揚 し て い て つ い 軽 い 口 調 で 返 し た ら 、 彼 は 急 に 真 面 目 な 顔 を し て 言 っ た 。  

「 い や 、 ホ ン ト 。 最 後 の シ ー ン 、 平 田 は 本 当 に ミ ツ コ み た い に な っ て た よ 」  

 そ し て 彩 希 た ち の お 芝 居 は 、 「 校 長 賞 」 こ そ 逃 し た も の の 、 そ の 次 の 「 パ フ ォ ー マ ン ス 賞 」 を も ら っ た の で あ る 。 教 室 に 戻 っ て か

ら 、 担 任 の 先 生 の 祝 福 を 受 け た 。 [ ⅢⅢ  ] 

「 先 生 個 人 の 意 見 と し て は 、 う ち の 方 が ず っ と よ か っ た 。 だ け ど や っ ぱ り 三 年 生 は も う じ き 卒 業 だ か ら な 。 仕 方 な い 、 校 長 賞 は あ っ

ち に や ろ う じ ゃ な い か 、 諸 君 ！ 」  

 先 生 に し て は 珍 し い イイ 軽 口 だ っ た の で 、 全 然 面 白 く も な い の に 、 み ん な ど っ と わ い た 。 あ ま り の 成 功 に 、 石 川 莉 子 で も 笑 っ た く ら

い だ 。 そ う し た 小 さ な 記 憶 の ひ と つ ひ と つ が 固 ま っ て 大 き く な り 、 い き い き と し た 生 命 を 持 っ て 毎 夜 の よ う に 彩 希 の 心 を 揺 る が す 。 

「 あ あ 、 な ん て 楽 し か っ た ん だ ろ う…… 」  

彩 希 は た め 息 を つ か ず に は い ら れ な い 。 そ し て こ う 思 う 。  

「 あ れ は も う 、 一 回 き り で 終 わ っ ち ゃ う の ？ 」  

彩 希 が 主 役 に な っ た あ の 輝 か し い 時 間 、 あ れ は も う 二 度 と 訪 れ な い の だ ろ う か 。 [ ⅣⅣ  ] そ し て 自 分 は 再 び 、 ふ つ う の ど う と い

う こ と も な い 女 の 子 と な っ て 、 前 と 同 じ よ う な 学 校 生 活 を お く る ん だ ろ う か 。  

「 そ ん な の 、 絶 対 に イ ヤ だ 」  

彩 希 は が ば っ と ベ ッ ド の 上 に 起 き 上 が っ た 。 ウウ 未 だ か つ て 、 こ れ ほ ど １１ 激 し い 感 情 に 揺 り 動 か さ れ た こ と は な か っ た 。 そ し て そ の

後 、 ゆ っ く り と ひ と つ の 言 葉 が 浮 か び 上 が っ て き た 。  
「 私 、 女 優 に な り た い ！ 」  

 そ ん な の 絶 対 に 無 理 だ 、 と 次 の 瞬 間 大 き く 首 を 横 に 振 っ た 。 女 優 と か タ レ ン ト と い う の は 、 美 し い 女 の 子 が な る も の と 決 ま っ て い

 

る 。 自 分 は そ ん な レ ベ ル で は な い と い う の も 彩 希 に は ち ゃ ん と わ か っ て い た 。  

中 学 一 年 生 に も な る と 、 キ レ イ な 女 の 子 と い う の は は っ き り と わ か っ て く る 。 ク ラ ス や グ ル ー プ で 集 合 写 真 を 撮 っ て も 、 そ の コ の

顔 だ け は 目 立 つ 。 光 が さ し て い る よ う で あ っ た 。  

 三 年 生 に は 読 者 モ デ ル を し て い る と 評 判 の コ が い る け れ ど も 、 そ の コ が 歩 い て い る と 遠 く か ら で も わ か る 。 脚 が 長 い し 、 そ の ず っ

と 上 に 小 さ な 顔 が つ い て い る 。 そ し て 大 き な 目 と 、 い つ も 口 角 が 上 が っ て い る よ う な 唇 。 あ あ い う 顔 を 持 つ 女 の 子 だ け が 、 女 優 を め

ざ す に 違 い な い 。  

「 で も 私 は 女 優 に な り た い 」  

 そ ん な こ と を あ れ こ れ 考 え て い る う ち に 、 ２２ 彩 希 の 目 か ら 涙 が に じ み 出 す 。 そ れ が 毎 晩 の こ と だ 。 こ れ ほ ど 欲 す る も の が あ る の に 、

そ れ が か な わ な い と い う の は な ん て つ ら い こ と な ん だ ろ う か 。  

 ク ラ ス で い ち ば ん に な り た い と 思 え ば 、 勉 強 す れ ば な れ る 。 百 メ ー ト ル 競 走 で い ち ば ん に な り た い と 思 え ば 、 毎 日 ト レ ー ニ ン グ す

れ ば な れ る だ ろ う 。 で も 女 優 だ け は ダ メ な ん だ 。 生 ま れ つ き の も の が 肝 心 な ん だ も の 。  

「 で も…… 」  

 と 彩 希 が 考 え る よ う に な っ た の は 、 一 週 間 が 過 ぎ た 頃 で あ っ た 。  

「 テ レ ビ に 出 て い る 女 優 さ ん っ て 、 キ レ イ な 人 ば っ か り じ ゃ な い じ ゃ ん 」  

 お ば さ ん と か 、 意 地 悪 な 上 司 の 役 と か で 、 ３３ 彩 希 の お 母 さ ん ク ラ ス の 女 の 人 が い っ ぱ い 出 て く る 。 い わ ゆ る 傍 役

わ き や く

と 言 わ れ る 人 た ち

だ 。 あ あ い う 人 た ち も 女 優 な ん だ 。 そ れ を 目 指 せ ば い い の で は な い だ ろ う か 。  

「 で も 最 初 か ら そ れ っ て 、 ジ ミ す ぎ な い ？ 」  

 彩 希 は 自 分 の 部 屋 の 鏡 を 見 つ め る 。 小 学 校 五 年 生 の 時 、 家 族 で 行 っ た デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド で 買 っ た も の だ 。 左 の 下 の と こ ろ に シ ン デ

− 30 − − 31 −



 

第第 ２２ 問問  次 の 文 章 は 、 林 真 理 子 の 小 説 『 私 の ス ポ ッ ト ラ イ ト 』 の 一 節 で あ る 。 平 田 彩 希 は 中 学 一 年 生 。 普 段 は ク ラ ス の 中 で も 目 立  

た な い 女 子 学 生 だ が 、 学 校 の 文 化 祭 に ク ラ ス で 出 演 し た 劇 で 主 役 の ミ ツ コ を 演 じ る こ と に な り 、 そ の 迫 真 の 演 技 は 大 喝 采

か っ さ い

を 浴

び た 。 本 文 は そ れ に 続 く 部 分 で あ る 。  
本 文 を 読 ん で 、 後 の 問 い ( 問問 １１   ～  問問 ８８ ) に 答 え よ 。 な お 記 述 式 の 問 い は 、 記 述 式 解 答 用 紙 に 解 答 し な さ い 。  

 

 [ ⅠⅠ  ]  

 夜 、 ベ ッ ド に 入 っ て 眠 ろ う と す る と 、   ＡＡ   す べ て の 記 憶 が 蘇 る 。 す ご い 拍 手 だ っ た 。 決 し て アア お ざ な り の も の で は な い と わ か

る 。 だ っ て そ れ は い つ ま で も 鳴 り や ま な か っ た の だ か ら 。 幕 が 降 り る と 、  

「 や っ た ！ 」  

「 め っ ち ゃ キ タ ー ！ 」  

 と 叫 び な が ら 、 大 西 君 た ち と ハ イ タ ッ チ し た 。 棚 橋 由 紀 な ど は 彩 希 に 抱 き つ い て き た ぐ ら い だ 。 マ ジ な ハ グ と い う も の を 初 め て し

た 。 ち ょ っ と 照 れ て し ま っ た け れ ど も 、 も の す ご く い い 気 分 に な っ た 。 な ん と 由 紀 は 泣 い て い た の で あ る 。  

「 平 田 さ ん 、 あ り が と う…… 本 当 に す ご く よ か っ た 」  

別 に 由 紀 に お 礼 を 言 わ れ る こ と も な い な ァ と ち ら っ と 思 っ た け れ ど も 、 そ れ で も と て も 嬉 し く な っ た 。 [ ⅡⅡ  ] 

「 平 田 さ ん が こ ん な に う ま く な け れ ば 、 こ の 劇 成 功 し な か っ た と 思 う 。 平 田 さ ん っ て す ご い …… 。 ま る で 本 物 の 女 優 さ ん み た い 」  

 そ れ は 言 い 過 ぎ じ ゃ な い か と 思 う の で あ る が 、 奥 に 引 っ 込 ん で か ら も 大 西 君 た ち は 口 々 に 言 っ た も の だ 。  

「 平 田 っ て う ま い よ な ァ 。 最 後 の シ ー ン な ん か 真 に 迫 っ て た 。 本 当 に 殺 さ れ る か も し れ な い っ て 、 オ レ 、 マ ジ に ゾ ク ゾ ク し ち ゃ っ た 」  

「 そ の 言 い 方 、 ひ ど い じ ゃ ん 」  

 

 気 分 が 高 揚 し て い て つ い 軽 い 口 調 で 返 し た ら 、 彼 は 急 に 真 面 目 な 顔 を し て 言 っ た 。  

「 い や 、 ホ ン ト 。 最 後 の シ ー ン 、 平 田 は 本 当 に ミ ツ コ み た い に な っ て た よ 」  

 そ し て 彩 希 た ち の お 芝 居 は 、 「 校 長 賞 」 こ そ 逃 し た も の の 、 そ の 次 の 「 パ フ ォ ー マ ン ス 賞 」 を も ら っ た の で あ る 。 教 室 に 戻 っ て か

ら 、 担 任 の 先 生 の 祝 福 を 受 け た 。 [ ⅢⅢ  ] 

「 先 生 個 人 の 意 見 と し て は 、 う ち の 方 が ず っ と よ か っ た 。 だ け ど や っ ぱ り 三 年 生 は も う じ き 卒 業 だ か ら な 。 仕 方 な い 、 校 長 賞 は あ っ

ち に や ろ う じ ゃ な い か 、 諸 君 ！ 」  

 先 生 に し て は 珍 し い イイ 軽 口 だ っ た の で 、 全 然 面 白 く も な い の に 、 み ん な ど っ と わ い た 。 あ ま り の 成 功 に 、 石 川 莉 子 で も 笑 っ た く ら

い だ 。 そ う し た 小 さ な 記 憶 の ひ と つ ひ と つ が 固 ま っ て 大 き く な り 、 い き い き と し た 生 命 を 持 っ て 毎 夜 の よ う に 彩 希 の 心 を 揺 る が す 。 

「 あ あ 、 な ん て 楽 し か っ た ん だ ろ う…… 」  

彩 希 は た め 息 を つ か ず に は い ら れ な い 。 そ し て こ う 思 う 。  

「 あ れ は も う 、 一 回 き り で 終 わ っ ち ゃ う の ？ 」  

彩 希 が 主 役 に な っ た あ の 輝 か し い 時 間 、 あ れ は も う 二 度 と 訪 れ な い の だ ろ う か 。 [ ⅣⅣ  ] そ し て 自 分 は 再 び 、 ふ つ う の ど う と い

う こ と も な い 女 の 子 と な っ て 、 前 と 同 じ よ う な 学 校 生 活 を お く る ん だ ろ う か 。  

「 そ ん な の 、 絶 対 に イ ヤ だ 」  

彩 希 は が ば っ と ベ ッ ド の 上 に 起 き 上 が っ た 。 ウウ 未 だ か つ て 、 こ れ ほ ど １１ 激 し い 感 情 に 揺 り 動 か さ れ た こ と は な か っ た 。 そ し て そ の

後 、 ゆ っ く り と ひ と つ の 言 葉 が 浮 か び 上 が っ て き た 。  

「 私 、 女 優 に な り た い ！ 」  

 そ ん な の 絶 対 に 無 理 だ 、 と 次 の 瞬 間 大 き く 首 を 横 に 振 っ た 。 女 優 と か タ レ ン ト と い う の は 、 美 し い 女 の 子 が な る も の と 決 ま っ て い

 

る 。 自 分 は そ ん な レ ベ ル で は な い と い う の も 彩 希 に は ち ゃ ん と わ か っ て い た 。  

中 学 一 年 生 に も な る と 、 キ レ イ な 女 の 子 と い う の は は っ き り と わ か っ て く る 。 ク ラ ス や グ ル ー プ で 集 合 写 真 を 撮 っ て も 、 そ の コ の

顔 だ け は 目 立 つ 。 光 が さ し て い る よ う で あ っ た 。  

 三 年 生 に は 読 者 モ デ ル を し て い る と 評 判 の コ が い る け れ ど も 、 そ の コ が 歩 い て い る と 遠 く か ら で も わ か る 。 脚 が 長 い し 、 そ の ず っ

と 上 に 小 さ な 顔 が つ い て い る 。 そ し て 大 き な 目 と 、 い つ も 口 角 が 上 が っ て い る よ う な 唇 。 あ あ い う 顔 を 持 つ 女 の 子 だ け が 、 女 優 を め

ざ す に 違 い な い 。  

「 で も 私 は 女 優 に な り た い 」  

 そ ん な こ と を あ れ こ れ 考 え て い る う ち に 、 ２２ 彩 希 の 目 か ら 涙 が に じ み 出 す 。 そ れ が 毎 晩 の こ と だ 。 こ れ ほ ど 欲 す る も の が あ る の に 、

そ れ が か な わ な い と い う の は な ん て つ ら い こ と な ん だ ろ う か 。  

 ク ラ ス で い ち ば ん に な り た い と 思 え ば 、 勉 強 す れ ば な れ る 。 百 メ ー ト ル 競 走 で い ち ば ん に な り た い と 思 え ば 、 毎 日 ト レ ー ニ ン グ す

れ ば な れ る だ ろ う 。 で も 女 優 だ け は ダ メ な ん だ 。 生 ま れ つ き の も の が 肝 心 な ん だ も の 。  

「 で も…… 」  

 と 彩 希 が 考 え る よ う に な っ た の は 、 一 週 間 が 過 ぎ た 頃 で あ っ た 。  

「 テ レ ビ に 出 て い る 女 優 さ ん っ て 、 キ レ イ な 人 ば っ か り じ ゃ な い じ ゃ ん 」  

 お ば さ ん と か 、 意 地 悪 な 上 司 の 役 と か で 、 ３３ 彩 希 の お 母 さ ん ク ラ ス の 女 の 人 が い っ ぱ い 出 て く る 。 い わ ゆ る 傍 役

わ き や く

と 言 わ れ る 人 た ち

だ 。 あ あ い う 人 た ち も 女 優 な ん だ 。 そ れ を 目 指 せ ば い い の で は な い だ ろ う か 。  

「 で も 最 初 か ら そ れ っ て 、 ジ ミ す ぎ な い ？ 」  

 彩 希 は 自 分 の 部 屋 の 鏡 を 見 つ め る 。 小 学 校 五 年 生 の 時 、 家 族 で 行 っ た デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド で 買 っ た も の だ 。 左 の 下 の と こ ろ に シ ン デ
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る 。 自 分 は そ ん な レ ベ ル で は な い と い う の も 彩 希 に は ち ゃ ん と わ か っ て い た 。  

中 学 一 年 生 に も な る と 、 キ レ イ な 女 の 子 と い う の は は っ き り と わ か っ て く る 。 ク ラ ス や グ ル ー プ で 集 合 写 真 を 撮 っ て も 、 そ の コ の

顔 だ け は 目 立 つ 。 光 が さ し て い る よ う で あ っ た 。  

 三 年 生 に は 読 者 モ デ ル を し て い る と 評 判 の コ が い る け れ ど も 、 そ の コ が 歩 い て い る と 遠 く か ら で も わ か る 。 脚 が 長 い し 、 そ の ず っ

と 上 に 小 さ な 顔 が つ い て い る 。 そ し て 大 き な 目 と 、 い つ も 口 角 が 上 が っ て い る よ う な 唇 。 あ あ い う 顔 を 持 つ 女 の 子 だ け が 、 女 優 を め

ざ す に 違 い な い 。  
「 で も 私 は 女 優 に な り た い 」  

 そ ん な こ と を あ れ こ れ 考 え て い る う ち に 、 ２２ 彩 希 の 目 か ら 涙 が に じ み 出 す 。 そ れ が 毎 晩 の こ と だ 。 こ れ ほ ど 欲 す る も の が あ る の に 、

そ れ が か な わ な い と い う の は な ん て つ ら い こ と な ん だ ろ う か 。  

 ク ラ ス で い ち ば ん に な り た い と 思 え ば 、 勉 強 す れ ば な れ る 。 百 メ ー ト ル 競 走 で い ち ば ん に な り た い と 思 え ば 、 毎 日 ト レ ー ニ ン グ す

れ ば な れ る だ ろ う 。 で も 女 優 だ け は ダ メ な ん だ 。 生 ま れ つ き の も の が 肝 心 な ん だ も の 。  

「 で も…… 」  

 と 彩 希 が 考 え る よ う に な っ た の は 、 一 週 間 が 過 ぎ た 頃 で あ っ た 。  

「 テ レ ビ に 出 て い る 女 優 さ ん っ て 、 キ レ イ な 人 ば っ か り じ ゃ な い じ ゃ ん 」  

 お ば さ ん と か 、 意 地 悪 な 上 司 の 役 と か で 、 ３３ 彩 希 の お 母 さ ん ク ラ ス の 女 の 人 が い っ ぱ い 出 て く る 。 い わ ゆ る 傍 役

わ き や く

と 言 わ れ る 人 た ち

だ 。 あ あ い う 人 た ち も 女 優 な ん だ 。 そ れ を 目 指 せ ば い い の で は な い だ ろ う か 。  

「 で も 最 初 か ら そ れ っ て 、 ジ ミ す ぎ な い ？ 」  

 彩 希 は 自 分 の 部 屋 の 鏡 を 見 つ め る 。 小 学 校 五 年 生 の 時 、 家 族 で 行 っ た デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド で 買 っ た も の だ 。 左 の 下 の と こ ろ に シ ン デ

 

レ ラ の 顔 が つ い て い る 。 ４４ シ ン デ レ ラ が 幸 せ に な っ た の は 、 生 れ つ き う ん と 美 人 だ っ た せ い だ 。 ち ら っ と 思 う 。  

 し か し 目 の 前 に 映 っ て い る 女 の 子 は 、 奥 二 重 の あ ん ま り 大 き く な い 目 と 、 ち ょ っ と   ＢＢ   気 味 の 鼻 を 持 っ て い る 。 唇 は ま あ ま あ 。  

 ブ ス と か ら か わ れ る こ と も な い け れ ど も 「 可 愛 い 」 と も て は や さ れ る こ と も な い 。 ご く ふ つ う の 女 の 子 、 全 国 に 何 万 人 、 い や 何 十

万 人 と い る 女 の 子 。 こ う い う 子 が 、 女 優 を め ざ す の は や っ ぱ り お か し い 。 も し か す る と 美 人 じ ゃ な く て も 出 来 る 、 傍 役 と い う の も あ

る か も し れ な い け ど も 、 最 初 か ら お ば さ ん 役 を め ざ す 中 一 っ て い る ん だ ろ う か…… 。  

 そ ん な こ と を 考 え る と 、 彩 希 は ま す ま す 悩 む よ う に な っ た 。  

   （ 林  真 理 子 『 私 の ス ポ ッ ト ラ イ ト 』 ポ プ ラ 社 に よ る ）  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

問問 １１ 波 線 部 アア 、 イイ 、、 ウウ の 本 文 中 に お け る 意 味 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 次 の 各 群 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 べ 。  

     

アア お ざ な り    11
11    

①  な に も し な い       ②  お お げ さ  

③  ぼ ん や り         ④  真 剣 さ や 誠 意 が 欠 け て い る  

 

イイ 軽 口    11
22    

①  滑 稽 み の あ る 言 葉     ②  軽 率 な し ゃ べ り 方  

③  得 意 げ な 表 現       ④  皮 肉  

 

ウウ 未 だ か つ て    11
33    

①  自 分 勝 手         ②  こ れ ま で に 一 度 も  

③  現 在 の と こ ろ       ④  未 来 も ず っ と  

  

  

  

  

  

 

問問 ２２ 文 中 の 空 欄    ＡＡ    、   ＢＢ    に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 次 の 各 群 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 べ 。       

  ＡＡ     11
44   、 ＢＢ     11
55    

 

ＡＡ     ①  く っ き り と    ②  ぼ ん や り と    ③  も や も や と    ④  う っ す ら と  

 

ＢＢ     ①  す っ き り     ②  ぽ っ て り     ③  げ っ そ り     ④  ぶ よ ぶ よ  

  

  

問問 ３３ 文 中 に は 次 の 文 が 抜 け 落 ち て い る 。 こ れ を 文 中 の 空 欄 [ ⅠⅠ  ] ～  [ ⅣⅣ  ] の ど の 箇 所 に 補 え ば よ い か 。 最 も 適 当 な も の を

次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。   11
66    

 

  あ の 時 の 興 奮 を 彩 希 は 忘 れ る こ と が で き な い 。  

 

①  [ ⅠⅠ  ]    ②  [ ⅡⅡ  ]    ③  [ ⅢⅢ  ]    ④  [ ⅣⅣ  ] 

    

  

問問 ４４ 傍 線 部 １１ 「 激 し い 感 情 」 と あ る が 、 そ れ が 指 す も の は 何 か 。 文 中 の 表 現 を 用 い 、 五 十 字 以 内 で 記 述 せ よ 。  

  うう    

  

 

問問 ２２ 文 中 の 空 欄    ＡＡ    、   ＢＢ    に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 次 の 各 群 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 べ 。       

  ＡＡ     11
44   、 ＢＢ     11
55    

 

ＡＡ     ①  く っ き り と    ②  ぼ ん や り と    ③  も や も や と    ④  う っ す ら と  

 

ＢＢ     ①  す っ き り     ②  ぽ っ て り     ③  げ っ そ り     ④  ぶ よ ぶ よ  

  

  

問問 ３３ 文 中 に は 次 の 文 が 抜 け 落 ち て い る 。 こ れ を 文 中 の 空 欄 [ ⅠⅠ  ] ～  [ ⅣⅣ  ] の ど の 箇 所 に 補 え ば よ い か 。 最 も 適 当 な も の を

次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。   11
66    

 

  あ の 時 の 興 奮 を 彩 希 は 忘 れ る こ と が で き な い 。  

 

①  [ ⅠⅠ  ]    ②  [ ⅡⅡ  ]    ③  [ ⅢⅢ  ]    ④  [ ⅣⅣ  ] 

    

  

問問 ４４ 傍 線 部 １１ 「 激 し い 感 情 」 と あ る が 、 そ れ が 指 す も の は 何 か 。 文 中 の 表 現 を 用 い 、 五 十 字 以 内 で 記 述 せ よ 。  

  うう    

  

 

問問 ２２ 文 中 の 空 欄    ＡＡ    、   ＢＢ    に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 次 の 各 群 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 べ 。       

  ＡＡ     11
44   、 ＢＢ     11
55    

 

ＡＡ     ①  く っ き り と    ②  ぼ ん や り と    ③  も や も や と    ④  う っ す ら と  

 

ＢＢ     ①  す っ き り     ②  ぽ っ て り     ③  げ っ そ り     ④  ぶ よ ぶ よ  

  

  

問問 ３３ 文 中 に は 次 の 文 が 抜 け 落 ち て い る 。 こ れ を 文 中 の 空 欄 [ ⅠⅠ  ] ～  [ ⅣⅣ  ] の ど の 箇 所 に 補 え ば よ い か 。 最 も 適 当 な も の を

次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。   11
66    

 

  あ の 時 の 興 奮 を 彩 希 は 忘 れ る こ と が で き な い 。  

 

①  [ ⅠⅠ  ]    ②  [ ⅡⅡ  ]    ③  [ ⅢⅢ  ]    ④  [ ⅣⅣ  ] 

    

  

問問 ４４ 傍 線 部 １１ 「 激 し い 感 情 」 と あ る が 、 そ れ が 指 す も の は 何 か 。 文 中 の 表 現 を 用 い 、 五 十 字 以 内 で 記 述 せ よ 。  

  うう    

  

 

問問 ５５ 傍 線 部 ２２ 「 彩 希 の 目 か ら 涙 が に じ み 出 す 」 と あ る が 、 こ れ は 主 人 公 の ど う い う 状 態 を 表 し て い る か 。 そ の 説 明 と し て 最 も 適

当 な も の を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。      11
77    

 

①  女 優 や タ レ ン ト は 、 美 し い 女 の 子 が な る も の と 決 ま っ て お り 、 自 分 は そ ん な レ ベ ル で は な い と 諦 め て い る 状 態 。  

②  自 身 が 主 役 に な っ た あ の 輝 か し い 時 間 は も う 二 度 と 訪 れ な い と い う さ び し さ を 感 じ て い る 状 態 。  

③  こ れ ほ ど な り だ い も の が あ る の に 、 そ れ が か な わ な い と い う 辛 さ を か か え た 状 態 。  

④  ク ラ ス で い ち ば ん に な り た い と 思 え ば 勉 強 す れ ば な れ た の だ と 、 過 去 の 自 分 を 反 省 し て い る 状 態 。  

 

  

  

問問 ６６ 傍 線 部 ３３ 「 彩 希 の お 母 さ ん ク ラ ス の 女 の 人 」 と あ る が 、 こ の 表 現 が 表 し て い る 内 容 を 説 明 し た も の と し て 最 も 適 当 な も の を 、

次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。     11
88    

 

①  テ レ ビ に 出 て く る 女 優 。  

②  意 地 悪 な 上 司 を 演 じ ら れ る 女 性 。  

③  主 人 公 の 母 親 が 学 生 の 頃 、 同 じ ク ラ ス だ っ た 女 性 。  

④  若 く も な く 特 に 美 し く も な い 女 性 。  

 

 

問問 ５５ 傍 線 部 ２２ 「 彩 希 の 目 か ら 涙 が に じ み 出 す 」 と あ る が 、 こ れ は 主 人 公 の ど う い う 状 態 を 表 し て い る か 。 そ の 説 明 と し て 最 も 適

当 な も の を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。      11
77    

 

①  女 優 や タ レ ン ト は 、 美 し い 女 の 子 が な る も の と 決 ま っ て お り 、 自 分 は そ ん な レ ベ ル で は な い と 諦 め て い る 状 態 。  

②  自 身 が 主 役 に な っ た あ の 輝 か し い 時 間 は も う 二 度 と 訪 れ な い と い う さ び し さ を 感 じ て い る 状 態 。  

③  こ れ ほ ど な り だ い も の が あ る の に 、 そ れ が か な わ な い と い う 辛 さ を か か え た 状 態 。  

④  ク ラ ス で い ち ば ん に な り た い と 思 え ば 勉 強 す れ ば な れ た の だ と 、 過 去 の 自 分 を 反 省 し て い る 状 態 。  

 

  

  

問問 ６６ 傍 線 部 ３３ 「 彩 希 の お 母 さ ん ク ラ ス の 女 の 人 」 と あ る が 、 こ の 表 現 が 表 し て い る 内 容 を 説 明 し た も の と し て 最 も 適 当 な も の を 、

次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。     11
88    

 

①  テ レ ビ に 出 て く る 女 優 。  

②  意 地 悪 な 上 司 を 演 じ ら れ る 女 性 。  

③  主 人 公 の 母 親 が 学 生 の 頃 、 同 じ ク ラ ス だ っ た 女 性 。  

④  若 く も な く 特 に 美 し く も な い 女 性 。  

 

 

問問 ７７ 傍 線 部 ４４ 「 シ ン デ レ ラ が 幸 せ に な っ た の は 、 生 れ つ き う ん と 美 人 だ っ た せ い だ 。 」 と あ る が 、 こ の 文 の 背 景 に は 主 人 公 の

ど    

の よ う な 考 え が あ る の か 。 四 十 字 以 内 で 記 述 せ よ 。    ええ     

 

 

 

 

問問 ８８ こ の 文 章 の 内 容 と 表 現 の 特 徴 に 関 す る 説 明 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。   11
99    

 

①  文 化 祭 で の 主 人 公 の 活 躍 ぶ り を 詳 述 す る こ と で 、 普 段 目 立 た な い 生 徒 で あ っ て も 、 何 か し ら 実 力 を 発 揮 で き る 分 野 が あ

る の だ と い う 希 望 を 読 者 に 感 じ さ せ る 文 体 と な っ て い る 。  
②  全 て 主 人 公 の 少 女 の モ ノ ロ ー グ で 描 写 が さ れ て お り 、 テ レ ビ に 出 る 女 優 の 容 姿 と 自 身 の 容 姿 を 引 き 比 べ た 結 果 、 少 女 は

夢 を 諦 め る と い う 暗 示 が 込 め ら れ て い る  

③  初 め て 出 演 し た 文 化 祭 の 演 劇 の 成 功 に よ り 、 新 た に 抱 い た 夢 を 諦 め き れ な い 主 人 公 少 女 の 心 の 動 き や 葛 藤 を 、 一 貫 し て

主 人 公 の 視 点 を 通 し て 描 い て い る 。  

④  ま ず は 容 姿 の 美 し さ が 人 生 を 大 き く 左 右 す る と い う 事 例 を 引 い て 、 人 間 性 よ り も 容 姿 が 重 要 視 さ れ る 社 会 の あ り 方 に 問     

題 提 起 を し て い る 。  
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問問 ２２ 文 中 の 空 欄    ＡＡ    、   ＢＢ    に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 次 の 各 群 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 べ 。       

  ＡＡ     11
44   、 ＢＢ     11
55    

 

ＡＡ     ①  く っ き り と    ②  ぼ ん や り と    ③  も や も や と    ④  う っ す ら と  

 

ＢＢ     ①  す っ き り     ②  ぽ っ て り     ③  げ っ そ り     ④  ぶ よ ぶ よ  

  

  

問問 ３３ 文 中 に は 次 の 文 が 抜 け 落 ち て い る 。 こ れ を 文 中 の 空 欄 [ ⅠⅠ  ] ～  [ ⅣⅣ  ] の ど の 箇 所 に 補 え ば よ い か 。 最 も 適 当 な も の を

次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。   11
66    

 

  あ の 時 の 興 奮 を 彩 希 は 忘 れ る こ と が で き な い 。  

 

①  [ ⅠⅠ  ]    ②  [ ⅡⅡ  ]    ③  [ ⅢⅢ  ]    ④  [ ⅣⅣ  ] 

    

  

問問 ４４ 傍 線 部 １１ 「 激 し い 感 情 」 と あ る が 、 そ れ が 指 す も の は 何 か 。 文 中 の 表 現 を 用 い 、 五 十 字 以 内 で 記 述 せ よ 。  

  うう    

  

 

問問 ２２ 文 中 の 空 欄    ＡＡ    、   ＢＢ    に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 次 の 各 群 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 べ 。       

  ＡＡ     11
44   、 ＢＢ     11
55    

 

ＡＡ     ①  く っ き り と    ②  ぼ ん や り と    ③  も や も や と    ④  う っ す ら と  

 

ＢＢ     ①  す っ き り     ②  ぽ っ て り     ③  げ っ そ り     ④  ぶ よ ぶ よ  

  

  

問問 ３３ 文 中 に は 次 の 文 が 抜 け 落 ち て い る 。 こ れ を 文 中 の 空 欄 [ ⅠⅠ  ] ～  [ ⅣⅣ  ] の ど の 箇 所 に 補 え ば よ い か 。 最 も 適 当 な も の を

次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。   11
66    

 

  あ の 時 の 興 奮 を 彩 希 は 忘 れ る こ と が で き な い 。  

 

①  [ ⅠⅠ  ]    ②  [ ⅡⅡ  ]    ③  [ ⅢⅢ  ]    ④  [ ⅣⅣ  ] 

    

  

問問 ４４ 傍 線 部 １１ 「 激 し い 感 情 」 と あ る が 、 そ れ が 指 す も の は 何 か 。 文 中 の 表 現 を 用 い 、 五 十 字 以 内 で 記 述 せ よ 。  

  うう    

  

 

問問 ５５ 傍 線 部 ２２ 「 彩 希 の 目 か ら 涙 が に じ み 出 す 」 と あ る が 、 こ れ は 主 人 公 の ど う い う 状 態 を 表 し て い る か 。 そ の 説 明 と し て 最 も 適

当 な も の を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。      11
77    

 

①  女 優 や タ レ ン ト は 、 美 し い 女 の 子 が な る も の と 決 ま っ て お り 、 自 分 は そ ん な レ ベ ル で は な い と 諦 め て い る 状 態 。  

②  自 身 が 主 役 に な っ た あ の 輝 か し い 時 間 は も う 二 度 と 訪 れ な い と い う さ び し さ を 感 じ て い る 状 態 。  

③  こ れ ほ ど な り だ い も の が あ る の に 、 そ れ が か な わ な い と い う 辛 さ を か か え た 状 態 。  

④  ク ラ ス で い ち ば ん に な り た い と 思 え ば 勉 強 す れ ば な れ た の だ と 、 過 去 の 自 分 を 反 省 し て い る 状 態 。  

 

  

  

問問 ６６ 傍 線 部 ３３ 「 彩 希 の お 母 さ ん ク ラ ス の 女 の 人 」 と あ る が 、 こ の 表 現 が 表 し て い る 内 容 を 説 明 し た も の と し て 最 も 適 当 な も の を 、

次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。     11
88    

 

①  テ レ ビ に 出 て く る 女 優 。  

②  意 地 悪 な 上 司 を 演 じ ら れ る 女 性 。  

③  主 人 公 の 母 親 が 学 生 の 頃 、 同 じ ク ラ ス だ っ た 女 性 。  

④  若 く も な く 特 に 美 し く も な い 女 性 。  

 
 

問問 ５５ 傍 線 部 ２２ 「 彩 希 の 目 か ら 涙 が に じ み 出 す 」 と あ る が 、 こ れ は 主 人 公 の ど う い う 状 態 を 表 し て い る か 。 そ の 説 明 と し て 最 も 適

当 な も の を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。      11
77    

 

①  女 優 や タ レ ン ト は 、 美 し い 女 の 子 が な る も の と 決 ま っ て お り 、 自 分 は そ ん な レ ベ ル で は な い と 諦 め て い る 状 態 。  

②  自 身 が 主 役 に な っ た あ の 輝 か し い 時 間 は も う 二 度 と 訪 れ な い と い う さ び し さ を 感 じ て い る 状 態 。  

③  こ れ ほ ど な り だ い も の が あ る の に 、 そ れ が か な わ な い と い う 辛 さ を か か え た 状 態 。  

④  ク ラ ス で い ち ば ん に な り た い と 思 え ば 勉 強 す れ ば な れ た の だ と 、 過 去 の 自 分 を 反 省 し て い る 状 態 。  

 

  

  

問問 ６６ 傍 線 部 ３３ 「 彩 希 の お 母 さ ん ク ラ ス の 女 の 人 」 と あ る が 、 こ の 表 現 が 表 し て い る 内 容 を 説 明 し た も の と し て 最 も 適 当 な も の を 、

次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。     11
88    

 

①  テ レ ビ に 出 て く る 女 優 。  

②  意 地 悪 な 上 司 を 演 じ ら れ る 女 性 。  

③  主 人 公 の 母 親 が 学 生 の 頃 、 同 じ ク ラ ス だ っ た 女 性 。  

④  若 く も な く 特 に 美 し く も な い 女 性 。  

 

 

問問 ７７ 傍 線 部 ４４ 「 シ ン デ レ ラ が 幸 せ に な っ た の は 、 生 れ つ き う ん と 美 人 だ っ た せ い だ 。 」 と あ る が 、 こ の 文 の 背 景 に は 主 人 公 の

ど    

の よ う な 考 え が あ る の か 。 四 十 字 以 内 で 記 述 せ よ 。    ええ     

 

 

 

 

問問 ８８ こ の 文 章 の 内 容 と 表 現 の 特 徴 に 関 す る 説 明 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。   11
99    

 

①  文 化 祭 で の 主 人 公 の 活 躍 ぶ り を 詳 述 す る こ と で 、 普 段 目 立 た な い 生 徒 で あ っ て も 、 何 か し ら 実 力 を 発 揮 で き る 分 野 が あ

る の だ と い う 希 望 を 読 者 に 感 じ さ せ る 文 体 と な っ て い る 。  

②  全 て 主 人 公 の 少 女 の モ ノ ロ ー グ で 描 写 が さ れ て お り 、 テ レ ビ に 出 る 女 優 の 容 姿 と 自 身 の 容 姿 を 引 き 比 べ た 結 果 、 少 女 は

夢 を 諦 め る と い う 暗 示 が 込 め ら れ て い る  

③  初 め て 出 演 し た 文 化 祭 の 演 劇 の 成 功 に よ り 、 新 た に 抱 い た 夢 を 諦 め き れ な い 主 人 公 少 女 の 心 の 動 き や 葛 藤 を 、 一 貫 し て

主 人 公 の 視 点 を 通 し て 描 い て い る 。  

④  ま ず は 容 姿 の 美 し さ が 人 生 を 大 き く 左 右 す る と い う 事 例 を 引 い て 、 人 間 性 よ り も 容 姿 が 重 要 視 さ れ る 社 会 の あ り 方 に 問     

題 提 起 を し て い る 。  
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問問 １１  資 料 Ａ に お け る 「 高 齢 化 率 （ 六 十 五 歳 以 上 人 口 割 合 ） 」 の 推 移 に つ い て 、 正 し い も の を 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。  

   22
00    

    

①  二 〇 二 〇 年 の 三 十 八 ・ 七 ％ か ら 二 〇 七 〇 年 に は 二 十 八 ・ 六 ％ へ 低 下 す る と 予 測 さ れ て い る 。  

②  二 〇 二 〇 年 の 二 十 八 ・ 六 ％ か ら 二 〇 七 〇 年 に は 三 十 八 ・ 七 ％ へ 上 昇 す る と 見 込 ま れ て い る 。  

③  高 齢 化 率 は 二 〇 二 〇 年 以 降 し ば ら く 横 ば い の 後 、 急 に 上 昇 す る と さ れ て い る 。  

④  高 齢 化 率 は 二 〇 二 〇 年 以 降 も ほ と ん ど 変 化 せ ず 、 三 ０ ％ 前 後 で 推 移 す る 見 込 み で あ る 。  

 

 

問問 ２２ 資 料 Ｂ か ら 「 合 計 特 殊 出 生 率 （ 女 性 一 人 あ た り の 出 産 す る 人 数 ） 」 の 推 移 に 関 し て 、 最 も 適 切 な 記 述 を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら

一 つ 選 べ 。    22
11    

 

①  一 九 七 〇 年 以 降 、 二 を 超 え る 水 準 を 維 持 し て い る 。  

②  平 成 以 降 、 出 生 率 は 回 復 傾 向 を 示 し 、 令 和 二 年 に は 一 ・ 九 ま で 上 昇 し て い る 。  

③  一 九 七 〇 年 の 二 ・ 一 三 を 境 に 低 下 傾 向 を 続 け 、 二 〇 二 〇 年 に は 一 ・ 三 三 と な っ て い る 。  

④  合 計 特 殊 出 生 率 は 上 昇 や 下 降 を く り か え し 、 将 来 的 に は 二 ・ 〇 を 超 え る と 推 計 さ れ て い る 。  

  

 

 

  

  

    

資
料

B 
 

 
 

 

問問 ３３ 二 〇 二 〇 年 以 降 の 日 本 の 人 口 構 造 に 関 す る 記 述 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。    22
22     

 

①  総 人 口 は 増 加 に 転 じ 、 二 〇 七 〇 年 に は 再 び 一 億 三 千 万 人 を 超 え る と 予 測 さ れ て い る 。  

②  総 人 口 は ほ ぼ 横 ば い で 推 移 す る が 、 高 齢 化 率 は 約 三 十 九 ％ に 達 す る と 見 込 ま れ て い る 。  

③  出 生 率 の 低 下 に よ り 、 若 年 層 の 割 合 が 縮 小 す る が 、 高 齢 人 口 の 増 加 で 、 生 産 年 齢 人 口 は 増 加 す る と 推 定 さ れ て い る 。  

④  総 人 口 は 減 少 し 続 け 、 二 〇 七 〇 年 九 千 万 人 を 下 回 り 、 高 齢 化 率 は 約 三 十 九 ％ に 達 す る と さ れ て い る 。  

 

問問 ４４  令 和 五 年 度 推 計 に お け る 出 生 率 の 仮 定 と 総 人 口 の 関 係 に つ い て 、 資 料 Ａ と 資 料 Ｂ か ら 読 み 取 れ る こ と と し て 間間 違違 っっ てて いい るる 記記 述述

を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ     22
33     

     

①  二 〇 一 七 年 か ら 二 〇 二 〇 年 ま で 「 合 計 特 殊 出 生 率 」 は 下 降 し て お り 、 そ れ に 伴 い 十 四 歳 以 下 人 口 も 減 少 し て い る 。  

②  二 〇 二 〇 年 以 降 、 「 合 計 特 殊 出 生 率 」 が 中 位 推 計 で 推 移 し た 場 合 も 、 高 齢 化 率 が 上 昇 す る た め 将 来 の 推 計 人 口 は 減 少 し な

い 。  

③  二 〇 二 〇 年 以 降 、 「 合 計 特 殊 出 生 率 」 が 中 位 推 計 で 高 齢 化 率 が 三 八 ・ 七 ％ だ っ た 場 合 、 十 五 ～ 六 十 四 歳 人 口 は 五 十 二 ・ 一 ％

と な る 。  

④  一 九 七 〇 年 か ら 二 〇 二 〇 年 ま で は 「 合 計 特 殊 出 生 率 」 は 上 昇 や 下 降 を 繰 り 返 し な が ら も 全 体 的 に は 下 降 傾 向 で あ る の に 対

し 、 高 齢 化 率 は 上 昇 を 続 け て い る 。  
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問問 １１  資 料 Ａ に お け る 「 高 齢 化 率 （ 六 十 五 歳 以 上 人 口 割 合 ） 」 の 推 移 に つ い て 、 正 し い も の を 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。  

   22
00    

    
①  二 〇 二 〇 年 の 三 十 八 ・ 七 ％ か ら 二 〇 七 〇 年 に は 二 十 八 ・ 六 ％ へ 低 下 す る と 予 測 さ れ て い る 。  

②  二 〇 二 〇 年 の 二 十 八 ・ 六 ％ か ら 二 〇 七 〇 年 に は 三 十 八 ・ 七 ％ へ 上 昇 す る と 見 込 ま れ て い る 。  

③  高 齢 化 率 は 二 〇 二 〇 年 以 降 し ば ら く 横 ば い の 後 、 急 に 上 昇 す る と さ れ て い る 。  

④  高 齢 化 率 は 二 〇 二 〇 年 以 降 も ほ と ん ど 変 化 せ ず 、 三 ０ ％ 前 後 で 推 移 す る 見 込 み で あ る 。  

 

 

問問 ２２ 資 料 Ｂ か ら 「 合 計 特 殊 出 生 率 （ 女 性 一 人 あ た り の 出 産 す る 人 数 ） 」 の 推 移 に 関 し て 、 最 も 適 切 な 記 述 を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら

一 つ 選 べ 。    22
11    

 

①  一 九 七 〇 年 以 降 、 二 を 超 え る 水 準 を 維 持 し て い る 。  

②  平 成 以 降 、 出 生 率 は 回 復 傾 向 を 示 し 、 令 和 二 年 に は 一 ・ 九 ま で 上 昇 し て い る 。  

③  一 九 七 〇 年 の 二 ・ 一 三 を 境 に 低 下 傾 向 を 続 け 、 二 〇 二 〇 年 に は 一 ・ 三 三 と な っ て い る 。  

④  合 計 特 殊 出 生 率 は 上 昇 や 下 降 を く り か え し 、 将 来 的 に は 二 ・ 〇 を 超 え る と 推 計 さ れ て い る 。  

  

 

 

  

  

    

資
料

B 
 

 
 

 

問問 ３３ 二 〇 二 〇 年 以 降 の 日 本 の 人 口 構 造 に 関 す る 記 述 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ 。    22
22     

 

①  総 人 口 は 増 加 に 転 じ 、 二 〇 七 〇 年 に は 再 び 一 億 三 千 万 人 を 超 え る と 予 測 さ れ て い る 。  

②  総 人 口 は ほ ぼ 横 ば い で 推 移 す る が 、 高 齢 化 率 は 約 三 十 九 ％ に 達 す る と 見 込 ま れ て い る 。  

③  出 生 率 の 低 下 に よ り 、 若 年 層 の 割 合 が 縮 小 す る が 、 高 齢 人 口 の 増 加 で 、 生 産 年 齢 人 口 は 増 加 す る と 推 定 さ れ て い る 。  

④  総 人 口 は 減 少 し 続 け 、 二 〇 七 〇 年 九 千 万 人 を 下 回 り 、 高 齢 化 率 は 約 三 十 九 ％ に 達 す る と さ れ て い る 。  

 

問問 ４４  令 和 五 年 度 推 計 に お け る 出 生 率 の 仮 定 と 総 人 口 の 関 係 に つ い て 、 資 料 Ａ と 資 料 Ｂ か ら 読 み 取 れ る こ と と し て 間間 違違 っっ てて いい るる 記記 述述

を 、 次 の ① ～ ④ の 中 か ら 一 つ 選 べ     22
33     

     

①  二 〇 一 七 年 か ら 二 〇 二 〇 年 ま で 「 合 計 特 殊 出 生 率 」 は 下 降 し て お り 、 そ れ に 伴 い 十 四 歳 以 下 人 口 も 減 少 し て い る 。  

②  二 〇 二 〇 年 以 降 、 「 合 計 特 殊 出 生 率 」 が 中 位 推 計 で 推 移 し た 場 合 も 、 高 齢 化 率 が 上 昇 す る た め 将 来 の 推 計 人 口 は 減 少 し な

い 。  

③  二 〇 二 〇 年 以 降 、 「 合 計 特 殊 出 生 率 」 が 中 位 推 計 で 高 齢 化 率 が 三 八 ・ 七 ％ だ っ た 場 合 、 十 五 ～ 六 十 四 歳 人 口 は 五 十 二 ・ 一 ％

と な る 。  

④  一 九 七 〇 年 か ら 二 〇 二 〇 年 ま で は 「 合 計 特 殊 出 生 率 」 は 上 昇 や 下 降 を 繰 り 返 し な が ら も 全 体 的 に は 下 降 傾 向 で あ る の に 対

し 、 高 齢 化 率 は 上 昇 を 続 け て い る 。  
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一 般 選 抜 

〈人間社会学部〉 

地地理理歴歴史史・・公公民民

「地理総合，地理探究」

総
合
問
題

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ

現
代
の
国
語

言
語
文
化

（
古
文
・
漢
文
除
く
）

地
理
総
合

地
理
探
究

歴
史
総
合

日
本
史
探
究

歴
史
総
合

世
界
史
探
究

公　
　

共

政
治
・
経
済

化
学
基
礎

生
物
基
礎

３
年
次
編
入
試
験

筆
記
試
験
問
題

解　

答
− 36 −



 

第第
22
問問

 
国
土
地
理
院
の
地
形
図
を
見
て
，
下
の
問
い
（
問問

11
～

66
）
に
答
え
よ
。

 
 

 

 

問問
11
  
地
図
中
の
記
号
ＡＡ
地
区
の
地
形
名
と
土
壌
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の

①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
99
  

  
 

①
 
扇
端

 －
 砂

 
②

 
扇
端

 －
 シ
ル
ト

 
③

 
扇
頂

 －
 粘
土

 
④

 
扇
頂

 －
 砂
礫

 

 

問問
22
  
地
図
中
の
記
号
ＢＢ
地
区
の
地
下
水
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

  
11
00
 

 
 

①
 
伏
流
水

 
②

 
湧
水

 
③

 
宙
水

 
④

 
陸
水

 

    

 

〔〔
ⅡⅡ
〕〕

 

 
写写
真真
１１

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
写写
真真
２２
 

 

問問
66
  
写写
真真
１１
は
高
知
県
黒
潮
町
の
津
波
避
難
施
設
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
巨
大
津
波
を
発
生
さ
せ
る

想
定
地
震
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
66
  

  
 

①
 
東
海
地
震

 
②

 
東
南
海
地
震

 
③

 
南
海
地
震

 
④

 
西
南
海
地
震

 

 

問問
77
  
写写
真真
１１
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
設
備
に
該該
当当
しし
なな
いい
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 
77
  

  
 

①
 
階
段

 
②

 
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

 
③

 
ス
ロ
ー
プ

 
④

 
屋
上
の
部
屋

 

 

問問
88
 
写写
真真
２２
の
津
波
避
難
案
内
板
は
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
入
口
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
津
波
避

難
案
内
板
に
表表
示示
ささ
れれ
てて
いい
なな
いい
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
88
  

  
 

①
 
収
容
定
員

 
②

 
避
難
施
設
名

 
③

 
海
抜
高
度

 
④

 
地
区
名

 

    

 

問問
33
 
文
中
の
下
線
ａａ
の
プ
レ
ー
ト
境
界
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

 
3 3
  

  
 

①
  

2
つ
の
大
陸
プ
レ
ー
ト
の
境
界

 －
 糸
魚
川
静
岡
構
造
線

 
②

 
2
つ
の
大
陸
プ
レ
ー
ト
の
境
界

 －
 中
央
構
造
線

 
③

 
2
つ
の
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
境
界

 －
 日
本
海
溝

 
④

 
2
つ
の
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
境
界

 －
 南
海
ト
ラ
フ

 
 

問 問
44
 
文
中
の
下
線
ｂｂ
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 
4 4
  

  
 

①
  
震
度
は
世
界
共
通
の
指
標
で
あ
り
，
日
本
で
は
気
象
庁
が

7
段
階
の
震
度
階
級
を
設
定
し

て
い
る
。

 
②

 
日
本
で
は
地
震
が
発
生
し
た
際
に
，
体
感
と
震
度
計
に
よ
る
観
測
数
値
を
併
用
し
て
震
度

を
決
め
て
い
る
。

 
③

 
日
本
の
現
在
の
震
度
階
級
は
，
気
象
庁
が
定
め
た
最
小
震
度

1
か
ら
最
大
震
度

7
の

7
段

階
で
あ
る
。

 
④

 
日
本
で
は

19
96
年
の
震
度
階
級
改
定
に
よ
っ
て
，
震
度

5
と

6
に
そ
れ
ぞ
れ
「
弱
」
と

「
強
」
が
設
け
ら
れ
て

10
段
階
に
な
っ
た
。

 
 

問問
55
 
文
中
の
下
線
ｃｃ
に
つ
い
て
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 
5 5
  

  
 

①
  
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震
に
よ
る
津
波
は
，
海
底
の
隆
起
や
沈
降
に
よ
っ
て
海
面
に
大
き
な
波

が
形
成
さ
れ
て
発
生
す
る
。

 
②

 
津
波
は
周
期
と
波
長
が
長
い
た
め
，
海
面
全
体
が
盛
り
上
が
る
よ
う
に
し
て
海
岸
に
押
し

寄
せ
る
。

 
③

 
海
岸
に
押
し
寄
せ
た
津
波
は
，
強
い
水
圧
と
水
流
に
よ
っ
て
建
物
や
農
地
，
道
路
・
鉄
道
・

港
湾
・
空
港
な
ど
の
交
通
施
設
を
破
壊
す
る
。

 
④

 
日
本
の
甚
大
な
津
波
災
害
は
，

19
95
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
と

20
11
年
の
東
日
本
大
震

災
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

    

 

地地
理理
総総
合合

,,  
地地
理理
探探
究究

  

（
マ
ー
ク
式
解
答
番
号

 
 

11
 

 ～
 
 
44
00
 

 ）
  

（
記
述
式
解
答
番
号

 
 
44
11
 

 ・
 
44
22
 

 ）
 

 第第
11
問問

 
地
震
・
津
波
に
関
す
る
〔〔
ⅠⅠ
〕〕
の
文
章
を
読
み
，
ま
た
〔〔
ⅡⅡ
〕〕
の
避
難
施
設
の
写
真
を
見
て
，

下
の
問
い
（
問問

11
～
88
）
に
答
え
よ
。

 

〔 〔
ⅠⅠ
〕〕

 

地
球
の
表
層
で
あ
る
地
殻
は
複
数
の
プ
レ
ー
ト
に
区
分
さ
れ
，
マ
ン
ト
ル
対
流
の
影
響
で
年
間

1
㎝

～
10
㎝
の
速
さ
で
移
動
し
て
い
る
。
ａ ａ

2
つ
の
大
陸
プ
レ
ー
ト
と

2
つ
の
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
計

4
つ
の

プ
レ
ー
ト
境
界
上
に
位
置
す
る
日
本
列
島
と
周
辺
海
域
で
は
，
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
や
衝
突
が
お
き

て
プ
レ
ー
ト
境
界
に
は

  
11
 

 が
蓄
積
さ
れ
る
。
そ
れ
が
限
界
に
達
し
て
一
気
に
解
放
さ
れ
る
と
，

地
殻
の
破
壊
や
ず
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
地
震
が
発
生
す
る
。

 

地
震
の
発
生
地
点
を
震
源
と
い
い
，
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（

M
）
で
表
し
，
地
上
の
揺
れ

の
大
き
さ
は
ｂｂ
震
度
で
示
さ
れ
る
。
震
度
は
震
源
か
ら
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
小
さ
く
な
り
，
土
地
の
状

態
に
よ
っ
て
も
震
度
の
大
き
さ
が
異
な
る
。
ま
た
，
地
震
に
は
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震
と
プ
レ
ー
ト
内
地

震
が
あ
り
，
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震
は

  
2 2
 

 と
も
よ
ば
れ
，
ｃｃ
津
波
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
。

 

 

問 問
11
 
文
中
の
空
欄

  
11
 

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 
 

①
 
エ
ネ
ル
ギ
ー

 
②

 
ひ
ず
み

 
③

 
圧
力

 
④

 
マ
グ
マ

 
 

問問
22
 
文
中
の
空
欄

  
22
 

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 
 

①
 
直
下
型
地
震

 
②

 
内
陸
型
地
震

 
③

 
火
山
性
地
震

 
④

 
海
溝
型
地
震
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第第
22
問問

 
国
土
地
理
院
の
地
形
図
を
見
て
，
下
の
問
い
（
問問

11
～

66
）
に
答
え
よ
。

 
 

 

 

問問
11
  
地
図
中
の
記
号
ＡＡ
地
区
の
地
形
名
と
土
壌
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の

①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
99
  

  
 

①
 
扇
端

 －
 砂

 
②

 
扇
端

 －
 シ
ル
ト

 
③

 
扇
頂

 －
 粘
土

 
④

 
扇
頂

 －
 砂
礫

 

 

問 問
22
  
地
図
中
の
記
号
ＢＢ
地
区
の
地
下
水
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

  
11
00
 

 
 

①
 
伏
流
水

 
②

 
湧
水

 
③

 
宙
水

 
④

 
陸
水

 

    

 

〔〔
ⅡⅡ
〕〕

 

 
写写
真真
１１

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
写写
真真
２２
 

 

問問
66
  
写写
真真
１１
は
高
知
県
黒
潮
町
の
津
波
避
難
施
設
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
巨
大
津
波
を
発
生
さ
せ
る

想
定
地
震
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
66
  

  
 

①
 
東
海
地
震

 
②

 
東
南
海
地
震

 
③

 
南
海
地
震

 
④

 
西
南
海
地
震

 

 

問 問
77
  
写写
真真
１１
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
設
備
に
該該
当当
しし
なな
いい
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 
7 7
  

  
 

①
 
階
段

 
②

 
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

 
③

 
ス
ロ
ー
プ

 
④

 
屋
上
の
部
屋

 

 

問 問
88
 
写写
真真
２２
の
津
波
避
難
案
内
板
は
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
入
口
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
津
波
避

難
案
内
板
に
表 表
示示
ささ
れれ
てて
いい
なな
いい
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
88
  

  
 

①
 
収
容
定
員

 
②

 
避
難
施
設
名

 
③

 
海
抜
高
度

 
④

 
地
区
名

 

    

 

問問
33
 
文
中
の
下
線
ａａ
の
プ
レ
ー
ト
境
界
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

 
33
  

  
 

①
  

2
つ
の
大
陸
プ
レ
ー
ト
の
境
界

 －
 糸
魚
川
静
岡
構
造
線

 
②

 
2
つ
の
大
陸
プ
レ
ー
ト
の
境
界

 －
 中
央
構
造
線

 
③

 
2
つ
の
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
境
界

 －
 日
本
海
溝

 
④

 
2
つ
の
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
境
界

 －
 南
海
ト
ラ
フ

 
 

問問
44
 
文
中
の
下
線
ｂｂ
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 
44
  

  
 

①
  
震
度
は
世
界
共
通
の
指
標
で
あ
り
，
日
本
で
は
気
象
庁
が

7
段
階
の
震
度
階
級
を
設
定
し

て
い
る
。

 
②

 
日
本
で
は
地
震
が
発
生
し
た
際
に
，
体
感
と
震
度
計
に
よ
る
観
測
数
値
を
併
用
し
て
震
度

を
決
め
て
い
る
。

 
③

 
日
本
の
現
在
の
震
度
階
級
は
，
気
象
庁
が
定
め
た
最
小
震
度

1
か
ら
最
大
震
度

7
の

7
段

階
で
あ
る
。

 
④

 
日
本
で
は

19
96
年
の
震
度
階
級
改
定
に
よ
っ
て
，
震
度

5
と

6
に
そ
れ
ぞ
れ
「
弱
」
と

「
強
」
が
設
け
ら
れ
て

10
段
階
に
な
っ
た
。

 
 

問問
55
 
文
中
の
下
線
ｃｃ
に
つ
い
て
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 
55
  

  
 

①
  
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震
に
よ
る
津
波
は
，
海
底
の
隆
起
や
沈
降
に
よ
っ
て
海
面
に
大
き
な
波

が
形
成
さ
れ
て
発
生
す
る
。

 
②

 
津
波
は
周
期
と
波
長
が
長
い
た
め
，
海
面
全
体
が
盛
り
上
が
る
よ
う
に
し
て
海
岸
に
押
し

寄
せ
る
。

 
③

 
海
岸
に
押
し
寄
せ
た
津
波
は
，
強
い
水
圧
と
水
流
に
よ
っ
て
建
物
や
農
地
，
道
路
・
鉄
道
・

港
湾
・
空
港
な
ど
の
交
通
施
設
を
破
壊
す
る
。

 
④

 
日
本
の
甚
大
な
津
波
災
害
は
，

19
95
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
と

20
11
年
の
東
日
本
大
震

災
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

    

 

地地
理理
総総
合合

,,  
地地
理理
探探
究究

  

（
マ
ー
ク
式
解
答
番
号

 
 

11
 

 ～
 
 
44
00
 

 ）
  

（
記
述
式
解
答
番
号

 
 
44
11
 

 ・
 
44
22
 

 ）
 

 第第
11
問問

 
地
震
・
津
波
に
関
す
る
〔〔
ⅠⅠ
〕〕
の
文
章
を
読
み
，
ま
た
〔〔
ⅡⅡ
〕〕
の
避
難
施
設
の
写
真
を
見
て
，

下
の
問
い
（
問問

11
～
88
）
に
答
え
よ
。

 

〔〔
ⅠⅠ
〕〕

 

地
球
の
表
層
で
あ
る
地
殻
は
複
数
の
プ
レ
ー
ト
に
区
分
さ
れ
，
マ
ン
ト
ル
対
流
の
影
響
で
年
間

1
㎝

～
10
㎝
の
速
さ
で
移
動
し
て
い
る
。
ａａ

2
つ
の
大
陸
プ
レ
ー
ト
と

2
つ
の
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
計

4
つ
の

プ
レ
ー
ト
境
界
上
に
位
置
す
る
日
本
列
島
と
周
辺
海
域
で
は
，
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
や
衝
突
が
お
き

て
プ
レ
ー
ト
境
界
に
は

  
11
 

 が
蓄
積
さ
れ
る
。
そ
れ
が
限
界
に
達
し
て
一
気
に
解
放
さ
れ
る
と
，

地
殻
の
破
壊
や
ず
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
地
震
が
発
生
す
る
。

 

地
震
の
発
生
地
点
を
震
源
と
い
い
，
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（

M
）
で
表
し
，
地
上
の
揺
れ

の
大
き
さ
は
ｂｂ
震
度
で
示
さ
れ
る
。
震
度
は
震
源
か
ら
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
小
さ
く
な
り
，
土
地
の
状

態
に
よ
っ
て
も
震
度
の
大
き
さ
が
異
な
る
。
ま
た
，
地
震
に
は
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震
と
プ
レ
ー
ト
内
地

震
が
あ
り
，
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震
は

  
22
 

 と
も
よ
ば
れ
，
ｃｃ
津
波
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
。

 

 

問問
11
 
文
中
の
空
欄

  
11
 

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 
 

①
 
エ
ネ
ル
ギ
ー

 
②

 
ひ
ず
み

 
③

 
圧
力

 
④

 
マ
グ
マ

 
 

問問
22
 
文
中
の
空
欄

  
22
 

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 
 

①
 
直
下
型
地
震

 
②

 
内
陸
型
地
震

 
③

 
火
山
性
地
震

 
④

 
海
溝
型
地
震
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問問
55
  
地
図
中
の
記
号
ＡＡ
国
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
べ
。

 
11
99
 

 
 

①
 
こ
の
国
で
は
，
独
立
前
の
宗
主
国
が
ス
ペ
イ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
，
ス
ペ
イ
ン
語
が
公

用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

 
②

  
こ
の
国
南
部
の
広
大
な
高
原
で
は
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
が
盛
ん
で
あ
り
，
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
輸
出

額
は
全
輸
出
品
目
の
第

1
位
と
な
っ
て
い
る
。

 
③

  
こ
の
国
で
は
，
十
分
な
仕
事
や
住
居
が
得
ら
れ
な
い
人
が
都
市
周
辺
の
傾
斜
地
や
低
湿
地

な
ど
に
集
住
し
て
，
フ
ァ
ベ
ー
ラ
と
よ
ば
れ
る
ス
ラ
ム
が
広
が
っ
て
い
る
。

  
④

  
こ
の
国
は
経
済
発
展
が
著
し
い
新
興
国
と
し
て
，
中
国
・
ロ
シ
ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
南
ア

フ
リ
カ
共
和
国
な
ど
と
と
も
に

BR
IC

S
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

 

 

問問
66
  
地
図
中
の
記
号
ＢＢ
国
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
べ
。

 
22
00
 

 
 

①
 
こ
の
国
で
は
，
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
国
境
沿
い
に
マ
キ
ラ
ド
ー
ラ
と
称
さ
れ
る
保
税
輸

出
加
工
区
を
設
定
し
，
外
国
企
業
が
進
出
し
た
こ
と
で
工
業
が
発
展
し
た
。

 
②

  
中
央
部
に
は
，
標
高

10
00

m
～

20
00

m
の
高
原
が
広
が
り
，
そ
こ
で
は
小
麦
・
と
う
も
ろ

こ
し
の
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
。

 
③

  
北
部
の
太
平
洋
岸
は
，
暖
流
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
海
流
の
影
響
を
受
け
て
温
暖
湿
潤
気
候

で
あ
り
稲
作
が
盛
ん
で
あ
る
。

 
④

  
こ
の
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
キ
ュ
ー
バ
の

3
国
で
締
結
さ
れ
た

U
SM

CA
は
，
新
た
な

自
由
貿
易
に
関
す
る
協
定
で
あ
る
。

 

 

問問
77
  
地
図
中
の
記
号
ＣＣ
国
の
大
土
地
所
有
制
度
に
も
と
づ
く
大
農
園
の
名
称
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
22
11
 

 
 

①
 
ア
シ
エ
ン
ダ

 
②

 
ガ
ウ
チ
ョ

 
③

 
フ
ァ
ゼ
ン
ダ

 
④

 
エ
ス
タ
ン
シ
ア

 

   

 

問問
22
  
地
図
中
の
記
号
イイ
の
地
域
に
関
連
す
る
事
項
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次

の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
11
66
 

 
 

①
  
地
域
名
  
－

 パ
ン
パ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
気
候

 －
 C

fa
 

農
作
物

 －
 小
麦
・
と
う
も
ろ
こ
し

 
 
 
河
川

 －
 ラ
プ
ラ
タ
川

 
②

  
地
域
名
  
－

 パ
ン
パ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
気
候

 －
 C

s 
 

 
農
作
物

 －
 ぶ
ど
う
・
オ
リ
ー
ブ

 
 
 
 
河
川

 －
 ラ
プ
ラ
タ
川

 
③

  
地
域
名
  
－

 グ
ラ
ン
チ
ャ
コ
 
 
 
 
 
 
気
候

 －
 C

w
 

 
 
農
作
物

 －
 綿
花
・
小
麦

 
 
 
 
 
 
 
河
川

 －
 パ
ラ
ナ
川

 
④

  
地
域
名
  
－

 グ
ラ
ン
チ
ャ
コ
 
 
 
 
 
 
気
候

 －
 C

fb
 

 
 
農
作
物

 －
 米
・
大
豆

 
 
 
 
 
 
 
 
河
川

 －
 パ
ラ
ナ
川

 

 

問問
33
  
地
図
中
の
記
号

aa
は
古
代
文
明
遺
跡
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
地
で
あ
る
。
そ
の
遺
跡
と
古
代
文

明
の
名
称
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
11
77
 

 
 

①
  
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
遺
跡
  
－

 ア
ス
テ
カ
文
明

 
②

  
ウ
シ
ュ
マ
ル
遺
跡
  
－

 マ
ヤ
文
明

 
③

  
パ
レ
ン
ケ
遺
跡
  
－

 ア
ス
テ
カ
文
明

 
④

  
モ
ン
テ
・
ア
ル
バ
ン
遺
跡
  
－

 マ
ヤ
文
明

 

 

問問
44
  
地
図
中
の
記
号

bb
の
世
界
文
化
遺
産
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る

も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
11
88
 

 
 

①
 
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
は
こ
の
国
の
首
都
ク
ス
コ
の
北
西
約

70
㎞
，
標
高

24
30

m
に
位
置
す
る

イ
ン
カ
帝
国
の
遺
跡
で
あ
る
。

 
②

  
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
は
，
遺
跡
保
護
の
た
め

1
日
当
た
り
の
入
場
制
限
や
入
場
チ
ケ
ッ
ト
の
事

前
予
約
購
入
な
ど
の
規
制
が
あ
る
。

 
③

  
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
に
は
広
大
な
石
造
り
の
建
物
跡
が
残
り
，
観
光
客
用
の
宿
泊
施
設
が
整
備

さ
れ
て
い
る
の
で
観
光
客
が
多
く
訪
れ
て
い
る
。

 
④

  
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
は
，
標
高

38
12

m
の
チ
チ
カ
カ
湖
畔
に
位
置
す
る
古
代
遺
跡
で
あ
る
。

 

  

 

第第
33
問問

 
次
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
地
図
〔〔
ⅠⅠ
〕〕
と
グ
ラ
フ
〔〔
ⅡⅡ
〕〕
を
見
て
，
下
の
問
い
（（
問問

11
～
99
））

に
答
え
よ
。

 

〔 〔
ⅠⅠ
〕〕

 

 

 

問 問
11
  
地
図
中
の
記
号
アア
の
地
域
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。

 
11
55
 

 
 

①
 
こ
の
地
域
を
流
れ
る
ア
マ
ゾ
ン
川
の
流
域
は
，
カ
ン
ポ
と
称
さ
れ
る
世
界
最
大
の
熱
帯
雨

林
が
広
が
っ
て
い
る
。

 
②

  
こ
の
地
域
で
は
，
大
規
模
な
農
場
に
多
く
の
労
働
者
を
雇
い
，
農
園
主
の
管
理
の
も
と
で

焼
畑
農
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 
③

  
こ
の
地
域
で
は
，
自
給
的
な
食
料
生
産
や
輸
出
用
の
限
ら
れ
た
種
類
の
農
作
物
を
生
産
す

る
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
が
進
展
し
て
い
る
。

 
④

  
こ
の
地
域
で
は
，
大
規
模
な
農
場
開
発
に
よ
る
熱
帯
林
の
破
壊
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
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問問
55
  
地
図
中
の
記
号
ＡＡ
国
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
べ
。

 
11
99
 

 
 

①
 
こ
の
国
で
は
，
独
立
前
の
宗
主
国
が
ス
ペ
イ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
，
ス
ペ
イ
ン
語
が
公

用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

 
②

  
こ
の
国
南
部
の
広
大
な
高
原
で
は
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
が
盛
ん
で
あ
り
，
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
輸
出

額
は
全
輸
出
品
目
の
第

1
位
と
な
っ
て
い
る
。

 
③

  
こ
の
国
で
は
，
十
分
な
仕
事
や
住
居
が
得
ら
れ
な
い
人
が
都
市
周
辺
の
傾
斜
地
や
低
湿
地

な
ど
に
集
住
し
て
，
フ
ァ
ベ
ー
ラ
と
よ
ば
れ
る
ス
ラ
ム
が
広
が
っ
て
い
る
。

  
④

  
こ
の
国
は
経
済
発
展
が
著
し
い
新
興
国
と
し
て
，
中
国
・
ロ
シ
ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
南
ア

フ
リ
カ
共
和
国
な
ど
と
と
も
に

BR
IC

S
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

 

 

問問
66
  
地
図
中
の
記
号
ＢＢ
国
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
べ
。

 
22
00
 

 
 

①
 
こ
の
国
で
は
，
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
国
境
沿
い
に
マ
キ
ラ
ド
ー
ラ
と
称
さ
れ
る
保
税
輸

出
加
工
区
を
設
定
し
，
外
国
企
業
が
進
出
し
た
こ
と
で
工
業
が
発
展
し
た
。

 
②

  
中
央
部
に
は
，
標
高

10
00

m
～

20
00

m
の
高
原
が
広
が
り
，
そ
こ
で
は
小
麦
・
と
う
も
ろ

こ
し
の
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
。

 
③

  
北
部
の
太
平
洋
岸
は
，
暖
流
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
海
流
の
影
響
を
受
け
て
温
暖
湿
潤
気
候

で
あ
り
稲
作
が
盛
ん
で
あ
る
。

 
④

  
こ
の
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
キ
ュ
ー
バ
の

3
国
で
締
結
さ
れ
た

U
SM

CA
は
，
新
た
な

自
由
貿
易
に
関
す
る
協
定
で
あ
る
。

 

 

問 問
77
  
地
図
中
の
記
号
ＣＣ
国
の
大
土
地
所
有
制
度
に
も
と
づ
く
大
農
園
の
名
称
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
22
11
 

 
 

①
 
ア
シ
エ
ン
ダ

 
②

 
ガ
ウ
チ
ョ

 
③

 
フ
ァ
ゼ
ン
ダ

 
④

 
エ
ス
タ
ン
シ
ア

 

   

 

問問
22
  
地
図
中
の
記
号
イイ
の
地
域
に
関
連
す
る
事
項
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次

の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
1 1
66
 

 
 

①
  
地
域
名
  
－

 パ
ン
パ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
気
候

 －
 C

fa
 

農
作
物

 －
 小
麦
・
と
う
も
ろ
こ
し

 
 
 
河
川

 －
 ラ
プ
ラ
タ
川

 
②

  
地
域
名
  
－

 パ
ン
パ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
気
候

 －
 C

s 
 

 
農
作
物

 －
 ぶ
ど
う
・
オ
リ
ー
ブ

 
 
 
 
河
川

 －
 ラ
プ
ラ
タ
川

 
③

  
地
域
名
  
－

 グ
ラ
ン
チ
ャ
コ
 
 
 
 
 
 
気
候

 －
 C

w
 

 
 
農
作
物

 －
 綿
花
・
小
麦

 
 
 
 
 
 
 
河
川

 －
 パ
ラ
ナ
川

 
④

  
地
域
名
  
－

 グ
ラ
ン
チ
ャ
コ
 
 
 
 
 
 
気
候

 －
 C

fb
 

 
 
農
作
物

 －
 米
・
大
豆

 
 
 
 
 
 
 
 
河
川

 －
 パ
ラ
ナ
川

 

 

問 問
33
  
地
図
中
の
記
号

aa
は
古
代
文
明
遺
跡
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
地
で
あ
る
。
そ
の
遺
跡
と
古
代
文

明
の
名
称
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
11
77
 

 
 

①
  
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
遺
跡
  
－

 ア
ス
テ
カ
文
明

 
②

  
ウ
シ
ュ
マ
ル
遺
跡
  
－

 マ
ヤ
文
明

 
③

  
パ
レ
ン
ケ
遺
跡
  
－

 ア
ス
テ
カ
文
明

 
④

  
モ
ン
テ
・
ア
ル
バ
ン
遺
跡
  
－

 マ
ヤ
文
明

 

 

問 問
44
  
地
図
中
の
記
号

bb
の
世
界
文
化
遺
産
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る

も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
11
88
 

 
 

①
 
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
は
こ
の
国
の
首
都
ク
ス
コ
の
北
西
約

70
㎞
，
標
高

24
30

m
に
位
置
す
る

イ
ン
カ
帝
国
の
遺
跡
で
あ
る
。

 
②

  
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
は
，
遺
跡
保
護
の
た
め

1
日
当
た
り
の
入
場
制
限
や
入
場
チ
ケ
ッ
ト
の
事

前
予
約
購
入
な
ど
の
規
制
が
あ
る
。

 
③

  
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
に
は
広
大
な
石
造
り
の
建
物
跡
が
残
り
，
観
光
客
用
の
宿
泊
施
設
が
整
備

さ
れ
て
い
る
の
で
観
光
客
が
多
く
訪
れ
て
い
る
。

 
④

  
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
は
，
標
高

38
12

m
の
チ
チ
カ
カ
湖
畔
に
位
置
す
る
古
代
遺
跡
で
あ
る
。

 

  

 

第第
33
問問

 
次
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
地
図
〔〔
ⅠⅠ
〕〕
と
グ
ラ
フ
〔〔
ⅡⅡ
〕〕
を
見
て
，
下
の
問
い
（（
問問

11
～
99
））

に
答
え
よ
。

 

〔〔
ⅠⅠ
〕〕

 

 

 

問問
11
  
地
図
中
の
記
号
アア
の
地
域
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。

 
11
55
 

 
 

①
 
こ
の
地
域
を
流
れ
る
ア
マ
ゾ
ン
川
の
流
域
は
，
カ
ン
ポ
と
称
さ
れ
る
世
界
最
大
の
熱
帯
雨

林
が
広
が
っ
て
い
る
。

 
②

  
こ
の
地
域
で
は
，
大
規
模
な
農
場
に
多
く
の
労
働
者
を
雇
い
，
農
園
主
の
管
理
の
も
と
で

焼
畑
農
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 
③

  
こ
の
地
域
で
は
，
自
給
的
な
食
料
生
産
や
輸
出
用
の
限
ら
れ
た
種
類
の
農
作
物
を
生
産
す

る
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
が
進
展
し
て
い
る
。

 
④

  
こ
の
地
域
で
は
，
大
規
模
な
農
場
開
発
に
よ
る
熱
帯
林
の
破
壊
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

 
   

− 40 − − 41 −



 

〔〔
ⅡⅡ
〕〕
  

 

 
 

問問
77
  
国
別
世
界
遺
産
登
録
件
数
構
成
グ
ラ
フ
の
記
号
エエ
の
国
名
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の

①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
33
00
 

 
 

①
 
エ
ジ
プ
ト

 
②

 
ポ
ル
ト
ガ
ル

 
③

 
イ
タ
リ
ア

 
④

 
ギ
リ
シ
ャ

 

 

問問
88
  
国
別
世
界
遺
産
登
録
件
数
に
つ
い
て
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
11
 

 
 

①
 
中
国
の
登
録

59
件
の
う
ち
，
自
然
遺
産

15
件
，
複
合
遺
産

4
件
は
世
界
で
最
も
多
い
。

 
②

 
ド
イ
ツ
の
世
界
文
化
遺
産
「
ド
レ
ス
デ
ン
・
エ
ル
ベ
渓
谷
」
は
，

20
09
年
に
抹
消
さ
れ
た
。
 

③
 
日
本
の
登
録
件
数
は
，
文
化
遺
産

20
件
，
自
然
遺
産

5
件
，
複
合
遺
産

1
件
で
あ
る
。

 
④

  
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
世
界
遺
産
は
，
お
よ
そ
半
数
の

12
件
が
自
然
遺
産
で
あ
る
。

 
     

 

問問
33
  
記
号
アア
，
イイ
，
ウウ
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 
22
66
 

 
 

①
 
記
号
アア
は
，
文
化
遺
産
と
自
然
遺
産
の
両
方
の
価
値
を
兼
ね
備
え
て
い
る
も
の
を
対
象
と

す
る
。

 
②

 
記
号
イイ
は
，
地
形
や
地
質
，
生
態
系
，
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
動
植
物
の
生
息
・
生
育
地
な
ど

顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
も
の
を
対
象
と
す
る
。

 
③

  
記
号
ウウ
は
，
記
念
物
，
建
造
物
群
，
遺
跡
，
文
化
的
景
観
な
ど
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す

る
も
の
を
対
象
と
す
る
。

 
④

 
記
号
アア
，
イイ
，
ウウ
の

3
種
類
の
世
界
遺
産
登
録
は
，

2
年
に

1
度
開
催
さ
れ
る
世
界
遺
産

委
員
会
で
審
議
し
て
決
定
す
る
。

 
 

問問
44
  
世
界
遺
産
の
登
録
基
準
に
該該
当当
しし
なな
いい
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 

 
22
77
 

 
 

①
 
歴
史
上
の
重
要
な
段
階
を
物
語
る
出
来
事
。

 
②

 
一
つ
の
文
化
あ
る
い
は
複
数
の
文
化
を
特
徴
づ
け
る
よ
う
な
伝
統
的
居
住
形
態
。

 
③

  
最
上
級
の
自
然
現
象
，
ま
た
は
類
ま
れ
な
自
然
美
・
美
的
価
値
を
有
す
る
地
域
。

 
④

 
学
術
上
・
保
全
上
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
種
の
生
息
地
。

 
 

問問
55
 
世
界
遺
産
が
初
め
て
登
録
さ
れ
た
年
次
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か

ら
一
つ
選
べ
。

  
22
88
 

 
 

①
 

19
72
年

 
②

 
19

75
年

 
③

 
19

78
年

 
④

 
19

80
年

 
 

問問
66
 
日
本
で
最
初
に
登
録
さ
れ
た
世
界
文
化
遺
産
の
建
造
物
に
該該
当当
しし
なな
いい
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
99
 

 
 

①
 
法
隆
寺

 
②

 
姫
路
城

 
③

 
法
起
寺

 
④

 
清
水
寺

 

    

 

第第
44
問問

 
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
の
種
別
登
録
件
数
構
成
グ
ラ
フ
〔〔
ⅠⅠ
〕〕
と
国
別
登
録
件
数
グ
ラ
フ
〔〔
ⅡⅡ
〕〕

を
見
て
，
下
の
問
い
（（
問問

11
～～

88
））
に
答
え
よ
。
  

 

〔 〔
ⅠⅠ
〕〕

 

 

  

問問
11
  
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（

Th
e W

or
ld

 H
er

ita
ge

 C
en

tr
e）
が
置
か
れ
て
い
る
都
市
名
と
し
て
最

も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
44
 

 
 

①
 
ロ
ン
ド
ン

 
②

 
ワ
シ
ン
ト
ン

 
③

 
パ
リ

 
④

 
ロ
ー
ザ
ン
ヌ

 
 
問問

22
  
種
別
世
界
遺
産
登
録
件
数
構
成
グ
ラ
フ
の
記
号
アア
，
イイ
，
ウウ
の
名
称
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
55
 

 
 

①
 
アア

 
－
 
複
合
遺
産

 
  

  
  
イイ

  
－

 
自
然
遺
産
 

  
 
 
 
ウウ

 
－

 文
化
遺
産

 
②

 
アア

 
－
 
文
化
遺
産

 
 
 

 
イイ

  
－

 
自
然
遺
産
 
 
 
 
 
ウウ

 
－

 複
合
遺
産

 
③

  
アア

 
－
 
複
合
遺
産

 
 
 

 
イイ

  
－

 
文
化
遺
産
 

 
 
 
 
ウウ

 
－

 自
然
遺
産

 
④

 
アア

 
－
 
自
然
遺
産

 
 
 

 
 イイ

  
－

 
文
化
遺
産
 

 
 
 
  
  
ウウ

 
－

 複
合
遺
産

 

    

 

〔〔
ⅡⅡ
〕〕

 

 

 

問 問
88
  
人
種
構
成
グ
ラ
フ
の
記
号
ああ
，
いい
，
うう
の
国
名
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う

ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
22
22
 

 

 

①
  
ああ
  
－

 コ
ロ
ン
ビ
ア

  
 

 
いい

  
－

 ブ
ラ
ジ
ル

  
 
 
うう

  
－

 メ
キ
シ
コ

 
②

  
ああ

  
－

 ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

  
 
いい

  
－

 コ
ロ
ン
ビ
ア

  
 
うう

  
－

 ブ
ラ
ジ
ル

 
③

  
ああ

  
－

 メ
キ
シ
コ

  
  

  
 
いい

  
－

 ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

  
うう

  
－

 コ
ロ
ン
ビ
ア

 
④

  
ああ

  
－

 ブ
ラ
ジ
ル

 
 
 
 

 いい
  
－

 メ
キ
シ
コ

  
 
 
うう

  
－

 ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

 

 問 問
99
  
記
号
ええ
と
おお
の
国
の
公
用
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

べ
。

 
2 2
33
 

 
 

①
 
英
語

 
②

 
オ
ラ
ン
ダ
語

 
③

 
ス
ペ
イ
ン
語

 
④

 
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

 

    

− 42 − − 43 −



 

〔〔
ⅡⅡ
〕〕
  

 

 
 

問 問
77
  
国
別
世
界
遺
産
登
録
件
数
構
成
グ
ラ
フ
の
記
号
エエ
の
国
名
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の

①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
33
00
 

 
 

①
 
エ
ジ
プ
ト

 
②

 
ポ
ル
ト
ガ
ル

 
③

 
イ
タ
リ
ア

 
④

 
ギ
リ
シ
ャ

 

 

問 問
88
  
国
別
世
界
遺
産
登
録
件
数
に
つ
い
て
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
11
 

 
 

①
 
中
国
の
登
録

59
件
の
う
ち
，
自
然
遺
産

15
件
，
複
合
遺
産

4
件
は
世
界
で
最
も
多
い
。

 
②

 
ド
イ
ツ
の
世
界
文
化
遺
産
「
ド
レ
ス
デ
ン
・
エ
ル
ベ
渓
谷
」
は
，

20
09
年
に
抹
消
さ
れ
た
。
 

③
 
日
本
の
登
録
件
数
は
，
文
化
遺
産

20
件
，
自
然
遺
産

5
件
，
複
合
遺
産

1
件
で
あ
る
。

 
④

  
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
世
界
遺
産
は
，
お
よ
そ
半
数
の

12
件
が
自
然
遺
産
で
あ
る
。

 
     

 

問問
33
  
記
号
アア
，
イイ
，
ウウ
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 
2 2
66
 

 
 

①
 
記
号
アア
は
，
文
化
遺
産
と
自
然
遺
産
の
両
方
の
価
値
を
兼
ね
備
え
て
い
る
も
の
を
対
象
と

す
る
。

 
②

 
記
号
イイ
は
，
地
形
や
地
質
，
生
態
系
，
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
動
植
物
の
生
息
・
生
育
地
な
ど

顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
も
の
を
対
象
と
す
る
。

 
③

  
記
号
ウウ
は
，
記
念
物
，
建
造
物
群
，
遺
跡
，
文
化
的
景
観
な
ど
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す

る
も
の
を
対
象
と
す
る
。

 
④

 
記
号
アア
，
イイ
，
ウウ
の

3
種
類
の
世
界
遺
産
登
録
は
，

2
年
に

1
度
開
催
さ
れ
る
世
界
遺
産

委
員
会
で
審
議
し
て
決
定
す
る
。

 
 

問問
44
  
世
界
遺
産
の
登
録
基
準
に
該該
当当
しし
なな
いい
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 

 
2 2
77
 

 
 

①
 
歴
史
上
の
重
要
な
段
階
を
物
語
る
出
来
事
。

 
②

 
一
つ
の
文
化
あ
る
い
は
複
数
の
文
化
を
特
徴
づ
け
る
よ
う
な
伝
統
的
居
住
形
態
。

 
③

  
最
上
級
の
自
然
現
象
，
ま
た
は
類
ま
れ
な
自
然
美
・
美
的
価
値
を
有
す
る
地
域
。

 
④

 
学
術
上
・
保
全
上
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
種
の
生
息
地
。

 
 

問 問
55
 
世
界
遺
産
が
初
め
て
登
録
さ
れ
た
年
次
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か

ら
一
つ
選
べ
。

  
22
88
 

 
 

①
 

19
72
年

 
②

 
19

75
年

 
③

 
19

78
年

 
④

 
19

80
年

 
 

問問
66
 
日
本
で
最
初
に
登
録
さ
れ
た
世
界
文
化
遺
産
の
建
造
物
に
該該
当当
しし
なな
いい
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
99
 

 
 

①
 
法
隆
寺

 
②

 
姫
路
城

 
③

 
法
起
寺

 
④

 
清
水
寺

 

    

 

第第
44
問問

 
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
の
種
別
登
録
件
数
構
成
グ
ラ
フ
〔〔
ⅠⅠ
〕〕
と
国
別
登
録
件
数
グ
ラ
フ
〔〔
ⅡⅡ
〕〕

を
見
て
，
下
の
問
い
（（
問問

11
～～

88
））
に
答
え
よ
。
  

 

〔〔
ⅠⅠ
〕〕

 

 

  

問問
11
  
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（

Th
e W

or
ld

 H
er

ita
ge

 C
en

tr
e）
が
置
か
れ
て
い
る
都
市
名
と
し
て
最

も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
44
 

 
 

①
 
ロ
ン
ド
ン

 
②

 
ワ
シ
ン
ト
ン

 
③

 
パ
リ

 
④

 
ロ
ー
ザ
ン
ヌ

 
 
問問

22
  
種
別
世
界
遺
産
登
録
件
数
構
成
グ
ラ
フ
の
記
号
アア
，
イイ
，
ウウ
の
名
称
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
55
 

 
 

①
 
アア

 
－
 
複
合
遺
産

 
  

  
  
イイ

  
－

 
自
然
遺
産
 

  
 
 
 
ウウ

 
－

 文
化
遺
産

 
②

 
アア

 
－
 
文
化
遺
産

 
 
 

 
イイ

  
－

 
自
然
遺
産
 
 
 
 
 
ウウ

 
－

 複
合
遺
産

 
③

  
アア

 
－
 
複
合
遺
産

 
 
 

 
イイ

  
－

 
文
化
遺
産
 

 
 
 
 
ウウ

 
－

 自
然
遺
産

 
④

 
アア

 
－
 
自
然
遺
産

 
 
 

 
 イイ

  
－

 
文
化
遺
産
 

 
 
 
  
  
ウウ

 
－

 複
合
遺
産

 

    

 

〔〔
ⅡⅡ
〕〕

 

 

 

問問
88
  
人
種
構
成
グ
ラ
フ
の
記
号
ああ
，
いい
，
うう
の
国
名
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う

ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
22
22
 

 

 

①
  
ああ

  
－

 コ
ロ
ン
ビ
ア

  
 

 
いい

  
－

 ブ
ラ
ジ
ル

  
 
 
うう

  
－

 メ
キ
シ
コ

 
②

  
ああ

  
－

 ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

  
 
いい

  
－

 コ
ロ
ン
ビ
ア

  
 
うう

  
－

 ブ
ラ
ジ
ル

 
③

  
ああ

  
－

 メ
キ
シ
コ

  
  

  
 
いい

  
－

 ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

  
うう

  
－

 コ
ロ
ン
ビ
ア

 
④

  
ああ

  
－

 ブ
ラ
ジ
ル

 
 
 
 

 いい
  
－

 メ
キ
シ
コ

  
 
 
うう

  
－

 ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

 

 問問
99
  
記
号
ええ
と
おお
の
国
の
公
用
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

べ
。

 
22
33
 

 
 

①
 
英
語

 
②

 
オ
ラ
ン
ダ
語

 
③

 
ス
ペ
イ
ン
語

 
④

 
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
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問問
22
  
地
図
中
の
記
号
アア
地
域
の
少
数
民
族
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①
～

④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
33
 

 
 

①
  
こ
の
地
域
に
居
住
す
る
少
数
民
族
は
ホ
イ
族
で
あ
り
，
人
口
は
約

1,
00

0
万
人
で
イ
ス
ラ

ム
教
徒
が
多
い
。

 
②

 
こ
の
地
域
に
居
住
す
る
モ
ン
ゴ
ル
族
は
，
中
国

55
少
数
民
族
の
う
ち
最
大
の
人
口

1,
70

0
万
人
を
数
え
，
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
を
形
成
し
て
い
る
。

 
③

 
こ
の
地
域
に
居
住
す
る
少
数
民
族
の
ウ
イ
グ
ル
族
は
，
人
口
約

1,
00

0
万
人
の
民
族
自
治

区
と
よ
ば
れ
る
独
立
行
政
区
を
形
成
し
て
い
る
。

 
④

  
こ
の
地
域
に
居
住
す
る
少
数
民
族
の
ミ
ャ
オ
族
は
，
民
族
の
芸
能
・
衣
装
・
工
芸
品
・
刺
繍

な
ど
の
民
族
文
化
が
観
光
化
さ
れ
て
い
る
。

 

 

問 問
33
  
地
図
中
の
記
号
イイ
地
域
に
居
住
す
る
チ
ベ
ッ
ト
族
に
つ
い
て
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて
いい
るる
もも
のの
を
，

次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
44
 

 
 

①
  
人
口
約

63
0
万
人
の
少
数
民
族
チ
ベ
ッ
ト
族
は
，
標
高

20
00

m
～

30
00

m
の
チ
ベ
ッ
ト

高
原
に
居
住
し
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
信
仰
す
る
。

 
②

 
チ
ベ
ッ
ト
族
は
，

19
56
年
に
民
族
の
独
立
を
求
め
て
チ
ベ
ッ
ト
動
乱
を
起
こ
し
た
。
現
在

も
独
立
を
求
め
る
動
き
が
続
い
て
い
る
。

 
③

 
中
国
政
府
は
，

19
65
年
に
チ
ベ
ッ
ト
族
の
民
族
自
治
を
認
め
て
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
を
形
成

し
た
。

 
④

  
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
の
中
心
都
市
ラ
サ
に
は
，

19
94
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
の
中
心
建
造
物
の
ポ
タ
ラ
宮
が
あ
る
。

 

 

問問
44
  
地
図
中
の
記
号
ウウ
の
破
線
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。

 
3 3
55
 

 
 

①
  
こ
の
破
線
は
年
降
水
量

1,
00

0
㎜
を
示
し
，
東
側
は
降
水
量
が
多
い
。

 
②

 
こ
の
破
線
の
東
側
は
漢
民
族
，
西
側
は
少
数
民
族
が
居
住
す
る
。

 
③

 
こ
の
破
線
は
経
済
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
西
部
大
開
発
の
境
界
で
あ
る
。

 
④

  
こ
の
破
線
の
東
側
に
中
国
の
全
人
口
の

9
割
以
上
が
集
中
し
て
い
る
。

 

    

 

第第
55
問問

 
次
の
中
国
の
地
図
を
見
て
，
下
の
問
い
（（
問問

11
～
99
））
に
答
え
よ
。

 
 

 
 

問 問
11
 
内
陸
部
（
中
部
・
西
部
・
東
北
部
）
か
ら
沿
岸
部
へ
の
人
口
移
動
に
つ
い
て
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて

いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
22
 

 
 

①
 
中
国
の
沿
岸
部
は
，
国
営
企
業
の
投
資
に
よ
る
工
場
が
集
積
し
て
い
る
の
で
，
内
陸
部
の

農
民
は
職
場
を
求
め
て
都
市
に
移
住
し
て
い
る
。

 
②

 
農
村
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
は
，
沿
岸
部
の
都
市
に
移
住
し
よ
う
と
し
て
も
，
戸
籍
制
度

の
規
制
に
よ
っ
て
定
住
で
き
な
い
都
市
も
あ
る
。

 
③

 
中
国
の
戸
籍
制
度
は
，
農
業
戸
籍
（
農
村
戸
籍
）
と
非
農
業
戸
籍
（
都
市
戸
籍
）
に
分
け
ら

れ
，
農
業
戸
籍
を
も
つ
人
は
農
地
の
割
り
当
て
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
④

  
農
村
か
ら
の
出
稼
ぎ
工
業
労
働
者
は
，
都
市
に
潮
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
る
こ
と
か
ら
「
民

工
潮
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

 

    

 

問問
99
 
次
のの
経
済
格
差
に
と
も
な
う
社
会
不
安
の
図
式
を
見
て
，
記
号
ＡＡ
，，
ＢＢ
，，
ＣＣ
の
語
句
と
し
て
最
も

適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
44
00
 

 

 

 

 
①

 
ＡＡ

 
－
 
国
民
教
育

 
 
 
 
ＢＢ

  
－

 
失
業

 
 
 

  
 
 
 
ＣＣ

 
－

 犯
罪

 
②

 
ＡＡ

 
－
 
雇
用
 

 
 

  
 

 
ＢＢ

  
－

 
犯
罪

 
 
 
 
 
 
 
ＣＣ

 
－

 失
業

 
③

  
ＡＡ

 
－
 
身
分
 
 
 
 
 

 
ＢＢ

  
－

 
失
業

 
 
 
 
 
 
 
ＣＣ

 
－

 犯
罪

 
④

 
ＡＡ

 
－
 
所
得
 
 
 
 

 
 

 ＢＢ
  
－

 
犯
罪

 
 
  
 
 
 
 
  
  
ＣＣ

 
－

 失
業

 
              

 

問問
55
  
地
図
中
の
記
号

aa
の
都
市
名
と
そ
の
特
徴
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
66
 

 
 

①
  
都
市
名
：
テ
ン
チ
ン
 

 
 
 
都
市
の
特
徴
：
経
済
特
区
，
造
船
業
・
機
械
工
業

 
②

 
都
市
名
：
テ
ン
チ
ン
 
 
 
 
都
市
の
特
徴
：
直
轄
市
，
ペ
キ
ン
の
外
港

 
③

  
都
市
名
：
チ
ン
タ
オ
 

 
 
 
都
市
の
特
徴
：
直
轄
市
，
華
北
最
大
の
貿
易
港

 
④

  
都
市
名
：
チ
ン
タ
オ
 

 
 
 
都
市
の
特
徴
：
経
済
技
術
開
発
区
，
軍
港

 

 

問問
66
  
地
図
中
の
記
号

bb
の
都
市
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
77
 

 
 

①
  
こ
の
都
市
は
，

20
08
年
の
国
際
博
覧
会
開
催
を
契
機
に
近
代
化
が
急
速
に
進
展
し
た
。

 
②

  
こ
の
都
市
は
，
中
国
で
最
初
に
経
済
特
区
に
指
定
さ
れ
て
工
業
が
急
速
に
発
展
し
た
。

 
③

  
こ
の
都
市
は
，
長
江
デ
ル
タ
に
位
置
す
る
中
国
最
大
の
港
湾
・
商
工
業
都
市
で
あ
る
。

 
④

  
こ
の
都
市
は
中
国
の
直
轄
市
の
一
つ
で
あ
り
，
中
華
民
国
の
時
代
は
首
都
が
置
か
れ
た
。

 

 

問問
77
  
地
図
中
の
記
号

cc
の
都
市
名
と
そ
の
特
徴
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
88
 

 
 

①
  
都
市
名
：
ア
モ
イ

 
 

 
 
都
市
の
特
徴
：
経
済
技
術
開
発
区
，
先
端
技
術
産
業
集
積
地

 
②

 
都
市
名
：
ア
モ
イ

 
 
 
 
都
市
の
特
徴
：
経
済
特
区
，
農
水
産
物
集
散
地
，
貿
易
港

 
③

  
都
市
名
：
フ
ー
チ
ョ
ウ

 
 
都
市
の
特
徴
：
直
轄
市
，
福
建
省
の
省
都
，
繊
維
工
業

 
④

  
都
市
名
：
フ
ー
チ
ョ
ウ

 
 
都
市
の
特
徴
：
経
済
特
区
，
漁
港
，
自
動
車
・
電
子
工
業

 

 

問問
88
  
地
図
中
の
記
号

dd
は
，
中
国
で
最
初
に
経
済
特
区
に
指
定
さ
れ
た
都
市
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の

都
市
名
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
99
 

 
 

①
 
ス
ワ
ト
ウ

 
②

 
チ
ュ
ー
ハ
イ

 
③

 
シ
ェ
ン
ヤ
ン

 
④

 
シ
ェ
ン
チ
ェ
ン
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問問
22
  
地
図
中
の
記
号
アア
地
域
の
少
数
民
族
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①
～

④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
33
 

 
 

①
  
こ
の
地
域
に
居
住
す
る
少
数
民
族
は
ホ
イ
族
で
あ
り
，
人
口
は
約

1,
00

0
万
人
で
イ
ス
ラ

ム
教
徒
が
多
い
。

 
②

 
こ
の
地
域
に
居
住
す
る
モ
ン
ゴ
ル
族
は
，
中
国

55
少
数
民
族
の
う
ち
最
大
の
人
口

1,
70

0
万
人
を
数
え
，
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
を
形
成
し
て
い
る
。

 
③

 
こ
の
地
域
に
居
住
す
る
少
数
民
族
の
ウ
イ
グ
ル
族
は
，
人
口
約

1,
00

0
万
人
の
民
族
自
治

区
と
よ
ば
れ
る
独
立
行
政
区
を
形
成
し
て
い
る
。

 
④

  
こ
の
地
域
に
居
住
す
る
少
数
民
族
の
ミ
ャ
オ
族
は
，
民
族
の
芸
能
・
衣
装
・
工
芸
品
・
刺
繍

な
ど
の
民
族
文
化
が
観
光
化
さ
れ
て
い
る
。

 

 

問問
33
  
地
図
中
の
記
号
イイ
地
域
に
居
住
す
る
チ
ベ
ッ
ト
族
に
つ
い
て
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて
いい
るる
もも
のの
を
，

次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
44
 

 
 

①
  
人
口
約

63
0
万
人
の
少
数
民
族
チ
ベ
ッ
ト
族
は
，
標
高

20
00

m
～

30
00

m
の
チ
ベ
ッ
ト

高
原
に
居
住
し
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
信
仰
す
る
。

 
②

 
チ
ベ
ッ
ト
族
は
，

19
56
年
に
民
族
の
独
立
を
求
め
て
チ
ベ
ッ
ト
動
乱
を
起
こ
し
た
。
現
在

も
独
立
を
求
め
る
動
き
が
続
い
て
い
る
。

 
③

 
中
国
政
府
は
，

19
65
年
に
チ
ベ
ッ
ト
族
の
民
族
自
治
を
認
め
て
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
を
形
成

し
た
。

 
④

  
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
の
中
心
都
市
ラ
サ
に
は
，

19
94
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
の
中
心
建
造
物
の
ポ
タ
ラ
宮
が
あ
る
。

 

 

問問
44
  
地
図
中
の
記
号
ウウ
の
破
線
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
55
 

 
 

①
  
こ
の
破
線
は
年
降
水
量

1,
00

0
㎜
を
示
し
，
東
側
は
降
水
量
が
多
い
。

 
②

 
こ
の
破
線
の
東
側
は
漢
民
族
，
西
側
は
少
数
民
族
が
居
住
す
る
。

 
③

 
こ
の
破
線
は
経
済
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
西
部
大
開
発
の
境
界
で
あ
る
。

 
④

  
こ
の
破
線
の
東
側
に
中
国
の
全
人
口
の

9
割
以
上
が
集
中
し
て
い
る
。

 

    

 

第第
55
問問

 
次
の
中
国
の
地
図
を
見
て
，
下
の
問
い
（（
問問

11
～
99
））
に
答
え
よ
。

 
 

 
 

問問
11
 
内
陸
部
（
中
部
・
西
部
・
東
北
部
）
か
ら
沿
岸
部
へ
の
人
口
移
動
に
つ
い
て
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて

いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
22
 

 
 

①
 
中
国
の
沿
岸
部
は
，
国
営
企
業
の
投
資
に
よ
る
工
場
が
集
積
し
て
い
る
の
で
，
内
陸
部
の

農
民
は
職
場
を
求
め
て
都
市
に
移
住
し
て
い
る
。

 
②

 
農
村
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
は
，
沿
岸
部
の
都
市
に
移
住
し
よ
う
と
し
て
も
，
戸
籍
制
度

の
規
制
に
よ
っ
て
定
住
で
き
な
い
都
市
も
あ
る
。

 
③

 
中
国
の
戸
籍
制
度
は
，
農
業
戸
籍
（
農
村
戸
籍
）
と
非
農
業
戸
籍
（
都
市
戸
籍
）
に
分
け
ら

れ
，
農
業
戸
籍
を
も
つ
人
は
農
地
の
割
り
当
て
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
④

  
農
村
か
ら
の
出
稼
ぎ
工
業
労
働
者
は
，
都
市
に
潮
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
る
こ
と
か
ら
「
民

工
潮
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

 

    

 

問問
99
 
次
のの
経
済
格
差
に
と
も
な
う
社
会
不
安
の
図
式
を
見
て
，
記
号
ＡＡ
，，
ＢＢ
，，
ＣＣ
の
語
句
と
し
て
最
も

適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
44
00
 

 

 

 

 
①

 
ＡＡ

 
－
 
国
民
教
育

 
 
 
 
ＢＢ

  
－

 
失
業

 
 
 

  
 
 
 
ＣＣ

 
－

 犯
罪

 
②

 
ＡＡ

 
－
 
雇
用
 

 
 

  
 

 
ＢＢ

  
－

 
犯
罪

 
 
 
 
 
 
 
ＣＣ

 
－

 失
業

 
③

  
ＡＡ

 
－
 
身
分
 
 
 
 
 

 
ＢＢ

  
－

 
失
業

 
 
 
 
 
 
 
ＣＣ

 
－

 犯
罪

 
④

 
ＡＡ

 
－
 
所
得
 
 
 
 

 
 

 ＢＢ
  
－

 
犯
罪

 
 
  
 
 
 
 
  
  
ＣＣ

 
－

 失
業

 
              

 

問問
55
  
地
図
中
の
記
号

aa
の
都
市
名
と
そ
の
特
徴
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。

 
3 3
66
 

 
 

①
  
都
市
名
：
テ
ン
チ
ン
 

 
 
 
都
市
の
特
徴
：
経
済
特
区
，
造
船
業
・
機
械
工
業

 
②

 
都
市
名
：
テ
ン
チ
ン
 
 
 
 
都
市
の
特
徴
：
直
轄
市
，
ペ
キ
ン
の
外
港

 
③

  
都
市
名
：
チ
ン
タ
オ
 

 
 
 
都
市
の
特
徴
：
直
轄
市
，
華
北
最
大
の
貿
易
港

 
④

  
都
市
名
：
チ
ン
タ
オ
 

 
 
 
都
市
の
特
徴
：
経
済
技
術
開
発
区
，
軍
港

 

 

問 問
66
  
地
図
中
の
記
号

bb
の
都
市
に
つ
い
て
正
し
い
説
明
を
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。

 
3 3
77
 

 
 

①
  
こ
の
都
市
は
，

20
08
年
の
国
際
博
覧
会
開
催
を
契
機
に
近
代
化
が
急
速
に
進
展
し
た
。

 
②

  
こ
の
都
市
は
，
中
国
で
最
初
に
経
済
特
区
に
指
定
さ
れ
て
工
業
が
急
速
に
発
展
し
た
。

 
③

  
こ
の
都
市
は
，
長
江
デ
ル
タ
に
位
置
す
る
中
国
最
大
の
港
湾
・
商
工
業
都
市
で
あ
る
。

 
④

  
こ
の
都
市
は
中
国
の
直
轄
市
の
一
つ
で
あ
り
，
中
華
民
国
の
時
代
は
首
都
が
置
か
れ
た
。

 

 

問 問
77
  
地
図
中
の
記
号

cc
の
都
市
名
と
そ
の
特
徴
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。

 
3 3
88
 

 
 

①
  
都
市
名
：
ア
モ
イ

 
 

 
 
都
市
の
特
徴
：
経
済
技
術
開
発
区
，
先
端
技
術
産
業
集
積
地

 
②

 
都
市
名
：
ア
モ
イ

 
 
 
 
都
市
の
特
徴
：
経
済
特
区
，
農
水
産
物
集
散
地
，
貿
易
港

 
③

  
都
市
名
：
フ
ー
チ
ョ
ウ

 
 
都
市
の
特
徴
：
直
轄
市
，
福
建
省
の
省
都
，
繊
維
工
業

 
④

  
都
市
名
：
フ
ー
チ
ョ
ウ

 
 
都
市
の
特
徴
：
経
済
特
区
，
漁
港
，
自
動
車
・
電
子
工
業

 

 

問 問
88
  
地
図
中
の
記
号

dd
は
，
中
国
で
最
初
に
経
済
特
区
に
指
定
さ
れ
た
都
市
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の

都
市
名
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
3 3
99
 

 
 

①
 
ス
ワ
ト
ウ

 
②

 
チ
ュ
ー
ハ
イ

 
③

 
シ
ェ
ン
ヤ
ン

 
④

 
シ
ェ
ン
チ
ェ
ン
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一 般 選 抜 

〈人間社会学部〉 

地地理理歴歴史史・・公公民民  

「歴史総合，日本史探究」

 

第第
66
問問

 
次
の
問
い
（（
問問

11
～
22
））
に
答
え
よ
。
な
お
，
解
答
は
記
述
式
解
答
用
紙
に
記
入
し
な
さ
い
。

 

 

問 問
11
  
写写
真真
３３
は
，
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
境
界
を
流
れ
る
多
摩
川
下
流
の
鉄
道
駅
周
辺
に
立
地
す
る

高
層
住
宅
群
で
あ
る
。
高
層
住
宅
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を

15
0

字
程
度
で
述
べ
よ
。

 
4 4
11
 

 

 

 

写 写
真真
３３
 

 

問 問
22
  
写写
真真
４４
の
よ
う
に
，
盆
地
の
古
都
京
都
に
は
観
光
客
緊
急
避
難
広
場
に
指
定
さ
れ
た
神
社
・
寺
院

が
数
多
く
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を

15
0
字
程
度
で
述
べ
よ
。

 
4 4
22
 

 

 

 

写 写
真真
４４
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一 般 選 抜 

〈人間社会学部〉 

地地理理歴歴史史・・公公民民  

「歴史総合，日本史探究」

 

第第
66
問問

 
次
の
問
い
（（
問問

11
～
22
））
に
答
え
よ
。
な
お
，
解
答
は
記
述
式
解
答
用
紙
に
記
入
し
な
さ
い
。

 

 

問問
11
  
写写
真真
３３
は
，
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
境
界
を
流
れ
る
多
摩
川
下
流
の
鉄
道
駅
周
辺
に
立
地
す
る

高
層
住
宅
群
で
あ
る
。
高
層
住
宅
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を

15
0

字
程
度
で
述
べ
よ
。

 
44
11
 

 

 

 

写写
真真
３３
 

 

問問
22
  
写写
真真
４４
の
よ
う
に
，
盆
地
の
古
都
京
都
に
は
観
光
客
緊
急
避
難
広
場
に
指
定
さ
れ
た
神
社
・
寺
院

が
数
多
く
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を

15
0
字
程
度
で
述
べ
よ
。

 
44
22
 

 

 

 

写写
真真
４４

 

総
合
問
題

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ

現
代
の
国
語

言
語
文
化

（
古
文
・
漢
文
除
く
）

地
理
総
合

地
理
探
究

歴
史
総
合

日
本
史
探
究

歴
史
総
合

世
界
史
探
究

公　
　

共

政
治
・
経
済

化
学
基
礎

生
物
基
礎

３
年
次
編
入
試
験

筆
記
試
験
問
題

解　

答
− 46 −
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第第
22
問問

 
日
本
の
中
世
に
関
す
る
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
（（
問問

11
～～

99
））
に
答
え
よ
。

   
 
雪
舟
は
備
中
国
に
生
ま
れ
，
幼
少
期
に
上
京
し
て
相
国
寺
に
入
っ
た
。
相
国
寺
は
三
代
将
軍

  
9 9
 

 
の
発
願
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
（（

aa））
臨
済
宗
の
大
本
山
で
あ
り
，

13
96
年
に
は
（（

bb））
京
都
五
山
の
第
二

位
に
列
せ
ら
れ
た
。
当
時
，
相
国
寺
を
は
じ
め
と
す
る
五
山
に
は
中
国
か
ら
の
渡
来
僧
や
中
国
帰
り
の
留

学
僧
な
ど
（（

cc））
中
国
文
化
に
通
じ
た
禅
僧
た
ち
が
数
多
く
集
ま
り
，
禅
の
経
典
や
漢
詩
文
集
な
ど
を
出
版

（
五
山
版
）
し
，
室
町
幕
府
か
ら
は
政
治
や
外
交
の
顧
問
と
し
て
も
重
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
，（（

dd））
如

拙
や
周
文
と
い
っ
た
画
僧
た
ち
は
，
禅
の
境
地
を
表
す
水
墨
画
に
巧
み
で
あ
っ
た
。

 
雪
舟
も
こ
の
相
国
寺
で
禅
僧
と
し
て
の
修
行
を
積
み
な
が
ら
，（（

ee））
五
山
文
化
を
吸
収
し
て
い
き
，
周

文
ら
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
山
水
画
を
学
び
と
っ
て
い
っ
た
。
雪
舟
は
や
が
て
京
を
離
れ
周
防
国
で
守
護

大
名
の
庇
護
の
も
と
雲
谷
庵
に
住
ん
で
い
た
が
，

14
67
年
に
は
中
国
を
目
指
す

  
11
00
 

 に
乗
っ
て
寧

波
に
上
陸
し
，
北
京
に
到
着
し
た
。
中
国
で

2
年
間
を
過
ご
し
た
後
，
日
本
に
帰
国
す
る
と
各
地
を
旅
行

し
て
多
く
の
水
墨
画
を
描
い
た
が
，
な
か
で
も
「
四
季
山
水
図
巻
」
や
（（

ff））「
秋
冬
山
水
図
」
は
代
表
作
と

な
っ
て
い
る
。
雪
舟
は
禅
画
の
制
約
を
乗
り
越
え
た
日
本
的
な
水
墨
画
様
式
を
創
造
し
た
。

 
  問問

11
 
文
中
の
空
欄

  
99
 

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら

 
一
つ
選
べ
。

 
  

   問問
22
 
文
中
の
空
欄

  
11
00
 

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら

 
一
つ
選
べ
。

 
  

       

①
 
足
利
義
政

 
②

 
足
利
尊
氏

 
③

 
足
利
義
満

 
④

 
足
利
義
持

 

①
 
遣
随
船

 
②

 
遣
唐
船

 
③

 
日
宋
貿
易
船

 
④

 
遣
明
船

 

 
問問

77
 
下
線
部

((ee
))に
つ
い
て
，
遠
方
と
の
交
易
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
石
器
の

A
原
材
料
と

B
出
土
地
の

 
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
77
 

 
   問問

88
 
下
線
部

((ff))
に
関
連
し
て
，
そ
の
発
達
を
物
語
る
土
偶
に
つ
い
て
「
女
性
」「
豊
穣
」
の
語
を
使
用
し

な
が
ら
，

10
0
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

 
ああ

  
 

  問問
99
 
下
線
部

((gg
))の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
88
 

 
 
①

 
屈
葬
は
縄
文
時
代
に
一
般
的
で
あ
っ
た
が
，
弥
生
時
代
に
な
る
と
急
速
に
姿
を
消
し
，
以
後
の

 
 
時
代
に
は
ま
っ
た
く
確
認
さ
れ
な
い
。

 
②

 
屈
葬
は

, 
通
常
う
つ
伏
せ
に
さ
れ
て
集
落
の
中
央
の
広
場
に
ま
と
め
て
埋
葬
さ
れ
る
の
が
一
般
的

 
で
あ
っ
た
。

 
③

 
屈
葬
は
死
者
を
胎
児
の
姿
に
似
せ
て
葬
る
「
胎
児
葬
」
と
も
呼
ば
れ
，
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

 
死
後
の
再
生
を
願
う
普
遍
的
な
習
俗
で
あ
り
，
そ
の
宗
教
的
意
味
が
明
確
に
解
明
さ
れ
て
い
る
。

 
④

 
屈
葬
は
死
者
の
霊
が
生
者
に
災
い
を
お
よ
ぼ
す
と
信
じ
ら
れ
，
そ
れ
を
恐
れ
て
お
こ
な
わ
れ
た
呪

 
術
的
な
葬
送
儀
礼
で
あ
る
。

 
              

①
 

A
サ
ヌ
カ
イ
ト

 B
 白
滝

 
②

 
A
黒
曜
石

  
  

 B
二
上
山

 
③

 
A
黒
曜
石

  
  

 B
和
田
峠

 
④

 
A
サ
ヌ
カ
イ
ト

  
B
神
津
島
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第第
33
問問

 
日
本
の
近
世
に
関
す
る
次
の
史
料

AA～
EE
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11
～～

99
））
に
答
え
よ
。

 
 AA  

  
 
当
世
の
俗
習
に
て
，
異
国
船
の
入
津
ハ
（

 
ア

 
）
に
限
た
る
事
に
て
，
別
の
浦
え
船
を
寄
ル
事
ハ
決

し
て
成
ら
ざ
る
事
ト
思
り
。
…
当
時
（

 
ア

 
）
に
厳
重
に
（

 
イ

 
）
の
備
有
て
，
却
て
安
房
・
相
模
の

海
港
に
其
備
な
し
。
此
事
甚
不
審
。
細
カ
に
思
へ
ば
江
戸
の
日
本
橋
よ
り
唐
，
阿
蘭
陀
迄
境
な
し
の
水
路

也
。
然
ル
を
此
に
備
ず
し
て
（

 
ア

 
）
に
の
ミ
備
ル
は
何
ぞ
や
。

 
 BB  

  
一

 
文
武
弓
馬
ノ
道
，
専
ラ
相
嗜
ム
ベ
キ
事
。

 
一

 
諸
国
ノ
居
城
修
補
ヲ
為
ス
ト
雖
モ
，
必
ズ
言
上
ス
ベ
シ
。
況
ン
ヤ
新
儀
ノ
構
営
堅
ク
停
止
令
ム
ル
事
。

 
 CC  

    
 
一
体
い
き
り
す
二
限
ら
ず
，
南
蛮
・
西
洋
の
儀
は
，
御
制
禁
邪
教
の
国
二
候
間
，
以
来
何
れ
の
浦
方
二

お
ゐ
て
も
，
異
国
船
乗
寄
せ
候
を
見
受
け
候
ハ
バ
其
所
二
有
合
せ
候
人
夫
を
以
て
，
有
無
に
及
ば
ず
，
一

図
二
打
払
ひ
，
逃
延
び
候
ハ
バ
，
追
船
等
差
出
す
に
及
ば
ず
，
其
分
二
差
置
き
，
若
し
押
し
て
上
陸
致
し

候
ハ
バ
，
搦
捕
り
，
又
は
打
留
め
候
て
も
苦
し
か
ら
ず
候
。
…
二
念
無
く
打
払
ひ
を
心
掛
け
，
図
を
失
わ

ざ
る
様
取
計
ひ
候
処
，
専
要
の
事
に
候
条
，
油
断
無
く
申
し
付
け
ら
る
べ
く
候
。

 
 DD
  

    
 
惣
じ
て
人
宿
又
は
牛
馬
宿
其
外
に
も
，
生
類
煩
い
重
く
候
え
ば
，
い
ま
だ
死
せ
ざ
る
内
に
捨
て
候
様
二

粗
相
聞
こ
え
候
。
右
の
外
，
不
届
き
の
族
こ
れ
有
る
に
お
い
て
は
，
急
度
仰
付
ら
る
べ
く
候
。
密
々
に
て

か
様
な
る
儀
こ
れ
有
候
ハ
バ
，
訴
人
に
出
づ
べ
し
。
同
類
た
り
と
い
ふ
と
も
，
其
科
を
ゆ
る
し
，
御
ほ
う

び
下
さ
る
べ
く
候
。
以
上

 
 EE  

 
一

 
 
諸
国
百
姓
，
刀
・
脇
差
・
弓
・
や
り
・

 
11
88
 
，
其
外
武
具
の
た
ぐ
ひ
所
持
候
事
，
堅
く
御
停
止

候
。
其
子
細
は
，
入
ら
ざ
る
道
具
を
あ
ひ
た
く
は
へ
，
年
貢
・
所
当
を
難
渋
せ
し
め
，
自
然
，
一
揆
を
企

て
，
給
人
に
た
い
し
非
儀
の
動
を
な
す
や
か
ら
，
勿
論
御
成
敗
あ
る
べ
し
。
然
れ
ば
其
所
の
田
畠
不
作
せ

し
め
，
知
行
つ
い
え
に
な
り
候
の
間
，
其
国
王
，
給
人
，
代
官
と
し
て
，
右
武
具
，
悉
取
り
あ
つ
め
，
進
上

致
す
べ
き
事
。

 
    

 

問問
77
 
下
線
部

((ee
))に
つ
い
て
，
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち

 
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
11
55
 

 
 
①

  
南
宋
の
官
寺
の
制
に
な
ら
っ
た
五
山
・
十
刹
の
制
も
整
い
，
室
町
幕
府
の
文
化
政
策
と
も
深
く
関

 
わ
っ
た
。

 
②

  
漢
詩
文
を
盛
ん
に
し
た
禅
僧
が
五
山
文
学
を
発
展
さ
せ
，
唐
物
の
調
度
品
は
武
家
や
公
家
に
広
く

 
愛
好
さ
れ
て
禅
宗
文
化
が
日
常
生
活
に
定
着
し
て
い
っ
た
。

 
③

 五
山
制
度
の
下
で
発
展
し
た
建
築
様
式
や
庭
園
文
化
は
実
用
的
な
空
間
設
計
を
重
視
し
，
鑑
賞
的
要

 
素
は
極
力
排
さ
れ
た
。

 
④

 五
山
文
化
の
広
が
り
は
京
都
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
，
鎌
倉
や
地
方
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
，
臨
済
宗
の

 
国
際
的
な
交
流
に
も
寄
与
し
た
。
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第第
33
問問

 
日
本
の
近
世
に
関
す
る
次
の
史
料

AA～
EE
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11
～～

99
））
に
答
え
よ
。

 
 AA  

  
 
当
世
の
俗
習
に
て
，
異
国
船
の
入
津
ハ
（

 
ア

 
）
に
限
た
る
事
に
て
，
別
の
浦
え
船
を
寄
ル
事
ハ
決

し
て
成
ら
ざ
る
事
ト
思
り
。
…
当
時
（

 
ア

 
）
に
厳
重
に
（

 
イ

 
）
の
備
有
て
，
却
て
安
房
・
相
模
の

海
港
に
其
備
な
し
。
此
事
甚
不
審
。
細
カ
に
思
へ
ば
江
戸
の
日
本
橋
よ
り
唐
，
阿
蘭
陀
迄
境
な
し
の
水
路

也
。
然
ル
を
此
に
備
ず
し
て
（

 
ア

 
）
に
の
ミ
備
ル
は
何
ぞ
や
。

 
 BB  

  
一

 
文
武
弓
馬
ノ
道
，
専
ラ
相
嗜
ム
ベ
キ
事
。

 
一

 
諸
国
ノ
居
城
修
補
ヲ
為
ス
ト
雖
モ
，
必
ズ
言
上
ス
ベ
シ
。
況
ン
ヤ
新
儀
ノ
構
営
堅
ク
停
止
令
ム
ル
事
。

 
 CC  

    
 
一
体
い
き
り
す
二
限
ら
ず
，
南
蛮
・
西
洋
の
儀
は
，
御
制
禁
邪
教
の
国
二
候
間
，
以
来
何
れ
の
浦
方
二

お
ゐ
て
も
，
異
国
船
乗
寄
せ
候
を
見
受
け
候
ハ
バ
其
所
二
有
合
せ
候
人
夫
を
以
て
，
有
無
に
及
ば
ず
，
一

図
二
打
払
ひ
，
逃
延
び
候
ハ
バ
，
追
船
等
差
出
す
に
及
ば
ず
，
其
分
二
差
置
き
，
若
し
押
し
て
上
陸
致
し

候
ハ
バ
，
搦
捕
り
，
又
は
打
留
め
候
て
も
苦
し
か
ら
ず
候
。
…
二
念
無
く
打
払
ひ
を
心
掛
け
，
図
を
失
わ

ざ
る
様
取
計
ひ
候
処
，
専
要
の
事
に
候
条
，
油
断
無
く
申
し
付
け
ら
る
べ
く
候
。

 
 DD
  

    
 
惣
じ
て
人
宿
又
は
牛
馬
宿
其
外
に
も
，
生
類
煩
い
重
く
候
え
ば
，
い
ま
だ
死
せ
ざ
る
内
に
捨
て
候
様
二

粗
相
聞
こ
え
候
。
右
の
外
，
不
届
き
の
族
こ
れ
有
る
に
お
い
て
は
，
急
度
仰
付
ら
る
べ
く
候
。
密
々
に
て

か
様
な
る
儀
こ
れ
有
候
ハ
バ
，
訴
人
に
出
づ
べ
し
。
同
類
た
り
と
い
ふ
と
も
，
其
科
を
ゆ
る
し
，
御
ほ
う

び
下
さ
る
べ
く
候
。
以
上

 
 EE  

 
一

 
 
諸
国
百
姓
，
刀
・
脇
差
・
弓
・
や
り
・

 
1 1
88
 
，
其
外
武
具
の
た
ぐ
ひ
所
持
候
事
，
堅
く
御
停
止

候
。
其
子
細
は
，
入
ら
ざ
る
道
具
を
あ
ひ
た
く
は
へ
，
年
貢
・
所
当
を
難
渋
せ
し
め
，
自
然
，
一
揆
を
企

て
，
給
人
に
た
い
し
非
儀
の
動
を
な
す
や
か
ら
，
勿
論
御
成
敗
あ
る
べ
し
。
然
れ
ば
其
所
の
田
畠
不
作
せ

し
め
，
知
行
つ
い
え
に
な
り
候
の
間
，
其
国
王
，
給
人
，
代
官
と
し
て
，
右
武
具
，
悉
取
り
あ
つ
め
，
進
上

致
す
べ
き
事
。

 
    

 

問問
77
 
下
線
部

((ee
))に
つ
い
て
，
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち

 
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
11
55
 

 
 
①

  
南
宋
の
官
寺
の
制
に
な
ら
っ
た
五
山
・
十
刹
の
制
も
整
い
，
室
町
幕
府
の
文
化
政
策
と
も
深
く
関

 
わ
っ
た
。

 
②

  
漢
詩
文
を
盛
ん
に
し
た
禅
僧
が
五
山
文
学
を
発
展
さ
せ
，
唐
物
の
調
度
品
は
武
家
や
公
家
に
広
く

 
愛
好
さ
れ
て
禅
宗
文
化
が
日
常
生
活
に
定
着
し
て
い
っ
た
。

 
③

 五
山
制
度
の
下
で
発
展
し
た
建
築
様
式
や
庭
園
文
化
は
実
用
的
な
空
間
設
計
を
重
視
し
，
鑑
賞
的
要

 
素
は
極
力
排
さ
れ
た
。

 
④

 五
山
文
化
の
広
が
り
は
京
都
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
，
鎌
倉
や
地
方
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
，
臨
済
宗
の

 
国
際
的
な
交
流
に
も
寄
与
し
た
。
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第第
44
問問

 
日
本
の
幕
末
か
ら
明
治
に
関
す
る
次
の
年
表
と
史
料
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11
～～

99
））
に
答

 
え
よ
。

 
 

西
暦

 
幕
末
か
ら
明
治
の
動
き

 

18
40

 
18

53
 

18
54

 
18

56
 

18
58

 
 18

60
 

 18
63

 
18

64
 

  18
66

 
 18

67
 

  18
68

 
18

71
 

18
89

 

 
22
55
 

 で
清
が
イ
ギ
リ
ス
に
敗
れ
る

 
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
航

 
日
米
和
親
条
約
調
印

 
ハ
リ
ス
着
任

 
（（

aa））
日
米
修
好
通
商
条
約
調
印

 
安
政
の
大
獄
（
～

59
年
）

 
遣
米
使
節
出
発

 
（（

bb））
桜
田
門
外
の
変

 
薩
英
戦
争

 
 

22
66
 

 
禁
門
の
変

 
第
一
次
長
州
征
討

 
（（

cc））
薩
長
同
盟

 
第
二
次
長
州
征
討

 
（（

dd））
大
政
奉
還

 
王
政
復
古
の
大
号
令

 
（（

ee））
え
え
じ
ゃ
な
い
か

 集
団
乱
舞
の
発
生

 
（（

ff））
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い

 
廃
藩
置
県

 
大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布

 
  問問

11
 
空
欄

  
22
55
 

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
     

①
 
日
清
戦
争

 
②

 
太
平
天
国
の
乱

 
③

 
ア
ヘ
ン
戦
争

 
④

 
ア
ロ
ー
戦
争

 

 

問問
55
 
史
料

CC
は
江
戸
時
代
に
出
さ
れ
た
幕
府
の
外
交
政
策
に
関
す
る
法
令
で
あ
る
。
史
料
に
つ
い
て
の

 
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
22
11
 

 
 
①

 
幕
府
が
外
国
船
に
薪
水
や
食
料
の
供
給
を
認
め
る
こ
と
を
定
め
た
法
令
で
あ
る
。

 
②

 
外
国
船
が
日
本
沿
岸
に
接
近
し
た
場
合
，
理
由
を
問
わ
ず
砲
撃
し
て
追
い
払
う
こ
と
を
命
じ
た
も

 
の
で
あ
る
。

 
③

 
こ
の
法
令
に
よ
り
，
黒
船
来
航
後
に
ペ
リ
ー
の
要
求
を
受
け
入
れ
て
廃
止
さ
れ
た
。

 
④

 
オ
ラ
ン
ダ
船
と
中
国
船
を
除
き
，
す
べ
て
の
外
国
船
と
の
貿
易
を
禁
止
す
る
法
令
で
あ
る
。

 
  問問

66
 
史
料

DD
の
発
布
者
と
そ
の
目
的
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
④
の

 
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
22
22
 

 
 

発
布
者

 
A.

 徳
川
家
光

 
B.

 徳
川
吉
宗

 
C.

 徳
川
綱
吉

 
 

目
的

 
a.
仏
教
思
想
に
基
づ
き
，
生
命
尊
重
の
道
徳
を
広
め
る
た
め
。

 
b.
幕
府
権
威
を
高
め
る
た
め
に
民
衆
を
厳
し
く
統
制
す
る
た
め
。

 
c.寺
社
勢
力
に
対
す
る
牽
制
の
た
め
。

 
           

①
 

A－
c 

②
 

C－
a 

③
 

B－
b 

④
 

C－
b 
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第第
44
問問

 
日
本
の
幕
末
か
ら
明
治
に
関
す
る
次
の
年
表
と
史
料
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11
～～

99
））
に
答

 
え
よ
。

 
 

西
暦

 
幕
末
か
ら
明
治
の
動
き

 

18
40

 
18

53
 

18
54

 
18

56
 

18
58

 
 18

60
 

 18
63

 
18

64
 

  18
66

 
 18

67
 

  18
68

 
18

71
 

18
89

 

 
22
55
 

 で
清
が
イ
ギ
リ
ス
に
敗
れ
る

 
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
航

 
日
米
和
親
条
約
調
印

 
ハ
リ
ス
着
任

 
（（

aa））
日
米
修
好
通
商
条
約
調
印

 
安
政
の
大
獄
（
～

59
年
）

 
遣
米
使
節
出
発

 
（（

bb））
桜
田
門
外
の
変

 
薩
英
戦
争

 
 

22
66
 

 
禁
門
の
変

 
第
一
次
長
州
征
討

 
（（

cc））
薩
長
同
盟

 
第
二
次
長
州
征
討

 
（（

dd））
大
政
奉
還

 
王
政
復
古
の
大
号
令

 
（（

ee））
え
え
じ
ゃ
な
い
か

 集
団
乱
舞
の
発
生

 
（（

ff））
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い

 
廃
藩
置
県

 
大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布

 
  問問

11
 
空
欄

  
22
55
 

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
     

①
 
日
清
戦
争

 
②

 
太
平
天
国
の
乱

 
③

 
ア
ヘ
ン
戦
争

 
④

 
ア
ロ
ー
戦
争

 

 
問問

77
 
史
料

DD
に
関
連
し
て
，
江
戸
時
代
に
お
け
る
高
札
や
高
札
場
の
役
割
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
22
33
 

 
 
①

 
高
札
は
主
に
町
奉
行
が
日
々
の
商
取
引
の
相
場
を
掲
示
す
る
も
の
で
あ
り
，
町
人
が
売
買
の
基
準

 
と
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
。

 
②

 
高
札
場
は
，
寺
社
に
関
す
る
信
仰
規
範
を
記
し
た
木
札
を
掲
げ
る
場
で
あ
り
，
も
っ
ぱ
ら
宗
教
的

 
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

 
③

 
町
人
の
自
治
意
識
が
高
ま
り
，
高
札
は
自
主
的
に
取
り
決
め
た
町
掟
を
貼
り
出
す
も
の
で
あ
っ
た
。 

④
 
高
札
場
は
，
幕
府
や
藩
が
出
し
た
法
令
や
禁
令
を
住
民
に
周
知
す
る
た
め
の
掲
示
板
で
あ
り
，
主

 
要
な
街
路
や
橋
詰
な
ど
人
通
り
の
多
い
場
所
に
設
置
さ
れ
た
。

 
  問問

88
 
史
料

EE
の
法
令
を
発
布
し
た
目
的
を
，
「
農
民
」
「
武
器
」
の
語
を
使
用
し
な
が
ら

10
0
字
以
内
で

 
説
明
せ
よ
。

 
うう

  
 

  問問
99
 
史
料

AA～
EE
を
時
系
列
に
並
べ
た
場
合
，
そ
の
順
序
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～

 
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
22
44
 

 
               

①
 

E→
D
→

B→
C→

A 
②

 
E→

B→
D
→

A→
C 

 
③

 
E→

B→
A→

D
→

C 
④

 
E→

D
→

B→
A→

C 

 

問問
55
 
史
料

CC
は
江
戸
時
代
に
出
さ
れ
た
幕
府
の
外
交
政
策
に
関
す
る
法
令
で
あ
る
。
史
料
に
つ
い
て
の

 
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
22
11
 

 
 
①

 
幕
府
が
外
国
船
に
薪
水
や
食
料
の
供
給
を
認
め
る
こ
と
を
定
め
た
法
令
で
あ
る
。

 
②

 
外
国
船
が
日
本
沿
岸
に
接
近
し
た
場
合
，
理
由
を
問
わ
ず
砲
撃
し
て
追
い
払
う
こ
と
を
命
じ
た
も

 
の
で
あ
る
。

 
③

 
こ
の
法
令
に
よ
り
，
黒
船
来
航
後
に
ペ
リ
ー
の
要
求
を
受
け
入
れ
て
廃
止
さ
れ
た
。

 
④

 
オ
ラ
ン
ダ
船
と
中
国
船
を
除
き
，
す
べ
て
の
外
国
船
と
の
貿
易
を
禁
止
す
る
法
令
で
あ
る
。

 
  問問

66
 
史
料

DD
の
発
布
者
と
そ
の
目
的
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
④
の

 
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
22
22
 

 
 

発
布
者

 
A.

 徳
川
家
光

 
B.

 徳
川
吉
宗

 
C.

 徳
川
綱
吉

 
 

目
的

 
a.
仏
教
思
想
に
基
づ
き
，
生
命
尊
重
の
道
徳
を
広
め
る
た
め
。

 
b.
幕
府
権
威
を
高
め
る
た
め
に
民
衆
を
厳
し
く
統
制
す
る
た
め
。

 
c.寺
社
勢
力
に
対
す
る
牽
制
の
た
め
。

 
           

①
 

A－
c 

②
 

C－
a 

③
 

B－
b 

④
 

C－
b 
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問問
55
 
下
線
部

((bb
))の
事
件
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一

 
つ
選
べ
。

 
22
99
 

 

 
①

 
安
政
の
大
獄
に
よ
る
弾
圧
に
憤
っ
た
薩
摩
藩
士
ら
が
大
老
井
伊
直
弼
を
暗
殺
し
た
事
件
で
あ
る
。

 
②

 
尊
王
攘
夷
派
の
長
州
藩
士
が
，
開
国
政
策
に
反
対
し
て
井
伊
直
弼
を
襲
撃
し
た
事
件
で
あ
る
。

 
③

 
水
戸
藩
士
や
薩
摩
藩
士
ら
が
連
携
し
，
登
城
途
中
の
井
伊
直
弼
を
暗
殺
し
た
事
件
で
あ
る
。

 
④

 
日
米
修
好
通
商
条
約
の
批
准
反
対
派
の
水
戸
脱
藩
の
志
士
ら
が
井
伊
直
弼
を
暗
殺
し
た
事
件
で
あ

 
る
。

 
  問問

66
 
下
線
部

((cc
))の
内
容
と
し
て
，
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か

 
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
00
 

 

 
①

 
薩
長
同
盟
の
成
立
に
は
坂
本
龍
馬
や
中
岡
慎
太
郎
ら
土
佐
藩
出
身
の
志
士
が
仲
介
役
を
果
た
し
た
。 

②
 
薩
長
同
盟
の
密
約
に
は
，
幕
府
を
倒
し
た
後
の
政
治
体
制
に
つ
い
て
共
和
制
を
採
用
す
る
こ
と
が

 
記
さ
れ
て
い
た
。

 
③

 
薩
長
同
盟
は
第
二
次
長
州
征
討
を
控
え
た
情
勢
の
中
で
結
ば
れ
，
幕
府
に
対
抗
す
る
軍
事
的
協
力

 
の
基
盤
と
な
っ
た
。

 
④

 
こ
の
同
盟
を
契
機
に
薩
摩
藩
と
長
州
藩
は
互
い
に
敵
対
関
係
を
解
消
し
，
倒
幕
運
動
の
中
心
勢
力

 
と
し
て
連
携
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
  問問

77
  
  
下
線
部

  ((
dd))
に
つ
い
て
「
朝
廷
」
「
政
権
」
の
語
を
使
い
な
が
ら

10
0
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

 
 
ええ

  
  

  問問
88
 
下
線
部

((ee
))に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
文

X・
Y
の
正
誤
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，

 
下
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
11
 

 

 X 
東
海
道
筋
か
ら
京
都
・
大
坂
を
中
心
と
す
る
地
域
で
御
札
が
降
っ
た
。

 
Y 
出
雲
大
社
の
御
札
が
降
っ
た
の
を
契
機
に
，
多
く
の
人
々
を
巻
き
込
ん
だ
熱
狂
的
乱
舞
が
発
生
し
た
。 

  

①
 

 X
 正

 
Y 
正

 
②

 
 X

 正
 

Y 
誤

 
③

 
 X

 誤
 

Y 
正

 
④

 
 X

 誤
 

Y 
誤

 

 
問問

22
  
空
欄

  
22
66
 
は
，
京
都
で
会
合
し
て
い
た
長
州
藩
士
ら
尊
攘
派
を
新
選
組
が
襲
撃
し
て
御
所
襲

撃
を
未
然
に
防
い
だ
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
名
称
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
    問問

33
  
下
線
部

((aa
))の
内
容
と
し
て
，
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

 
選
べ
。

 
22
77
 

 

 
①

 
開
港
場
に
居
留
地
を
設
け
て
，
一
般
外
国
人
の
国
内
旅
行
を
禁
じ
た
。

 
②

 
通
商
は
自
由
貿
易
と
さ
れ
た
が
，
日
本
の
関
税
自
主
権
は
欠
如
し
た
。

 
③

 
江
戸
幕
府
は
朝
廷
か
ら
の
勅
使
を
得
て
条
約
を
締
結
し
た
。

 
④

 
ア
メ
リ
カ
の
領
事
裁
判
権
を
認
め
た
た
め
，
ア
メ
リ
カ
人
が
罪
を
犯
し
た
場
合
で
も
日
本
の

 
法
律
で
裁
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 
  問問

44
  
以
下
は
下
線
部

((aa
))のの
内
容
で
あ
る
。
条
文
の

  
A
 

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
下
の

 
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
22
88
 

 
 第
三
条

 
 

A
 
・
箱
館
港
の
外
，
次
に
い
ふ
所
の
場
所
を
，
左
の
期
限
よ
り
開
く
べ
し
。

 
 
神
奈
川
 

 
長
崎

 
 
新
潟

 
 
兵
庫

 
…
神
奈
川
港
を
開
く
後
六
ケ
月
に
し
て

  
A
 

 港
は
鎖
す
べ
し
。
此
箇
条
の
内
に
載
た
る
各
地
は
亜

墨
利
加
人
に
居
留
を
許
す
べ
し
。

…
. 

第
四
条

 
総
て
国
地
に
輸
入
輸
出
の
品
々
，
別
冊
の
通
，
日
本
役
所
へ
運
上
を
納
む
べ
し
。

 
       

①
 
禁
門
の
変

 
②

 
八
月
十
八
日
の
政
変

 
③

 
寺
田
屋
事
件

 
④

 
池
田
屋
事
件
 

 

①
 
横
浜

 
②

 
下
田

 
③

 
平
戸

 
④

 
神
戸

 

 

問問
22
  
文
中
の
空
欄

  
 

33
44
 

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら

 
一
つ
選
べ
。

 
   問問

33
  
下
線
部

((aa
))に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

33
55
  

   
 
①

 
朝
鮮
政
府
の
宗
教
政
策
に
反
発
し
た
農
民
を
中
心
と
し
た
大
規
模
蜂
起
で
あ
る
。

 
②

 
日
本
と
結
ん
で
朝
鮮
の
近
代
化
を
は
か
ろ
う
と
し
て

, 
金
玉
均
ら
農
民
を
中
心
と
す
る
独
立
党
が

 
ク
ー
デ
タ
ー
を
お
こ
し
た
。

 
③

 
閔
氏
一
族
に
対
し
て
保
守
派
の
大
院
君
を
支
持
す
る
軍
隊
が
漢
城
で
反
乱
を
お
こ
し
，
こ
れ
に

 
 
呼
応
し
て
農
民
が
日
本
大
使
館
を
包
囲
し
た
。

 
④

 
減
税
と
排
日
を
要
求
す
る
東
学
の
信
徒
を
中
心
に
し
た
農
民
の
反
乱
で
あ
る
。

 
  問問

44
  
下
線
部

((bb
))の
開
始
を
め
ぐ
る
状
況
に
関
し
て
述
べ
た
次
の

X，
Y
に
つ
い
て
，
そ
の
正
誤
の
組
み

 
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
下
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
66
 

 
 

X 
日
清
戦
争
は
，
清
が
日
本
に
対
し
て
宣
戦
布
告
を
し
て
始
ま
っ
た
。

 
Y 
日
清
戦
争
の
直
前
に
，
日
英
通
商
航
海
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。

 

  問問
55
  
下
線
部

((cc
))に
関
す
る
進
路
の
地
名
に
つ
い
て
，
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の

 
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
77
 

 
 
①

 
遼
東
半
島

 －
 
日
本
軍
が
清
軍
を
朝
鮮
か
ら
駆
逐
し
て
遼
東
半
島
を
占
領
し
た
。

 
②

 
黄
海

 －
 
日
本
海
軍
と
清
国
北
洋
艦
隊
が
激
突
し
た
海
戦
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

 
③

 
威
海
衛

 －
 
根
拠
地
を
占
領
し
て
日
本
に
有
利
と
な
っ
た
。

 
④

 
仁
川
 
－

 下
関
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。

 

①
 
満
州
国

 
②

 
 台
湾

 
③

 
南
樺
太

 
④

 
 朝
鮮

 

①
 

 X
 正

 
Y 
正

 
②

 
 X

 正
 

Y 
誤

 
③

 
 X

 誤
 

Y 
正

 
④

 
 X

 誤
 

Y 
誤

 

 
問問

99
  
下
線
部

((ff))
の
戦
い
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

 
選
べ
。

 
33
22
 

 
 
①

 
旧
幕
府
軍
が
勝
利
し
，
そ
の
後
に
大
政
奉
還
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

 
②

 
新
政
府
軍
が
錦
の
御
旗
を
掲
げ
勝
利
し
た
戊
辰
戦
争
の
端
緒
で
あ
っ
た
。

 
③

 
薩
長
同
盟
が
結
ば
れ
た
直
後
の
戦
い
で
，
幕
府
が
朝
廷
を
支
持
し
た
。

 
④

 
桜
田
門
外
の
変
に
刺
激
さ
れ
て
，
倒
幕
運
動
が
全
国
に
広
が
っ
た
。

 
   第第

55
問問

 
日
本
の
近
現
代
に
関
す
る
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11
～～

99
））
に
答
え
よ
。

 
  

18
94
年
に
，
朝
鮮
で

 （（
aa））
農
民
の
反
乱
が
お
こ
る
と
，
清
は
朝
鮮
政
府
の
要
請
を
受
け
て
出
兵
す
る

と
と
も
に
，
天
津
条
約
に
従
っ
て
日
本
に
通
知
し
，
日
本
も
こ
れ
に
対
抗
し
て
出
兵
し
た
。
そ
の
後
，
両

国
は
朝
鮮
の
内
政
を
め
ぐ
っ
て
対
立
を
深
め
，
交
戦
状
態
に
入
っ
た
。
同
年

8
月
，（（

bb））
日
清
戦
争
が
始

ま
っ
た
。（（

cc））
戦
局
は
日
本
側
の
優
勢
の
う
ち
に
進
ん
で
日
本
が
勝
利
し
た
。

18
95
年

4
月
，
日
本
全
権

 
（

 
ア

 
）
・
陸
奥
宗
光
と
清
の
全
権
（

 
イ
 
）
と
の
あ
い
だ
で
（（

dd））
下
関
条
約
が
結
ば
れ
て
講
和
が

成
立
し
た
。

 
 
し
か
し
，
こ
の
条
約
で
約
束
さ
れ
た
遼
東
半
島
の
割
譲
は
，
東
ア
ジ
ア
進
出
を
目
指
す
ロ
シ
ア
を
刺
激

し
て
，（（

ee））
ロ
シ
ア
は
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
両
国
を
誘
っ
て
，
遼
東
半
島
の
返
還
を
日
本
に
要
求
し
た
。

3
国
の
連
合
に
対
抗
す
る
力
が
な
い
と
判
断
し
た
日
本
政
府
は
，
こ
の
勧
告
を
受
け
入
れ
た
が
，
国
民
の
ロ

シ
ア
に
対
す
る
敵
意
の
増
大
を
背
景
に
，
軍
備
の
拡
張
に
つ
と
め
た
。

 
日
本
は
新
た
に
領
有
し
た

  
33
44
 

 の
統
治
に
力
を
注
ぎ
，

18
95
年
，
海
軍
軍
令
部
長
の
樺
山
資
紀

を
  

33
44
 

 総
督
に
任
命
し
，
島
民
の
頑
強
な
抵
抗
を
武
力
で
鎮
圧
し
た
。

 
 

 
問問

11
  
文
中
の
（

 
ア
 
）
と
（

 
イ

 
）
に
入
れ
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，

 
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
33
 

 
 

 

     

①
 

 ア
 伊
藤
博
文

 
イ
 
袁
世
凱

 
②

 
 ア

 大
隈
重
信

 
イ
 
李
鴻
章

 
③

 
 ア

 大
隈
重
信

 
イ
 
張
之
洞

 
④

 
 ア

 伊
藤
博
文

 
イ
 
李
鴻
章

 

− 54 − − 55 −



 

問問
55
 
下
線
部

((bb
))の
事
件
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一

 
つ
選
べ
。

 
22
99
 

 

 
①

 
安
政
の
大
獄
に
よ
る
弾
圧
に
憤
っ
た
薩
摩
藩
士
ら
が
大
老
井
伊
直
弼
を
暗
殺
し
た
事
件
で
あ
る
。

 
②

 
尊
王
攘
夷
派
の
長
州
藩
士
が
，
開
国
政
策
に
反
対
し
て
井
伊
直
弼
を
襲
撃
し
た
事
件
で
あ
る
。

 
③

 
水
戸
藩
士
や
薩
摩
藩
士
ら
が
連
携
し
，
登
城
途
中
の
井
伊
直
弼
を
暗
殺
し
た
事
件
で
あ
る
。

 
④

 
日
米
修
好
通
商
条
約
の
批
准
反
対
派
の
水
戸
脱
藩
の
志
士
ら
が
井
伊
直
弼
を
暗
殺
し
た
事
件
で
あ

 
る
。

 
  問問

66
 
下
線
部

((cc
))の
内
容
と
し
て
，
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か

 
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
00
 

 

 
①

 
薩
長
同
盟
の
成
立
に
は
坂
本
龍
馬
や
中
岡
慎
太
郎
ら
土
佐
藩
出
身
の
志
士
が
仲
介
役
を
果
た
し
た
。 

②
 
薩
長
同
盟
の
密
約
に
は
，
幕
府
を
倒
し
た
後
の
政
治
体
制
に
つ
い
て
共
和
制
を
採
用
す
る
こ
と
が

 
記
さ
れ
て
い
た
。

 
③

 
薩
長
同
盟
は
第
二
次
長
州
征
討
を
控
え
た
情
勢
の
中
で
結
ば
れ
，
幕
府
に
対
抗
す
る
軍
事
的
協
力

 
の
基
盤
と
な
っ
た
。

 
④

 
こ
の
同
盟
を
契
機
に
薩
摩
藩
と
長
州
藩
は
互
い
に
敵
対
関
係
を
解
消
し
，
倒
幕
運
動
の
中
心
勢
力

 
と
し
て
連
携
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
  問問

77
  
  
下
線
部

  ((
dd))
に
つ
い
て
「
朝
廷
」
「
政
権
」
の
語
を
使
い
な
が
ら

10
0
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

 
 
ええ

  
  

  問問
88
 
下
線
部

((ee
))に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
文

X・
Y
の
正
誤
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，

 
下
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
11
 

 

 X 
東
海
道
筋
か
ら
京
都
・
大
坂
を
中
心
と
す
る
地
域
で
御
札
が
降
っ
た
。

 
Y 
出
雲
大
社
の
御
札
が
降
っ
た
の
を
契
機
に
，
多
く
の
人
々
を
巻
き
込
ん
だ
熱
狂
的
乱
舞
が
発
生
し
た
。 

  

①
 

 X
 正

 
Y 
正

 
②

 
 X

 正
 

Y 
誤

 
③

 
 X

 誤
 

Y 
正

 
④

 
 X

 誤
 

Y 
誤

 

 
問問

22
  
空
欄

  
22
66
 
は
，
京
都
で
会
合
し
て
い
た
長
州
藩
士
ら
尊
攘
派
を
新
選
組
が
襲
撃
し
て
御
所
襲

撃
を
未
然
に
防
い
だ
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
名
称
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
    問問

33
  
下
線
部

((aa
))の
内
容
と
し
て
，
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

 
選
べ
。

 
22
77
 

 

 
①

 
開
港
場
に
居
留
地
を
設
け
て
，
一
般
外
国
人
の
国
内
旅
行
を
禁
じ
た
。

 
②

 
通
商
は
自
由
貿
易
と
さ
れ
た
が
，
日
本
の
関
税
自
主
権
は
欠
如
し
た
。

 
③

 
江
戸
幕
府
は
朝
廷
か
ら
の
勅
使
を
得
て
条
約
を
締
結
し
た
。

 
④

 
ア
メ
リ
カ
の
領
事
裁
判
権
を
認
め
た
た
め
，
ア
メ
リ
カ
人
が
罪
を
犯
し
た
場
合
で
も
日
本
の

 
法
律
で
裁
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 
  問問

44
  
以
下
は
下
線
部

((aa
))のの
内
容
で
あ
る
。
条
文
の

  
A
 

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
下
の

 
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
22
88
 

 
 第
三
条

 
 

A
 
・
箱
館
港
の
外
，
次
に
い
ふ
所
の
場
所
を
，
左
の
期
限
よ
り
開
く
べ
し
。

 
 
神
奈
川
 

 
長
崎

 
 
新
潟

 
 
兵
庫

 
…
神
奈
川
港
を
開
く
後
六
ケ
月
に
し
て

  
A
 

 港
は
鎖
す
べ
し
。
此
箇
条
の
内
に
載
た
る
各
地
は
亜

墨
利
加
人
に
居
留
を
許
す
べ
し
。

…
. 

第
四
条

 
総
て
国
地
に
輸
入
輸
出
の
品
々
，
別
冊
の
通
，
日
本
役
所
へ
運
上
を
納
む
べ
し
。

 
       

①
 
禁
門
の
変

 
②

 
八
月
十
八
日
の
政
変

 
③

 
寺
田
屋
事
件

 
④

 
池
田
屋
事
件
 

 

①
 
横
浜

 
②

 
下
田

 
③

 
平
戸

 
④

 
神
戸

 

 

問問
22
  
文
中
の
空
欄

  
 

33
44
 

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら

 
一
つ
選
べ
。

 
   問問

33
  
下
線
部

((aa
))に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

33
55
  

   
 
①

 
朝
鮮
政
府
の
宗
教
政
策
に
反
発
し
た
農
民
を
中
心
と
し
た
大
規
模
蜂
起
で
あ
る
。

 
②

 
日
本
と
結
ん
で
朝
鮮
の
近
代
化
を
は
か
ろ
う
と
し
て

, 
金
玉
均
ら
農
民
を
中
心
と
す
る
独
立
党
が

 
ク
ー
デ
タ
ー
を
お
こ
し
た
。

 
③

 
閔
氏
一
族
に
対
し
て
保
守
派
の
大
院
君
を
支
持
す
る
軍
隊
が
漢
城
で
反
乱
を
お
こ
し
，
こ
れ
に

 
 
呼
応
し
て
農
民
が
日
本
大
使
館
を
包
囲
し
た
。

 
④

 
減
税
と
排
日
を
要
求
す
る
東
学
の
信
徒
を
中
心
に
し
た
農
民
の
反
乱
で
あ
る
。

 
  問問

44
  
下
線
部

((bb
))の
開
始
を
め
ぐ
る
状
況
に
関
し
て
述
べ
た
次
の

X，
Y
に
つ
い
て
，
そ
の
正
誤
の
組
み

 
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
下
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
66
 

 
 

X 
日
清
戦
争
は
，
清
が
日
本
に
対
し
て
宣
戦
布
告
を
し
て
始
ま
っ
た
。

 
Y 
日
清
戦
争
の
直
前
に
，
日
英
通
商
航
海
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。

 

  問 問
55
  
下
線
部

((cc
))に
関
す
る
進
路
の
地
名
に
つ
い
て
，
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の

 
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
77
 

 
 
①

 
遼
東
半
島

 －
 
日
本
軍
が
清
軍
を
朝
鮮
か
ら
駆
逐
し
て
遼
東
半
島
を
占
領
し
た
。

 
②

 
黄
海

 －
 
日
本
海
軍
と
清
国
北
洋
艦
隊
が
激
突
し
た
海
戦
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

 
③

 
威
海
衛

 －
 
根
拠
地
を
占
領
し
て
日
本
に
有
利
と
な
っ
た
。

 
④

 
仁
川
 
－

 下
関
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。

 

①
 
満
州
国

 
②

 
 台
湾

 
③

 
南
樺
太

 
④

 
 朝
鮮

 

①
 

 X
 正

 
Y 
正

 
②

 
 X

 正
 

Y 
誤

 
③

 
 X

 誤
 

Y 
正

 
④

 
 X

 誤
 

Y 
誤

 

 
問問

99
  
下
線
部

((ff))
の
戦
い
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

 
選
べ
。

 
33
22
 

 
 
①

 
旧
幕
府
軍
が
勝
利
し
，
そ
の
後
に
大
政
奉
還
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

 
②

 
新
政
府
軍
が
錦
の
御
旗
を
掲
げ
勝
利
し
た
戊
辰
戦
争
の
端
緒
で
あ
っ
た
。

 
③

 
薩
長
同
盟
が
結
ば
れ
た
直
後
の
戦
い
で
，
幕
府
が
朝
廷
を
支
持
し
た
。

 
④

 
桜
田
門
外
の
変
に
刺
激
さ
れ
て
，
倒
幕
運
動
が
全
国
に
広
が
っ
た
。

 
   第第

55
問問

 
日
本
の
近
現
代
に
関
す
る
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11
～～

99
））
に
答
え
よ
。

 
  

18
94
年
に
，
朝
鮮
で

 （ （
aa））
農
民
の
反
乱
が
お
こ
る
と
，
清
は
朝
鮮
政
府
の
要
請
を
受
け
て
出
兵
す
る

と
と
も
に
，
天
津
条
約
に
従
っ
て
日
本
に
通
知
し
，
日
本
も
こ
れ
に
対
抗
し
て
出
兵
し
た
。
そ
の
後
，
両

国
は
朝
鮮
の
内
政
を
め
ぐ
っ
て
対
立
を
深
め
，
交
戦
状
態
に
入
っ
た
。
同
年

8
月
，（（

bb））
日
清
戦
争
が
始

ま
っ
た
。（（

cc））
戦
局
は
日
本
側
の
優
勢
の
う
ち
に
進
ん
で
日
本
が
勝
利
し
た
。

18
95
年

4
月
，
日
本
全
権

 
（

 
ア

 
）
・
陸
奥
宗
光
と
清
の
全
権
（

 
イ
 
）
と
の
あ
い
だ
で
（（

dd））
下
関
条
約
が
結
ば
れ
て
講
和
が

成
立
し
た
。

 
 
し
か
し
，
こ
の
条
約
で
約
束
さ
れ
た
遼
東
半
島
の
割
譲
は
，
東
ア
ジ
ア
進
出
を
目
指
す
ロ
シ
ア
を
刺
激

し
て
，（（

ee））
ロ
シ
ア
は
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
両
国
を
誘
っ
て
，
遼
東
半
島
の
返
還
を
日
本
に
要
求
し
た
。

3
国
の
連
合
に
対
抗
す
る
力
が
な
い
と
判
断
し
た
日
本
政
府
は
，
こ
の
勧
告
を
受
け
入
れ
た
が
，
国
民
の
ロ

シ
ア
に
対
す
る
敵
意
の
増
大
を
背
景
に
，
軍
備
の
拡
張
に
つ
と
め
た
。

 
日
本
は
新
た
に
領
有
し
た

  
33
44
 

 の
統
治
に
力
を
注
ぎ
，

18
95
年
，
海
軍
軍
令
部
長
の
樺
山
資
紀

を
  

33
44
 

 総
督
に
任
命
し
，
島
民
の
頑
強
な
抵
抗
を
武
力
で
鎮
圧
し
た
。

 
 

 
問問

11
  
文
中
の
（

 
ア
 
）
と
（

 
イ

 
）
に
入
れ
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，

 
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
33
 

 
 

 

     

①
 

 ア
 伊
藤
博
文

 
イ
 
袁
世
凱

 
②

 
 ア

 大
隈
重
信

 
イ
 
李
鴻
章

 
③

 
 ア

 大
隈
重
信

 
イ
 
張
之
洞

 
④

 
 ア

 伊
藤
博
文

 
イ
 
李
鴻
章
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一 般 選 抜 

〈人間社会学部〉 

地地理理歴歴史史・・公公民民

「歴史総合，世界史探究」問問
99
グ
ラ
フ
は
日
清
戦
争
後
の
賠
償
金
の
使
途
で
あ
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
こ
と
と
，
そ
の
理

由
を

10
0
字
以
内
で
述
べ
よ
。

おお
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出
典
：
山
川
出
版
社
『
詳
説
日
本
史
』
（

20
23
）

賠賠
償償
金金
特特
別別
会会
計計
33億億
6644
5500
万万
円円

軍
事
拡
張
費

62
.0%

臨
時
軍
事
費

21
.7%皇
室
費
用
5.5
%

台
湾
経
費
3.3
%

教
育
基
金
2.7
%

そ
の
他
2.1
%

災
害
準
備
金
2.7
%

 
問問

66
  
下
線
部

((dd
))の
内
容
に
つ
い
て
，
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一

 
つ
選
べ
。

 
33
88
 

  

 
①

 
清
は
朝
鮮
の
併
合
を
認
め
た
。

 
②

 
清
は
日
本
に
遼
東
半
島
・
台
湾
・
澎
湖
諸
島
を
ゆ
ず
っ
た
。
後
に
遼
東
半
島
は
返
還
さ
れ
た
。

 
③

 
賠
償
金
と
し
て

2
億
両
を
日
本
に
支
払
っ
た
。

 
④

 
新
た
に
沙
市
・
重
慶
・
蘇
州
・
杭
州
の

4
港
を
開
い
た
。

 
  問問

77
  
下
線
部

((dd
))以
後
の
国
際
情
勢
に
つ
い
て
，
時
系
列
の
順
序
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①

 
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
99
 

 
 

A 
日
本
の
公
使
が
大
院
君
を
再
び
擁
立
し
よ
う
と
閔
妃
殺
害
事
件
を
お
こ
し
た
。

 
B 
朝
鮮
は
国
号
を
大
韓
帝
国
と
改
め
て
，
朝
鮮
国
王
も
皇
帝
と
名
乗
っ
た
。

 
C 
ロ
シ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
が
日
本
へ
外
交
的
圧
力
を
か
け
た
。

 
   問問

88
  
下
線
部

((ee
))に
つ
い
て
，
こ
の
ロ
シ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
行
為
を
歴
史
上
何
と
い
う
か
。

 
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
44
00
 

 
           

①
 

A→
B→

C 
②

 
 C
→

A→
B 

③
 

C→
B→

A 
④

 
 A
→

C→
B 

①
 

 三
国
同
盟

  
②

 
 三
国
協
商

 
③

 
 三
国
干
渉
 

 
④

 
 露
仏
同
盟
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一 般 選 抜 

〈人間社会学部〉 

地地理理歴歴史史・・公公民民

「歴史総合，世界史探究」問問
99
グ
ラ
フ
は
日
清
戦
争
後
の
賠
償
金
の
使
途
で
あ
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
こ
と
と
，
そ
の
理

由
を

10
0
字
以
内
で
述
べ
よ
。

おお
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出
典
：
山
川
出
版
社
『
詳
説
日
本
史
』
（

20
23
）

賠賠
償償
金金
特特
別別
会会
計計
33億億
6644
5500
万万
円円

軍
事
拡
張
費

62
.0%

臨
時
軍
事
費

21
.7%皇
室
費
用
5.5
%

台
湾
経
費
3.3
%

教
育
基
金
2.7
%

そ
の
他
2.1
%

災
害
準
備
金
2.7
%

 
問問

66
  
下
線
部

((dd
))の
内
容
に
つ
い
て
，
誤誤
っっ
たた
説説
明明
をを
しし
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一

 
つ
選
べ
。

 
33
88
 

  

 
①

 
清
は
朝
鮮
の
併
合
を
認
め
た
。

 
②

 
清
は
日
本
に
遼
東
半
島
・
台
湾
・
澎
湖
諸
島
を
ゆ
ず
っ
た
。
後
に
遼
東
半
島
は
返
還
さ
れ
た
。

 
③

 
賠
償
金
と
し
て

2
億
両
を
日
本
に
支
払
っ
た
。

 
④

 
新
た
に
沙
市
・
重
慶
・
蘇
州
・
杭
州
の

4
港
を
開
い
た
。

 
  問問

77
  
下
線
部

((dd
))以
後
の
国
際
情
勢
に
つ
い
て
，
時
系
列
の
順
序
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①

 
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
33
99
 

 
 

A 
日
本
の
公
使
が
大
院
君
を
再
び
擁
立
し
よ
う
と
閔
妃
殺
害
事
件
を
お
こ
し
た
。

 
B 
朝
鮮
は
国
号
を
大
韓
帝
国
と
改
め
て
，
朝
鮮
国
王
も
皇
帝
と
名
乗
っ
た
。

 
C 
ロ
シ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
が
日
本
へ
外
交
的
圧
力
を
か
け
た
。

 
   問問

88
  
下
線
部

((ee
))に
つ
い
て
，
こ
の
ロ
シ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
行
為
を
歴
史
上
何
と
い
う
か
。

 
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
44
00
 

 
           

①
 

A→
B→

C 
②

 
 C
→

A→
B 

③
 

C→
B→

A 
④

 
 A
→

C→
B 

①
 

 三
国
同
盟

  
②

 
 三
国
協
商

 
③

 
 三
国
干
渉
 

 
④

 
 露
仏
同
盟

 

総
合
問
題

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ

現
代
の
国
語

言
語
文
化

（
古
文
・
漢
文
除
く
）

地
理
総
合

地
理
探
究

歴
史
総
合

日
本
史
探
究

歴
史
総
合

世
界
史
探
究

公　
　

共

政
治
・
経
済

化
学
基
礎

生
物
基
礎

３
年
次
編
入
試
験

筆
記
試
験
問
題

解　

答
− 56 −



 

第第
22
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
((
問問

11
～～

99
))
に
答
え
よ
。

 
 

((
aa
))
世
界
の
宗
教
人
口
の

3
番
目
と

4
番
目
に
位
置
す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
は
，
と
も
に
南
ア
ジ

ア
で
誕
生
し
た
。
ま
た
他
に
も
((
bb
))
ジ
ャ
イ
ナ
教
や
シ
ク
教
な
ど
，
多
く
の
宗
教
が
南
ア
ジ
ア
で
は
誕
生
し

て
い
る
。
現
在
の
イ
ン
ド
で
は
こ
れ
ら
に
く
わ
え
，
イ
ス
ラ
ー
ム
教
や
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
る
人
々
も
存

在
し
て
お
り
，
多
宗
教
社
会
を
形
成
し
て
い
る
。
 

 
南
ア
ジ
ア
に
最
初
の
統
一
王
朝
が
成
立
し
た
の
は
，
紀
元
前

4
世
紀
で
あ
る
。
 
 
アア

 
 
王
が
創
始
し

た
マ
ウ
リ
ヤ
朝
は
 
 
イイ

 
 
王
の
時
に
最
盛
期
を
迎
え
た
。
仏
教
の
影
響
を
強
く
受
け
た
 
 
イイ

 
 
王
は

仏
典
の
結
集
な
ど
も
行
い
，
((
cc
))
各
地
へ
の
布
教
も
行
っ
た
。
そ
の
後
，
イ
ン
ド
に
は
紀
元
前
後
に
大
乗
仏

教
が
お
こ
り
，
大
乗
仏
教
は
お
も
に
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
東
ア
ジ
ア
に
広
ま
っ
た
。
 

紀
元
後

1
世
紀
に
な
る
と
，
西
北
イ
ン
ド
に
は
ク
シ
ャ
ー
ナ
朝
が
栄
え
た
。
ク
シ
ャ
ー
ナ
朝
の
最
盛
期

に
あ
た
る
 
 
ウウ

 
 
王
の
時
期
に
は
仏
教
の
保
護
が
な
さ
れ
，
((
dd
))
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
発
達
し
た
。
一

方
，
同
時
期
に
デ
カ
ン
高
原
に
成
立
し
た
((
ee
))
サ
ー
タ
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
朝
は
，
南
イ
ン
ド
に
バ
ラ
モ
ン
教
や
仏

教
を
根
付
か
せ
た
。
 

 
4
世
紀
か
ら

6
世
紀
の
グ
プ
タ
朝
期
と

 
 
エエ

 
 
王
が
お
こ
し
た
ヴ
ァ
ル
ダ
ナ
朝
期
に
は
，
((
ff
))
ナ
ー
ラ

ン
ダ
ー
僧
院
を
中
心
に
仏
教
教
学
が
発
展
し
，
((
gg
))
グ
プ
タ
様
式
の
仏
像
や
石
造
の
寺
院
が
各
地
に
つ
く
ら

れ
た
。
ま
た
こ
の
頃
に
は
，
バ
ラ
モ
ン
教
と
民
間
信
仰
の
融
合
が
す
す
み
，
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
原
型
が
で
き

あ
が
る
。
そ
し
て
，
グ
プ
タ
朝
の
衰
退
後
に
仏
教
は
次
第
に
支
持
を
失
い
，
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
イ
ン
ド
全
域

に
定
着
す
る
。
 

し
か
し
，
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
諸
勢
力
は
抗
争
を
続
け
，
((
hh
))
10
世
紀
末
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
が
侵
出
し
て
く

る
。
こ
れ
に
対
し
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
諸
勢
力
は
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
ず
，

13
世
紀
初
め
に
は
((
ii
))
南
イ
ン
ド

最
初
の
イ
ス
ラ
ー
ム
王
朝
が
誕
生
し
，
そ
の
後
イ
ン
ド
で
は

4
つ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
王
朝
が
つ
づ
く
。
そ
し

て
，
こ
れ
を
契
機
に
イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

 
 

  

問問
  
11
 
文
中
の
空
欄

  
アア

 
 ～

  
エエ

 
 に
入
れ
る
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次

の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
99
  

 

 

①
 
アア
：
カ
ニ
シ
カ
 
イイ
：
ア
シ
ョ
ー
カ

 
ウウ
：
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ
 
エエ
：
ハ
ル
シ
ャ

 

②
 
アア
：
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ

 
イイ
：
ハ
ル
シ
ャ

 
ウウ
：
カ
ニ
シ
カ

 
エエ
：
ア
シ
ョ
ー
カ
 

 

③
 
アア
：
カ
ニ
シ
カ
 
イイ
：
ハ
ル
シ
ャ
 
ウウ
：
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ

 
エエ
：
ア
シ
ョ
ー
カ

 

④
 
アア
：
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ

 
イイ
：
ア
シ
ョ
ー
カ
 
ウウ
：
カ
ニ
シ
カ
 
エエ
：
ハ
ル
シ
ャ

 

歴歴
史史
総総
合合
・・
世世
界界
史史
探探
求求

  

((
  
ママ
ーー
クク
式式

  
解解
答答
番番
号号

  
  
  
  
11
  

  
～～

  
  

44
00
  

  
))  

((
  
記記
述述
式式

  
解解
答答
番番
号号
  
  
  
  
ああ

  
  
～～

  
  
おお

  
  
))  

  第第
11
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
((
問問

11
～～

99
))
に
答
え
よ
。

 

 前
61

2
年
の

( (
aa
))
ア
ッ
シ
リ
ア
王
国
崩
壊
後
の
オ
リ
エ
ン
ト
で
は
，
((
bb
))
4
つ
の
王
国
が
分
立
し
た
。
前

6

世
紀
半
ば
オ
リ
エ
ン
ト
を
ふ
た
た
び
統
一
し
た
の
は
イ
ラ
ン
人
（
ペ
ル
シ
ア
人
）
で
あ
っ
た
。
前

55
0
年
，

 

 
ア ア

 
 
が
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
を
お
こ
し
，
次
々
と
隣
国
を
征
服
し
た
の
ち
，
((
cc
))
ユ
ダ
ヤ
人
を
捕
囚
か
ら
解
放

し
た
。
第

3
代

 
 
イイ

 
 
は
，
エ
ー
ゲ
海
北
岸
か
ら
イ
ン
ダ
ス
川
に
い
た
る
大
帝
国
を
建
設
し
，
オ
リ
エ

ン
ト
は
再
び
統
一
さ
れ
た
。
彼
は
各
州
に
知
事
を
お
い
て
全
国
を
統
治
し
，
「
王
の
目
」
「
王
の
耳
」
と
呼

ば
れ
る
監
察
官
を
巡
回
さ
せ
て
中
央
集
権
化
を
は
か
っ
た
。
ま
た
，
金
貨
・
銀
貨
を
発
行
し
，
海
上
で
は
 
 
 

 
ウ ウ

  
 
人
の
交
易
を
保
護
し
て
，
財
政
の
基
礎
を
固
め
た
。
陸
上
で
は
全
国
の
用
地
を
結
ぶ
「

 
11
  

 
の

道
」
と
呼
ば
れ
る
国
道
を
つ
く
り
，
都
ス
サ
を
中
心
に
駅
伝
制
を
整
備
し
た
。
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
は
服
属
し
た

異
民
族
に
寛
大
な
政
治
を
お
こ
な
っ
た
が
，
( (
dd
))
前

5
世
紀
前
半
に
ギ
リ
シ
ア
人
と
戦
っ
て
敗
れ
，
つ
い
に

前
 
 

22
  

 年
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
。
な
お
，
((
ee
))
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
教
（
拝
火
教
）
が
イ
ラ
ン
人
の
民
族
的
宗
教
で
あ
る
。
 

ギ
リ
シ
ア
か
ら
東
方
遠
征
に
出
発
し
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
は
，
((
ff
))
エ
ジ
プ
ト
と
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝

を
征
服
後
，
さ
ら
に
イ
ン
ド
西
北
部
に
ま
で
進
出
し
て
，
一
時
的
に
東
西
に
ま
た
が
る
大
帝
国
を
つ
く
り
あ

げ
た
。
大
王
が
征
服
し
た
西
ア
ジ
ア
の
領
土
は
，
彼
の
死
後
，

 
3 3
  

 
朝
に
受
け
継
が
れ
た
。
 

  

  

問問
  
11
  
文
中
の
空
欄

  
11
  

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。
  

 
①

 
オ
ア
シ
ス

 
②

 
絹

 
③

 
草
原

 
④

 
王
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第第
22
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
((
問問

11
～～

99
))
に
答
え
よ
。

 
 
((
aa
))
世
界
の
宗
教
人
口
の

3
番
目
と

4
番
目
に
位
置
す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
は
，
と
も
に
南
ア
ジ

ア
で
誕
生
し
た
。
ま
た
他
に
も
((
bb
))
ジ
ャ
イ
ナ
教
や
シ
ク
教
な
ど
，
多
く
の
宗
教
が
南
ア
ジ
ア
で
は
誕
生
し

て
い
る
。
現
在
の
イ
ン
ド
で
は
こ
れ
ら
に
く
わ
え
，
イ
ス
ラ
ー
ム
教
や
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
る
人
々
も
存

在
し
て
お
り
，
多
宗
教
社
会
を
形
成
し
て
い
る
。
 

 
南
ア
ジ
ア
に
最
初
の
統
一
王
朝
が
成
立
し
た
の
は
，
紀
元
前

4
世
紀
で
あ
る
。
 
 
アア

 
 
王
が
創
始
し

た
マ
ウ
リ
ヤ
朝
は
 
 
イイ

 
 
王
の
時
に
最
盛
期
を
迎
え
た
。
仏
教
の
影
響
を
強
く
受
け
た
 
 
イイ

 
 
王
は

仏
典
の
結
集
な
ど
も
行
い
，
((
cc
))
各
地
へ
の
布
教
も
行
っ
た
。
そ
の
後
，
イ
ン
ド
に
は
紀
元
前
後
に
大
乗
仏

教
が
お
こ
り
，
大
乗
仏
教
は
お
も
に
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
東
ア
ジ
ア
に
広
ま
っ
た
。
 

紀
元
後

1
世
紀
に
な
る
と
，
西
北
イ
ン
ド
に
は
ク
シ
ャ
ー
ナ
朝
が
栄
え
た
。
ク
シ
ャ
ー
ナ
朝
の
最
盛
期

に
あ
た
る
 
 
ウウ

 
 
王
の
時
期
に
は
仏
教
の
保
護
が
な
さ
れ
，
((
dd
))
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
発
達
し
た
。
一

方
，
同
時
期
に
デ
カ
ン
高
原
に
成
立
し
た
((
ee
))
サ
ー
タ
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
朝
は
，
南
イ
ン
ド
に
バ
ラ
モ
ン
教
や
仏

教
を
根
付
か
せ
た
。
 

 
4
世
紀
か
ら

6
世
紀
の
グ
プ
タ
朝
期
と

 
 
エエ
 

 
王
が
お
こ
し
た
ヴ
ァ
ル
ダ
ナ
朝
期
に
は
，
((
ff
))
ナ
ー
ラ

ン
ダ
ー
僧
院
を
中
心
に
仏
教
教
学
が
発
展
し
，
((
gg
))
グ
プ
タ
様
式
の
仏
像
や
石
造
の
寺
院
が
各
地
に
つ
く
ら

れ
た
。
ま
た
こ
の
頃
に
は
，
バ
ラ
モ
ン
教
と
民
間
信
仰
の
融
合
が
す
す
み
，
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
原
型
が
で
き

あ
が
る
。
そ
し
て
，
グ
プ
タ
朝
の
衰
退
後
に
仏
教
は
次
第
に
支
持
を
失
い
，
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
イ
ン
ド
全
域

に
定
着
す
る
。
 

し
か
し
，
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
諸
勢
力
は
抗
争
を
続
け
，
((
hh
))
10
世
紀
末
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
が
侵
出
し
て
く

る
。
こ
れ
に
対
し
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
諸
勢
力
は
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
ず
，

13
世
紀
初
め
に
は
((
ii
))
南
イ
ン
ド

最
初
の
イ
ス
ラ
ー
ム
王
朝
が
誕
生
し
，
そ
の
後
イ
ン
ド
で
は

4
つ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
王
朝
が
つ
づ
く
。
そ
し

て
，
こ
れ
を
契
機
に
イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

 
 

  

問問
  
11
 
文
中
の
空
欄

  
アア

 
 ～

  
エエ

 
 に
入
れ
る
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次

の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
99
  

 

 

①
 
ア ア
：
カ
ニ
シ
カ
 
イイ
：
ア
シ
ョ
ー
カ

 
ウウ
：
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ
 
エエ
：
ハ
ル
シ
ャ

 

②
 
アア
：
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ

 
イイ
：
ハ
ル
シ
ャ

 
ウウ
：
カ
ニ
シ
カ

 
エエ
：
ア
シ
ョ
ー
カ
 

 

③
 
アア
：
カ
ニ
シ
カ
 
イイ
：
ハ
ル
シ
ャ
 
ウウ
：
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ

 
エエ
：
ア
シ
ョ
ー
カ

 

④
 
アア
：
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ

 
イイ
：
ア
シ
ョ
ー
カ
 
ウウ
：
カ
ニ
シ
カ
 
エエ
：
ハ
ル
シ
ャ

 

− 58 − − 59 −



 

問問
  
22
 
下
線
部
((
aa
))
に
つ
い
て
，
科
学
革
命
に
関
す
る
説
明
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
88
  

 

 

①
 
地
動
説
の
立
場
を
と
っ
た
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
＝
ブ
ル
ー
ノ
や
ガ
リ
レ
イ
は
，
教
会
か
ら
支
援

を
受
け
て
実
験
を
行
っ
た
。

 

②
 
物
理
学
の
分
野
で
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
，
ま
た
化
学
の
分
野
で
は
ボ
イ
ル
が
，
そ
し
て
数
学

の
分
野
で
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
な
ど
が
近
代
自
然
科
学
の
基
礎
を
築
い
た
。

 

③
 
医
学
の
分
野
に
お
い
て
は
，
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
牛
痘
の
ウ
イ
ル
ス
を
利
用
し
た
種
痘
法
を
開

発
し
，
免
疫
学
の
基
礎
を
築
い
た
。

 

④
 
イ
ギ
リ
ス
の
王
立
協
会
や
フ
ラ
ン
ス
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
，

17
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
各
種
学
問
の
研
究
機
関
が
設
置
さ
れ
た
。

 

    問問
  
33
 
下
線
部
((
bb
))
に
つ
い
て
，
フ
ラ
ン
シ
ス
＝
ベ
ー
コ
ン
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，

次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
99
  

  

 

①
 
ベ
ー
コ
ン
の
認
識
方
法
は
帰
納
法
と
言
わ
れ
，
あ
る
前
提
を
立
て
，
そ
こ
か
ら
論
理
的
に

結
論
を
導
き
出
す
も
の
で
あ
る
。

 

②
 
ベ
ー
コ
ン
の
認
識
方
法
は
演
繹
法
と
言
わ
れ
，
あ
る
前
提
を
立
て
，
そ
こ
か
ら
論
理
的
に

結
論
を
導
き
出
す
も
の
で
あ
る
。

 

③
 
ベ
ー
コ
ン
の
認
識
方
法
は
帰
納
法
と
言
わ
れ
，
実
験
や
観
察
で
得
ら
れ
た
個
々
の
事
例
を

集
め
，
そ
こ
か
ら
一
般
的
理
論
を
導
き
出
す
も
の
で
あ
る
。

 

④
 
ベ
ー
コ
ン
の
認
識
方
法
は
演
繹
法
と
言
わ
れ
，
実
験
や
観
察
で
得
ら
れ
た
個
々
の
事
例
を

集
め
，
そ
こ
か
ら
一
般
的
理
論
を
導
き
出
す
も
の
で
あ
る
。

 

          

 

第第
33
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
((
問問

11
～～

99
))
に
答
え
よ
。

 
 

16
世
紀
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
か
ら
始
ま
る
((
aa
))
科
学
革
命
は
，
合
理
的
思
考
に
よ
り
自
然
や
社
会
に
関
す

る
認
識
を
深
め
，
学
問
の
方
法
論
や
認
識
の
方
法
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
代
表

と
さ
れ
る
((
bb
))
フ
ラ
ン
シ
ス
＝
ベ
ー
コ
ン
や
，
社
会
契
約
説
を
論
じ
た
ホ
ッ
ブ
ズ
や
((
cc
))
ロ
ッ
ク
な
ど
が
具

体
的
に
は
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
，
こ
の

17
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
端
を
発
す
る
啓
蒙
思
想
は
，

18
世
紀

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
，
特
に
フ
ラ
ン
ス
で
発
展
し
た
。
  

啓
蒙
思
想
と
は
，
人
間
の
理
性
の
光
に
よ
り
従
来
の
慣
習
や
制
度
，
社
会
の
問
題
点
を
批
判
的
に
検
討

し
，
新
た
な
合
理
的
思
想
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
態
度
の
こ
と
を
い
う
。
特
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
教
会
や
絶

対
王
政
の
批
判
が
((
dd
))
啓
蒙
思
想
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
，
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
思
想
的
論
拠
と
も
な
っ
た
。
ま

た
フ
ラ
ン
ス
で
は
，
啓
蒙
思
想
に
基
づ
く
((
ee
))
『
百
科
全
書
』
が
発
刊
さ
れ
，
人
々
へ
の
科
学
・
技
術
や
，

哲
学
・
思
想
・
宗
教
の
普
及
を
助
け
た
。
く
わ
え
て
，
((
ff
))
カ
フ
ェ
な
ど
の
存
在
も
世
論
の
形
成
を
促
し

た
。
 

 
一
方
，
啓
蒙
専
制
君
主
に
よ
る
改
革
を
推
し
進
め
た
の
が
，
((
gg
))
プ
ロ
イ
セ
ン
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
，
ロ
シ

ア
で
あ
る
。
西
欧
諸
国
と
は
異
な
り
，
こ
れ
ら
の
国
で
は
君
主
主
導
で
改
革
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
，
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
((
hh
))
ヨ
ー
ゼ
フ

2
世
に
よ
る
急
激
な
改
革
は
反
発
を
招
き
，
ま
た
ロ
シ
ア
の
啓
蒙
専
制
君

主
で
あ
っ
た

 
 

11
77
  

 
は
プ
ガ
チ
ョ
フ
の
農
民
反
乱
後
に
反
動
化
す
る
な
ど
し
た
。
西
欧
諸
国
へ
の
対

抗
と
し
て
行
わ
れ
た
啓
蒙
専
制
君
主
に
よ
る
上
か
ら
の
改
革
は
，
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
国
際
的
地
位
を

高
め
た
も
の
の
，
身
分
制
な
ど
社
会
の
根
幹
を
変
更
す
る
よ
う
な
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
  

  問問
  
11
 
文
中
の
空
欄

  
11
77
  

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

  

 

①
 
マ
リ
ア
＝
テ
レ
ジ
ア
 

 
②

 
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ

2
世

 

③
 
ア
ン
リ

4
世

 
④

 
マ
リ
＝
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト

 

              

 

問問
  
66
 
下
線
部
((
ee
))
に
つ
い
て
，
イ
ン
ド
洋
交
易
で
栄
え
た
サ
ー
タ
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
朝
が
輸
出
し
た
も
の
と

し
て
誤 誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
33
  

  

 

①
 
胡
椒

 
②

 
象
牙

 

③
 
金

 
 

④
 
宝
石

 

  問問
  
77
 
下
線
部
((
ff
))
に
つ
い
て
，
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
僧
院
で
学
ん
だ
中
国
僧
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適

当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
1 1
44
  

  

  

①
 
法
顕
・
義
浄

 
②

 
玄
奘
・
義
浄
 

 

③
 
張
騫
・
法
顕

 
④

 
玄
奘
・
張
騫

 
  

問問
  
88
 
下
線
部
((
hh
))
に
つ
い
て
，

10
世
紀
末
に
侵
出
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
1 1
55
  

  

  

①
 
ガ
ズ
ナ
朝

 
②

 
ゴ
ー
ル
朝

 

③
 
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝

 
④

 
カ
ラ
ハ
ン
朝

 

    問問
  
99
 
下
線
部
((
ii
))
に
つ
い
て
，
こ
の
王
朝
の
創
始
者
が
建
設
し
た
建
築
物
の
名
称
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
1 1
66
  

  

  

①
 
ア
ン
コ
ー
ル
＝
ワ
ッ
ト

 
②

 
タ
ー
ジ
＝
マ
ハ
ル

 

③
 
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル

 
④

 
ク
ト
ゥ
ブ
＝
ミ
ナ
ー
ル

 

          
 

  

問問
  
22
 
下
線
部
((
aa
))
に
つ
い
て
，
世
界
の
四
大
宗
教
の
食
事
に
関
す
る
タ
ブ
ー
や
留
意
事
項
を
説
明
し
た

文
章
の
う
ち
誤 誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
00
  

 

 

①
 
キ
リ
ス
ト
教
は
パ
ン
を
「
聖
餐
」
，
ワ
イ
ン
を
「
聖
体
」
と
し
て
儀
式
に
使
用
す
る
。

 

②
 
イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
豚
肉
を
不
浄
と
し
て
食
べ
ず
，
酒
類
も
口
に
し
な
い
。

 

③
 
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
牛
肉
を
神
聖
視
し
て
い
る
た
め
食
べ
ず
，
基
本
的
に
肉
食
を
嫌
う
。

 

④
 
仏
教
は
肉
・
魚
を
食
べ
る
こ
と
も
で
き
る
が
菜
食
主
義
を
推
奨
し
て
い
る
。

 

    問問
  
33
 
下
線
部
((
bb
))
に
つ
い
て
，
ジ
ャ
イ
ナ
教
と
シ
ク
教
の
創
始
者
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
1 1
11
  

  

 

①
 
ジ
ャ
イ
ナ
教
：
ガ
ウ
タ
マ
＝
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
 
シ
ク
教
：
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ

 

②
 
ジ
ャ
イ
ナ
教
：
ヴ
ァ
ル
ダ
マ
ー
ナ

 
 
 
 
 
シ
ク
教
：
ナ
ー
ナ
ク
 

 
 

③
 
ジ
ャ
イ
ナ
教
：
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
 

 
 
 
シ
ク
教
：
ヴ
ァ
ル
ダ
マ
ー
ナ

 

④
 
ジ
ャ
イ
ナ
教
：
ガ
ウ
タ
マ
＝
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
 
シ
ク
教
：
ナ
ー
ナ
ク

 

  

  

問問
  
44
 
下
線
部
((
cc
))
に
つ
い
て
，
紀
元
前

3
世
紀
の
仏
教
の
布
教
先
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の

①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
1 1
22
  

 

 

①
 
ス
リ
ラ
ン
カ
 

 
②

 
ミ
ャ
ン
マ
ー

 

③
 
タ
イ
 

 
④

 
ベ
ト
ナ
ム

 

  問問
  
55
 
下
線
部
((
dd
))
と
((
gg
))
に
つ
い
て
，
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
と
グ
プ
タ
様
式
の
仏
教
美
術
の
違
い
を
，

15
0

字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

  
いい

  
  

    

− 60 − − 61 −



 

問問
  
22
 
下
線
部
((
aa
))
に
つ
い
て
，
科
学
革
命
に
関
す
る
説
明
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
1 1
88
  

 

 

①
 
地
動
説
の
立
場
を
と
っ
た
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
＝
ブ
ル
ー
ノ
や
ガ
リ
レ
イ
は
，
教
会
か
ら
支
援

を
受
け
て
実
験
を
行
っ
た
。

 

②
 
物
理
学
の
分
野
で
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
，
ま
た
化
学
の
分
野
で
は
ボ
イ
ル
が
，
そ
し
て
数
学

の
分
野
で
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
な
ど
が
近
代
自
然
科
学
の
基
礎
を
築
い
た
。

 

③
 
医
学
の
分
野
に
お
い
て
は
，
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
牛
痘
の
ウ
イ
ル
ス
を
利
用
し
た
種
痘
法
を
開

発
し
，
免
疫
学
の
基
礎
を
築
い
た
。

 

④
 
イ
ギ
リ
ス
の
王
立
協
会
や
フ
ラ
ン
ス
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
，

17
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
各
種
学
問
の
研
究
機
関
が
設
置
さ
れ
た
。

 

    問問
  
33
 
下
線
部
((
bb
))
に
つ
い
て
，
フ
ラ
ン
シ
ス
＝
ベ
ー
コ
ン
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，

次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
1 1
99
  

  

 

①
 
ベ
ー
コ
ン
の
認
識
方
法
は
帰
納
法
と
言
わ
れ
，
あ
る
前
提
を
立
て
，
そ
こ
か
ら
論
理
的
に

結
論
を
導
き
出
す
も
の
で
あ
る
。

 

②
 
ベ
ー
コ
ン
の
認
識
方
法
は
演
繹
法
と
言
わ
れ
，
あ
る
前
提
を
立
て
，
そ
こ
か
ら
論
理
的
に

結
論
を
導
き
出
す
も
の
で
あ
る
。

 

③
 
ベ
ー
コ
ン
の
認
識
方
法
は
帰
納
法
と
言
わ
れ
，
実
験
や
観
察
で
得
ら
れ
た
個
々
の
事
例
を

集
め
，
そ
こ
か
ら
一
般
的
理
論
を
導
き
出
す
も
の
で
あ
る
。

 

④
 
ベ
ー
コ
ン
の
認
識
方
法
は
演
繹
法
と
言
わ
れ
，
実
験
や
観
察
で
得
ら
れ
た
個
々
の
事
例
を

集
め
，
そ
こ
か
ら
一
般
的
理
論
を
導
き
出
す
も
の
で
あ
る
。

 

          

 

第第
33
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
((
問問

11
～～

99
))
に
答
え
よ
。

 
 

16
世
紀
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
か
ら
始
ま
る
((
aa
))
科
学
革
命
は
，
合
理
的
思
考
に
よ
り
自
然
や
社
会
に
関
す

る
認
識
を
深
め
，
学
問
の
方
法
論
や
認
識
の
方
法
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
代
表

と
さ
れ
る
((
bb
))
フ
ラ
ン
シ
ス
＝
ベ
ー
コ
ン
や
，
社
会
契
約
説
を
論
じ
た
ホ
ッ
ブ
ズ
や
((
cc
))
ロ
ッ
ク
な
ど
が
具

体
的
に
は
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
，
こ
の

17
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
端
を
発
す
る
啓
蒙
思
想
は
，

18
世
紀

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
，
特
に
フ
ラ
ン
ス
で
発
展
し
た
。
  

啓
蒙
思
想
と
は
，
人
間
の
理
性
の
光
に
よ
り
従
来
の
慣
習
や
制
度
，
社
会
の
問
題
点
を
批
判
的
に
検
討

し
，
新
た
な
合
理
的
思
想
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
態
度
の
こ
と
を
い
う
。
特
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
教
会
や
絶

対
王
政
の
批
判
が
((
dd
))
啓
蒙
思
想
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
，
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
思
想
的
論
拠
と
も
な
っ
た
。
ま

た
フ
ラ
ン
ス
で
は
，
啓
蒙
思
想
に
基
づ
く
((
ee
))
『
百
科
全
書
』
が
発
刊
さ
れ
，
人
々
へ
の
科
学
・
技
術
や
，

哲
学
・
思
想
・
宗
教
の
普
及
を
助
け
た
。
く
わ
え
て
，
((
ff
))
カ
フ
ェ
な
ど
の
存
在
も
世
論
の
形
成
を
促
し

た
。
 

 
一
方
，
啓
蒙
専
制
君
主
に
よ
る
改
革
を
推
し
進
め
た
の
が
，
((
gg
))
プ
ロ
イ
セ
ン
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
，
ロ
シ

ア
で
あ
る
。
西
欧
諸
国
と
は
異
な
り
，
こ
れ
ら
の
国
で
は
君
主
主
導
で
改
革
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
，
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
((
hh
))
ヨ
ー
ゼ
フ

2
世
に
よ
る
急
激
な
改
革
は
反
発
を
招
き
，
ま
た
ロ
シ
ア
の
啓
蒙
専
制
君

主
で
あ
っ
た

 
 

11
77
  

 
は
プ
ガ
チ
ョ
フ
の
農
民
反
乱
後
に
反
動
化
す
る
な
ど
し
た
。
西
欧
諸
国
へ
の
対

抗
と
し
て
行
わ
れ
た
啓
蒙
専
制
君
主
に
よ
る
上
か
ら
の
改
革
は
，
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
国
際
的
地
位
を

高
め
た
も
の
の
，
身
分
制
な
ど
社
会
の
根
幹
を
変
更
す
る
よ
う
な
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
  

  問問
  
11
 
文
中
の
空
欄

  
11
77
  

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

  

 

①
 
マ
リ
ア
＝
テ
レ
ジ
ア
 

 
②

 
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ

2
世

 

③
 
ア
ン
リ

4
世

 
④

 
マ
リ
＝
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト

 

              

 

問問
  
66
 
下
線
部
((
ee
))
に
つ
い
て
，
イ
ン
ド
洋
交
易
で
栄
え
た
サ
ー
タ
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
朝
が
輸
出
し
た
も
の
と

し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
33
  

  

 

①
 
胡
椒

 
②

 
象
牙

 

③
 
金

 
 

④
 
宝
石

 

  問問
  
77
 
下
線
部
((
ff
))
に
つ
い
て
，
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
僧
院
で
学
ん
だ
中
国
僧
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適

当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
44
  

  

  

①
 
法
顕
・
義
浄

 
②

 
玄
奘
・
義
浄
 

 

③
 
張
騫
・
法
顕

 
④

 
玄
奘
・
張
騫

 
  

問問
  
88
 
下
線
部
((
hh
))
に
つ
い
て
，

10
世
紀
末
に
侵
出
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
55
  

  

  

①
 
ガ
ズ
ナ
朝

 
②

 
ゴ
ー
ル
朝

 

③
 
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝

 
④

 
カ
ラ
ハ
ン
朝

 

    問問
  
99
 
下
線
部
((
ii
))
に
つ
い
て
，
こ
の
王
朝
の
創
始
者
が
建
設
し
た
建
築
物
の
名
称
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
66
  

  

  

①
 
ア
ン
コ
ー
ル
＝
ワ
ッ
ト

 
②

 
タ
ー
ジ
＝
マ
ハ
ル

 

③
 
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル

 
④

 
ク
ト
ゥ
ブ
＝
ミ
ナ
ー
ル

 

          

− 60 − − 61 −



 

問問
  
33
  
文
中
の
空
欄

  
22
77
  

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。
  

 ①
 
ジ
ロ
ン
ド
派

 
②

 
フ
イ
ヤ
ン
派

 
③

 
ジ
ャ
コ
バ
ン
派

 
④

  
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト

 

  問問
  
44
 
文
中
の
空
欄

  
アア

 
 ，

 
イイ

 
 ，

 
ウウ

 
 ，

 
エエ

 
 に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て

最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
88
  

 
 

 
  

 ①
 
アア
：
国
民
公
会

 
イイ
：
三
部
会

 

 
ウウ
：
国
民
議
会
  

エエ
：
立
法
議
会
  

②
 
アア
：
立
法
議
会

 
イイ
：
国
民
公
会

 

 
ウウ
：
三
部
会
  

エエ
：
国
民
議
会
  

③
 
アア
：
国
民
議
会

 
イイ
：
立
法
議
会

 

 
ウウ
：
国
民
公
会
  

エエ
：
三
部
会
  

④
 
アア
：
三
部
会

 
イイ
：
国
民
議
会

 

 
ウウ
：
立
法
議
会
  

エエ
：
国
民
公
会
  

 

問問
  
55
 
下
線
部
((
aa
))
に
つ
い
て
，

10
0
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

  
ええ

  
  

 

問問
  
66
 
下
線
部
((
bb
))
に
関
す
る
説
明
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。 

 
22
99
 

 

  

①
 
基
本
的
人
権
が
表
明
さ
れ
た
。

 
②

 
国
民
主
権
が
表
明
さ
れ
た
。

 
③

 
私
有
財
産
の
不
可
侵
が
表
明
さ
れ
た
。

 
④

 
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
牢
獄
襲
撃
を
機
に
，
国
王
は
人
権
宣
言
を
無
条
件
に
承
認
し
た
。

 

    

 

第第
44
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
((
問問

11
～～

99
))
に
答
え
よ
。

 
  

((
aa
))
革
命
前
の
旧
体
制
（
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
）
は
身
分
制
の
社
会
で
あ
っ
た
が
，

18
世
紀
後
半

の
フ
ラ
ン
ス
で
は
，
啓
蒙
思
想
の
影
響
を
受
け
て
社
会
を
改
革
し
よ
う
と
す
る
意
見
が
身
分
の
壁
を
こ
え

て
広
ま
っ
て
い
た
。
ル
イ

16
世
は
，
重
農
主
義
者

  
22
55
  

 や
銀
行
家

  
22
66
  

 な
ど
改
革
派
を
登

用
し
て
財
政
改
革
を
試
み
た
が
，
課
税
を
拒
否
す
る
貴
族
な
ど
の
抵
抗
で
，
政
治
的
な
危
機
が
生
じ
た
。

 
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
へ
の
支
援
か
ら
生
じ
た
財
政
危
機
を
回
避
す
る
た
め
に
，
国
王
は

  
アア

 
 を
招

集
し
た
。

17
89
年

5
月
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
で
開
会
し
た

  
アア

 
 で
は
，
平
民
代
表
た
ち
が
独
自
に

  
 
イイ

 
 と
称
し
，
憲
法
制
定
ま
で
解
散
し
な
い
こ
と
を
誓
っ
た
（
球
戯
場
の
誓
い
）
。

8
月
に
は
ラ
＝
フ

ァ
イ
エ
ッ
ト
ら
が
起
草
し
た
((
bb
))
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
((
cc
))
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
，
身
分
・

特
権
と
い
っ
た
格
差
や
地
域
の
相
違
を
解
消
し
て
，
均
質
的
な
国
民
を
主
体
と
す
る
国
民
国
家
を
築
い
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

 
一
方
で
有
力
貴
族
の
多
く
が
周
辺
諸
国
に
亡
命
し
て
，
革
命
へ
の
干
渉
を
働
き
か
け
て
い
た
。
ま
た
国

王
一
家
も
王
妃
の
((
dd
))
実
家
に
亡
命
を
試
み
て
失
敗
し
，
国
民
の
信
頼
を
失
っ
た
（
ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
逃
亡
事

件
）
。

17
91
年
に
発
足
し
た
制
限
選
挙
制
に
よ
る

  
ウウ

 
 で
は
，
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
層
を
基
盤
に
し
た
共

和
主
義
の

  
22
77
  

 が
優
勢
と
な
っ
た
。
そ
し
て

  
ウウ

 
 に
代
わ
り
，
男
性
普
通
選
挙
制
に
よ
っ
て

新
た
に
成
立
し
た

  
エエ

 
 で
は
共
和
派
が
多
数
を
占
め
，
王
制
廃
止
と
共
和
制
が
宣
言
さ
れ
た
((
ee
))
（
第

一
共
和
政
）
。

 
 

問問
  
11
  
文
中
の
空
欄

  
22
55
  

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。
  

 ①
 
ミ
ラ
ボ
ー

 
②

 
タ
レ
ー
ラ
ン

 
③

 
オ
ラ
ン
プ
＝
ド
＝
グ
ー
ジ
ュ

 
④

  
テ
ュ
ル
ゴ

 

  

問問
  
22
  
文
中
の
空
欄

  
22
66
  

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 

  

①
 
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル

 
②

 
ネ
ッ
ケ
ル

 
③

 
シ
ェ
イ
エ
ス

 
④

  
バ
ブ
ー
フ

 
   

 

問問
  
88
 
下
線
部
((
gg
))
に
つ
い
て
，
プ
ロ
イ
セ
ン
の
君
主
で
「
君
主
は
国
家
第
一
の
下
僕
」
と
い
う
言
葉
を

残
し
た
人
物
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
2 2
33
  

  

  

①
 
ピ
ョ
ー
ト
ル

1
世

 
②

 
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

1
世

 

③
 
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

2
世

 
④

 
イ
ヴ
ァ
ン

4
世

 
  

問問
  
99
 
下
線
部
((
hh
))
に
つ
い
て
，
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ヨ
ー
ゼ
フ

2
世
に
よ
る
改
革
の
説
明
と
し
て
誤誤
っっ
てて

いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
44
  

  

  

①
 
ヨ
ー
ゼ
フ

2
世
は
農
奴
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
，
農
奴
解
放
令
を
発
し
た
。

 

②
 
ヨ
ー
ゼ
フ

2
世
は
諸
民
族
や
貴
族
層
へ
の
税
負
担
軽
減
の
た
め
，
税
制
改
革
を
行
っ
た
。

 

③
 
ヨ
ー
ゼ
フ

2
世
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
の
統
制
を
強
め
る
た
め
，
修
道
院
を
解
散
さ
せ
た
。 

④
 
ヨ
ー
ゼ
フ

2
世
は
中
央
集
権
化
を
進
め
る
た
め
，
官
僚
制
の
整
備
を
行
っ
た
。

 

  

                    

 

問問
  
44
 
下
線
部
((
cc
))
に
つ
い
て
，
ロ
ッ
ク
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の

う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
2 2
00
  

  

 

①
 
ロ
ッ
ク
は
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
の
中
で
，
自
然
状
態
に
お
け
る
闘
争
状
態
を
「
万
人
の

万
人
に
対
す
る
戦
い
」
と
表
し
，
国
家
主
権
の
絶
対
性
を
唱
え
た
。

 

②
 
ロ
ッ
ク
は
『
統
治
二
論
』
の
中
で
，
富
の
源
泉
を
農
工
商
の
生
産
労
働
に
お
き
，
富
の
蓄

積
に
は
自
由
放
任
主
義
（
レ
ッ
セ
＝
フ
ェ
ー
ル
）
が
有
効
だ
と
し
た
。

 

③
 
ロ
ッ
ク
が
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
の
中
で
主
張
し
た
宗
教
的
寛
容
は
，
イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ュ

ー
リ
タ
ン
革
命
を
擁
護
す
る
論
と
な
っ
た
。

 

④
 
ロ
ッ
ク
が
『
統
治
二
論
』
の
中
で
主
張
し
た
専
制
権
力
に
対
す
る
人
民
の
抵
抗
権
は
，
ア

メ
リ
カ
独
立
革
命
の
理
論
的
根
拠
と
な
っ
た
。

 

  問問
  
55
 
下
線
部
((
dd
))
に
つ
い
て
，
フ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
思
想
家
と
そ
の
著
作
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適

当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
2 2
11
  

  

  

①
 
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
『
哲
学
書
簡
』

 
②

 
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
『
法
の
精
神
』

 

③
 
ス
ウ
ィ
フ
ト
『
諸
国
民
の
富
』

 
④

 
ル
ソ
ー
『
社
会
契
約
論
』

 

  問問
  
66
 
下
線
部
((
ee
))
に
つ
い
て
，『
百
科
全
書
』
を
編
集
し
た
人
物
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
2 2
22
  

  

 

①
 
パ
ス
カ
ル
・
デ
ィ
ド
ロ

 
②

 
モ
リ
エ
ー
ル
・
パ
ス
カ
ル

 

③
 
デ
ィ
ド
ロ
・
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル

 
④

 
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
・
モ
リ
エ
ー
ル

 

  問問
  
77
 
下
線
部
((
ff
))
に
つ
い
て
，
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
世
論
の
形
成
と
カ
フ
ェ
と
の
関
係
を

10
0
字
以
内

で
説
明
せ
よ
。

  
う う

  
  

  

    

− 62 − − 63 −



 

問問
  
33
  
文
中
の
空
欄

  
22
77
  

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。
  

 ①
 
ジ
ロ
ン
ド
派

 
②

 
フ
イ
ヤ
ン
派

 
③

 
ジ
ャ
コ
バ
ン
派

 
④

  
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト

 

  問問
  
44
 
文
中
の
空
欄

  
アア

 
 ，

 
イイ
 

 ，
 
ウウ

 
 ，

 
エエ
 

 に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て

最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
88
  

 
 

 
  

 ①
 
アア
：
国
民
公
会

 
イイ
：
三
部
会

 

 
ウ ウ
：
国
民
議
会
  

エエ
：
立
法
議
会
  

②
 
アア
：
立
法
議
会

 
イイ
：
国
民
公
会

 

 
ウウ
：
三
部
会
  

エエ
：
国
民
議
会
  

③
 
アア
：
国
民
議
会

 
イイ
：
立
法
議
会

 

 
ウ ウ
：
国
民
公
会
  

エエ
：
三
部
会
  

④
 
アア
：
三
部
会

 
イイ
：
国
民
議
会

 

 
ウ ウ
：
立
法
議
会
  

エエ
：
国
民
公
会
  

 

問 問
  
55
 
下
線
部
((
aa
))
に
つ
い
て
，

10
0
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

  
ええ

  
  

 

問 問
  
66
 
下
線
部
((
bb
))
に
関
す
る
説
明
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。 

 
2 2
99
 

 

  

①
 
基
本
的
人
権
が
表
明
さ
れ
た
。

 
②

 
国
民
主
権
が
表
明
さ
れ
た
。

 
③

 
私
有
財
産
の
不
可
侵
が
表
明
さ
れ
た
。

 
④

 
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
牢
獄
襲
撃
を
機
に
，
国
王
は
人
権
宣
言
を
無
条
件
に
承
認
し
た
。

 

    

 

第第
44
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
((
問問

11
～～

99
))
に
答
え
よ
。

 
  

( (
aa
))
革
命
前
の
旧
体
制
（
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
）
は
身
分
制
の
社
会
で
あ
っ
た
が
，

18
世
紀
後
半

の
フ
ラ
ン
ス
で
は
，
啓
蒙
思
想
の
影
響
を
受
け
て
社
会
を
改
革
し
よ
う
と
す
る
意
見
が
身
分
の
壁
を
こ
え

て
広
ま
っ
て
い
た
。
ル
イ

16
世
は
，
重
農
主
義
者

  
22
55
  

 や
銀
行
家

  
22
66
  

 な
ど
改
革
派
を
登

用
し
て
財
政
改
革
を
試
み
た
が
，
課
税
を
拒
否
す
る
貴
族
な
ど
の
抵
抗
で
，
政
治
的
な
危
機
が
生
じ
た
。

 
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
へ
の
支
援
か
ら
生
じ
た
財
政
危
機
を
回
避
す
る
た
め
に
，
国
王
は

  
アア

 
 を
招

集
し
た
。

17
89
年

5
月
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
で
開
会
し
た

  
アア
 

 で
は
，
平
民
代
表
た
ち
が
独
自
に

  
 
イイ

 
 と
称
し
，
憲
法
制
定
ま
で
解
散
し
な
い
こ
と
を
誓
っ
た
（
球
戯
場
の
誓
い
）
。

8
月
に
は
ラ
＝
フ

ァ
イ
エ
ッ
ト
ら
が
起
草
し
た
((
bb
))
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
((
cc
))
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
，
身
分
・

特
権
と
い
っ
た
格
差
や
地
域
の
相
違
を
解
消
し
て
，
均
質
的
な
国
民
を
主
体
と
す
る
国
民
国
家
を
築
い
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

 
一
方
で
有
力
貴
族
の
多
く
が
周
辺
諸
国
に
亡
命
し
て
，
革
命
へ
の
干
渉
を
働
き
か
け
て
い
た
。
ま
た
国

王
一
家
も
王
妃
の
((
dd
))
実
家
に
亡
命
を
試
み
て
失
敗
し
，
国
民
の
信
頼
を
失
っ
た
（
ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
逃
亡
事

件
）
。

17
91
年
に
発
足
し
た
制
限
選
挙
制
に
よ
る

  
ウウ
 

 で
は
，
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
層
を
基
盤
に
し
た
共

和
主
義
の

  
22
77
  

 が
優
勢
と
な
っ
た
。
そ
し
て

  
ウウ

 
 に
代
わ
り
，
男
性
普
通
選
挙
制
に
よ
っ
て

新
た
に
成
立
し
た

  
エエ

 
 で
は
共
和
派
が
多
数
を
占
め
，
王
制
廃
止
と
共
和
制
が
宣
言
さ
れ
た
((
ee
))
（
第

一
共
和
政
）
。

 
 

問 問
  
11
  
文
中
の
空
欄

  
22
55
  

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。
  

 ①
 
ミ
ラ
ボ
ー

 
②

 
タ
レ
ー
ラ
ン

 
③

 
オ
ラ
ン
プ
＝
ド
＝
グ
ー
ジ
ュ

 
④

  
テ
ュ
ル
ゴ

 

  

問問
  
22
  
文
中
の
空
欄

  
22
66
  

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 

  

①
 
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル

 
②

 
ネ
ッ
ケ
ル

 
③

 
シ
ェ
イ
エ
ス

 
④

  
バ
ブ
ー
フ

 
   

− 62 − − 63 −



 

第第
55
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
((
問問

11
～～

99
))
に
答
え
よ
。

 
  
日
清
戦
争
後
の
中
国
で
は
，

  
ア ア

 
 ら
が
列
強
の
((
aa
))
租
借
地
や
勢
力
範
囲
の
設
定
に
対
し
て
，
中

国
分
割
の
危
機
を
感
じ
て
い
た
。
彼
ら
は
日
本
に
な
ら
い
，
清
を
立
憲
君
主
制
に
改
め
て
近
代
化
を
推
進

す
る
こ
と
を
主
張
し
，

  
イイ

 
 を
動
か
し
て
，

18
98
年
に
中
央
政
府
の
改
革
に
着
手
し
た
（

  
33
33
  

  
の
変
法
）。
し
か
し
，

  
ウウ
 

 ら
保
守
派
の
反
対
に
あ
い
，
ク
ー
デ
タ
に
よ
っ
て

  
イイ

 
 は
幽
閉
さ

れ
，
改
革
は
約
百
日
で
終
わ
っ
た
（

  
33
33
  

 の
政
変
）
。
勢
力
を
拡
大
す
る
列
強
の
存
在
は
中
国
民
衆

の
反
発
を
呼
び
，
華
北
に
広
ま
っ
た
宗
教
的
武
装
集
団
の
((
bb
))
義
和
団
は
，「

  
33
44
  

 」
を
唱
え
て
排

外
運
動
を
起
こ
し
た
。

 
三
国
干
渉
後
，
朝
鮮
で
は
ロ
シ
ア
の
影
響
下
で

  
エエ

 
 が

18
97
年
に
皇
帝
を
称
し
て
，
大
韓
帝
国

（
韓
国
）
を
成
立
さ
せ
た
。
以
後
，
韓
国
で
の
権
益
を
め
ぐ
り
日
本
と
ロ
シ
ア
は
激
し
く
対
立
し
た
。
((
cc
))

日
本
国
内
の
主
戦
論
の
高
ま
り
を
背
景
に
，

19
04
年
に

((
dd
))
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
日
露
両
国
は
翌

年
，
ア
メ
リ
カ
大
統
領

  
33
55
  

 の
調
停
で
((
ee
))
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
を
結
ん
だ
。

 
 

 問 問
  
11
  
文
中
の
空
欄

  
33
33
  

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。
  

  

①
 
北
伐

 
②

 
甲
午

 
③

 
戊
戌

 
④

  
辛
亥

 
 

問 問
  
22
  
文
中
の
空
欄

  
33
44
  

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。
  

 ①
 
扶
清
滅
洋

 
②

 
滅
満
興
漢

 
③

 
洋
務
運
動

 
④

  
中
体
西
用

 
 

問問
  
33
  
文
中
の
空
欄

  
33
55
  

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 

  

①
 
タ
フ
ト

 
②

 
セ
オ
ド
ア
＝
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト

 
③

 
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
＝
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト

 
④

  
ウ
ィ
ル
ソ
ン

 

  

 

問問
  
77
 
下
線
部
((
cc
))
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。  

 
33
00
  

  

  

①
 
ギ
ル
ド
の
承
認
が
決
定
さ
れ
た
。

 
②

 
教
会
財
産
が
保
護
さ
れ
た
。

 
③

 
全
国
一
律
の
度
量
衡
が
導
入
さ
れ
た
。

 
④

 
全
土
に
画
一
的
な
州
制
度
が
敷
か
れ
た
。

 

 

問 問
  
88
 
下
線
部
((
dd
))
に
つ
い
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 

 
3 3
11
  

  

 
①

 
オ
ー
ス
ト
リ
ア

 
②

 
ス
ペ
イ
ン

 
③

 
イ
タ
リ
ア

 
④

 
オ
ラ
ン
ダ

 

  問問
  
99
 
下
線
部
((
ee
))
に
つ
い
て
，
皇
帝
に
即
位
す
る
こ
と
で
こ
の
政
治
体
制
を
終
わ
ら
せ
た
人
物
と
し
て

最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
 

3 3
22
  

  

  ①
 
ル
イ
＝
ナ
ポ
レ
オ
ン

 
②

 
ナ
ポ
レ
オ
ン
＝
ボ
ナ
パ
ル
ト

 
③

 
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル

 
④

 
ル
イ

18
世

 
 

 
 

             

 

問問
  
88
 
下
線
部
((
dd
))
に
つ
い
て
，
日
本
海
海
戦
で
勝
利
し
た
人
物
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①

～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
33
99
 

 

 

①
 
桂
太
郎

 
②

 
小
村
寿
太
郎

 
③

 
東
郷
平
八
郎

 
④

 
陸
奥
宗
光

 

  

問問
  
99
 
下
線
部
((
ee
))
に
関
す
る
説
明
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。 

  
44
00
 

  

 
①

 
ロ
シ
ア
は
日
本
の
韓
国
指
導
権
を
認
め
た
。

 
②

 
ロ
シ
ア
に
南
樺
太
を
割
譲
さ
せ
た
。

 
③

 
日
本
は
後
の
南
満
州
鉄
道
の
利
権
を
受
け
継
い
だ
。

 
④

 
日
本
は
賠
償
金
を
得
た
。

 

  

   

 

 

問問
  
44
 
文
中
の
空
欄

  
アア

 
 ，

 
イイ

 
 ，

 
ウウ

 
 ，

 
エエ

 
 に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て

最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
33
66
  

  

 
 

  
 ①

 
アア
：
康
有
為
 

イイ
：
光
緒
帝
 

 
ウウ
：
西
太
后
  

エエ
：
高
宗
  

②
 
アア
：
高
宗

 
イイ
：
康
有
為

 

 
ウウ
：
光
緒
帝
 

エエ
：
西
太
后
 

③
 
アア
：
西
太
后

 
イイ
：
高
宗

 

 
ウウ
：
康
有
為
  

エエ
：
光
緒
帝
  

④
 
アア
：
光
緒
帝

 
イイ
：
西
太
后

 

 
ウウ
：
高
宗
  

エエ
：
康
有
為
  

  

問問
  
55
 
下
線
部
((
aa
))
に
つ
い
て
，

40
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

  
おお

  
  

  

問問
  
66
 
下
線
部
((
bb
))
に
つ
い
て
，
義
和
団
戦
争
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～

④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
33
77
 

 

 
①

 
義
和
団
は

19
00
年
に
上
海
に
入
り
，
外
国
公
使
館
を
包
囲
し
た
。

 
②

 
清
の
保
守
派
は
こ
の
運
動
を
利
用
し
て
各
国
に
宣
戦
布
告
し
た
。

 
③

 
各
国
は
在
留
外
国
人
の
保
護
を
名
目
に
共
同
出
兵
を
行
い
，

6
ヵ
国
連
合
軍
を
組
織
し
た
。

 
④

 
敗
れ
た
清
は

19
01
年
に
天
津
条
約
を
結
び
，
巨
額
の
賠
償
金
の
支
払
い
な
ど
を
認
め
た
。

 

  問問
  
77
 
下
線
部
((
cc
))
に
つ
い
て
，
非
戦
論
・
反
戦
論
を
唱
え
た
者
の
う
ち
大
逆
事
件
で
刑
死
し
た
人
物
と

し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
33
88
 

 

 

①
 
内
村
鑑
三

 
②

 
田
中
正
造

 
③

 
渋
沢
栄
一

 
④

 
幸
徳
秋
水

 

        

− 64 − − 65 −



 

第第
55
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
((
問問

11
～～

99
))
に
答
え
よ
。

 
  
日
清
戦
争
後
の
中
国
で
は
，

  
アア

 
 ら
が
列
強
の
((
aa
))
租
借
地
や
勢
力
範
囲
の
設
定
に
対
し
て
，
中

国
分
割
の
危
機
を
感
じ
て
い
た
。
彼
ら
は
日
本
に
な
ら
い
，
清
を
立
憲
君
主
制
に
改
め
て
近
代
化
を
推
進

す
る
こ
と
を
主
張
し
，

  
イイ

 
 を
動
か
し
て
，

18
98
年
に
中
央
政
府
の
改
革
に
着
手
し
た
（

  
33
33
  

  
の
変
法
）。
し
か
し
，

  
ウウ

 
 ら
保
守
派
の
反
対
に
あ
い
，
ク
ー
デ
タ
に
よ
っ
て

  
イイ

 
 は
幽
閉
さ

れ
，
改
革
は
約
百
日
で
終
わ
っ
た
（

  
33
33
  

 の
政
変
）
。
勢
力
を
拡
大
す
る
列
強
の
存
在
は
中
国
民
衆

の
反
発
を
呼
び
，
華
北
に
広
ま
っ
た
宗
教
的
武
装
集
団
の
((
bb
))
義
和
団
は
，「

  
33
44
  

 」
を
唱
え
て
排

外
運
動
を
起
こ
し
た
。

 
三
国
干
渉
後
，
朝
鮮
で
は
ロ
シ
ア
の
影
響
下
で

  
エエ

 
 が

18
97
年
に
皇
帝
を
称
し
て
，
大
韓
帝
国

（
韓
国
）
を
成
立
さ
せ
た
。
以
後
，
韓
国
で
の
権
益
を
め
ぐ
り
日
本
と
ロ
シ
ア
は
激
し
く
対
立
し
た
。
((
cc
))

日
本
国
内
の
主
戦
論
の
高
ま
り
を
背
景
に
，

19
04
年
に

((
dd
))
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
日
露
両
国
は
翌

年
，
ア
メ
リ
カ
大
統
領

  
33
55
  

 の
調
停
で
((
ee
))
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
を
結
ん
だ
。

 
 

 問問
  
11
  
文
中
の
空
欄

  
33
33
  

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。
  

  

①
 
北
伐

 
②

 
甲
午

 
③

 
戊
戌

 
④

  
辛
亥

 
 

問問
  
22
  
文
中
の
空
欄

  
33
44
  

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。
  

 ①
 
扶
清
滅
洋

 
②

 
滅
満
興
漢

 
③

 
洋
務
運
動

 
④

  
中
体
西
用

 
 

問問
  
33
  
文
中
の
空
欄

  
33
55
  

 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

 

  

①
 
タ
フ
ト

 
②

 
セ
オ
ド
ア
＝
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト

 
③

 
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
＝
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト

 
④

  
ウ
ィ
ル
ソ
ン

 

  

 

問問
  
77
 
下
線
部
((
cc
))
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。  

 
33
00
  

  

  

①
 
ギ
ル
ド
の
承
認
が
決
定
さ
れ
た
。

 
②

 
教
会
財
産
が
保
護
さ
れ
た
。

 
③

 
全
国
一
律
の
度
量
衡
が
導
入
さ
れ
た
。

 
④

 
全
土
に
画
一
的
な
州
制
度
が
敷
か
れ
た
。

 

 

問問
  
88
 
下
線
部
((
dd
))
に
つ
い
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 

 
33
11
  

  

 
①

 
オ
ー
ス
ト
リ
ア

 
②

 
ス
ペ
イ
ン

 
③

 
イ
タ
リ
ア

 
④

 
オ
ラ
ン
ダ

 

  問問
  
99
 
下
線
部
((
ee
))
に
つ
い
て
，
皇
帝
に
即
位
す
る
こ
と
で
こ
の
政
治
体
制
を
終
わ
ら
せ
た
人
物
と
し
て

最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
 

33
22
  

  

  ①
 
ル
イ
＝
ナ
ポ
レ
オ
ン

 
②

 
ナ
ポ
レ
オ
ン
＝
ボ
ナ
パ
ル
ト

 
③

 
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル

 
④

 
ル
イ

18
世

 
 

 
 

             

 

問問
  
88
 
下
線
部
((
dd
))
に
つ
い
て
，
日
本
海
海
戦
で
勝
利
し
た
人
物
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①

～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
3 3
99
 

 

 

①
 
桂
太
郎

 
②

 
小
村
寿
太
郎

 
③

 
東
郷
平
八
郎

 
④

 
陸
奥
宗
光

 

  

問問
  
99
 
下
線
部
((
ee
))
に
関
す
る
説
明
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。 

  
4 4
00
 

  

 
①

 
ロ
シ
ア
は
日
本
の
韓
国
指
導
権
を
認
め
た
。

 
②

 
ロ
シ
ア
に
南
樺
太
を
割
譲
さ
せ
た
。

 
③

 
日
本
は
後
の
南
満
州
鉄
道
の
利
権
を
受
け
継
い
だ
。

 
④

 
日
本
は
賠
償
金
を
得
た
。

 

  

   

 

 

問問
  
44
 
文
中
の
空
欄

  
アア

 
 ，

 
イイ
 

 ，
 
ウウ

 
 ，

 
エエ
 

 に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て

最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
33
66
  

  

 
 

  
 ①

 
アア
：
康
有
為
 

イイ
：
光
緒
帝
 

 
ウ ウ
：
西
太
后
  

エエ
：
高
宗
  

②
 
アア
：
高
宗

 
イイ
：
康
有
為

 

 
ウ ウ
：
光
緒
帝
 

エエ
：
西
太
后
 

③
 
アア
：
西
太
后

 
イイ
：
高
宗

 

 
ウ ウ
：
康
有
為
  

エエ
：
光
緒
帝
  

④
 
アア
：
光
緒
帝

 
イイ
：
西
太
后

 

 
ウ ウ
：
高
宗
  

エエ
：
康
有
為
  

  

問問
  
55
 
下
線
部
((
aa
))
に
つ
い
て
，

40
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

  
おお

  
  

  

問問
  
66
 
下
線
部
((
bb
))
に
つ
い
て
，
義
和
団
戦
争
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～

④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
3 3
77
 

 

 
①

 
義
和
団
は

19
00
年
に
上
海
に
入
り
，
外
国
公
使
館
を
包
囲
し
た
。

 
②

 
清
の
保
守
派
は
こ
の
運
動
を
利
用
し
て
各
国
に
宣
戦
布
告
し
た
。

 
③

 
各
国
は
在
留
外
国
人
の
保
護
を
名
目
に
共
同
出
兵
を
行
い
，

6
ヵ
国
連
合
軍
を
組
織
し
た
。

 
④

 
敗
れ
た
清
は

19
01
年
に
天
津
条
約
を
結
び
，
巨
額
の
賠
償
金
の
支
払
い
な
ど
を
認
め
た
。

 

  問問
  
77
 
下
線
部
((
cc
))
に
つ
い
て
，
非
戦
論
・
反
戦
論
を
唱
え
た
者
の
う
ち
大
逆
事
件
で
刑
死
し
た
人
物
と

し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
3 3
88
 

 

 

①
 
内
村
鑑
三

 
②

 
田
中
正
造

 
③

 
渋
沢
栄
一

 
④

 
幸
徳
秋
水
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一 般 選 抜 

〈人間社会学部〉 

地地理理歴歴史史・・公公民民

「公共，政治・経済」

− 66 −



一 般 選 抜 

〈人間社会学部〉 

地地理理歴歴史史・・公公民民

「公共，政治・経済」

総
合
問
題

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ

現
代
の
国
語

言
語
文
化

（
古
文
・
漢
文
除
く
）

地
理
総
合

地
理
探
究

歴
史
総
合

日
本
史
探
究

歴
史
総
合

世
界
史
探
究

公　
　

共

政
治
・
経
済

化
学
基
礎

生
物
基
礎

３
年
次
編
入
試
験

筆
記
試
験
問
題

解　

答
− 66 −



 

問問
  
22
  

文
章

中
の

空
欄

 
 
22
 

 
に

入
れ

る
の

に
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一

つ
選

べ
。

  

 
①

 
閣

議
 

②
 
関

係
閣

僚
会

議
 

③
 
国

会
 

④
 
調

整
会

議
 

  問問
  
33
  
文

章
中

の
空

欄
  

33
 

  に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 

 
①

 
内

閣
官

房
 

②
 
衆

議
院

議
員

 
③

 
国

務
大

臣
 

④
 
参

議
院

議
員

 
 

問 問
  
44
 

文
章

中
の

空
欄

  
44
 

  に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 

 
①

 
総

辞
職

か
衆

議
院

を
解

散
 

②
 
総

辞
職

か
参

議
院

を
解

散
 

③
 
総

辞
職

か
衆

参
両

議
院

を
解

散
 

④
 
総

辞
職

し
た

う
え

で
議

会
を

解
散

 

  問問
  
55
  

文
章

中
の

空
欄

  
55
 

  に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 

 
①

 
全

体
の

１
／

３
以

上
の

賛
成

 
②

 
参

加
者

持
ち

点
の

ス
コ

ア
 

③
 
全

会
一

致
 

④
 
多

数
決

 
  

問問
  
66
  
  
下

線
部
((
aa
))
に

つ
い

て
，

三
権

分
立

の
提

唱
を

通
じ

て
現

代
の

政
治

思
想

に
大

き
な

影
響

を
与

え
た

人
物

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
  

66
 

 

  

①
 
ロ

ッ
ク

 
②

 
ル

ソ
ー

 
③

 
モ

ン
テ

ス
キ

ュ
ー

 
④

 
ア

ダ
ム

・
ス

ミ
ス

 

 第第
22
問問

 
次

の
文

章
を

読
み

，
以

下
の

問
い

（
問問

11
～
11
00
）
に

答
え

よ
。

 

  国
際

連
合

（
略

称
：

国
連

）
は

，
国

際
平

和
と

安
全

の
維

持
（

安
全

保
障

）
，

経
済

・
社

会
・

文
化

な
ど

に
関

す
る

国
際

協
力

の
実

現
を

目
的

に
((
aa
))
設

立
さ

れ
た

。
現

在
19

3
か

国
（

20
22

年
10

月

末
）

が
加

盟
し

，
国

際
社

会
に

お
け

る
最

も
包

括
的

か
つ

影
響

力
の

あ
る

組
織

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。

((
bb
))
本

部
と

，
三

つ
の

地
域

に
事

務
所

が
置

か
れ

て
い

る
。

か
つ

て
は

，
国

際
紛

争
を

避
け

る
た

め
  

11
11
 

 の
政

策
が

と
ら

れ
て

い
た

。
し

か
し

こ
の

政
策

は
，

相
手

よ
り

少
し

で
も

大
き

な
力

を

得
よ

う
と

す
る

た
め

，
軍

拡
戦

争
を

誘
発

し
て

し
ま

う
と

い
う

欠
陥

も
も

っ
て

い
た

。
こ

う
し

た
欠

陥
を

乗
り

こ
え

よ
う

と
し

た
の

が
  

11
22
 

 と
い

う
し

く
み

で
あ

る
。

 

 
 

11
22
 

 
は

，
複

数
の

国
が

互
い

に
武

力
行

使
を

し
な

い
こ

と
を

約
束

し
，
平

和
を

破
壊

す
る

行
為

が
あ

っ
た

場
合

に
は

，
他

の
国

々
が

協
力

し
て

そ
の

行
為

を
抑

止
ま

た
は

防
止

す
る

。
((
cc
))
国

連
の

主

要
機

関
で

あ
る

安
全

保
障

理
事

会
の

((
dd
))
常

任
理

事
国

は
，
 

11
33
 

 を
も

ち
，
一

国
で

も
  

11
33
 

 を

行
使

す
れ

ば
，

有
効

な
行

動
を

と
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

ま
た

((
ee
))
国

連
平

和
維

持
活

動
（

PK
O
）

も

安
全

保
障

の
重

要
な

役
割

を
担

っ
て

い
る

。
な

お
国

連
自

身
の

活
動

と
は

別
に

，
湾

岸
戦

争
で

は
安

全

保
障

理
事

会
の

決
議

に
も

と
づ

い
て

  
11
44
 

 に
よ

る
武

力
介
入

が
行

わ
れ

た
。

 

国
連

に
は

多
数

の
専

門
機

関
が

あ
り

，
人

権
・
貧

困
・
環

境
な

ど
の

諸
課

題
の

解
決

に
向

け
て

活
動

し
て

い
る

。
  

11
55
 

 は
，
こ

う
し

た
機

関
の

一
つ

で
あ

り
，
教

育
，
科

学
，
文

化
の

協
力

と
交

流
を

通
じ

て
，

国
際

平
和

と
人

類
の

福
祉

の
促

進
を

目
的

と
し

て
い

る
。

 

 問問
11
 

文
中

の
空

欄
  

11
11
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 
 

①
 
集

団
防

衛
 

②
 
冷

戦
 

③
 
勢

力
均

衡
 

④
 
核

抑
止

 

   

 

公公
共共
，，
政政
治治
・・
経経
済済

  

 

（
マ
ー
ク
式
解
答
番
号

 
 

11
 

 ～
 
 

44
00
 

 ）
 

（
記
述
式
設
問

 
第第

55
問問

）
  

  
  

第第
11
問問

 
次

の
文

章
を

読
み

，
以

下
の

問
い

（
問問

11
～
11
00
）
に

答
え

よ
。

 

 
 日

本
で

は
，
国

家
権

力
を

3
つ

の
作

用
に

区
別
・
分

離
し

て
，
そ

れ
ぞ

れ
が

不
当

に
権

力
増

大
し

な
い

よ
う

互
い

を
抑

制
し

て
均

衡
を

保
ち

，
国

民
の

人
権

を
守

っ
て

い
く

統
治

機
構

の
仕

組
み

と
な

っ
て

い
る

。

こ
れ

を
((aa

))三
権

分
立

と
い

い
，
国

家
権

力
に

よ
る

人
権

侵
害

を
抑

制
す

る
と

い
う

効
果

が
あ

る
。
日

本
の

 
 

11
 

 は
原

則
と

し
て

す
べ

て
内

閣
に

属
す

る
。

((
bb
))
議

院
内

閣
制

で
は

，
内

閣
は

国
会

の
信

用
の

下
で

存
立

す
る

こ
と

に
な

っ
て

お
り

，
内

閣
の

ト
ッ

プ
で

あ
る

((
cc
))
内

閣
総

理
大

臣
は

，
各

省
庁

の
大

臣
を

選

定
す

る
。

内
閣

は
，

そ
の

意
思

を
決

定
す

る
た

め
  

22
 

  
を
開

く
。

 
 

22
 

  
は

，
内

閣
総

理
大

臣
と

 
  

33
 

 に
よ

っ
て

開
催

さ
れ

る
会

議
で

あ
る

。
  

33
 

 は
内
閣

総
理

大
臣

が
任

命
す

る
が

，
  

33
 

の
過

半
数

は
国

会
議

員
か

ら
選

ば
な

い
と

い
け

な
い

こ
と

に
な

っ
て

い
る

。
内

閣
は

不
信

任
決

議
さ

れ

た
場

合
，

 
44
 

 
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
先

述
べ

た
よ

う
に

内
閣

の
活

動
は

，
  

22
 

  
で

決
め

ら

れ
る

が
，

 
 

55
 

  
に

よ
っ

て
決

定
さ

れ
る

。
 
 
33
 

 
は

各
省

庁
の

長
で

あ
る

「
主

任
の

大
臣

・
行

政

大
臣

・
各

省
大

臣
」

の
ほ

か
内

閣
官

房
長

官
，

国
家

公
安

委
員

会
委

員
長

，
((
dd
))
内

閣
府

特
命

担
当

大
臣

が
あ

る
。

 
国

民
の

要
求

の
多

様
化

と
社

会
の

複
雑

化
は

，
行

政
機

能
を

拡
大

さ
せ

，
行

政
機

関
の

数
や

規
模

を
拡

大
さ

せ
た

。
公

務
員

の
数

も
増

大
し

，
国

民
の

選
挙

で
選

出
さ

れ
た

わ
け

で
は

な
い

官
僚

が
国

政
に

大
き

な
影

響
を

与
え

る
よ

う
に

な
っ

た
。

そ
れ

と
と

も
に

公
務

員
に

よ
る

((
ee
))
天

下
り

も
問

題
と

な
っ

た
。

 
 

問問
  
11
 

文
章

中
の

空
欄

  
11
 

  に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 
 

①
 
立

法
権

 
②

 
行

政
権

 
③

 
司

法
権

 
④

 
参

政
権

 

 

問問
  
77
  
  
下

線
部
((
bb
))
に

つ
い

て
，

議
員

内
閣

制
の

説
明

と
し

て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
  

77
 

 

  

①
 
憲

法
で

三
権

分
立

を
定

め
て

い
る

が
立

法
権

と
行

政
権

は
密

接
な

関
係

に
あ

る
。

 
②

 
国

民
が

国
会

の
議

員
を

選
挙

で
選

ぶ
。

 
③

 
日

本
は

長
ら

く
自

由
民

主
党

の
単

独
政

権
が

続
い

て
い

る
。

 
④

 
衆

議
院

は
内

閣
に

対
し

て
不

信
任

決
議

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 
問問

  
88
  
  
下

線
部
((
cc
))
に

つ
い

て
，

内
閣

総
理

大
臣

の
選

出
方

法
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

   
88
 

 
  

①
 
選

挙
で

選
ば

れ
る

。
 

②
 
天

皇
が

指
名

す
る

。
 

③
 
自

由
民

主
党

党
員

の
中

か
ら

選
ば

れ
る

。
 

④
 
国

会
の

議
決

で
指

名
さ

れ
る

。
 

  

問問
  
99
 

下
線

部
((
dd
))
 
に

つ
い

て
，

内
閣

府
特

命
担

当
大

臣
に

分
類

さ
れ

る
大

臣
と

し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる

もも
のの

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
  

99
 

  

 
 

 
 

 

①
 
環

境
大

臣
 

②
 
金

融
担

当
大

臣
 

③
 
防

災
担

当
大

臣
 

④
 
沖

縄
及

び
北

方
対

策
担

当
 

  

問問
11
00
 

下
線

部
((
ee
))
に

関
し

て
，

次
の

記
述

の
う

ち
天

下
り

の
規

制
に

つ
い

て
記

さ
れ

た
法

律
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

  
11
00
 

  

  

①
 
行

政
手

続
法

 
②

 
国

家
公

務
員

法
 

③
 
情

報
公

開
法

 
④

 
職

業
安

定
法

 

  
  

− 68 − − 69 −



 第第
22
問問

 
次

の
文

章
を

読
み

，
以

下
の

問
い

（
問問

11
～
11
00
）
に

答
え

よ
。

 

  国
際

連
合

（
略

称
：

国
連

）
は

，
国

際
平

和
と

安
全

の
維

持
（

安
全

保
障

）
，

経
済

・
社

会
・

文
化

な
ど

に
関

す
る

国
際

協
力

の
実

現
を

目
的

に
( (
aa
))
設

立
さ

れ
た

。
現

在
19

3
か

国
（

20
22

年
10

月

末
）

が
加

盟
し

，
国

際
社

会
に

お
け

る
最

も
包

括
的

か
つ

影
響

力
の

あ
る

組
織

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。

( (
bb
))
本

部
と

，
三

つ
の

地
域

に
事

務
所

が
置

か
れ

て
い

る
。

か
つ

て
は

，
国

際
紛

争
を

避
け

る
た

め
  

11
11
 

 の
政

策
が

と
ら

れ
て

い
た

。
し

か
し

こ
の

政
策

は
，

相
手

よ
り

少
し

で
も

大
き

な
力

を

得
よ

う
と

す
る

た
め

，
軍

拡
戦

争
を

誘
発

し
て

し
ま

う
と

い
う

欠
陥

も
も

っ
て

い
た

。
こ

う
し

た
欠

陥
を

乗
り

こ
え

よ
う

と
し

た
の

が
  

1 1
22
 

 と
い

う
し

く
み

で
あ

る
。

 

 
 

11
22
 

 
は

，
複

数
の

国
が

互
い

に
武

力
行

使
を

し
な

い
こ

と
を

約
束

し
，
平

和
を

破
壊

す
る

行
為

が
あ

っ
た

場
合

に
は

，
他

の
国

々
が

協
力

し
て

そ
の

行
為

を
抑

止
ま

た
は

防
止

す
る

。
((
cc
))
国

連
の

主

要
機

関
で

あ
る

安
全

保
障

理
事

会
の

((
dd
))
常

任
理

事
国

は
，
 

11
33
 

 を
も

ち
，
一

国
で

も
  

11
33
 

 を

行
使

す
れ

ば
，

有
効

な
行

動
を

と
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

ま
た

((
ee
))
国

連
平

和
維

持
活

動
（

PK
O
）

も

安
全

保
障

の
重

要
な

役
割

を
担

っ
て

い
る

。
な

お
国

連
自

身
の

活
動

と
は

別
に

，
湾

岸
戦

争
で

は
安

全

保
障

理
事

会
の

決
議

に
も

と
づ

い
て

  
1 1
44
 

 に
よ

る
武

力
介
入

が
行

わ
れ

た
。

 

国
連

に
は

多
数

の
専

門
機

関
が

あ
り

，
人

権
・
貧

困
・
環

境
な

ど
の

諸
課

題
の

解
決

に
向

け
て

活
動

し
て

い
る

。
  

1 1
55
 

 は
，
こ

う
し

た
機

関
の

一
つ

で
あ

り
，
教

育
，
科

学
，
文

化
の

協
力

と
交

流
を

通
じ

て
，

国
際

平
和

と
人

類
の

福
祉

の
促

進
を

目
的

と
し

て
い

る
。

 

 問 問
11
 

文
中

の
空

欄
  

11
11
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 
 

①
 
集

団
防

衛
 

②
 
冷

戦
 

③
 
勢

力
均

衡
 

④
 
核

抑
止

 

   

 

問問
  
77
  
  
下

線
部
((
bb
))
に

つ
い

て
，

議
員

内
閣

制
の

説
明

と
し

て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
  

77
 

 

  

①
 
憲

法
で

三
権

分
立

を
定

め
て

い
る

が
立

法
権

と
行

政
権

は
密

接
な

関
係

に
あ

る
。

 
②

 
国

民
が

国
会

の
議

員
を

選
挙

で
選

ぶ
。

 
③

 
日

本
は

長
ら

く
自

由
民

主
党

の
単

独
政

権
が

続
い

て
い

る
。

 
④

 
衆

議
院

は
内

閣
に

対
し

て
不

信
任

決
議

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 
問問

  
88
  
  
下

線
部
((
cc
))
に

つ
い

て
，

内
閣

総
理

大
臣

の
選

出
方

法
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

   
88
 

 
  

①
 
選

挙
で

選
ば

れ
る

。
 

②
 
天

皇
が

指
名

す
る

。
 

③
 
自

由
民

主
党

党
員

の
中

か
ら

選
ば

れ
る

。
 

④
 
国

会
の

議
決

で
指

名
さ

れ
る

。
 

  

問問
  
99
 

下
線

部
((
dd
))
 
に

つ
い

て
，

内
閣

府
特

命
担

当
大

臣
に

分
類

さ
れ

る
大

臣
と

し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる

もも
のの

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
  

99
 

  

 
 

 
 

 

①
 
環

境
大

臣
 

②
 
金

融
担

当
大

臣
 

③
 
防

災
担

当
大

臣
 

④
 
沖

縄
及

び
北

方
対

策
担

当
 

  

問問
11
00
 

下
線

部
((
ee
))
に

関
し

て
，

次
の

記
述

の
う

ち
天

下
り

の
規

制
に

つ
い

て
記

さ
れ

た
法

律
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

  
11
00
 

  

  

①
 
行

政
手

続
法

 
②

 
国

家
公

務
員

法
 

③
 
情

報
公

開
法

 
④

 
職

業
安

定
法

 

  
  

− 68 − − 69 −



 

問問
  
66
 

下
線

部
((
aa
))
に

つ
い

て
，

設
立

し
た

年
の

説
明

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
次

の
①

～
④

の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

11
66
 

  

 

①
 
第

一
次

世
界

大
戦

終
結

後
の

19
18

年
。

 

②
 
第

二
次

世
界

大
戦

終
結

後
の

19
45

年
。

 

③
 
ベ

ト
ナ

ム
戦

争
終

結
後

の
19

75
年

。
 

④
 
湾

岸
戦

争
終

結
後

の
19

91
年

。
 

 
問問

77
 

下
線

部
((
bb
))
に

つ
い

て
，

次
の

都
市

名
の

う
ち

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

11
77
 

 

  

①
 
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
 

②
 
ジ

ュ
ネ

ー
ブ

 
③

 
ウ

ィ
ー

ン
 

④
 
ナ

イ
ロ

ビ
 

 
問問

88
 

下
線

部
((
cc
))
に

つ
い

て
，

国
連

の
主

要
機

関
の

う
ち
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

11
88
 

 

  

①
 
総

会
 

②
 
国

際
司

法
裁

判
所

 
③

 
信

託
統

治
理

事
会

 
④

 
軍

縮
研

究
所

 
  問問

99
 

下
線

部
((
dd
))
に

つ
い

て
，

常
任

理
事

国
の

国
名

と
し

て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの

を
，

次
の

①
～

④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 
11
99
 

 

  

①
 
フ

ラ
ン

ス
 

②
 
イ

タ
リ

ア
 

③
 
中

国
 

④
 
ロ

シ
ア

 
          

 

問問
  
66
 

下
線

部
((
aa
))
に

つ
い

て
，

設
立

し
た

年
の

説
明

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
次

の
①

～
④

の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

11
66
 

  

 

①
 
第

一
次

世
界

大
戦

終
結

後
の

19
18

年
。

 

②
 
第

二
次

世
界

大
戦

終
結

後
の

19
45

年
。

 

③
 
ベ

ト
ナ

ム
戦

争
終

結
後

の
19

75
年

。
 

④
 
湾

岸
戦

争
終

結
後

の
19

91
年

。
 

 
問問

77
 

下
線

部
((
bb
))
に

つ
い

て
，

次
の

都
市

名
の

う
ち

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

11
77
 

 

  

①
 
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
 

②
 
ジ

ュ
ネ

ー
ブ

 
③

 
ウ

ィ
ー

ン
 

④
 
ナ

イ
ロ

ビ
 

 
問問

88
 

下
線

部
((
cc
))
に

つ
い

て
，

国
連

の
主

要
機

関
の

う
ち
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

11
88
 

 

  

①
 
総

会
 

②
 
国

際
司

法
裁

判
所

 
③

 
信

託
統

治
理

事
会

 
④

 
軍

縮
研

究
所

 
  問問

99
 

下
線

部
((
dd
))
に

つ
い

て
，

常
任

理
事

国
の

国
名

と
し

て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの

を
，

次
の

①
～

④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 
11
99
 

 

  

①
 
フ

ラ
ン

ス
 

②
 
イ

タ
リ

ア
 

③
 
中

国
 

④
 
ロ

シ
ア

 
           第第

33
問問

 
次

の
文

章
を

読
み

，
以

下
の

問
い

（
問問

11
～
11
00
）
に

答
え

よ
。
 

 

日
本

は
戦

争
に

よ
っ

て
多

く
の

生
産

資
源

を
失

い
，
そ

の
生

産
基

盤
を

立
て

直
す

た
め

に
，
政

府
は

限
ら

れ
た

資
金

と
資

源
を

鉄
鋼

や
石

炭
を

は
じ

め
と

す
る

基
幹

産
業

に
重

点
的

に
そ

そ
ぎ

こ
む

，
い

わ

ゆ
る

  
22
11
 

 を
採

用
し

た
。
ま

た
，
((
aa
))
連

合
国

軍
総

司
令

部
の

指
令

を
受

け
て

，
((
bb
))
一

連
の

経
済

民
主

化
の

た
め

の
諸

改
革

が
断

行
さ

れ
た

。
 

19
50

年
に

は
じ

ま
っ

た
  

22
22
 

 に
よ

る
特

需
ブ

ー
ム

に
よ

っ
て

，
日

本
の

経
済

活
動

は
活

発
に

な
り

，
 

22
33
 

 の
時

期
に

入
り

，
19

60
年

代
に

は
き

わ
め

て
高

い
経

済
成

長
率

を
達

成
し

た
。

 

20
年

近
く

続
い

た
  

22
33
 

 は
，

19
70

年
代

に
入

り
終

わ
り

を
告

げ
た

。
((
cc
))
19

71
年

に
ア

メ
リ

カ
が

ド
ル

と
金

の
交

換
を

停
止

し
た

こ
と

に
よ

り
ド

ル
が

暴
落

し
た

こ
と

，
さ

ら
に

，
19

73
年

の
 

 
22
44
 

 の
際

に
は

物
価

が
急

騰
し

た
こ

と
が

，
経

済
成

長
率

を
急

速
に

低
下

さ
せ

た
。

  

戦
後

の
日

本
経

済
は

た
ん

に
成

長
し

た
だ

け
で

な
く

，
産

業
構

造
を

大
き

く
変

化
さ

せ
た

。
((
dd
))
農

林
水

産
業

な
ど

の
第

一
次

産
業

の
比

重
が

低
下

し
，
鉱

工
業

な
ど

の
第

二
次

産
業

や
，
サ

ー
ビ

ス
産

業

な
ど

の
第

三
次

産
業

の
比

重
が

高
ま

っ
た

の
で

あ
る

。
 

 
22
33
 

 の
過

程
で

，
多

く
の

若
年

者
が

都
市

部
へ

移
動

し
た

た
め

，
政

府
は

農
業

の
再

建
を

図
る

た
め

に
，

19
61

年
に

  
22
55
 

 を
制

定
し

た
。

政
府

は
そ

の
後

，
さ

ま
ざ

ま
な

施
策

を
講

じ
た

が
，

海
外

か
ら

の
農

産
物

の
輸

入
自

由
化

の
波

に
よ

っ
て

，
今

後
，

ど
の

よ
う

に
し

て
((
ee
))
農

業
の

活
性

化

を
は

か
る

か
が

大
き

な
課

題
で

あ
る

。
 

 

問問
11
 

文
中

の
空

欄
  

22
11
 

 に
入

れ
る

言
葉

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か

ら
一

つ
選

べ
。

 
 

①
 

傾
斜

生
産

方
式

 
②

 
工

場
制

機
械

工
業

 
③

 
ド

ッ
ジ

・
ラ

イ
ン

 
④

 
ベ

ル
ト

コ
ン

ベ
ア

 

      

 

問問
22
  

 文
中

の
空

欄
  

11
22
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 
 

①
 
集

団
的

自
衛

権
 

②
 
国

際
連

合
憲

章
 

③
 
軍

事
参

謀
委

員
会

 
④

 
集

団
安

全
保

障
 

  問問
33
 

文
中

の
空

欄
  

11
33
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 

 

①
 
拒

否
権

 
②

 
決

裁
権

 
③

 
黙

秘
権

 
④

 
武

力
行

使
権

 

  

問問
44
 

文
中

の
空

欄
  

11
44
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 

 
①

 
フ

ラ
ン

ス
軍

 
②

 
ロ

シ
ア

軍
 

③
 
ア

メ
リ

カ
軍

 
④

 
多

国
籍

軍
 

  問問
55
 

文
中

の
空

欄
  

11
55
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 

 
①

 
W

H
O

 
②

 
U

N
ES

CO
 

③
 

IL
O

 
④

 
IA

EA
 

          

 

問問
11
00
 

下
線

部
((
ee
))
に

つ
い

て
，

PK
O

の
原

則
に

つ
い

て
の

説
明

と
し

て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

22
00
 

 
 

①
 
中

立
性

を
保

つ
こ

と
。

 

②
 
受

け
入

れ
国

の
同

意
を

得
る

こ
と

。
 

③
 
自

衛
を

超
え

る
武

力
を

行
使

し
な

い
こ

と
。

 

④
 
紛

争
当

事
者

の
間

の
停

戦
合

意
後

は
撤

収
す

る
こ

と
。

 
   

  

  
  

 

問問
22
 

文
中

の
空

欄
  

22
22
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ

選
べ

。
 

 
①

 
混

合
経

済
体

制
 

②
 
朝

鮮
戦

争
 

③
 
ベ

ト
ナ

ム
戦

争
 

④
 
ロ

シ
ア

革
命

 
 

問問
33
 

文
中

の
空

欄
  

22
33
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ

選
べ

。
 

 
①

 
金

融
ビ

ッ
グ

バ
ン

 
②

 
経

済
の

ソ
フ

ト
化

 
③

 
高

度
経

済
成

長
 

④
 
情

報
化

社
会

 
 

問問
44
 

文
中

の
空

欄
  

22
44
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ

選
べ

。
 

 
①

 
第

1
次

オ
イ

ル
シ

ョ
ッ

ク
 

②
 
第

2
次

オ
イ

ル
シ

ョ
ッ

ク
 

③
 
世

界
恐

慌
 

④
 
冷

戦
 

 

問問
55
 

文
中

の
空

欄
  

22
55
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ

選
べ

。
 

 
①

 
食

糧
管

理
制

度
 

②
 
食

料
・

農
業

・
農

村
基

本
法

 
③

 
新

食
糧

法
 

④
 
農

業
基

本
法

 
 

問問
66
 

下
線

部
((
aa
))
の

略
称

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

  
22
66
 

  
 

①
 

G
H

Q
 

②
 

IB
RD

 
③

 
LD

C 
④

 
N

G
O

 
 

− 70 − − 71 −



 第第
33
問問

 
次

の
文

章
を

読
み

，
以

下
の

問
い

（
問問

11
～
11
00
）
に

答
え

よ
。
 

 

日
本

は
戦

争
に

よ
っ

て
多

く
の

生
産

資
源

を
失

い
，
そ

の
生

産
基

盤
を

立
て

直
す

た
め

に
，
政

府
は

限
ら

れ
た

資
金

と
資

源
を

鉄
鋼

や
石

炭
を

は
じ

め
と

す
る

基
幹

産
業

に
重

点
的

に
そ

そ
ぎ

こ
む

，
い

わ

ゆ
る

  
2 2
11
 

 を
採

用
し

た
。
ま

た
，
((
aa
))
連

合
国

軍
総

司
令

部
の

指
令

を
受

け
て

，
((
bb
))
一

連
の

経
済

民
主

化
の

た
め

の
諸

改
革

が
断

行
さ

れ
た

。
 

19
50

年
に

は
じ

ま
っ

た
  

22
22
 

 に
よ

る
特

需
ブ

ー
ム

に
よ

っ
て

，
日

本
の

経
済

活
動

は
活

発
に

な
り

，
 

22
33
 

 の
時

期
に

入
り

，
19

60
年

代
に

は
き

わ
め

て
高

い
経

済
成

長
率

を
達

成
し

た
。

 

20
年

近
く

続
い

た
  

22
33
 

 は
，

19
70

年
代

に
入

り
終

わ
り

を
告

げ
た

。
((
cc
))
19

71
年

に
ア

メ
リ

カ
が

ド
ル

と
金

の
交

換
を

停
止

し
た

こ
と

に
よ

り
ド

ル
が

暴
落

し
た

こ
と

，
さ

ら
に

，
19

73
年

の
 

 
22
44
 

 の
際

に
は

物
価

が
急

騰
し

た
こ

と
が

，
経

済
成

長
率

を
急

速
に

低
下

さ
せ

た
。

  

戦
後

の
日

本
経

済
は

た
ん

に
成

長
し

た
だ

け
で

な
く

，
産

業
構

造
を

大
き

く
変

化
さ

せ
た

。
((
dd
))
農

林
水

産
業

な
ど

の
第

一
次

産
業

の
比

重
が

低
下

し
，
鉱

工
業

な
ど

の
第

二
次

産
業

や
，
サ

ー
ビ

ス
産

業

な
ど

の
第

三
次

産
業

の
比

重
が

高
ま

っ
た

の
で

あ
る

。
 

 
22
33
 

 の
過

程
で

，
多

く
の

若
年

者
が

都
市

部
へ

移
動

し
た

た
め

，
政

府
は

農
業

の
再

建
を

図
る

た
め

に
，

19
61

年
に

  
22
55
 

 を
制

定
し

た
。

政
府

は
そ

の
後

，
さ

ま
ざ

ま
な

施
策

を
講

じ
た

が
，

海
外

か
ら

の
農

産
物

の
輸

入
自

由
化

の
波

に
よ

っ
て

，
今

後
，

ど
の

よ
う

に
し

て
((
ee
))
農

業
の

活
性

化

を
は

か
る

か
が

大
き

な
課

題
で

あ
る

。
 

 

問 問
11
 

文
中

の
空

欄
  

22
11
 

 に
入

れ
る

言
葉

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か

ら
一

つ
選

べ
。

 
 

①
 

傾
斜

生
産

方
式

 
②

 
工

場
制

機
械

工
業

 
③

 
ド

ッ
ジ

・
ラ

イ
ン

 
④

 
ベ

ル
ト

コ
ン

ベ
ア

 

      

 

問問
22
 

文
中

の
空

欄
  

22
22
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ

選
べ

。
 

 
①

 
混

合
経

済
体

制
 

②
 
朝

鮮
戦

争
 

③
 
ベ

ト
ナ

ム
戦

争
 

④
 
ロ

シ
ア

革
命

 
 

問 問
33
 

文
中

の
空

欄
  

22
33
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ

選
べ

。
 

 
①

 
金

融
ビ

ッ
グ

バ
ン

 
②

 
経

済
の

ソ
フ

ト
化

 
③

 
高

度
経

済
成

長
 

④
 
情

報
化

社
会

 
 

問問
44
 

文
中

の
空

欄
  

22
44
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ

選
べ

。
 

 
①

 
第

1
次

オ
イ

ル
シ

ョ
ッ

ク
 

②
 
第

2
次

オ
イ

ル
シ

ョ
ッ

ク
 

③
 
世

界
恐

慌
 

④
 
冷

戦
 

 

問問
55
 

文
中

の
空

欄
  

22
55
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ

選
べ

。
 

 
①

 
食

糧
管

理
制

度
 

②
 
食

料
・

農
業

・
農

村
基

本
法

 
③

 
新

食
糧

法
 

④
 
農

業
基

本
法

 
 

問 問
66
 

下
線

部
((
aa
))
の

略
称

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

  
2 2
66
 

  
 

①
 

G
H

Q
 

②
 

IB
RD

 
③

 
LD

C 
④

 
N

G
O

 
 

− 70 − − 71 −



 

問問
77
 

下
線

部
((
bb
))
の

内
容

と
し

て
適適
当当
でで
なな
いい
もも
のの

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

 
2 2
77
 

 
 

①
 
財

閥
解

体
 

②
 
所

得
の

再
分

配
 

③
 
農

地
改

革
 

④
 
労

働
組

合
の

育
成

 
 

問 問
88
 

下
線

部
((
cc
))
を

何
と

い
う

か
。

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 

 
2 2
88
 

 
 

①
 
ウ

イ
ー

ン
宣

言
 

②
 
シ

ャ
ウ

プ
 

③
 
ス

ー
パ

ー
30

1
条

 
④

 
ニ

ク
ソ

ン
・

シ
ョ

ッ
ク

 
 

問問
99
 

下
線

部
((
dd
))
を

何
と

い
う

か
。

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 

 
2 2
99
 

 
 

①
 

IT
化

 
②

 
産

業
構

造
の

高
度

化
 

③
 
人

口
爆

発
 

④
 
重

商
主

義
 

 

問 問
11
00
 

下
線

部
((
ee
))
に

関
連

し
て

，
効

率
性

を
重

視
し

た
こ

と
を

背
景

に
，

遺
伝

子
組

み
換

え
作

物
が

登
場

し
，

BS
E

な
ど

の
問

題
が

発
生

し
た

。
遺

伝
子

組
み

換
え

と
い

っ
た

生
産

技
術

は
何

と
呼

ば
れ

て
い

る
か

。
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

3 3
00
 

 
 

①
 
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

 
②

 
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
 

③
 
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
 

④
 
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

 

         

 

 
X
国

 
Y
国

 
生

産
量

合
計

 

小
麦

1
単

位
の

生
産

に
か

け
る

労
働

量
 

 0
人

 
24

人
 

AA
単

位
 

洋
服

1
単

位
の

生
産

に
か

け
る

労
働

量
 

18
人

 
 0

人
 

BB
単

位
  

人
 

口
 

18
人

 
24

人
 

 

こ
の

場
合

，
世

界
の

総
生

産
量

は
，
小

麦
  

AA
 

 
単

位
，
洋

服
  

BB
 

 
単

位
と

な
り

，
貿

易
を

行
わ

な
い

と
き

と
比

較
し

て
，
生

産
量

が
増

大
し

て
い

る
。
こ

れ
は

，
そ

れ
ぞ

れ
の

国
が

生
産

効
率

を

上
昇

さ
せ

た
こ

と
に

よ
る

も
の

で
は

な
く

，
相

対
的

に
得

意
な

財
の

生
産

に
集

中
し

た
た

め
で

あ
る

。
 

こ
の

事
例

か
ら

，
((
bb
))
各

国
が

相
対

的
に

得
意

な
財

の
生

産
に

集
中

し
，

貿
易

を
行

う
こ

と
に

よ
っ

て
，

世
界

全
体

の
生

産
量

を
増

や
す

こ
と

が
で

き
る

こ
と

が
理

解
で

き
る

。
こ

れ
を

証
明

し
た

の
が

，
 

 
33
11
 

 
で

あ
り

，
こ

の
理

論
か

ら
，
自

由
貿

易
が

お
互

い
の

国
の

利
益

に
な

る
と

し

て
，

((
cc
))
自

由
貿

易
が

推
進

さ
れ

て
い

る
。

 

 

 

問問
11
 

文
中

の
空

欄
  

33
11
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 
 

①
 

ケ
ネ

デ
ィ

 
②

 
ニ

ク
ソ

ン
 

③
 

リ
カ

ー
ド

 
④

 
リ

ス
ト

 
  

問問
22
 

文
中

の
空

欄
  

AA
 

 と
  

BB
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
組

み
合

わ
せ

を
，
次

の
①

～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
  

33
22
 

  

 
①

 
AA
 -2

単
位

  
  

 BB
 -2

.2
5
単

位
 

②
 

AA
 -2

単
位

 
  
BB
 -2

.5
単

位
 

③
 

AA
 -2

.4
単

位
  

 BB
 -2

.2
5
単

位
 

④
 

AA
  -2

.4
単

位
 
BB
 -2

.5
単

位
 

   

 第第
44
問問

 
次

の
比

較
生

産
費

説
に

つ
い

て
の

説
明

を
読

み
，

下
の

問
い
（（
問問

11
～～

11
00
））

に
答

え
よ

。
 

 

世
界

は
X
国
と

Y
国

の
2
カ

国
の

み
あ

る
と

，
単

純
化

の
た

め
に

仮
定

し
よ

う
。
そ

し
て

，
2
カ

国

が
生

産
す

る
モ

ノ
は

，
小

麦
と

洋
服

の
2
財

の
み

と
す

る
。

X
国

と
Y
国

が
，
そ

れ
ぞ

れ
の

財
１

単
位

を
生

産
す

る
の

に
必

要
な

労
働

量
は

，
次

の
通

り
で

あ
る

。
 

 
X
国

 
Y
国

 
生

産
量

合
計

 

小
麦

1
単

位
の

生
産

に
必

要
な

労
働

量
 

10
人

 
12

人
 

2
単

位
 

洋
服

1
単

位
の

生
産

に
必

要
な

労
働

量
 

 8
人

 
12

人
 

2
単

位
 

人
 

口
 

18
人

 
24

人
 

 

貿
易

を
行

わ
な

い
場

合
，

X
国

も
Y
国

も
，
小

麦
と

洋
服

を
そ
れ

ぞ
れ

1
単

位
ず

つ
生

産
し

，
世

界

の
総

生
産

量
は

，
小

麦
2
単

位
，

洋
服

2
単

位
と

な
る

。
( (
aa
))
生

産
効

率
が

良
い

の
は

，
小

麦
の

生
産

に
お

い
て

も
洋

服
の

生
産

に
お

い
て

も
X
国

で
あ

る
こ

と
が

，
こ

の
表

か
ら

理
解

で
き

る
。

 

  次
に

，
貿

易
を

行
う

場
合

，
X

国
は

小
麦

の
生

産
に

集
中

し
，

Y
国

は
洋

服
の

生
産

に
集

中
し

て
，

お
互

い
に

生
産

物
を

交
換

す
る

と
想

定
し

よ
う

。
こ

の
場

合
の

生
産

量
の

合
計

は
次

の
通

り
と

な
る

。
 

 
X
国

 
Y
国

 
生

産
量

合
計

 

小
麦

1
単

位
の

生
産

に
か

け
る

労
働

量
 

18
人

 
 0

人
 

1.
8
単

位
 

洋
服

1
単

位
の

生
産

に
か

け
る

労
働

量
 

 0
人

 
24

人
 

2
単

位
 

人
 

口
 

18
人

 
24

人
 

 

こ
の

場
合

，
世

界
の

総
生

産
量

は
，
小

麦
1.

8
単

位
，
洋

服
2
単

位
と

な
り

，
貿

易
を

行
わ

な
い

と

き
と

比
較

し
て

，
小

麦
が

0.
2
単

位
だ

け
生

産
量

が
減

少
し

て
い

る
。

 

  最
後

に
，
貿

易
を

行
う

と
し

て
も

，
今

度
は

X
国

が
洋

服
の

生
産

に
集

中
し

，
Y
国

が
小

麦
の

生
産

に
集

中
し

，
お

互
い

に
生

産
物

を
交

換
す

る
と

想
定

し
よ

う
。
こ

の
場

合
の

生
産

量
の

合
計

は
次

の
通

り
と

な
る

。
 

 

問問
33
 

下
線

部
((
aa
))
を

示
す

用
語

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 

  
33
33
 

 
 

①
 

為
替

差
益

 
②

 
絶

対
優

位
  

③
 

比
較

優
位

 
④

 
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

 
 

  問問
44
 

下
線

部
((
bb
))
を

示
す

用
語

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 

  
33
44
 

 
 

①
 

最
恵

国
待

遇
 

②
 

デ
リ

バ
テ

ィ
ブ

 
③

 
特

化
 

④
 

幼
稚

産
業

保
護

 
 

  問問
55
 

下
線

部
((
cc
))
に

関
連

し
て

，
関

税
を

引
き

下
げ

自
由

貿
易

を
推

進
す

る
国

際
的

な
経

緯
の

説
明

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
  

33
55
 

 
 

①
 

19
48

年
に

G
AT

T
が

締
結

さ
れ

，
組

織
的

に
関

税
の

引
き

下
げ

に
成

功
し

た
。

 
②

 
19

85
年

に
G

AT
T
を

発
展

的
に

解
消

し
，

W
TO

が
G

AT
T
を

受
け

継
ぎ

，
機

能
を

強

化
し

た
。

 
③

 
W

TO
は

，
関

税
引

き
下

げ
の

対
象

品
目

を
サ

ー
ビ

ス
貿

易
ま

で
拡

大
し

，
知

的
財

産
権

の
保

護
に

も
着

手
し

た
。

 
④

 
19

95
年

に
IM

F
が

W
TO

を
受

け
継

ぎ
，

関
税

撤
廃

に
向

け
た

取
り

組
み

を
実

施
し

て

い
る

。
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X
国

 
Y
国

 
生

産
量

合
計

 

小
麦

1
単

位
の

生
産

に
か

け
る

労
働

量
 

 0
人

 
24

人
 

AA
単

位
 

洋
服

1
単

位
の

生
産

に
か

け
る

労
働

量
 

18
人

 
 0

人
 

BB
単

位
  

人
 

口
 

18
人

 
24

人
 

 

こ
の

場
合

，
世

界
の

総
生

産
量

は
，
小

麦
  

AA
 

 
単

位
，
洋

服
  

BB
 

 
単

位
と

な
り

，
貿

易
を

行
わ

な
い

と
き

と
比

較
し

て
，
生

産
量

が
増

大
し

て
い

る
。
こ

れ
は

，
そ

れ
ぞ

れ
の

国
が

生
産

効
率

を

上
昇

さ
せ

た
こ

と
に

よ
る

も
の

で
は

な
く

，
相

対
的

に
得

意
な

財
の

生
産

に
集

中
し

た
た

め
で

あ
る

。
 

こ
の

事
例

か
ら

，
( (
bb
))
各

国
が

相
対

的
に

得
意

な
財

の
生

産
に

集
中

し
，

貿
易

を
行

う
こ

と
に

よ
っ

て
，

世
界

全
体

の
生

産
量

を
増

や
す

こ
と

が
で

き
る

こ
と

が
理

解
で

き
る

。
こ

れ
を

証
明

し
た

の
が

，
 

 
3 3
11
 

 
で

あ
り

，
こ

の
理

論
か

ら
，
自

由
貿

易
が

お
互

い
の

国
の

利
益

に
な

る
と

し

て
，

((
cc
))
自

由
貿

易
が

推
進

さ
れ

て
い

る
。

 

 

 

問 問
11
 

文
中

の
空

欄
  

33
11
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 
 

①
 

ケ
ネ

デ
ィ

 
②

 
ニ

ク
ソ

ン
 

③
 

リ
カ

ー
ド

 
④

 
リ

ス
ト

 
  

問問
22
 

文
中

の
空

欄
  

AA
 

 と
  

BB
 

 に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
組

み
合

わ
せ

を
，
次

の
①

～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
  

33
22
 

  

 
①

 
AA
 -2

単
位

  
  

 BB
 -2

.2
5
単

位
 

②
 

AA
 -2

単
位

 
  
BB
 -2

.5
単

位
 

③
 

AA
 -2

.4
単

位
  

 BB
 -2

.2
5
単

位
 

④
 

AA
  -2

.4
単

位
 
BB
 -2

.5
単

位
 

   

 

問問
33
 

下
線

部
((
aa
))
を

示
す

用
語

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 

  
3 3
33
 

 
 

①
 

為
替

差
益

 
②

 
絶

対
優

位
  

③
 

比
較

優
位

 
④

 
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

 
 

  問問
44
 

下
線

部
((
bb
))
を

示
す

用
語

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 

  
3 3
44
 

 
 

①
 

最
恵

国
待

遇
 

②
 

デ
リ

バ
テ

ィ
ブ

 
③

 
特

化
 

④
 

幼
稚

産
業

保
護

 
 

  問問
55
 

下
線

部
((
cc
))
に

関
連

し
て

，
関

税
を

引
き

下
げ

自
由

貿
易

を
推

進
す

る
国

際
的

な
経

緯
の

説
明

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
  

3 3
55
 

 
 

①
 

19
48

年
に

G
AT

T
が

締
結

さ
れ

，
組

織
的

に
関

税
の

引
き

下
げ

に
成

功
し

た
。

 
②

 
19

85
年

に
G

AT
T
を

発
展

的
に

解
消

し
，

W
TO

が
G

AT
T
を

受
け

継
ぎ

，
機

能
を

強

化
し

た
。

 
③

 
W

TO
は

，
関

税
引

き
下

げ
の

対
象

品
目

を
サ

ー
ビ

ス
貿

易
ま

で
拡

大
し

，
知

的
財

産
権

の
保

護
に

も
着

手
し

た
。

 
④

 
19

95
年

に
IM

F
が

W
TO

を
受

け
継

ぎ
，

関
税

撤
廃

に
向

け
た

取
り

組
み

を
実

施
し

て

い
る

。
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問問
66
 

下
線

部
((
cc
))
に

関
連

し
て

，
G

AT
T・

W
TO

の
基

本
原
則

に
「

内
国

民
待

遇
」

が
あ

る
。

こ
の

説
明

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
  

3 3
66
 

 

 
①

 
発

展
途

上
国

に
つ

い
て

は
，

先
進

国
よ

り
関

税
率

の
引

き
下

げ
に

対
し

て
優

遇
さ

れ
る

こ

と
。

 
②

 
関

税
の

引
き

下
げ

な
ど

，
あ

る
国

に
与

え
た

最
も

有
利

な
貿

易
条

件
を

，
す

べ
て

の

G
AT

T・
W

TO
加

盟
国

に
与

え
る

こ
と

。
 

③
 

輸
入

品
に

高
い

税
を

課
す

な
ど

，
輸

入
品

を
国

内
産

品
よ

り
不

利
に

扱
う

こ
と

を
禁

止
す

る
こ

と
。

 
④

 
国

内
産

業
に

重
大

な
損

害
が

生
じ

る
場

合
に

，
緊

急
輸

入
制

限
が

認
め

ら
れ

る
こ

と
。

 
 

 問 問
77
 

下
線

部
((
cc
))
に

関
連

し
て

，
2
カ

国
間

や
地

域
間

で
自

由
貿

易
を

推
進

す
る

動
き

が
あ

る
。
こ

れ

ら
の

名
称

と
略

語
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て
適 適
当当
でで
なな
いい
もも
のの

を
，
次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ

選
べ

。
  

3 3
77
 

 
 

①
 

AS
EA

N
：

東
南

ア
ジ

ア
諸

国
連

合
 

②
 

EP
A：

経
済

連
携

協
定

 
③

 
EU

：
欧

州
共

同
体

 
④

 
FT

A：
自

由
貿

易
協

定
 

  

問 問
88
 

下
線

部
((
cc
))
に

関
連

し
て

，
日

本
が

EP
A
を

締
結

し
た
国

域
と

し
て
適適
当当
でで
なな
いい
もも
のの

を
，

次

の
①

～
④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

  
3 3
88
 

 
 

①
 

カ
ナ

ダ
 

②
 

ス
イ

ス
 

③
 

チ
リ

 
④

 
メ

キ
シ

コ
 

     

 第第
55
問問

 
次

の
問

い
に

答
え

よ
。

な
お

解
答

は
，

記
述

式
解

答
用

紙
に

記
入

し
な

さ
い

。
 

 
 日
本

は
，
変

動
為

替
相

場
制

を
採

用
し

て
い

る
。
図

に
示

す
と

お
り

，
1
ド

ル
が

10
0
円

で
あ

っ
た

後

に
，

1
ド

ル
が

15
0
円

に
な

る
こ

と
を

円
安

ド
ル

高
と

い
う

。
こ

の
円

安
ド

ル
高

に
な

る
と

，
日

本
の

国

際
観

光
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

の
か

，
60

0
字

以
内

で
，

そ
の

特
徴

を
説

明
し

な
さ

い
。

特
に

，
日

本
人

が
外

国
に

行
く

旅
行
（

ア
ウ

ト
バ

ウ
ン

ド
旅

行
）
と

，
外

国
人

が
日

本
に

や
っ

て
く

る
旅

行
（

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

旅
行

）
に

分
け

て
国

際
収

支
の

変
化

を
論

じ
る

こ
と

。
 

 

 

問問
99
 

下
線

部
((
cc
))
に

関
連

し
て

，
地

域
的

経
済

統
合

を
果

た
し

て
い

る
国

々
と

そ
の

名
称

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
適 適
当当
でで
なな
いい
もも
のの

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら
一

つ
選

べ
。

  
33
99
 

 
 

①
 

AF
TA

 ･
･
･
 中

国
，
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
，
タ

イ
，
マ

レ
ー

シ
ア

，
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
，
フ

ィ
リ

ピ
ン

，
ベ

ト
ナ

ム
，

カ
ン

ボ
ジ

ア
，

ミ
ャ

ン
マ

ー
，

イ
ン

ド
 

②
 

AP
EC

 ･
･
･
 日

本
，

韓
国

，
中

国
，

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

，
ブ

ル
ネ

イ
，

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
，

ロ
シ

ア
，

ア
メ

リ
カ

，
カ

ナ
ダ

，
メ

キ
シ

コ
な

ど
 

③
 

M
ER

CO
SU

R 
･
･
･
 ブ

ラ
ジ

ル
，
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
，
ウ

ル
グ

ア
イ

，
パ

ラ
グ

ア
イ

，
ボ

リ

ビ
ア

 
④

 
U

SM
CA

 ･
･
･
 ア

メ
リ

カ
，

カ
ナ

ダ
，

メ
キ

シ
コ

 
  

問 問
11
00
 

下
線

部
((
cc
))
に

関
す

る
説

明
と

し
て
適適
当当
でで
なな
いい
もも
のの

を
，

次
の

①
～

④
の

う
ち

か
ら

一
つ

選

べ
。

  
4 4
00
 

 
 

①
 

19
29

年
に

は
じ

ま
る

世
界

恐
慌

を
，

植
民

地
の

ブ
ロ

ッ
ク

化
に

よ
っ

て
乗

り
切

ろ
う

と

し
た

国
々

は
，

他
国

の
製

品
に

高
関

税
を

課
し

た
。

こ
れ

が
，

第
二

次
世

界
大

戦
の

原
因

の

一
つ

と
な

っ
た

こ
と

か
ら

も
，

自
由

貿
易

の
推

進
が

図
ら

れ
た

。
 

②
 

自
由

貿
易

が
す

べ
て

の
国

に
利

益
を

も
た

ら
す

訳
で

は
な

く
，

競
争

力
の

あ
る

国
が

利
益

を
得

る
の

で
，

競
争

力
の

劣
っ

て
い

る
国

は
，

国
内

産
業

を
保

護
す

べ
き

で
あ

る
と

い
う

考

え
方

も
あ

る
。

 
③

 
自

由
貿

易
は

先
進

国
に

有
利

に
は

た
ら

き
，

南
北

格
差

を
拡

大
し

，
環

境
破

壊
を

深
刻

化

さ
せ

て
い

る
と

し
て

，
反

発
す

る
動

き
も

一
部

あ
る

。
 

④
 

貿
易

の
自

由
化

だ
け

で
な

く
，

資
本

や
労

働
力

も
自

由
に

移
動

で
き

る
よ

う
に

規
定

の
拡

充
が

な
さ

れ
て

い
る

。
こ

れ
に

よ
り

，
日

本
は

農
業

に
競

争
力

が
つ

く
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。
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 第第
55
問問

 
次

の
問

い
に

答
え

よ
。

な
お

解
答

は
，

記
述

式
解

答
用

紙
に

記
入

し
な

さ
い

。
 

 
 日
本

は
，
変

動
為

替
相

場
制

を
採

用
し

て
い

る
。
図

に
示

す
と

お
り

，
1
ド

ル
が

10
0
円

で
あ

っ
た

後

に
，

1
ド

ル
が

15
0
円

に
な

る
こ

と
を

円
安

ド
ル

高
と

い
う

。
こ

の
円

安
ド

ル
高

に
な

る
と

，
日

本
の

国

際
観

光
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

の
か

，
60

0
字

以
内

で
，

そ
の

特
徴

を
説

明
し

な
さ

い
。

特
に

，
日

本
人

が
外

国
に

行
く

旅
行
（

ア
ウ

ト
バ

ウ
ン

ド
旅

行
）
と

，
外

国
人

が
日

本
に

や
っ

て
く

る
旅

行
（

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

旅
行

）
に

分
け

て
国

際
収

支
の

変
化

を
論

じ
る

こ
と

。
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一 般 選 抜 

〈人間社会学部〉 

〈健康管理学部〉 

理理  科科

「化学基礎」

− 76 −



一 般 選 抜 

〈人間社会学部〉 

〈健康管理学部〉 

理理  科科

「化学基礎」

総
合
問
題

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ

現
代
の
国
語

言
語
文
化

（
古
文
・
漢
文
除
く
）

地
理
総
合

地
理
探
究

歴
史
総
合

日
本
史
探
究

歴
史
総
合

世
界
史
探
究

公　
　

共

政
治
・
経
済

化
学
基
礎

生
物
基
礎

３
年
次
編
入
試
験

筆
記
試
験
問
題

解　

答
− 76 −



 

  問問
  
33
 
水
に
イ
ン
ク
を
滴
下
す
る
と

, 
イ
ン
ク
は
徐
々
に
広
が
っ
て
い
き
水
全
体
に
色
が
つ
く
。

 
次
の
問
い
（

aa・
bb）
に
答
え
よ
。

 
 

aa 
こ
の
現
象
を
何
と
い
う
か
。
記
述
式
解
答
用
紙
に
答
え
よ
。

 

  
 

 b b
 
こ
の
と
き

, 
水
の
温
度
が
高
い
ほ
ど
速
く
イ
ン
ク
が
広
が
る
。
こ
の
理
由
を
記
述
式
解
答
用
紙
に

答
え
よ
。

 
                         

 

 
 

dd 
中
性
子
数
が
同
じ
も
の

 
 

77
 

 

 
①

 
1 H
と

2 H
 

②
 

14
C
と

17
O

 
③

 
18

O
と

22
N

e 
④

 
40

Ca
と

40
Ar

 
⑤

 
39

K
と

37
Cl

 
 

  
問問

  
33
 
金
属
結
晶
に
関
す
る
次
の
記
述
中
の
空
欄

  
アア

 
 ～

  
オオ

 
 に
入
る
語
句
を
記
述
式
解
答

用
紙
に
答
え
よ
。
 

 

金
属
原
子
は

  
アア

 
 が
小
さ
い
た
め

, 
価
電
子
を
放
出
し
て
陽
イ
オ
ン
と
な
り

, 
価
電
子
は
各

原
子
の
電
子
殻
を
横
断
し
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
価
電
子
を

  
イイ

 
 と
い

う
。
金
属
原
子
は

   
イイ

 
 を
も
つ
こ
と
で
外
力
に
よ
っ
て
原
子
の
位
置
が
ず
れ
て
も
金
属
結
合
が

保
た
れ
る
た
め

, 
  
ウウ

 
 性
や

  
エエ

 
 性
を
も
ち

, 
ま
た

, 
電
気
を
よ
く
通
す

  
オオ

 
 性
や

熱
伝
導
性
に
す
ぐ
れ
る
。

 
                  

 

化化
学学
基基
礎礎

  

（
マ
ー
ク
式
解
答
番
号

 
 

11
 

 ～
 
 
33
00
 

 ）
  

（
記
述
式
解
答
記
号

 
第第

11
問問
・・
問問

33
aa
bb
,,
  
第第

22
問問
・・
問問

33
,,
  
第第

33
問問
・・
問問

44
aa
,,
  
  

第第
44
問問
・・
問問

44
・・
問問

55
,,
  
第第

55
問問
・・
問問

11
aa
bb
  
）
  

 

必
要
が
あ
れ
ば
，
原
子
量
は
以
下
の
値
を
使
う
こ
と
。
 

H
：

1.
0 

 C
：

12
 

 N
：

14
 

 O
：

16
 

 N
a 

: 2
3 

  
S：

32
 

 C
l :

 3
5.

5 
 C

a：
40

 

ア
ボ
ガ
ド
ロ
定
数
 
6.

0×
10

23
 /

m
ol

 

ま
た

, 
問
題
文
中
の
体
積
の
単
位
記
号

L
は

, 
リ
ッ
ト
ル
を
表
す
。
 

  第第
11
問問

 
次
の
問
い
（
問問

11
～
33
）
に
答
え
よ
。

 

  

問問
  
11
 
文
章
の
「
酸
素
」
が
単
体
で
は
な
く
元
素
を
表
し
て
い
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 

次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

1 1
 

 
 

①
 
酸
素
は

, 
水
や
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
多
く
の
化
合
物
に
含
ま
れ
る
。

 
②

 
オ
ゾ
ン
と
酸
素
は

, 
互
い
に
同
素
体
で
あ
る
。

 
③

 
ヒ
ト
は
呼
吸
に
よ
り

, 
酸
素
を
体
内
に
取
り
込
む
。

 
④

 
水
を
電
気
分
解
す
る
と

, 
水
素
と
酸
素
が
生
じ
る
。

 
⑤

 
空
気
中
に
は

, 
酸
素
が
約

21
％
含
ま
れ
て
い
る
。

 

  

問 問
  
22
 
食
塩
と
重
曹
を
区
別
す
る
方
法
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を

, 
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ

 

選
べ
。

 
2 2
 

 

 
①

 
水
溶
液
を
白
金
線
の
先
に
つ
け
て

, 
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
の
外
炎
に
入
れ
る
。

 
②

 
加
熱
し

, 
発
生
し
た
気
体
を
石
灰
水
に
通
す
。

 
③

 
水
溶
液
を
リ
ト
マ
ス
紙
に
つ
け
る
。

 
④

 
水
溶
液
に
硝
酸
銀
水
溶
液
を
加
え
る
。

 
⑤

 
ク
エ
ン
酸
水
溶
液
を
加
え
る
。

 
  

 

第第
22
問問

 
次
の
問
い
（
問問

11
～
33
）
に
答
え
よ
。

 
 

問問
  
11
 
原
子
や
イ
オ
ン
の
大
き
さ
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
次
の
①
～
⑤
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。
 

 
33
 

 

 
①

 
リ
チ
ウ
ム
と
ベ
リ
リ
ウ
ム
で
は

, 
リ
チ
ウ
ム
の
方
が
小
さ
い
。

 
②

 
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
で
は

, 
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
方
が
大
き
い
。

 
③

 
塩
素
と
塩
化
物
イ
オ
ン
で
は

, 
塩
素
の
方
が
大
き
い
。

 
④

 
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
カ
ル
シ
ウ
ム
で
は

, 
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
方
が
大
き
い
。

 
⑤

 
ア
ル
ゴ
ン
と
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
で
は

, 
ア
ル
ゴ
ン
の
方
が
大
き
い
。

 
  
問問

  
22
 
次
の
（

aa～
dd）
の
記
述
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ

ず
つ
選
べ
。

 
 

aa 
価
電
子
数
が
同
じ
も
の
 

 
44
 

 

 
①

 
水
素
と
塩
素

 
②

 
ホ
ウ
素
と
炭
素

 
③

 
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
塩
素

 
④

 
ヘ
リ
ウ
ム
と
ア
ル
ゴ
ン

 
⑤

 
フ
ッ
素
と
ネ
オ
ン

 
 

  
 

bb 
分
子
結
晶
でで
なな
いい
もも
のの

 
 

55
 

 

 
①

 
グ
ル
コ
ー
ス

 
②

 
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

 
③

 
ケ
イ
素

 
④

 
ヨ
ウ
素

 
⑤

 
ナ
フ
タ
レ
ン

 
 

  
 

cc 
2
組
の
非
共
有
電
子
対
を
も
つ
も
の
 

 
66
 

 

 
①

 
CH

4 
②

 
CO

2 
③

 
H

2O
 

④
 

H
Cl

 
⑤

 
C 2

H
4 
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dd 
中
性
子
数
が
同
じ
も
の

 
 

77
 

 

 
①

 
1 H
と

2 H
 

②
 

14
C
と

17
O

 
③

 
18

O
と

22
N

e 
④

 
40

Ca
と

40
Ar

 
⑤

 
39

K
と

37
Cl

 
 

  
問 問

  
33
 
金
属
結
晶
に
関
す
る
次
の
記
述
中
の
空
欄

  
アア

 
 ～

  
オオ

 
 に
入
る
語
句
を
記
述
式
解
答

用
紙
に
答
え
よ
。
 

 

金
属
原
子
は

  
アア
 

 が
小
さ
い
た
め

, 
価
電
子
を
放
出
し
て
陽
イ
オ
ン
と
な
り

, 
価
電
子
は
各

原
子
の
電
子
殻
を
横
断
し
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
価
電
子
を

  
イイ

 
 と
い

う
。
金
属
原
子
は

   
イイ

 
 を
も
つ
こ
と
で
外
力
に
よ
っ
て
原
子
の
位
置
が
ず
れ
て
も
金
属
結
合
が

保
た
れ
る
た
め

, 
  
ウウ

 
 性
や

  
エエ

 
 性
を
も
ち

, 
ま
た

, 
電
気
を
よ
く
通
す

  
オオ

 
 性
や

熱
伝
導
性
に
す
ぐ
れ
る
。

 
                  

 

第第
22
問問

 
次
の
問
い
（
問問

11
～
33
）
に
答
え
よ
。

 
 

問 問
  
11
 
原
子
や
イ
オ
ン
の
大
き
さ
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
次
の
①
～
⑤
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。
 

 
3 3
 

 

 
①

 
リ
チ
ウ
ム
と
ベ
リ
リ
ウ
ム
で
は

, 
リ
チ
ウ
ム
の
方
が
小
さ
い
。

 
②

 
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
で
は

, 
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
方
が
大
き
い
。

 
③

 
塩
素
と
塩
化
物
イ
オ
ン
で
は

, 
塩
素
の
方
が
大
き
い
。

 
④

 
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
カ
ル
シ
ウ
ム
で
は

, 
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
方
が
大
き
い
。

 
⑤

 
ア
ル
ゴ
ン
と
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
で
は

, 
ア
ル
ゴ
ン
の
方
が
大
き
い
。

 
  
問問

  
22
 
次
の
（

aa～
dd）
の
記
述
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ

ず
つ
選
べ
。

 
 

aa 
価
電
子
数
が
同
じ
も
の
 

 
44
 

 

 
①

 
水
素
と
塩
素

 
②

 
ホ
ウ
素
と
炭
素

 
③

 
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
塩
素

 
④

 
ヘ
リ
ウ
ム
と
ア
ル
ゴ
ン

 
⑤

 
フ
ッ
素
と
ネ
オ
ン

 
 

  
 

b b 
分
子
結
晶
でで
なな
いい
もも
のの

 
 

55
 

 

 
①

 
グ
ル
コ
ー
ス

 
②

 
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

 
③

 
ケ
イ
素

 
④

 
ヨ
ウ
素

 
⑤

 
ナ
フ
タ
レ
ン

 
 

  
 

c c 
2
組
の
非
共
有
電
子
対
を
も
つ
も
の
 

 
66
 

 

 
①

 
CH

4 
②

 
CO

2 
③

 
H

2O
 

④
 

H
Cl

 
⑤

 
C 2

H
4 

 

   

− 78 − − 79 −



 

第第
33
問問

 
次
の
問
い
（
問問

11
～
44
）
に
答
え
よ
。

 

 

問 問
  
11
 
次
の
記
述
（

aa・
bb）
の
空
欄

  
88
 

 ～
  

11
11
 

 に
当
て
は
ま
る
数
字
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を

, 
下
の
①
～
⑩
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
べ
。
た
だ
し

, 
同
じ
も
の
を
選
ん
で
も
よ
い
。

 

 
a a 
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム

33
.3

 g
中
に
含
ま
れ
る
塩
化
物
イ
オ
ン
の
数
は

 
  

88
 

 ．．
  

99
 

 ×
10

23
個
で
あ
る
。

 
  

 
bb  

0℃
, 1

.0
13

×
10

5  P
a
に
お
い
て

, 1
.1

2 
L
の
ア
ン
モ
ニ
ア
に
含
ま
れ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
分
子
の
数

 
 

 
は

  
11
00
 

 ．．
  

11
11
 

 ×
10

22
個
で
あ
る
。

 
  

①
 

1 
②

 
2 

③
 

3 
④

 
4 

⑤
 

5 
⑥

 
6 

⑦
 

7 
⑧

 
8 

⑨
 

9 
⑩

 
0 

 
 

    

問問
  
22
  
酸
素
と
水
素
の
混
合
気
体
が
あ
る
。
こ
の
気
体
の
密
度
は

0℃
, 1

.0
13

×
10

5  
Pa
に
お
い
て

0.
54

 g
/L
で
あ
る
。
こ
の
混
合
気
体
中
の
酸
素
と
水
素
の
物
質
量
の
比
を
簡
単
な
整
数
比
で
表
し

た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
次
の
①
～
⑨
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
べ
。
た
だ
し

, 
同

じ
も
の
を
選
ん
で
も
よ
い
。

 

 

  
11
22
  

  
：：

  
  

11
33
  

 
 

①
 

1 
②

 
2 

③
 

3 
④

 
4 

⑤
 

5 
⑥

 
6 

⑦
 

7 
⑧

 
8 

⑨
 

9 

   

 

問問
  
33
  
濃
度

0.
45

0 
m

ol
/L

, 
密
度

1.
02

 g/
cm

3
の
硫
酸
水
溶
液
の
質
量
パ
ー
セ
ン
ト
濃
度
を
求
め
よ
。

解
答
欄
に
当
て
は
ま
る
数
字
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
次
の
①
～
⑩
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。
た
だ
し

, 
同
じ
も
の
を
選
ん
で
も
よ
い
。

 

 
  
11
44
  

  
..
  
  

11
55
  

  
  
  

11
66  

  
％％

   
 

①
 

1 
②

 
2 

③
 

3 
④

 
4 

⑤
 

5 
⑥

 
6 

⑦
 

7 
⑧

 
8 

⑨
 

9 
⑩

 
0 

 
 

 

 
問 問

  
44
  
エ
タ
ン

C 2
H

6
を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
と
二
酸
化
炭
素
と
水
を
生
じ
る
。
こ
の
反
応
に
つ
い
て

, 
次
の
問
い
（

aa・
bb）
に
答
え
よ
。

 

 

aa  
こ
の
反
応
の
化
学
反
応
式
を
記
述
式
解
答
用
紙
に
答
え
よ
。
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こ
の
反
応
に
お
い
て

, 
水
が
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生
成
し
た
と
き

, 
生
成
し
た
二
酸
化
炭
素
は
何

g
か
。
解
答

欄
に
当
て
は
ま
る
数
字
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
次
の
①
～
⑩
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ

ず
つ
選
べ
。
た
だ
し

, 
同
じ
も
の
を
選
ん
で
も
よ
い
。
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に
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た
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酸
化
ナ
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ム
の
モ
ル
濃
度
は
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く
ら
か
。
解
答
欄
に
当
て
は
ま
る
数
字

 

と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
次
の
①
～
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の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。
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44
 
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
の

pH
は
い
く
ら
か
。
記
述
式
解
答
用
紙
に
は
解
答
を
導
き
出
す

過
程
を
書
き

,
 
有
効
数
字

3
桁
で
答
え
よ
。
た
だ
し

, l
og

10
5.

88
 =

 0
.7

69
と
す
る
。

 

  

問問
  
55
  
こ
の
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
純
度
は
何

%
か
。

 記
述
式
解
答
用
紙
に
は
解
答
を
導
き
出
す
過

程
を
書
き
,
 有
効
数
字

3
桁
で
答
え
よ
。
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不
純
物
を
含
む
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

4.
0 

g
を
純
水
に
溶
か
し

, 
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
を
用
い
て

25
0 

m
L
と
し
た
。
こ
の
水
溶
液

20
 m

L
を
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
を
用
い
て
は
か
り
と
り

,  

0.
20

 m
ol

/L
の
硫
酸
で
中
和
滴
定
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ

8.
5 

m
L
を
要
し
た
。
次
の
問
い

（
問問

11
～

55
）
に
答
え
よ
。
た
だ
し

, 
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
含
ま
れ
る
不
純
物
は
化
学
反
応
に
関
 

 
 

 

与
し
な
い
も
の
と
す
る
。

 

 

問問
  
11
  
中
和
滴
定
を
行
う
際
に
使
用
す
る
実
験
器
具
の
取
り
扱
い
方
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を

, 
次

の
①
～
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
99
 

 

 
①

 
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
は
純
水
で
す
す
い
だ
後

,
 
そ
の
ま
ま
用
い
る
。

 
②

 
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
は
純
水
で
す
す
い
だ
後

, 
そ
の
ま
ま
用
い
る
。

 
③

 
滴
定
容
器
（
コ
ニ
カ
ル
ビ
ー
カ
ー
な
ど
）
は
純
水
で
す
す
い
だ
後

, 
そ
の
ま
ま
用
い
る
。

 
④

 
ビ
ュ
レ
ッ
ト
は
使
用
す
る
溶
液
で
共
洗
い
後

, 
使
用
す
る
。

 
⑤

 
体
積
を
測
定
す
る
ガ
ラ
ス
器
具
は

, 
熱
風
で
乾
燥
さ
せ
な
い
。

 

  

問問
  
22
  

0.
20

 m
ol

/L
の
硫
酸

8.
5 

m
L
に
含
ま
れ
る
硫
酸
イ
オ
ン
の
物
質
量
は
い
く
ら
か
。
解
答
欄

 
 
 
 

 

に
当
て
は
ま
る
数
字
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
次
の
①
～
⑩
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ

 
 

ず
つ
選
べ
。
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次
の
問
い
（
問問

11
～
44
）
に
答
え
よ
。

 

 

問問
  
11
 
次
の
記
述
（

aa・
bb）
の
空
欄

  
88
 

 ～
  

11
11
 

 に
当
て
は
ま
る
数
字
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を

, 
下
の
①
～
⑩
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
べ
。
た
だ
し

, 
同
じ
も
の
を
選
ん
で
も
よ
い
。

 

 
aa 
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム

33
.3

 g
中
に
含
ま
れ
る
塩
化
物
イ
オ
ン
の
数
は

 
  

88
 

 ．．
  

99
 

 ×
10

23
個
で
あ
る
。

 
  

 
bb  

0℃
, 1

.0
13

×
10

5  P
a
に
お
い
て

, 1
.1

2 
L
の
ア
ン
モ
ニ
ア
に
含
ま
れ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
分
子
の
数

 
 

 
は

  
11
00
 

 ．．
  

11
11
 

 ×
10

22
個
で
あ
る
。
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酸
素
と
水
素
の
混
合
気
体
が
あ
る
。
こ
の
気
体
の
密
度
は

0℃
, 1

.0
13

×
10

5  
Pa
に
お
い
て

0.
54

 g
/L
で
あ
る
。
こ
の
混
合
気
体
中
の
酸
素
と
水
素
の
物
質
量
の
比
を
簡
単
な
整
数
比
で
表
し

た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
次
の
①
～
⑨
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
べ
。
た
だ
し

, 
同

じ
も
の
を
選
ん
で
も
よ
い
。
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度
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cm

3
の
硫
酸
水
溶
液
の
質
量
パ
ー
セ
ン
ト
濃
度
を
求
め
よ
。
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答
欄
に
当
て
は
ま
る
数
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と
し
て
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も
適
当
な
も
の
を
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次
の
①
～
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の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
ず
つ
選
べ
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た
だ
し
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も
の
を
選
ん
で
も
よ
い
。
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じ
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。
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し
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炭
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は
何

g
か
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答

欄
に
当
て
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ま
る
数
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と
し
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適
当
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も
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①
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う
ち
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そ
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を
選
ん
で
も
よ
い
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ウ
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用
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に
は
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程
を
書
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3
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で
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よ
。
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を
純
水
に
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ラ
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し
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。
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と
す
る
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次
の
問
い
（
問問

11
～

55
）
に
答
え
よ
。

 

 

問 問
  
11
 
次
の
文
章
を
読
み

, 
下
の
問
い
（

aa・・
bb）
に
答
え
な
さ
い
。

 

 

一
般
的
に
酸
化
と
は

,
 
酸
素
を

 
 
ア ア

 
 
反
応
で
あ
り
,
 
還
元
と
は
酸
素
を

 
 
イイ

 
 
反
応

を
い
う
。
し
か
し

,
 酸
素
が
関
わ
ら
な
い
酸
化
還
元
反
応
も
存
在
す
る
。
例
え
ば

,
 銅
と
塩
素
が
反

応
す
る
場
合

,
 
銅
は

 
 
ウウ

 
 
を
失
っ
て
い
る
た
め

 
 
エエ
 

 さ
れ
た
と
考
え

,
 塩
素
は
  

 
ウウ

 
 
を
受
け
取
っ
て
い
る
た
め
 
 
オオ

 
 
さ
れ
た
と
考
え
る
。

 

 

a a 
文
章
中
の
空
欄

  
アア

 
 ～

 
 
オオ

 
 
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
記
述
式
解
答
用
紙
に

 

答
え
な
さ
い
。

 

 

b b  
  下
線
部
の
反
応
に
よ
っ
て
生
じ
る
化
合
物
の
化
学
式
と
名
称
を

,
 
そ
れ
ぞ
れ
記
述
式
解
答
用
紙

 

に
答
え
な
さ
い
。

 

    問問
  
22
  
酸
化
数
に
関
す
る
記
述
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を

, 
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

べ
。

 
2 2
44
 

 

  

①
 
物
質
中
の
原
子
間
で
の
電
子
の
授
受
を
表
す
架
空
の
数
字
で
あ
る
。

 
②

 
単
体
中
の
原
子
の
状
態
を

,
 
0
と
し
て
考
え
る
。

 
③

 
各
原
子
は

, 
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
酸
化
数
を
示
す
。

 
④

 
単
原
子
イ
オ
ン
中
の
原
子
の
酸
化
数
は

,
 
イ
オ
ン
の
電
荷
に
等
し
い
。

 
⑤

 
ア
ル
カ
リ
土
類
金
属
の
原
子
の
酸
化
数
は

,
 
+2
で
あ
る
。
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次
の
化
学
反
応
式
Ⅰ
～
Ⅴ
に
関
す
る
下
の
問
い
（

aa・・
bb）
に
答
え
な
さ
い
。
 

 

Ⅰ
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55
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a 
+ 

 
22
66
 

 H
2O

 →
  

22
77
 

 
N

aO
H

 +
 H

2 
Ⅱ

. C
a 

+ 
H

2 
→

 C
aH

2 
Ⅲ

. C
uO

 +
 H

2 
→

 C
u 

+ 
H

2O
 

Ⅳ
. Z

n 
+ 

2H
Cl

 →
 Z

nC
l 2 

+ 
H

2 
Ⅴ

. 2
H

2  +
 O

2 
→

 2
H

2O
 

 

a a 
Ⅰ
の
化
学
反
応
式
の
係
数

  
22
55
 

 ～
 
 
22
77
 

 
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
次
の
①
～
⑨

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
た
だ
し

, 
同
じ
も
の
を
選
ん
で
も
よ
い
。
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b b  
Ⅰ
～
Ⅴ
の
化
学
反
応
式
の
う
ち

,
 水
素
が
還
元
剤
と
し
て
は
た
ら
い
て
い
る
化
学
反
応
と
し
て

最
も
適
当
な
も
の
を

,
 
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
2 2
88
 

 

 

①
 
Ⅰ

 
②

 
Ⅲ

 
③

 
Ⅱ
と
Ⅳ

 
④

 
Ⅲ
と
Ⅳ

 
⑤

 
Ⅲ
と
Ⅴ
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44
  
金
属
の
反
応
性
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ

 

選
べ
。
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99
 

 

  

①
 
イ
オ
ン
化
傾
向
の
大
き
い
金
属
は

,
 酸
化
剤
と
し
て
は
た
ら
く
。

 
②

 
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は

,
 常
温
の
水
と
激
し
く
反
応
す
る
。

 
③

 
白
金
は

, 
熱
濃
硫
酸
と
反
応
し
水
素
を
発
生
す
る
。

 
④

 
硝
酸
銀
溶
液
に
銅
板
を
入
れ
る
と

,
 銀
が
析
出
す
る
。

 
⑤

 
ス
ズ
は
水
と
反
応
し
,
 
水
素
を
発
生
さ
せ
る
。
 

    

問問
  
55
  
電
池
に
関
す
る
記
述
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を

, 
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 

 
33
00
 

 

  

①
 
電
気
を
流
す
と

,
 
負
極
の
金
属
板
の
質
量
は
減
少
す
る
。
 

②
 
正
極
で
は

,
 還
元
反
応
が
生
じ
る
。
 

③
 
イ
オ
ン
化
傾
向
が
大
き
い
金
属
が

, 
負
極
と
な
る
。

 
④

 
燃
料
電
池
は
,
 
水
素
な
ど
を
用
い
て
電
流
を
取
り
出
す
。

 
⑤

 
起
電
力
は

,
 両
極
の
電
位
差
が
小
さ
い
ほ
ど
大
き
い
。
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第第
55
問問

 
次
の
問
い
（
問問

11
～

55
）
に
答
え
よ
。

 

 

問問
  
11
 
次
の
文
章
を
読
み

, 
下
の
問
い
（

aa・・
bb）
に
答
え
な
さ
い
。

 

 

一
般
的
に
酸
化
と
は

,
 
酸
素
を

 
 
アア

 
 
反
応
で
あ
り
,
 
還
元
と
は
酸
素
を

 
 
イイ

 
 
反
応

を
い
う
。
し
か
し

,
 酸
素
が
関
わ
ら
な
い
酸
化
還
元
反
応
も
存
在
す
る
。
例
え
ば

,
 銅
と
塩
素
が
反

応
す
る
場
合

,
 
銅
は

 
 
ウウ

 
 
を
失
っ
て
い
る
た
め

 
 
エエ

 
 さ
れ
た
と
考
え

,
 塩
素
は
  

 
ウウ

 
 
を
受
け
取
っ
て
い
る
た
め
 
 
オオ

 
 
さ
れ
た
と
考
え
る
。

 

 

aa 
文
章
中
の
空
欄

  
アア

 
 ～

 
 
オオ

 
 
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
記
述
式
解
答
用
紙
に

 

答
え
な
さ
い
。

 

 

bb  
  下
線
部
の
反
応
に
よ
っ
て
生
じ
る
化
合
物
の
化
学
式
と
名
称
を

,
 
そ
れ
ぞ
れ
記
述
式
解
答
用
紙

 

に
答
え
な
さ
い
。

 

    問問
  
22
  
酸
化
数
に
関
す
る
記
述
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を

, 
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

べ
。

 
22
44
 

 

  

①
 
物
質
中
の
原
子
間
で
の
電
子
の
授
受
を
表
す
架
空
の
数
字
で
あ
る
。

 
②

 
単
体
中
の
原
子
の
状
態
を

,
 
0
と
し
て
考
え
る
。

 
③

 
各
原
子
は

, 
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
酸
化
数
を
示
す
。

 
④

 
単
原
子
イ
オ
ン
中
の
原
子
の
酸
化
数
は

,
 
イ
オ
ン
の
電
荷
に
等
し
い
。

 
⑤

 
ア
ル
カ
リ
土
類
金
属
の
原
子
の
酸
化
数
は

,
 
+2
で
あ
る
。
 

            

 

問問
  
33
  
次
の
化
学
反
応
式
Ⅰ
～
Ⅴ
に
関
す
る
下
の
問
い
（

aa・・
bb）
に
答
え
な
さ
い
。
 

 

Ⅰ
. 
 
22
55
 

 
N

a 
+ 

 
22
66
 

 H
2O

 →
  

22
77
 

 
N

aO
H

 +
 H

2 
Ⅱ

. C
a 

+ 
H

2 
→

 C
aH

2 
Ⅲ

. C
uO

 +
 H

2 
→

 C
u 

+ 
H

2O
 

Ⅳ
. Z

n 
+ 

2H
Cl

 →
 Z

nC
l 2 

+ 
H

2 
Ⅴ

. 2
H

2  +
 O

2 
→

 2
H

2O
 

 

aa 
Ⅰ
の
化
学
反
応
式
の
係
数

  
22
55
 

 ～
 
 
22
77
 

 
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
次
の
①
～
⑨

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
た
だ
し

, 
同
じ
も
の
を
選
ん
で
も
よ
い
。

 

 

①
 

1 
②

 
2 

③
 

3 
④

 
4 

⑤
 

5 
⑥

 
6 

⑦
 

7 
⑧

 
8 

⑨
 

9 

  

bb  
Ⅰ
～
Ⅴ
の
化
学
反
応
式
の
う
ち

,
 水
素
が
還
元
剤
と
し
て
は
た
ら
い
て
い
る
化
学
反
応
と
し
て

最
も
適
当
な
も
の
を

,
 
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
22
88
 

 

 

①
 
Ⅰ

 
②

 
Ⅲ

 
③

 
Ⅱ
と
Ⅳ

 
④

 
Ⅲ
と
Ⅳ

 
⑤

 
Ⅲ
と
Ⅴ

 

       

 

問問
  
44
  
金
属
の
反
応
性
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ

 

選
べ
。

 
2 2
99
 

 

  

①
 
イ
オ
ン
化
傾
向
の
大
き
い
金
属
は

,
 酸
化
剤
と
し
て
は
た
ら
く
。

 
②

 
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は

,
 常
温
の
水
と
激
し
く
反
応
す
る
。

 
③

 
白
金
は

, 
熱
濃
硫
酸
と
反
応
し
水
素
を
発
生
す
る
。

 
④

 
硝
酸
銀
溶
液
に
銅
板
を
入
れ
る
と

,
 銀
が
析
出
す
る
。

 
⑤

 
ス
ズ
は
水
と
反
応
し
,
 
水
素
を
発
生
さ
せ
る
。
 

    

問問
  
55
  
電
池
に
関
す
る
記
述
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を

, 
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 

 
3 3
00
 

 

  

①
 
電
気
を
流
す
と

,
 
負
極
の
金
属
板
の
質
量
は
減
少
す
る
。
 

②
 
正
極
で
は

,
 還
元
反
応
が
生
じ
る
。
 

③
 
イ
オ
ン
化
傾
向
が
大
き
い
金
属
が

, 
負
極
と
な
る
。

 
④

 
燃
料
電
池
は
,
 
水
素
な
ど
を
用
い
て
電
流
を
取
り
出
す
。

 
⑤

 
起
電
力
は

,
 両
極
の
電
位
差
が
小
さ
い
ほ
ど
大
き
い
。
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一 般 選 抜 

〈人間社会学部〉 

〈健康管理学部〉 

理理  科科

「生物基礎」

総
合
問
題

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ

現
代
の
国
語

言
語
文
化

（
古
文
・
漢
文
除
く
）

地
理
総
合

地
理
探
究

歴
史
総
合

日
本
史
探
究

歴
史
総
合

世
界
史
探
究

公　
　

共

政
治
・
経
済

化
学
基
礎

生
物
基
礎

３
年
次
編
入
試
験

筆
記
試
験
問
題

解　

答
− 84 −



 

問問
  
22
 
図
中
で

AT
P
を
示
し
て
い
る
も
の
の
組
合
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
次
の
①
～
④
の

 
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
22
 
 

 
①

 
Ⅰ
，
Ⅲ

 
②

 
Ⅰ
，
Ⅳ

 
③

 
Ⅱ
，
Ⅲ

 
④

 
Ⅱ
，
Ⅳ

 
 
問問

  
33
 
図
に
関
し
て

, 
呼
吸
の
過
程
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
移
動
を
示
し
て
い
る
の
は
図
中
の

pp
～

 
ss
の
う
ち
ど
れ
か
。
ま
た
，
こ
こ
で
放
出
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
，
ど
の
よ
う
な
反
応
が

細
胞
内
で
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
，
記
述
式
解
答
用
紙
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
移
動
の
部
位
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
お
よ
び
そ
の
反
応
を

40
字
程
度
で
説
明
せ
よ
。

 

                         

 

問問
  
66
 
下
線
部
((
cc
))
に
関
し
て
，
次
の
よ
う
な
実
験
を
行
っ
た
。

5
本
の
試
験
管
に
過
酸
化
水
素
を
入

 
れ
，
表
に
示
し
た
条
件
で
の
反
応
の
有
無
を
記
録
し
た
。
試
験
管

5
で
は
反
応
が
進
ん
だ
が
，
試

 
験
管

4
で
は
反
応
が
進
ま
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
，
記
述
式
解
答
用
紙
に

50
字
程
度
で
説
明

 
せ
よ
。

 
 

試
験
管
番
号
 
試
験
管
に
加
え
た
も
の
（
過
酸
化
水
素
以
外
）
 
反
応
の
有
無
 

1 
な
し
 

－
 

2 
肝
臓
片
 

＋
 

3 
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
 

＋
 

4 
肝
臓
片
＋
タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
 

－
 

5 
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
＋
タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
 

＋
 

※
反
応
は
，
す
べ
て
室
温
で
行
っ
た
。
 

                     

 

生生
  
物物

  
基基

  
礎礎

  

（
マ
ー
ク
式
解
答
番
号

 
 
11
 

 ～
 
 
22
11
 

 ）
 

（
記
述
式
設
問

 
第第

11
問問
・・
問問

33
，
問問

66
，
第第

22
問問
・・
問問

22
，
問問

33
（（

22
））
，
第第

33
問問
・・
問問

55
，
問問

66
，
 

第第
44
問問
・・
問問

11
，
問問

33
，
第第

55
問問
・・
問問

44
，
問問

55
）

  

  第第
11
問問
  
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
代
謝
お
よ
び
酵
素
に
関
す
る
次
の
文
章

A・
B
を
読
み
，
下
の
問
い
 

（
問 問

11
～
66
）
に
答
え
よ
。
 

 

A 
生
物
が
行
う
化
学
反
応
を
((
aa
))
代
謝
と
い
い
，
代
謝
は
同
化
と
異
化
に
分
け
ら
れ
る
。
図
は
植
物
細

 
胞
に
お
い
て
行
わ
れ
る
代
謝
の
様
子
を
示
し
て
お
り
，
Ⅰ
，
Ⅱ
，
Ⅲ
，
Ⅳ
は
，

AT
P
か

AD
P
の
い

ず
れ
か
で
あ
る
。

 
 

 

 

問問
  
11
 
下
線
部
((
aa
))
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

べ
。

 
 
11
 
 

  
 

 
①
 
複
雑
な
物
質
を
単
純
な
物
質
に
分
解
す
る
同
化
と
，
単
純
な
物
質
か
ら
複
雑
な
物
質
を
合
 

 
 
 
 
 
成
す
る
異
化
が
あ
る
。
 

 
 

 
②
 
同
化
で
は
酵
素
が
用
い
ら
れ
る
が
，
異
化
で
は
酵
素
は
用
い
ら
れ
な
い
。
 

 
 

 
③
 
同
化
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
吸
収
さ
れ
る
が
，
異
化
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
放
出
さ
れ
る
。
 

 
 

 
④
 
植
物
は
，
外
界
か
ら
吸
収
し
た
酸
素
や
水
な
ど
を
材
料
に
し
て
，
有
機
物
を
合
成
す
る
こ
 

 
 
 
 
 
と
が
で
き
る
。
 

     

Ⅰ
複

雑
な

物
質

Ⅲ

光
エ

ネ
ル

ギ
ー

物
質

の
合

成
輸

送
な

ど
Ⅱ

単
純

な
物

質
Ⅳ

: エ
ネ

ル
ギ

ー
の

移
動

p
q

r
s

 

B 
生
体
内
で
起
こ
る
化
学
反
応
は
，
酵
素
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
。
酵
素
は
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
触

 
媒
す
る
反
応
が
決
ま
っ
て
お
り
，
多
く
の
酵
素
は
特
定
の
場
所
に
存
在
す
る
。
例
え
ば
，
植
物
の
葉

 
の
細
胞
で
は
，
呼
吸
に
関
す
る
酵
素
は

  
アア

 
 に
存
在
し
，
((
bb
))
光
合
成
に
関
す
る
酵
素
は

 
 
イイ

 
 に
存
在
す
る
。
((
cc
))
カ
タ
ラ
ー
ゼ
は
，
ヒ
ト
で
は
肝
臓
，
腎
臓
，
赤
血
球
に
多
く
含
ま
れ
，
 

過
酸
化
水
素
を
水
と
酸
素
に
分
解
す
る
反
応
を
促
進
す
る
働
き
を
持
つ
酵
素
で
あ
る
。

 
 
問問

  
44
 
空
欄

  
アア

 
  
イイ

 
 に
入
る
語
句
の
組
合
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑧

 
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
 
 
33
 
 

 

 
アア

  
イイ

  

①
 
サ
イ
ト
ゾ
ル
（
細
胞
質
基
質
）
 

液
胞
 

②
 
サ
イ
ト
ゾ
ル
（
細
胞
質
基
質
）
 

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
 

③
 

液
胞
 

サ
イ
ト
ゾ
ル
（
細
胞
質
基
質
）
 

④
 

液
胞
 

葉
緑
体
 

⑤
 

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
 

液
胞
 

⑥
 

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
 

葉
緑
体
 

⑦
 

葉
緑
体
 

サ
イ
ト
ゾ
ル
（
細
胞
質
基
質
）
 

⑧
 

葉
緑
体
 

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
 

 

問問
  
55
 
下
線
部
((
bb
))
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

 
べ
。

 
 
44
 
 

  
 

 
①
 
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
吸
収
さ
れ
，
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

AT
P
に
蓄
え
ら
れ
る
。

 
 

 
 
②

 
燃
焼
に
似
た
反
応
で
あ
る
が
，
酵
素
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
反
応
が
段
階
的
に
進
行
す
る
。
 

 
 

 
③
 
植
物
細
胞
と
動
物
細
胞
は
，
と
も
に
こ
の
反
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

 
 
④
 
細
菌
で
こ
の
反
応
を
行
う
も
の
は
な
い
。
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問問
  
22
 
図
中
で

AT
P
を
示
し
て
い
る
も
の
の
組
合
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

, 
次
の
①
～
④
の

 
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
22
 
 

 
①

 
Ⅰ
，
Ⅲ

 
②

 
Ⅰ
，
Ⅳ

 
③

 
Ⅱ
，
Ⅲ

 
④

 
Ⅱ
，
Ⅳ

 
 
問問

  
33
 
図
に
関
し
て

, 
呼
吸
の
過
程
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
移
動
を
示
し
て
い
る
の
は
図
中
の

pp
～

 
ss
の
う
ち
ど
れ
か
。
ま
た
，
こ
こ
で
放
出
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
，
ど
の
よ
う
な
反
応
が

細
胞
内
で
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
，
記
述
式
解
答
用
紙
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
移
動
の
部
位
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
お
よ
び
そ
の
反
応
を

40
字
程
度
で
説
明
せ
よ
。

 

                         

 

問問
  
66
 
下
線
部
((
cc
))
に
関
し
て
，
次
の
よ
う
な
実
験
を
行
っ
た
。

5
本
の
試
験
管
に
過
酸
化
水
素
を
入

 
れ
，
表
に
示
し
た
条
件
で
の
反
応
の
有
無
を
記
録
し
た
。
試
験
管

5
で
は
反
応
が
進
ん
だ
が
，
試

 
験
管

4
で
は
反
応
が
進
ま
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
，
記
述
式
解
答
用
紙
に

50
字
程
度
で
説
明

 
せ
よ
。

 
 

試
験
管
番
号
 
試
験
管
に
加
え
た
も
の
（
過
酸
化
水
素
以
外
）
 
反
応
の
有
無
 

1 
な
し
 

－
 

2 
肝
臓
片
 

＋
 

3 
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
 

＋
 

4 
肝
臓
片
＋
タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
 

－
 

5 
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
＋
タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
 

＋
 

※
反
応
は
，
す
べ
て
室
温
で
行
っ
た
。
 

                     

 

B 
生
体
内
で
起
こ
る
化
学
反
応
は
，
酵
素
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
。
酵
素
は
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
触

 
媒
す
る
反
応
が
決
ま
っ
て
お
り
，
多
く
の
酵
素
は
特
定
の
場
所
に
存
在
す
る
。
例
え
ば
，
植
物
の
葉

 
の
細
胞
で
は
，
呼
吸
に
関
す
る
酵
素
は

  
アア

 
 に
存
在
し
，
((
bb
))
光
合
成
に
関
す
る
酵
素
は

 
 
イイ

 
 に
存
在
す
る
。
((
cc
))
カ
タ
ラ
ー
ゼ
は
，
ヒ
ト
で
は
肝
臓
，
腎
臓
，
赤
血
球
に
多
く
含
ま
れ
，
 

過
酸
化
水
素
を
水
と
酸
素
に
分
解
す
る
反
応
を
促
進
す
る
働
き
を
持
つ
酵
素
で
あ
る
。

 
 
問問

  
44
 
空
欄

  
アア

 
  
イイ

 
 に
入
る
語
句
の
組
合
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑧

 
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
 
 
33
 
 

 

 
ア ア
  

イイ
  

①
 
サ
イ
ト
ゾ
ル
（
細
胞
質
基
質
）
 

液
胞
 

②
 
サ
イ
ト
ゾ
ル
（
細
胞
質
基
質
）
 

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
 

③
 

液
胞
 

サ
イ
ト
ゾ
ル
（
細
胞
質
基
質
）
 

④
 

液
胞
 

葉
緑
体
 

⑤
 

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
 

液
胞
 

⑥
 

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
 

葉
緑
体
 

⑦
 

葉
緑
体
 

サ
イ
ト
ゾ
ル
（
細
胞
質
基
質
）
 

⑧
 

葉
緑
体
 

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
 

 

問問
  
55
 
下
線
部
((
bb
))
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

 
べ
。

 
 
44
 
 

  
 

 
①
 
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
吸
収
さ
れ
，
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

AT
P
に
蓄
え
ら
れ
る
。

 
 

 
 
②

 
燃
焼
に
似
た
反
応
で
あ
る
が
，
酵
素
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
反
応
が
段
階
的
に
進
行
す
る
。
 

 
 

 
③
 
植
物
細
胞
と
動
物
細
胞
は
，
と
も
に
こ
の
反
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

 
 
④
 
細
菌
で
こ
の
反
応
を
行
う
も
の
は
な
い
。
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問問
 
33
 
次
の
図
は
遺
伝
情
報
の
流
れ
を
表
し
て
い
る
。
 

        

（
1）

 
空
欄

アア
～

ウウ
に
当
て
は
ま
る
語
句
の
組
合
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，

次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
66
 
 

 

アア
 

イイ
 

ウウ
 

①
発
現

翻
訳

転
写

②
発
現

転
写

翻
訳

③
複
製

転
写

翻
訳

④
複
製

翻
訳

転
写

⑤
転
写

複
製

翻
訳

 

（
2）

 
こ
の
よ
う
な
遺
伝
情
報
が
，
一
方
向
に
伝
達
さ
れ
る
と
い
う
考
え
を
何
と
い
う
か
，
記
述
式
解

答
用
紙
に
答
え
よ
。

問 問
 
44
 
あ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
遺
伝
子
の
塩
基
配
列
は
，
開
始
コ
ド
ン
か
ら
終
止
コ
ド
ン
ま
で
あ
わ
せ
て

11
31
塩
基
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
，
こ
の
タ
ン
パ
ク
質
を
構
成
す
る
ア
ミ
ノ
酸
の
数
と
し
て
最
も

適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
77
 

 
 

 
①

28
2 
個

 
 

 
②

28
3 
個

 
 

 
③

28
4 
個

 
 

 
④

37
6 
個

 
 

⑤
37

7 
個

 

第第
22
問問

 
次
の
問
い
（
問問

11
～
55
）
に
答
え
よ
。

 
  

問問
  
11
  
タ
ン
パ
ク
質
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

   
55
  

 
  

①
 
細
胞
膜
の
主
成
分
で
あ
る
。
  

②
 
遺
伝
情
報
を
保
存
し
，
次
世
代
に
伝
え
る
役
割
を
担
う
。
  

③
 
ホ
ル
モ
ン
や
酵
素
と
し
て
働
き
，
生
体
内
の
反
応
を
調
節
す
る
。

  

④
 
ヒ
ト
の
生
体
内
で
は
た
ら
く
タ
ン
パ
ク
質
は
，

10
0
種
類
程
度
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
  

⑤
 
タ
ン
パ
ク
質
は
細
胞
内
で
の
み
機
能
し
，
細
胞
外
で
は
役
割
を
も
た
な
い
。
  

 

問問
  
22
  
次
に
示
す

D
N

A
の
塩
基
配
列
を
鋳
型
と
し
て
合
成
さ
れ
た

m
RN

A
の
塩
基
配
列
を
，
記
述

式
解
答
用
紙
に
答
え
よ
。
た
だ
し
，

m
RN

A
は
左
側
か
ら
矢
印
の
方
向
に
合
成
さ
れ
る
も
の
と

す
る
。
  

  

鋳
型
と
な
る

D
N

A
の
塩
基
配
列

 
 

CC
TG

AC
TC

CT
 

                  

 

問問
  
55
  

RN
A
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
  

88
  

 
 

 
 

 
①
 

RN
A
は

2
本
鎖
，
ら
せ
ん
状
構
造
を
し
て
い
る
。

 
 

 
 
②
 

m
RN

A
は
一
定
時
間
で
分
解
さ
れ
る
の
で
，
保
存
さ
れ
る
遺
伝
物
質
で
は
な
い
。

 
 

 
 
③
 

m
RN

A
に
含
ま
れ
る
塩
基
の
う
ち
，
グ
ア
ニ
ン
と
シ
ト
シ
ン
，
ア
デ
ニ
ン
と
チ
ミ
ン
の
割
合

 
 
 
 
 
 
は
必
ず
同
じ
に
な
る
。

 
 

 
 
④
 

tR
N

A
は
リ
ボ
ソ
ー
ム
と
結
合
し
て
お
り
，
タ
ン
パ
ク
質
合
成
の
場
と
な
る
。

 
 

 
 
⑤
 

tR
N

A
の
ア
ン
チ
コ
ド
ン
は
，
コ
ド
ン
を
分
解
す
る
は
た
ら
き
を
も
つ
。

 

                      

 

第第
33
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11
～
66
）
に
答
え
よ
。

 
  

恒
常
性
は
，
((
aa
))
内
分
泌
系
と
自
律
神
経
系
に
よ
る
調
節
を
受
け
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
内
分
泌
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
は
，
微
量
で
調
節
作
用
を
示
す
化
学
物
質
で
あ
る
た
め
，

 

恒
常
性
を
維
持
す
る
た
め
に
，
血
液
中
の
濃
度
を
適
正
に
調
節
す
る
し
く
み
が
あ
る
。
甲
状
腺
か
ら

 

分
泌
さ
れ
る
チ
ロ
キ
シ
ン
の
血
液
中
の
濃
度
は
，

((
bb
))
間
脳
の
視
床
下
部
か
ら
分
泌
さ
れ
る
甲
状
腺

 

刺
激
ホ
ル
モ
ン
放
出
ホ
ル
モ
ン
や

((
cc
))
脳
下
垂
体
前
葉
か
ら
分
泌
さ
れ
る
甲
状
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
に

 

よ
り
，
適
正
に
調
節
さ
れ
て
い
る
。
 

 
血
液
中
の
チ
ロ
キ
シ
ン
濃
度
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
，
健
康
な
人
の
濃
度
と
比
較
し
て

A，
B
の

2
人

 

が
低
値
を
示
し
た
。
こ
の

2
人
は
，
間
脳
の
視
床
下
部
，
脳
下
垂
体
前
葉
，
((
dd
))
甲
状
腺
の
い
ず
れ
か
 

一
つ
に
異
常
が
あ
る
こ
と
で
，
チ
ロ
キ
シ
ン
濃
度
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
ど
こ
に
異
常
が
 

あ
る
か
を
調
べ
る
た
め
に
，
次
の
測
定
を
行
い
，
結
果
を
下
の
表
に
ま
と
め
た
。
 

 測測
定定

11
：

 血
液
中
の
甲
状
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
濃
度
を
測
定
し
た
。

 

測測
定定

22
：

 甲
状
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
放
出
ホ
ル
モ
ン
を
投
与
し
，
そ
の
後
，
血
液
中
の
甲
状
腺
刺
激
 

ホ
ル
モ
ン
濃
度
を
測
定
し
た
。
 

 
測測
定定

33
：

 測測
定定

22
の
後
，
血
液
中
の
チ
ロ
キ
シ
ン
濃
度
を
測
定
し
た
。
 

 

 
測
定
結
果
 

 
測測
定定

11
  

測測
定定

22
  

測測
定定

33
  

A 
低
値
を
示
し
た
 

測測
定定

11
か
ら
変
化
し
な
か
っ
た
 

低
値
を
示
し
た
 

B 
低
値
を
示
し
た
 

測測
定定

11
か
ら
上
昇
し
た
 

健
康
な
人
と
同
程
度
に
な
っ
た
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問問
 
33
 
次
の
図
は
遺
伝
情
報
の
流
れ
を
表
し
て
い
る
。
 

        

（
1）

 
空
欄

アア
～

ウウ
に
当
て
は
ま
る
語
句
の
組
合
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，

次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
66
 
 

 

アア
 

イイ
 

ウウ
 

①
発
現

翻
訳

転
写

②
発
現

転
写

翻
訳

③
複
製

転
写

翻
訳

④
複
製

翻
訳

転
写

⑤
転
写

複
製

翻
訳

 

（
2）

 
こ
の
よ
う
な
遺
伝
情
報
が
，
一
方
向
に
伝
達
さ
れ
る
と
い
う
考
え
を
何
と
い
う
か
，
記
述
式
解

答
用
紙
に
答
え
よ
。

問問
 
44
 
あ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
遺
伝
子
の
塩
基
配
列
は
，
開
始
コ
ド
ン
か
ら
終
止
コ
ド
ン
ま
で
あ
わ
せ
て

11
31
塩
基
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
，
こ
の
タ
ン
パ
ク
質
を
構
成
す
る
ア
ミ
ノ
酸
の
数
と
し
て
最
も

適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
77
 

 
 

 
①

28
2 
個

 
 

 
②

28
3 
個

 
 

 
③

28
4 
個

 
 

 
④

37
6 
個

 
 

⑤
37

7 
個

 

第第
22
問問

 
次
の
問
い
（
問問

11
～
55
）
に
答
え
よ
。

 
  

問問
  
11
  
タ
ン
パ
ク
質
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。

   
55
  

 
  

①
 
細
胞
膜
の
主
成
分
で
あ
る
。
  

②
 
遺
伝
情
報
を
保
存
し
，
次
世
代
に
伝
え
る
役
割
を
担
う
。
  

③
 
ホ
ル
モ
ン
や
酵
素
と
し
て
働
き
，
生
体
内
の
反
応
を
調
節
す
る
。

  

④
 
ヒ
ト
の
生
体
内
で
は
た
ら
く
タ
ン
パ
ク
質
は
，

10
0
種
類
程
度
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
  

⑤
 
タ
ン
パ
ク
質
は
細
胞
内
で
の
み
機
能
し
，
細
胞
外
で
は
役
割
を
も
た
な
い
。
  

 

問問
  
22
  
次
に
示
す

D
N

A
の
塩
基
配
列
を
鋳
型
と
し
て
合
成
さ
れ
た

m
RN

A
の
塩
基
配
列
を
，
記
述

式
解
答
用
紙
に
答
え
よ
。
た
だ
し
，

m
RN

A
は
左
側
か
ら
矢
印
の
方
向
に
合
成
さ
れ
る
も
の
と

す
る
。
  

  

鋳
型
と
な
る

D
N

A
の
塩
基
配
列

 
 

CC
TG

AC
TC

CT
 

                  

 

問問
  
55
  

RN
A
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
  

88
  

 
 

 
 

 
①
 

RN
A
は

2
本
鎖
，
ら
せ
ん
状
構
造
を
し
て
い
る
。

 
 

 
 
②
 

m
RN

A
は
一
定
時
間
で
分
解
さ
れ
る
の
で
，
保
存
さ
れ
る
遺
伝
物
質
で
は
な
い
。

 
 

 
 
③
 

m
RN

A
に
含
ま
れ
る
塩
基
の
う
ち
，
グ
ア
ニ
ン
と
シ
ト
シ
ン
，
ア
デ
ニ
ン
と
チ
ミ
ン
の
割
合

 
 
 
 
 
 
は
必
ず
同
じ
に
な
る
。

 
 

 
 
④
 

tR
N

A
は
リ
ボ
ソ
ー
ム
と
結
合
し
て
お
り
，
タ
ン
パ
ク
質
合
成
の
場
と
な
る
。

 
 

 
 
⑤
 

tR
N

A
の
ア
ン
チ
コ
ド
ン
は
，
コ
ド
ン
を
分
解
す
る
は
た
ら
き
を
も
つ
。

 

                      

 

第第
33
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11
～
66
）
に
答
え
よ
。

 
  

恒
常
性
は
，
((
aa
))
内
分
泌
系
と
自
律
神
経
系
に
よ
る
調
節
を
受
け
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
内
分
泌
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
は
，
微
量
で
調
節
作
用
を
示
す
化
学
物
質
で
あ
る
た
め
，

 

恒
常
性
を
維
持
す
る
た
め
に
，
血
液
中
の
濃
度
を
適
正
に
調
節
す
る
し
く
み
が
あ
る
。
甲
状
腺
か
ら

 

分
泌
さ
れ
る
チ
ロ
キ
シ
ン
の
血
液
中
の
濃
度
は
，

((
bb
))
間
脳
の
視
床
下
部
か
ら
分
泌
さ
れ
る
甲
状
腺

 

刺
激
ホ
ル
モ
ン
放
出
ホ
ル
モ
ン
や

((
cc
))
脳
下
垂
体
前
葉
か
ら
分
泌
さ
れ
る
甲
状
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
に

 

よ
り
，
適
正
に
調
節
さ
れ
て
い
る
。
 

 
血
液
中
の
チ
ロ
キ
シ
ン
濃
度
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
，
健
康
な
人
の
濃
度
と
比
較
し
て

A，
B
の

2
人

 

が
低
値
を
示
し
た
。
こ
の

2
人
は
，
間
脳
の
視
床
下
部
，
脳
下
垂
体
前
葉
，
((
dd
))
甲
状
腺
の
い
ず
れ
か
 

一
つ
に
異
常
が
あ
る
こ
と
で
，
チ
ロ
キ
シ
ン
濃
度
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
ど
こ
に
異
常
が
 

あ
る
か
を
調
べ
る
た
め
に
，
次
の
測
定
を
行
い
，
結
果
を
下
の
表
に
ま
と
め
た
。
 

 測測
定定

11
：

 血
液
中
の
甲
状
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
濃
度
を
測
定
し
た
。

 

測測
定定

22
：

 甲
状
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
放
出
ホ
ル
モ
ン
を
投
与
し
，
そ
の
後
，
血
液
中
の
甲
状
腺
刺
激
 

ホ
ル
モ
ン
濃
度
を
測
定
し
た
。
 

 
測測
定定

33
：

 測測
定定

22
の
後
，
血
液
中
の
チ
ロ
キ
シ
ン
濃
度
を
測
定
し
た
。
 

 

 
測
定
結
果
 

 
測測
定定

11
  

測測
定定

22
  

測測
定定

33
  

A 
低
値
を
示
し
た
 

測測
定定

11
か
ら
変
化
し
な
か
っ
た
 

低
値
を
示
し
た
 

B 
低
値
を
示
し
た
 

測測
定定

11
か
ら
上
昇
し
た
 

健
康
な
人
と
同
程
度
に
な
っ
た
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問問
  
33
  
下
線
部
((
cc
))
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。

   
11
11
  

  

  

①
 
イ
ン
ス
リ
ン
  

  
  

  
②

 
成
長
ホ
ル
モ
ン
 

  
  

 
③

 
バ
ソ
プ
レ
シ
ン
 

 
 

 
④
 
グ
ル
カ
ゴ
ン
 

  
 

 
⑤
 
鉱
質
コ
ル
チ
コ
イ
ド
 

 

問問
  
44
  
下
線
部
((
dd
))
の
背
面
に
あ
る
副
甲
状
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑦
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

   
11
22
  

  

  

①
 
血
圧
を
上
げ
る
。
  

  
  

  
②

 
心
臓
の
拍
動
を
促
進
す
る
。
 

  
  

 
③

 
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
分
解
を
促
進
す
る
。
 

 
 

 
④
 
タ
ン
パ
ク
質
か
ら
の
糖
の
合
成
を
促
進
す
る
。
 

  
 

 
⑤
 
腎
臓
で
の
水
の
再
吸
収
を
促
進
す
る
。
 

 
 

 
⑥
 
腎
臓
で
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
再
吸
収
を
促
進
す
る
。
 

 
 

 
⑦
 
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
濃
度
を
上
げ
る
。
 

 

問問
  
55
  
測
定
結
果
よ
り
，

A
は
ど
こ
に
異
常
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
異
常
の
あ
る
場
所
を
答
え
な

さ
い
。
ま
た
，
そ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由
に
つ
い
て
記
述
式
解
答
用
紙
に

10
0
字
程
度
で
説
明
せ

よ
。
 

 

問問
  
66
  
測
定
結
果
よ
り
，

B
は
ど
こ
に
異
常
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
異
常
の
あ
る
場
所
を
答
え
な

さ
い
。
ま
た
，
そ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由
に
つ
い
て
記
述
式
解
答
用
紙
に

10
0
字
程
度
で
説
明
せ

よ
。
 

     

 

問問
  
11
  
下
線
部
((
aa
))
に
つ
い
て
，
次
の
文
章
中
の
空
欄

 
 
アア

 
 
  
イイ

  
  
に
入
る
語
句
の
組
合
せ
と

し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
99
 
 

 

内
分
泌
系
に
よ
る
調
節
は
，
自
律
神
経
系
と
比
較
し
て
作
用
す
る
ま
で
の
時
間
が

 
  
アア

  
 
，

そ
の
効
果
は

 
  
イイ

  
 で
あ
る
。

 

 
 

ア ア
  

イイ
  

①
 

短
く
 

短
時
間
 

②
 

短
く
 

持
続
的
 

③
 

長
く
 

短
時
間
 

④
 

長
く
 

持
続
的
 

 

問問
  
22
  
下
線
部
((
bb
))
に
つ
い
て
，
次
の
文
章
中
の
空
欄

 
 
ウウ

 
 
  
エエ

  
  
に
入
る
語
句
の
組
合
せ
と

し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑧
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
11
00
 
 

 

間
脳
は
，
神
経
系
の
分
類
で

 
  
ウウ

  
  
に
属
し
，

  
エエ

  
 が
存
在
す
る
。

 

 
 

ウ ウ
  

エエ
  

①
 

中
枢
神
経
系
 

呼
吸
運
動
を
調
節
す
る
中
枢
 

②
 

中
枢
神
経
系
 

血
糖
濃
度
を
調
節
す
る
中
枢
 

③
 

中
枢
神
経
系
 

瞳
孔
反
射
の
中
枢
 

④
 

中
枢
神
経
系
 

体
の
平
衡
を
保
つ
中
枢
 

⑤
 

末
梢
神
経
系
 

呼
吸
運
動
を
調
節
す
る
中
枢
 

⑥
 

末
梢
神
経
系
 

自
律
神
経
系
の
中
枢
 

⑦
 

末
梢
神
経
系
 

瞳
孔
反
射
の
中
枢
 

⑧
 

末
梢
神
経
系
 

体
の
平
衡
を
保
つ
中
枢
 

      

 

第第
44
問問

 
次
の
文
章

A・
B
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11
～
66
）
に
答
え
よ
。
。

 
  

A 
体
温
調
節
は
，
間
脳
の
視
床
下
部
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
体
温
が
低
下
す
る
と
，
 

間
脳
の
視
床
下
部
が
こ
れ
を
感
知
し
，
((
aa
))
ホ
ル
モ
ン
や
((
bb
))
自
律
神
経
の
作
用
に
よ
り
，

((
cc
))
発
熱

量
を
増
加
さ
せ
，
放
熱
量
を
減
少
さ
せ
る
反
応
が
生
じ
る
。
一
方
，
体
温
が
上
昇
す
る
と
，
((
dd
))
発
熱

量
を
減
少
さ
せ
，
放
熱
量
を
増
加
さ
せ
る
反
応
が
生
じ
る
。
 

 

問問
  
11
  
下
線
部
((
aa
))
に
関
し
て
，
副
腎
皮
質
と
副
腎
髄
質
か
ら
分
泌
さ
れ
る
発
熱
量
を
増
加
さ
せ
る
作

用
を
持
つ
ホ
ル
モ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
記
述
式
解
答
用
紙
に
答
え
よ
。

  

  

問問
  
22
  
下
線
部
((
bb
))
 
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

 
選
べ
。

   
11
33
  

 

  

①
 
交
感
神
経
の
興
奮
に
よ
り
，
気
管
支
が
収
縮
す
る
。
  

  
  

  
②

 
交
感
神
経
の
興
奮
に
よ
り
，
排
尿
が
促
進
さ
れ
る
。

 

 
 

 
③
 
副
交
感
神
経
の
興
奮
に
よ
り
，
瞳
孔
が
拡
大
す
る
。

 

  
 
④

 
副
交
感
神
経
の
興
奮
に
よ
り
，
胃
腸
の
蠕
動
運
動
が
促
進
さ
れ
る
。
 

  問問
  
33
  
下
線
部
((
cc
))
の
反
応
を
引
き
起
こ
す
運
動
神
経
の
作
用
を
記
述
式
解
答
用
紙
に

40
字
程
度
で

説
明
せ
よ
。
 

 

問問
  
44
  
下
線
部
((
dd
))
の
反
応
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
  

11
44
  

 
  

①
 
肝
臓
の
代
謝
が
抑
制
さ
れ
る
。
  

  
  

  
②

 
心
臓
の
拍
動
が
抑
制
さ
れ
る
。
 

  
  

 
③

 
皮
膚
の
血
管
が
拡
張
す
る
。
 

 
 

 
④
 
発
汗
が
促
進
さ
れ
る
。
 

 
 

 
⑤
 
立
毛
筋
が
収
縮
す
る
。
 

     

 

 
B 
ヒ
ト
の
か
ら
だ
を
構
成
す
る
細
胞
の
ま
わ
り
に
は
，
((
ee
))
体
液
が
あ
る
。
こ
の
体
液
に
よ
っ
て
作
ら

 

 
 
れ
る
環
境
を
内
部
環
境
と
い
う
。
体
液
に
は
，
血
液
，
組
織
液
，
リ
ン
パ
液
が
あ
る
。
体
液
は
，
((
ff
))

心
臓
や
血
管
な
ど
か
ら
な
る
循
環
系
に
よ
り
，
体
全
体
を
循
環
し
て
い
る
。
 

 

問問
  
55
  
下
線
部
((
ee
))
に
関
す
る
記
述
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ

 
選
べ
。

   
11
55
  

 

  

①
 
血
液
中
の
血
球
の
中
で
，
赤
血
球
が
最
も
多
く
含
ま
れ
る
。

  

  
  

  
②

 
血
液
中
の
血
し
ょ
う
に
最
も
多
く
含
ま
れ
る
有
機
成
分
は
，
グ
ル
コ
ー
ス
で
あ
る
。
 

 
 

 
③
 
組
織
液
は
，
血
液
中
の
血
し
ょ
う
が
，
毛
細
血
管
か
ら
組
織
中
へ
し
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。 

  
 

 
④
 
リ
ン
パ
液
は
，
組
織
液
の
一
部
が
リ
ン
パ
管
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
⑤
 
リ
ン
パ
液
に
は
，
リ
ン
パ
球
が
含
ま
れ
る
。
 

  

問問
  
66
  
下
線
部
((
ff
))
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

 
選
べ
。

   
11
66
  

 

  

①
 
心
臓
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
洞
房
結
節
は
，
左
心
室
に
存
在
す
る
。
  

  
  

  
②

 
血
液
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
増
加
に
よ
り
、
心
臓
の
拍
動
が
促
進
さ
れ
る
。
 

 
 

 
③
 
肺
で
酸
素
を
受
け
取
っ
た
血
液
は
，
右
心
房
に
流
れ
込
む
。
 

  
 

 
④
 
心
臓
の
四
つ
の
部
屋
の
う
ち
，
右
心
室
の
壁
が
最
も
厚
い
。
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問問
  
33
  
下
線
部
((
cc
))
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。

   
11
11
  

  

  

①
 
イ
ン
ス
リ
ン
  

  
  

  
②

 
成
長
ホ
ル
モ
ン
 

  
  

 
③

 
バ
ソ
プ
レ
シ
ン
 

 
 

 
④
 
グ
ル
カ
ゴ
ン
 

  
 

 
⑤
 
鉱
質
コ
ル
チ
コ
イ
ド
 

 

問問
  
44
  
下
線
部
((
dd
))
の
背
面
に
あ
る
副
甲
状
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑦
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

   
11
22
  

  

  

①
 
血
圧
を
上
げ
る
。
  

  
  

  
②

 
心
臓
の
拍
動
を
促
進
す
る
。
 

  
  

 
③

 
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
分
解
を
促
進
す
る
。
 

 
 

 
④
 
タ
ン
パ
ク
質
か
ら
の
糖
の
合
成
を
促
進
す
る
。
 

  
 

 
⑤
 
腎
臓
で
の
水
の
再
吸
収
を
促
進
す
る
。
 

 
 

 
⑥
 
腎
臓
で
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
再
吸
収
を
促
進
す
る
。
 

 
 

 
⑦
 
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
濃
度
を
上
げ
る
。
 

 

問問
  
55
  
測
定
結
果
よ
り
，

A
は
ど
こ
に
異
常
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
異
常
の
あ
る
場
所
を
答
え
な

さ
い
。
ま
た
，
そ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由
に
つ
い
て
記
述
式
解
答
用
紙
に

10
0
字
程
度
で
説
明
せ

よ
。
 

 

問問
  
66
  
測
定
結
果
よ
り
，

B
は
ど
こ
に
異
常
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
異
常
の
あ
る
場
所
を
答
え
な

さ
い
。
ま
た
，
そ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由
に
つ
い
て
記
述
式
解
答
用
紙
に

10
0
字
程
度
で
説
明
せ

よ
。
 

     

 

問問
  
11
  
下
線
部
((
aa
))
に
つ
い
て
，
次
の
文
章
中
の
空
欄

 
 
アア

 
 
  
イイ

  
  
に
入
る
語
句
の
組
合
せ
と

し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
99
 
 

 

内
分
泌
系
に
よ
る
調
節
は
，
自
律
神
経
系
と
比
較
し
て
作
用
す
る
ま
で
の
時
間
が

 
  
アア

  
 
，

そ
の
効
果
は

 
  
イイ

  
 で
あ
る
。

 

 
 

アア
  

イイ
  

①
 

短
く
 

短
時
間
 

②
 

短
く
 

持
続
的
 

③
 

長
く
 

短
時
間
 

④
 

長
く
 

持
続
的
 

 

問問
  
22
  
下
線
部
((
bb
))
に
つ
い
て
，
次
の
文
章
中
の
空
欄

 
 
ウウ

 
 
  
エエ

  
  
に
入
る
語
句
の
組
合
せ
と

し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑧
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
11
00
 
 

 

間
脳
は
，
神
経
系
の
分
類
で

 
  
ウウ

  
  
に
属
し
，

  
エエ

  
 が
存
在
す
る
。

 

 
 

ウウ
  

エエ
  

①
 

中
枢
神
経
系
 

呼
吸
運
動
を
調
節
す
る
中
枢
 

②
 

中
枢
神
経
系
 

血
糖
濃
度
を
調
節
す
る
中
枢
 

③
 

中
枢
神
経
系
 

瞳
孔
反
射
の
中
枢
 

④
 

中
枢
神
経
系
 

体
の
平
衡
を
保
つ
中
枢
 

⑤
 

末
梢
神
経
系
 

呼
吸
運
動
を
調
節
す
る
中
枢
 

⑥
 

末
梢
神
経
系
 

自
律
神
経
系
の
中
枢
 

⑦
 

末
梢
神
経
系
 

瞳
孔
反
射
の
中
枢
 

⑧
 

末
梢
神
経
系
 

体
の
平
衡
を
保
つ
中
枢
 

      

 

第第
44
問問

 
次
の
文
章

A・
B
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11
～
66
）
に
答
え
よ
。
。

 
  

A 
体
温
調
節
は
，
間
脳
の
視
床
下
部
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
体
温
が
低
下
す
る
と
，
 

間
脳
の
視
床
下
部
が
こ
れ
を
感
知
し
，
((
aa
))
ホ
ル
モ
ン
や
((
bb
))
自
律
神
経
の
作
用
に
よ
り
，

((
cc
))
発
熱

量
を
増
加
さ
せ
，
放
熱
量
を
減
少
さ
せ
る
反
応
が
生
じ
る
。
一
方
，
体
温
が
上
昇
す
る
と
，
((
dd
))
発
熱

量
を
減
少
さ
せ
，
放
熱
量
を
増
加
さ
せ
る
反
応
が
生
じ
る
。
 

 

問問
  
11
  
下
線
部
((
aa
))
に
関
し
て
，
副
腎
皮
質
と
副
腎
髄
質
か
ら
分
泌
さ
れ
る
発
熱
量
を
増
加
さ
せ
る
作

用
を
持
つ
ホ
ル
モ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
記
述
式
解
答
用
紙
に
答
え
よ
。

  

  

問問
  
22
  
下
線
部
((
bb
))
 
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

 
選
べ
。

   
11
33
  

 

  

①
 
交
感
神
経
の
興
奮
に
よ
り
，
気
管
支
が
収
縮
す
る
。
  

  
  

  
②

 
交
感
神
経
の
興
奮
に
よ
り
，
排
尿
が
促
進
さ
れ
る
。

 

 
 

 
③
 
副
交
感
神
経
の
興
奮
に
よ
り
，
瞳
孔
が
拡
大
す
る
。

 

  
 
④

 
副
交
感
神
経
の
興
奮
に
よ
り
，
胃
腸
の
蠕
動
運
動
が
促
進
さ
れ
る
。
 

  問問
  
33
  
下
線
部
((
cc
))
の
反
応
を
引
き
起
こ
す
運
動
神
経
の
作
用
を
記
述
式
解
答
用
紙
に

40
字
程
度
で

説
明
せ
よ
。
 

 

問問
  
44
  
下
線
部
((
dd
))
の
反
応
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
  

11
44
  

 
  

①
 
肝
臓
の
代
謝
が
抑
制
さ
れ
る
。
  

  
  

  
②

 
心
臓
の
拍
動
が
抑
制
さ
れ
る
。
 

  
  

 
③

 
皮
膚
の
血
管
が
拡
張
す
る
。
 

 
 

 
④
 
発
汗
が
促
進
さ
れ
る
。
 

 
 

 
⑤
 
立
毛
筋
が
収
縮
す
る
。
 

     

 

 
B 
ヒ
ト
の
か
ら
だ
を
構
成
す
る
細
胞
の
ま
わ
り
に
は
，
((
ee
))
体
液
が
あ
る
。
こ
の
体
液
に
よ
っ
て
作
ら

 

 
 
れ
る
環
境
を
内
部
環
境
と
い
う
。
体
液
に
は
，
血
液
，
組
織
液
，
リ
ン
パ
液
が
あ
る
。
体
液
は
，
((
ff
))

心
臓
や
血
管
な
ど
か
ら
な
る
循
環
系
に
よ
り
，
体
全
体
を
循
環
し
て
い
る
。
 

 

問問
  
55
  
下
線
部
((
ee
))
に
関
す
る
記
述
と
し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ

 
選
べ
。

   
11
55
  

 

  

①
 
血
液
中
の
血
球
の
中
で
，
赤
血
球
が
最
も
多
く
含
ま
れ
る
。

  

  
  

  
②

 
血
液
中
の
血
し
ょ
う
に
最
も
多
く
含
ま
れ
る
有
機
成
分
は
，
グ
ル
コ
ー
ス
で
あ
る
。
 

 
 

 
③
 
組
織
液
は
，
血
液
中
の
血
し
ょ
う
が
，
毛
細
血
管
か
ら
組
織
中
へ
し
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。 

  
 

 
④
 
リ
ン
パ
液
は
，
組
織
液
の
一
部
が
リ
ン
パ
管
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
⑤
 
リ
ン
パ
液
に
は
，
リ
ン
パ
球
が
含
ま
れ
る
。
 

  

問問
  
66
  
下
線
部
((
ff
))
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ

 
選
べ
。

   
11
66
  

 

  

①
 
心
臓
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
洞
房
結
節
は
，
左
心
室
に
存
在
す
る
。
  

  
  

  
②

 
血
液
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
増
加
に
よ
り
、
心
臓
の
拍
動
が
促
進
さ
れ
る
。
 

 
 

 
③
 
肺
で
酸
素
を
受
け
取
っ
た
血
液
は
，
右
心
房
に
流
れ
込
む
。
 

  
 

 
④
 
心
臓
の
四
つ
の
部
屋
の
う
ち
，
右
心
室
の
壁
が
最
も
厚
い
。
 

            

− 90 − − 91 −



 

問問
  
22
  
下
線
部
((
bb
))
に
つ
い
て
，
次
の
文
章
中
の
空
欄

 
 
アア

 
 
～

 
  
ウウ

  
  
に
入
る
語
句
の
組
合
せ
 

と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑩
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
11
88
 
 

 

緯
度
に
応
じ
た
バ
イ
オ
ー
ム
の
分
布
を

 
 
アア

  
 
と
い
い
，
東
北
地
方
の
森
林
の
バ
イ
オ
ー
ム

は
主
に

 
  
イイ

  
 と
な
る
。

  
イイ

  
  
を
代
表
す
る
樹
種
と
し
て
，

 
ウウ

  
 な
ど
が
あ
る
。
 

 
 

ア ア
  

イイ
  

ウウ
  

①
 

水
平
分
布
 

照
葉
樹
林
 

ス
ダ
ジ
イ
 

②
 

水
平
分
布
 

照
葉
樹
林
 

ト
チ
ノ
キ
 

③
 

水
平
分
布
 

夏
緑
樹
林
 

ク
ス
ノ
キ
 

④
 

水
平
分
布
 

夏
緑
樹
林
 

ミ
ズ
ナ
ラ
 

⑤
 

水
平
分
布
 

針
葉
樹
林
 

エ
ゾ
マ
ツ
 

⑥
 

垂
直
分
布
 

照
葉
樹
林
 

ト
チ
ノ
キ
 

⑦
 

垂
直
分
布
 

照
葉
樹
林
 

タ
ブ
ノ
キ
 

⑧
 

垂
直
分
布
 

夏
緑
樹
林
 

ク
ス
ノ
キ
 

⑨
 

垂
直
分
布
 

針
葉
樹
林
 

シ
ラ
ビ
ソ
 

⑩
 

垂
直
分
布
 

針
葉
樹
林
 

ト
ド
マ
ツ
 

 

問問
  
33
  
あ
る
地
域

X
の
月
平
均
気
温
を
表

2
に
示
す
。
表

1
の
暖
か
さ
指
数
よ
り
，
地
域

X
の
バ
イ

オ
ー
ム
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

   
11
99
  
  

  

表
2 
地
域

X
の
月
平
均
気
温
 

月
 

1 
2 

3 
4 

5 
6 

7 
8 

9 
10

 
11

 
12

 

平
均
気
温

(℃
) 

-4
.3

 
-4

.6
 

-1
.2

 
4.

6 
12

.4
 

18
.1

 
22

.4
 

23
.8

 
18

.2
 

12
.2

 
4.

2 
-4

.5
 

  

①
 ツ
ン
ド
ラ
 

②
 針
葉
樹
林
 

③
 夏
緑
樹
林
 

④
 照
葉
樹
林
 

⑤
 亜
熱
帯
多
雨
林
 

⑥
 熱
帯
多
雨
林
 

  

 

第第
55
問問

 
次
の
文
章

A・
B
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11
～
77
）
に
答
え
よ
。

 
  

A 
バ
イ
オ
ー
ム
（
生
物
群
系
）
と
は
，
環
境
に
適
応
し
た
植
物
や
動
物
，
微
生
物
な
ど
を
含
め
た
生

物
の
ま
と
ま
り
を
指
す
。
陸
上
に
お
い
て
，
バ
イ
オ
ー
ム
の
分
布
を
決
め
る
主
な
要
因
は
，
気
温

と
降
水
量
で
あ
る
。
 

日
本
で
は
，
十
分
な
降
水
量
が
あ
る
た
め
，
((
aa
))
遷
移
が
進
行
す
る
と
((
bb
))
森
林
の
バ
イ
オ
ー
ム

が
み
ら
れ
る
。
日
本
の
バ
イ
オ
ー
ム
は
，
主
に
気
温
に
よ
っ
て
そ
の
分
布
が
決
定
さ
れ
る
。
気
温

と
バ
イ
オ
ー
ム
の
関
係
を
表
す
指
標
と
し
て
，
暖
か
さ
指
数
が
あ
る
。
暖
か
さ
指
数
は
，
植
物
が

生
育
で
き
る
最
低
の
温
度
を

5℃
と
し
て
，
月
平
均
気
温
が

5℃
以
上
の
月
の
平
均
気
温
か
ら

5
を

引
い
た
値
を

1
年
間
合
計
し
て
求
め
ら
れ
る
。
表

1
に
暖
か
さ
指
数
と
バ
イ
オ
ー
ム
の
区
分
を
示

す
。
 

 

表
1 
暖
か
さ
指
数
と
バ
イ
オ
ー
ム
の
区
分
 

暖
か
さ
指
数
 

バ
イ
オ
ー
ム
 

0～
15

 
ツ
ン
ド
ラ
 

15
～

45
 

針
葉
樹
林
 

45
～

85
 

夏
緑
樹
林
 

85
～

18
0 

照
葉
樹
林
 

18
0～

24
0 

亜
熱
帯
多
雨
林
 

24
0～

 
熱
帯
多
雨
林
 

 

問問
  
11
  
下
線
部
((
aa
))
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
 

選
べ
。

 
 
11
77
 
 

  

①
 
山
火
事
や
森
林
伐
採
の
跡
地
な
ど
か
ら
始
ま
る
遷
移
を
，
一
次
遷
移
と
い
う
。
  

  
  

  
②

 
一
次
遷
移
は
，
二
次
遷
移
と
比
較
し
て
速
や
か
に
進
行
す
る
。
 

  
  

 
③

 
湿
性
遷
移
で
は
，
草
原
に
な
っ
た
後
に
森
林
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
 

 
 

 
④
 
遷
移
の
初
期
に
み
ら
れ
る
先
駆
植
物
の
種
子
の
特
徴
は
，
分
散
能
力
が
小
さ
い
。
 

 
 

 
⑤
 
遷
移
の
後
期
に
み
ら
れ
る
極
相
樹
種
は
，
陰
樹
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
 

    

 

問問
  
44
  
問問

33
の
地
域

X
の
月
平
均
気
温
が
年
間
を
通
し
て
毎
月

2℃
上
昇
し
た
と
き
の
暖
か
さ
指
数

を
答
え
よ
。
ま
た
，
現
在
と
比
較
し
て
，
月
平
均
気
温
が
毎
月

2℃
上
昇
し
た
と
き
の
バ
イ
オ
ー

ム
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。
記
述
式
解
答
用
紙
に
説
明
せ
よ
。
  

    
B 
生
態
系
は
，
生
物
と
非
生
物
的
環
境
か
ら
な
っ
て
お
り
，
互
い
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
生
物
の

活
動
が
非
生
物
的
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

 
 
エエ

 
 と
い
い
，
非
生
物
的
環
境
が
生
物
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
を

 
 
オオ

 
 
と
い
う
。
生
態
系
に
は
，
人
間
の
活
動
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
そ
の
一
つ
に
((
cc
))
地
球
温
暖
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
化
石
燃
料
の
大
量
消
費
や
森
林
の
伐
採
な

ど
に
よ
り
，
((
dd
))
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
増
加
し
た
こ
と
が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
 

 

問問
  
55
  
空
欄

 
 
エエ

 
  
 
オオ

 
 に
入
る
語
句
を
記
述
式
解
答
用
紙
に
答
え
よ
。

 

 
 

問問
  
66
  
下
線
部
((
cc
))
に
よ
っ
て
，
生
態
系
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
。
 

誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

22
00
 
  

 ①
 
海
水
が
膨
張
し
，
海
水
面
が
上
昇
す
る
。
  

  
  

  
②

 
干
ば
つ
を
引
き
起
こ
し
，
農
作
物
の
収
穫
量
が
減
少
す
る
。
 

  
  

 
③

 
異
常
気
象
を
も
た
ら
し
，
台
風
や
大
雨
が
増
加
す
る
。
 

 
 

 
④
 
病
原
体
を
媒
介
す
る
高
緯
度
に
生
息
す
る
生
物
が
低
緯
度
に
生
息
域
を
広
げ
，
感
染
症
が
 

流
行
す
る
地
域
が
拡
大
す
る
。
 

 
 

 
⑤
 
海
水
温
の
上
昇
に
よ
り
，
サ
ン
ゴ
と
共
生
し
て
い
る
藻
類
が
離
脱
し
，
サ
ン
ゴ
が
白
く
な
る

 

白
化
現
象
を
生
じ
る
。
 

       

 

問問
  
77
  
下
線
部
((
dd
))
の
増
加
以
外
で
地
球
温
暖
化
の
原
因
に
な
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，

 
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
11
 
 

 

①
 水
蒸
気
の
増
加
 

②
 酸
素
の
増
加
 

③
 水
素
の
増
加
 

④
 オ
ゾ
ン
の
減
少
 

⑤
 フ
ロ
ン
の
減
少
 

⑥
 メ
タ
ン
の
減
少

 

  

− 92 − − 93 −



 

問問
  
22
  
下
線
部
((
bb
))
に
つ
い
て
，
次
の
文
章
中
の
空
欄

 
 
アア

 
 
～

 
  
ウウ

  
  
に
入
る
語
句
の
組
合
せ
 

と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①
～
⑩
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
11
88
 
 

 

緯
度
に
応
じ
た
バ
イ
オ
ー
ム
の
分
布
を

 
 
アア

  
 
と
い
い
，
東
北
地
方
の
森
林
の
バ
イ
オ
ー
ム

は
主
に

 
  
イイ

  
 と
な
る
。

  
イイ

  
  
を
代
表
す
る
樹
種
と
し
て
，

 
ウウ

  
 な
ど
が
あ
る
。
 

 
 

アア
  

イイ
  

ウウ
  

①
 

水
平
分
布
 

照
葉
樹
林
 

ス
ダ
ジ
イ
 

②
 

水
平
分
布
 

照
葉
樹
林
 

ト
チ
ノ
キ
 

③
 

水
平
分
布
 

夏
緑
樹
林
 

ク
ス
ノ
キ
 

④
 

水
平
分
布
 

夏
緑
樹
林
 

ミ
ズ
ナ
ラ
 

⑤
 

水
平
分
布
 

針
葉
樹
林
 

エ
ゾ
マ
ツ
 

⑥
 

垂
直
分
布
 

照
葉
樹
林
 

ト
チ
ノ
キ
 

⑦
 

垂
直
分
布
 

照
葉
樹
林
 

タ
ブ
ノ
キ
 

⑧
 

垂
直
分
布
 

夏
緑
樹
林
 

ク
ス
ノ
キ
 

⑨
 

垂
直
分
布
 

針
葉
樹
林
 

シ
ラ
ビ
ソ
 

⑩
 

垂
直
分
布
 

針
葉
樹
林
 

ト
ド
マ
ツ
 

 

問問
  
33
  
あ
る
地
域

X
の
月
平
均
気
温
を
表

2
に
示
す
。
表

1
の
暖
か
さ
指
数
よ
り
，
地
域

X
の
バ
イ

オ
ー
ム
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

   
11
99
  
  

  

表
2 
地
域

X
の
月
平
均
気
温
 

月
 

1 
2 

3 
4 

5 
6 

7 
8 

9 
10

 
11

 
12

 

平
均
気
温

(℃
) 

-4
.3

 
-4

.6
 

-1
.2

 
4.

6 
12

.4
 

18
.1

 
22

.4
 

23
.8

 
18

.2
 

12
.2

 
4.

2 
-4

.5
 

  

①
 ツ
ン
ド
ラ
 

②
 針
葉
樹
林
 

③
 夏
緑
樹
林
 

④
 照
葉
樹
林
 

⑤
 亜
熱
帯
多
雨
林
 

⑥
 熱
帯
多
雨
林
 

  

 

第第
55
問問

 
次
の
文
章

A・
B
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11
～
77
）
に
答
え
よ
。

 
  

A 
バ
イ
オ
ー
ム
（
生
物
群
系
）
と
は
，
環
境
に
適
応
し
た
植
物
や
動
物
，
微
生
物
な
ど
を
含
め
た
生

物
の
ま
と
ま
り
を
指
す
。
陸
上
に
お
い
て
，
バ
イ
オ
ー
ム
の
分
布
を
決
め
る
主
な
要
因
は
，
気
温

と
降
水
量
で
あ
る
。
 

日
本
で
は
，
十
分
な
降
水
量
が
あ
る
た
め
，
((
aa
))
遷
移
が
進
行
す
る
と
((
bb
))
森
林
の
バ
イ
オ
ー
ム

が
み
ら
れ
る
。
日
本
の
バ
イ
オ
ー
ム
は
，
主
に
気
温
に
よ
っ
て
そ
の
分
布
が
決
定
さ
れ
る
。
気
温

と
バ
イ
オ
ー
ム
の
関
係
を
表
す
指
標
と
し
て
，
暖
か
さ
指
数
が
あ
る
。
暖
か
さ
指
数
は
，
植
物
が

生
育
で
き
る
最
低
の
温
度
を

5℃
と
し
て
，
月
平
均
気
温
が

5℃
以
上
の
月
の
平
均
気
温
か
ら

5
を

引
い
た
値
を

1
年
間
合
計
し
て
求
め
ら
れ
る
。
表

1
に
暖
か
さ
指
数
と
バ
イ
オ
ー
ム
の
区
分
を
示

す
。
 

 

表
1 
暖
か
さ
指
数
と
バ
イ
オ
ー
ム
の
区
分
 

暖
か
さ
指
数
 

バ
イ
オ
ー
ム
 

0～
15

 
ツ
ン
ド
ラ
 

15
～

45
 

針
葉
樹
林
 

45
～

85
 

夏
緑
樹
林
 

85
～

18
0 

照
葉
樹
林
 

18
0～

24
0 

亜
熱
帯
多
雨
林
 

24
0～

 
熱
帯
多
雨
林
 

 

問問
  
11
  
下
線
部
((
aa
))
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
 

選
べ
。

 
 
11
77
 
 

  

①
 
山
火
事
や
森
林
伐
採
の
跡
地
な
ど
か
ら
始
ま
る
遷
移
を
，
一
次
遷
移
と
い
う
。
  

  
  

  
②

 
一
次
遷
移
は
，
二
次
遷
移
と
比
較
し
て
速
や
か
に
進
行
す
る
。
 

  
  

 
③

 
湿
性
遷
移
で
は
，
草
原
に
な
っ
た
後
に
森
林
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
 

 
 

 
④
 
遷
移
の
初
期
に
み
ら
れ
る
先
駆
植
物
の
種
子
の
特
徴
は
，
分
散
能
力
が
小
さ
い
。
 

 
 

 
⑤
 
遷
移
の
後
期
に
み
ら
れ
る
極
相
樹
種
は
，
陰
樹
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
 

    

 

問問
  
44
  
問問

33
の
地
域

X
の
月
平
均
気
温
が
年
間
を
通
し
て
毎
月

2℃
上
昇
し
た
と
き
の
暖
か
さ
指
数

を
答
え
よ
。
ま
た
，
現
在
と
比
較
し
て
，
月
平
均
気
温
が
毎
月

2℃
上
昇
し
た
と
き
の
バ
イ
オ
ー

ム
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。
記
述
式
解
答
用
紙
に
説
明
せ
よ
。
  

    
B 
生
態
系
は
，
生
物
と
非
生
物
的
環
境
か
ら
な
っ
て
お
り
，
互
い
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
生
物
の

活
動
が
非
生
物
的
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

 
 
エエ

 
 と
い
い
，
非
生
物
的
環
境
が
生
物
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
を

 
 
オオ

 
 
と
い
う
。
生
態
系
に
は
，
人
間
の
活
動
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
そ
の
一
つ
に
((
cc
))
地
球
温
暖
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
化
石
燃
料
の
大
量
消
費
や
森
林
の
伐
採
な

ど
に
よ
り
，
((
dd
))
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
増
加
し
た
こ
と
が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
 

 

問問
  
55
  
空
欄

 
 
エエ

 
  
 
オオ

 
 に
入
る
語
句
を
記
述
式
解
答
用
紙
に
答
え
よ
。

 

 
 

問問
  
66
  
下
線
部
((
cc
))
に
よ
っ
て
，
生
態
系
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
。
 

誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

22
00
 
  

 ①
 
海
水
が
膨
張
し
，
海
水
面
が
上
昇
す
る
。
  

  
  

  
②

 
干
ば
つ
を
引
き
起
こ
し
，
農
作
物
の
収
穫
量
が
減
少
す
る
。
 

  
  

 
③

 
異
常
気
象
を
も
た
ら
し
，
台
風
や
大
雨
が
増
加
す
る
。
 

 
 

 
④
 
病
原
体
を
媒
介
す
る
高
緯
度
に
生
息
す
る
生
物
が
低
緯
度
に
生
息
域
を
広
げ
，
感
染
症
が
 

流
行
す
る
地
域
が
拡
大
す
る
。
 

 
 

 
⑤
 
海
水
温
の
上
昇
に
よ
り
，
サ
ン
ゴ
と
共
生
し
て
い
る
藻
類
が
離
脱
し
，
サ
ン
ゴ
が
白
く
な
る

 

白
化
現
象
を
生
じ
る
。
 

       

 

問問
  
77
  
下
線
部
((
dd
))
の
増
加
以
外
で
地
球
温
暖
化
の
原
因
に
な
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，

 
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
11
 
 

 

①
 水
蒸
気
の
増
加
 

②
 酸
素
の
増
加
 

③
 水
素
の
増
加
 

④
 オ
ゾ
ン
の
減
少
 

⑤
 フ
ロ
ン
の
減
少
 

⑥
 メ
タ
ン
の
減
少

 

  

− 92 − − 93 −
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〈健康管理学部〉 

筆筆記記試試験験問問題題  
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3 年 次 編 入 試 験 

〈健康管理学部〉 

筆筆記記試試験験問問題題  

総
合
問
題

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ

現
代
の
国
語

言
語
文
化

（
古
文
・
漢
文
除
く
）

地
理
総
合

地
理
探
究

歴
史
総
合

日
本
史
探
究

歴
史
総
合

世
界
史
探
究

公　
　

共

政
治
・
経
済

化
学
基
礎

生
物
基
礎

３
年
次
編
入
試
験

筆
記
試
験
問
題

解　

答
− 94 −



 

問問
  
77
 
動
物
性
食
品
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

 
  

77
 

 
 

①
 
牛
乳
の
油
脂
は
，

W
/O
型
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
で
存
在
す
る
。

 
②

 
ハ
ム
の
色
は
，
オ
キ
シ
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
で
あ
る
。

 
③

 
卵
黄
た
ん
ぱ
く
質
よ
り
も
卵
白
た
ん
ぱ
く
質
の
方
が
，
乳
化
作
用
が
強
い
。

 

④
 
肉
基
質
た
ん
ぱ
く
質
が
多
い
部
位
は
，
煮
込
み
料
理
に
適
す
る
。

 

⑤
 
魚
肉
練
り
製
品
の
弾
力
を
，
坐
り
と
い
う
。

 

   
問問

  
88
 
食
料
需
給
表
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

 
 

  
88
  

 
 

①
 
食
料
需
給
表
は
，
世
界
各
国
が
独
自
の
方
法
で
作
成
し
て
い
る
。

 
②

 
食
料
需
給
表
は
，
総
務
省
が
作
成
す
る
。

 
③

 
食
料
需
給
表
は
，

2
年
に

1
度
作
成
さ
れ
る
。

 
④

 
食
料
需
給
表
に
は
，
国
民
が
支
出
す
る
食
料
費
が
示
さ
れ
て
い
る
。

 
⑤

 
食
料
需
給
表
に
は
，
生
産
か
ら
消
費
す
る
食
料
の
総
量
が
示
さ
れ
て
い
る
。

 

   
問問

  
99
 
 
わ
が
国
に
お
け
る
健
康
・
栄
養
に
つ
い
て
の
業
務
の
実
施
者
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最

も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

  
99
  

 

 
①

 
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
を
実
施
す
る
の
は
，
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
。

 
②

 
食
育
推
進
基
本
計
画
を
策
定
す
る
の
は
，
文
部
科
学
大
臣
で
あ
る
。

 
③

 
特
定
保
健
用
食
品
の
表
示
許
可
を
す
る
の
は
，
農
林
水
産
大
臣
で
あ
る
。

 
④

 
管
理
栄
養
士
の
免
許
を
与
え
る
の
は
，
都
道
府
県
知
事
で
あ
る
。

 
⑤

 
食
事
摂
取
基
準
を
策
定
す
る
の
は
，
厚
生
労
働
大
臣
で
あ
る
。

 

  

 

問問
  
44
 
食
品
汚
染
物
質
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

 

 
  

44
 

 

 

①
 
シ
ト
レ
オ
ビ
リ
ジ
ン
を
産
生
す
る
ア
ス
ペ
ル
ギ
ル
ス
属
の
カ
ビ
は
，
米
に
生
え
る
。

 
②

 
じ
ゃ
が
い
も
の
発
芽
防
止
の
た
め
の
放
射
線
照
射
は
，
許
可
さ
れ
て
い
な
い
。

 
③

 
農
薬
の
中
で
，
わ
が
国
で
未
登
録
の
も
の
は
，
規
制
の
対
象
外
で
あ
る
。

 
④

 
有
機
塩
素
系
農
薬
の

D
D

T
は
，
体
内
蓄
積
性
は
低
い
が
ヒ
ト
や
動
物
に
対
す
る
毒
性
が

強
い
。

 
⑤

 
PC

B
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
よ
う
な
脂
溶
性
が
高
い
も
の
は
，
ヒ
ト
や
動
物
の
体
内
に

蓄
積
し
や
す
い
。

 

   
問問

  
55
 
食
品
に
よ
る
感
染
症
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。
 

  
55
 

 

 

①
 
ヒ
ト
の
ア
ニ
サ
キ
ス
症
は
，
ア
ニ
サ
キ
ス
の
成
虫
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

 
②

 
細
菌
性
赤
痢
を
お
こ
す
赤
痢
菌
は
，
サ
ル
モ
ネ
ラ
属
の
仲
間
の
細
菌
で
あ
る
。

 
③

 
広
節
裂
頭
条
虫
は
，
イ
カ
，
サ
バ
，
ア
ジ
な
ど
の
生
食
に
よ
り
感
染
す
る
。

 
④

 
A
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
，
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物
の
獣
肉
よ
り
ヒ
ト
に
経
口
感
染

す
る
。

 
⑤

 
コ
レ
ラ
や
腸
チ
フ
ス
は
，
感
染
症
法
※
に
お
い
て

3
類
感
染
症
に
分
類
さ
れ
る
。

 
 

 
 

 
 
※
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

 

  
問問

  
66
 
食
品
中
の
油
脂
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

 

  
66
 

 
 

①
 
劣
化
に
伴
う
着
色
は
，
酵
素
的
褐
変
反
応
が
関
与
す
る
。

 
②

 
け
ん
化
価
が
低
い
油
脂
は
，
構
成
脂
肪
酸
の
平
均
分
子
量
が
小
さ
い
。

 
③

 
酸
敗
に
よ
っ
て
，
粘
度
，
発
煙
点
，
発
火
点
は
上
昇
す
る
。

 

④
 
熱
酸
化
に
よ
っ
て
，
ヒ
ド
ロ
ペ
ル
オ
キ
シ
ド
は
蓄
積
す
る
。

 
⑤

 
水
素
添
加
に
よ
っ
て
，
融
点
が
上
昇
す
る
。

 

  
問問

  
33
 
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

 

 
  

33
  

 

 
①

 
電
子
伝
達
系
に
お
い
て
電
子
は
，
最
終
的
に
水
素
分
子
に
渡
さ
れ
る
。

 
②

 
ク
レ
ア
チ
ン
リ
ン
酸
は
，
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
ン
酸
化
合
物
で
あ
る
。

 
③

 
酸
化
的
リ
ン
酸
化
は
，
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
外
膜
で
行
わ
れ
る
。

 
④

 
嫌
気
的
条
件
で
は
，
ピ
ル
ビ
ン
酸
は
ク
エ
ン
酸
回
路
で
酸
化
分
解
さ
れ
る
。

 
⑤

 
還
元
反
応
と
は
，
酸
素
と
結
合
す
る
反
応
で
あ
る
。

 
 

第第
11
問問

 
以
下
の
問問

  
11
・・

22
に
つ
い
て
答
え
な
さ
い
。

 
  
問問

  
11
 
小
腸
に
お
い
て
グ
ル
コ
ー
ス
と
フ
ル
ク
ト
ー
ス
は
，
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
輸
送
方
式
で
腸
細

胞
へ
吸
収
さ
れ
る
。
そ
の
輸
送
方
式
の
特
徴
と
，
グ
ル
コ
ー
ス
と
フ
ル
ク
ト
ー
ス
の
輸
送
過

程
の
詳
細
を
記
述
し
な
さ
い
。

 

  
問 問

  
22
  
生
活
習
慣
病
で
あ
る
高
尿
酸
血
症
・
痛
風
に
つ
い
て
，
疾
患
の
概
要
や
主
な
症
状
，
合
併

症
，
一
般
的
な
治
療
方
法
，
ま
た
治
療
の
た
め
の
生
活
習
慣
の
修
正
や
改
善
，
食
事
療
法
を

説
明
し
な
さ
い
。

 

   第第
22
問問

 
以
下
の
問問

  
11
～～

11
55
 に
つ
い
て
，
適
切
な
解
答
を
選
び
な
さ
い
。

 
  
問問

  
11
 
疾
病
と
リ
ス
ク
要
因
の
組
合
せ
で
あ
る
。
誤誤
っっ
てて
いい
るる
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

 
 

 
 

 
  

1 1
  
  
  

 

①
 
肝
が
ん

 
―

 
ア
フ
ラ
ト
キ
シ
ン

 
  

  
  
②

 高
血
圧

 
―

 
食
塩
の
過
剰
摂
取

 
  

  
  
③

 肺
が
ん

 
―

 
喫
煙

 
④

 骨
粗
鬆
症

 
―

 
無
月
経

 
  

  
  
⑤

 子
宮
体
が
ん

 
―

 
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（

H
PV
）

 
      
問問

  
22
 
 
泌
尿
器
系
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

 
  

22
  
  
 

 

①
 
腎
臓
は
，
骨
盤
腔
内
に
存
在
す
る
。

 
②

 
糸
球
体
を
流
れ
る
血
液
は
，
静
脈
血
で
あ
る
。

 
③

 
原
尿
は
，

1
分
間
に
約

1 
m

L
産
生
さ
れ
る
。

 
④

 
ア
ミ
ノ
酸
は
，
近
位
尿
細
管
で
ほ
ぼ

10
0％
再
吸
収
さ
れ
る
。

 
⑤

 
尿
の

pH
の
変
動
は
，
血
漿
の

pH
の
変
動
よ
り
小
さ
い
。
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問問
  
77
 
動
物
性
食
品
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

 
  

77
 

 
 

①
 
牛
乳
の
油
脂
は
，

W
/O
型
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
で
存
在
す
る
。

 
②

 
ハ
ム
の
色
は
，
オ
キ
シ
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
で
あ
る
。

 
③

 
卵
黄
た
ん
ぱ
く
質
よ
り
も
卵
白
た
ん
ぱ
く
質
の
方
が
，
乳
化
作
用
が
強
い
。

 

④
 
肉
基
質
た
ん
ぱ
く
質
が
多
い
部
位
は
，
煮
込
み
料
理
に
適
す
る
。

 

⑤
 
魚
肉
練
り
製
品
の
弾
力
を
，
坐
り
と
い
う
。

 

   
問 問

  
88
 
食
料
需
給
表
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

 
 

  
8 8
  

 
 

①
 
食
料
需
給
表
は
，
世
界
各
国
が
独
自
の
方
法
で
作
成
し
て
い
る
。

 
②

 
食
料
需
給
表
は
，
総
務
省
が
作
成
す
る
。

 
③

 
食
料
需
給
表
は
，

2
年
に

1
度
作
成
さ
れ
る
。

 
④

 
食
料
需
給
表
に
は
，
国
民
が
支
出
す
る
食
料
費
が
示
さ
れ
て
い
る
。

 
⑤

 
食
料
需
給
表
に
は
，
生
産
か
ら
消
費
す
る
食
料
の
総
量
が
示
さ
れ
て
い
る
。

 

   
問 問

  
99
 
 
わ
が
国
に
お
け
る
健
康
・
栄
養
に
つ
い
て
の
業
務
の
実
施
者
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最

も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

  
9 9
  

 

 
①

 
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
を
実
施
す
る
の
は
，
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
。

 
②

 
食
育
推
進
基
本
計
画
を
策
定
す
る
の
は
，
文
部
科
学
大
臣
で
あ
る
。

 
③

 
特
定
保
健
用
食
品
の
表
示
許
可
を
す
る
の
は
，
農
林
水
産
大
臣
で
あ
る
。

 
④

 
管
理
栄
養
士
の
免
許
を
与
え
る
の
は
，
都
道
府
県
知
事
で
あ
る
。

 
⑤

 
食
事
摂
取
基
準
を
策
定
す
る
の
は
，
厚
生
労
働
大
臣
で
あ
る
。

 

  

 

問問
  
44
 
食
品
汚
染
物
質
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

 

 
  

4 4
 

 

 

①
 
シ
ト
レ
オ
ビ
リ
ジ
ン
を
産
生
す
る
ア
ス
ペ
ル
ギ
ル
ス
属
の
カ
ビ
は
，
米
に
生
え
る
。

 
②

 
じ
ゃ
が
い
も
の
発
芽
防
止
の
た
め
の
放
射
線
照
射
は
，
許
可
さ
れ
て
い
な
い
。

 
③

 
農
薬
の
中
で
，
わ
が
国
で
未
登
録
の
も
の
は
，
規
制
の
対
象
外
で
あ
る
。

 
④

 
有
機
塩
素
系
農
薬
の

D
D

T
は
，
体
内
蓄
積
性
は
低
い
が
ヒ
ト
や
動
物
に
対
す
る
毒
性
が

強
い
。

 
⑤

 
PC

B
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
よ
う
な
脂
溶
性
が
高
い
も
の
は
，
ヒ
ト
や
動
物
の
体
内
に

蓄
積
し
や
す
い
。

 

   
問 問

  
55
 
食
品
に
よ
る
感
染
症
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。
 

  
5 5
 

 

 

①
 
ヒ
ト
の
ア
ニ
サ
キ
ス
症
は
，
ア
ニ
サ
キ
ス
の
成
虫
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

 
②

 
細
菌
性
赤
痢
を
お
こ
す
赤
痢
菌
は
，
サ
ル
モ
ネ
ラ
属
の
仲
間
の
細
菌
で
あ
る
。

 
③

 
広
節
裂
頭
条
虫
は
，
イ
カ
，
サ
バ
，
ア
ジ
な
ど
の
生
食
に
よ
り
感
染
す
る
。

 
④

 
A
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
，
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物
の
獣
肉
よ
り
ヒ
ト
に
経
口
感
染

す
る
。

 
⑤

 
コ
レ
ラ
や
腸
チ
フ
ス
は
，
感
染
症
法
※
に
お
い
て

3
類
感
染
症
に
分
類
さ
れ
る
。

 
 

 
 

 
 
※
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

 

  
問問

  
66
 
食
品
中
の
油
脂
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

 

  
6 6
 

 
 

①
 
劣
化
に
伴
う
着
色
は
，
酵
素
的
褐
変
反
応
が
関
与
す
る
。

 
②

 
け
ん
化
価
が
低
い
油
脂
は
，
構
成
脂
肪
酸
の
平
均
分
子
量
が
小
さ
い
。

 
③

 
酸
敗
に
よ
っ
て
，
粘
度
，
発
煙
点
，
発
火
点
は
上
昇
す
る
。

 

④
 
熱
酸
化
に
よ
っ
て
，
ヒ
ド
ロ
ペ
ル
オ
キ
シ
ド
は
蓄
積
す
る
。

 
⑤

 
水
素
添
加
に
よ
っ
て
，
融
点
が
上
昇
す
る
。
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問問
  
11
33
 
「
健
康
増
進
法
」
に
お
け
る
特
定
給
食
施
設
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は

ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

  
1 1
33
 

 

 

①
 
継
続
的
に

1
回

10
0
食
以
上
ま
た
は

1
日

20
0
食
以
上
の
食
事
を
提
供
す
る
施
設
で
あ

る
。

 
②

 
栄
養
士
は
，
す
べ
て
の
特
定
給
食
施
設
に
配
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

 
③

 
不
特
定
多
数
の
人
を
対
象
と
す
る
。

 
④

 
厚
生
労
働
大
臣
は
，
設
置
者
に
対
し
て
栄
養
管
理
に
か
か
わ
る
指
導
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

 
⑤

 
特
定
給
食
施
設
の
設
置
者
は
，
給
食
事
業
の
開
始
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
る
。

 

  
問 問

  
11
44
 
調
理
操
作
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

  
11
44
 

 

 
①

 野
菜
を
水
煮
す
る
と
，
ペ
ク
チ
ン
の
加
水
分
解
が
起
こ
り
軟
化
す
る
。

 
②

 生
の
に
ん
に
く
を
す
り
お
ろ
す
と
，
ア
リ
イ
ナ
ー
ゼ
の
働
き
で
強
い
香
り
が
生
じ
る
。

 
③

 塩
か
ず
の
こ
の
塩
抜
き
の
た
め
に
は
，

10
％
の
塩
水
に
浸
漬
す
る
。

 
④

 ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
，
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
が
小
さ
い
と
な
め
ら
か
に
な
る
。

 
⑤

 カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
を
白
く
ゆ
で
上
げ
る
た
め
に
は
，
ゆ
で
水
に
食
塩
を
入
れ
る
。

 

  
問 問

  
11
55
 
加
熱
調
理
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

  
11
55
  

  

 

①
 ゆ
で
加
熱
に
お
け
る
，
食
材
表
面
か
ら
内
部
へ
の
伝
熱
は
，
伝
導
伝
熱
で
あ
る
。

 

②
 揚
げ
加
熱
に
お
け
る
，
油
か
ら
食
材
へ
の
伝
熱
は
，
伝
導
伝
熱
で
あ
る
。

 

③
 オ
ー
ブ
ン
加
熱
に
お
け
る
，
空
気
か
ら
食
材
へ
の
伝
熱
は
，
伝
導
伝
熱
で
あ
る
。

 

④
 電
子
レ
ン
ジ
加
熱
で
は
，
マ
イ
ク
ロ
波
か
ら
食
材
へ
伝
熱
す
る
。

 

⑤
 電
磁
誘
導
を
用
い
た
加
熱
で
は
，
磁
力
線
を
食
品
内
部
に
伝
導
す
る
。

 

 

 

問問
  
11
00
 
栄
養
指
導
の
教
材
の
使
用
例
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ

選
べ
。

 
 
1 1
00
 

 

 
①

 「
食
事
摂
取
基
準
」
で
は
，
栄
養
素
等
摂
取
量
の
充
足
率
を
算
出
し
て
提
示
す
る
。

 
②

 「
三
色
食
品
群
」
で
は
，
野
菜
の
適
量
を
提
示
す
る
。

 
③

 「
食
品
成
分
表
」
で
は
，
実
際
に
体
内
に
吸
収
さ
れ
る
栄
養
素
量
を
提
示
す
る
。

 
 

 
 
④

 
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
で
は
，

1
日
の
料
理
の
と
り
方
を
提
示
す
る
。

 

⑤
 
「
食
生
活
指
針
」
で
は
，
食
品
の
適
量
を
提
示
す
る
。

 

  

問 問
11
11
 
行
動
変
容
段
階
モ
デ
ル
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。
 

 
 
1 1
11
 

 

 

①
 
無
関
心
期
で
は
，
現
在
の
食
生
活
や
考
え
方
な
ど
を
傾
聴
し
，
望
ま
し
い
情
報
を
提
供

し
て
行
動
を
変
え
る
必
要
性
・
重
要
性
を
自
覚
し
て
も
ら
う
よ
う
に
働
き
か
け
る
。

 

②
 
関
心
期
は
，

1
か
月
以
内
に
行
動
を
起
こ
す
意
思
が
あ
る
時
期
で
あ
る
。

 

③
 
準
備
期
で
は
，
行
動
を
起
こ
し
て

6
か
月
が
経
過
し
，
現
在
も
行
動
し
て
い
る
時
期
で

あ
る
。

 

④
 
維
持
期
は
，
行
動
変
容
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
。

 

⑤
 
学
習
者
は
，
行
動
変
容
段
階
を
連
続
し
て
進
む
の
で
，
前
の
段
階
に
逆
戻
り
し
た
り
す

る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
。

 

   
問 問

  
11
22
 
「
大
量
調
理
施
設
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
お
け
る
加
熱
調
理
済
み
食
品
に
関
す
る
記

述
で
あ
る
。
最
も
適
当
な
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
べ
。

 
  

1 1
22
  

 

 
①

 
食
品
の
表
面
温
度
が
，

75
℃
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
②

 
調
理
後
，
直
ち
に
提
供
し
な
い
食
品
は
，

20
℃
以
下
で
保
存
す
る
。

 
③

 
調
理
後
，
直
ち
に
提
供
し
な
い
食
品
は
，

50
℃
以
上
で
保
存
す
る
。

 
④

 
調
理
後
，
冷
却
す
る
場
合
は
，

30
分
以
内
に
中
心
温
度
を

20
℃
付
近
ま
で
下
げ
る
。

 
⑤

 
調
理
後
，

3
時
間
以
内
に
喫
食
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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解解  答答  

・マーク式問題は、正解をマーク番号で表示しています。

・記述式問題は、標準的な解答例を表示しています。

総
合
問
題

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ

現
代
の
国
語

言
語
文
化

（
古
文
・
漢
文
除
く
）

地
理
総
合

地
理
探
究

歴
史
総
合

日
本
史
探
究

歴
史
総
合

世
界
史
探
究

公　
　

共

政
治
・
経
済

化
学
基
礎

生
物
基
礎

３
年
次
編
入
試
験

筆
記
試
験
問
題

解　

答
− 98 −



P
.2

4
【
人
間
社
会
学
部
　
健
康
管
理
学
部
】

一
般
選
抜

「
数
学
Ⅰ
」
「
数
学
Ａ
」

P
.4

8
【
人
間
社
会
学
部
】

一
般
選
抜

「
歴
史
総
合
，
日
本
史
探
究
」

P
.2

8
【
人
間
社
会
学
部
　
健
康
管
理
学
部
】

一
般
選
抜

「
現
代
の
国
語
」
「
言
語
文
化
」
（
古
文
・
漢
文
除
く
）

P
.3

8
【
人
間
社
会
学
部
】

一
般
選
抜

「
地
理
総
合
，
地
理
探
究
」

P
. 
2
【
人
間
社
会
学
部
】

総
合
型
選
抜
　
学
校
推
薦
型
選
抜
　
特
別
選
抜

総
合
問
題

P
.1

0
【
健
康
管
理
学
部
】

総
合
型
選
抜
　
学
校
推
薦
型
選
抜
　
特
別
選
抜

総
合
問
題

P
.1

8
【
全
学
部
】

一
般
選
抜

「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
，
Ⅱ
」
「
論
理

・
表
現
Ⅰ
」

− 100 − − 101 −



P
.2

4
【
人
間
社
会
学
部
　
健
康
管
理
学
部
】

一
般
選
抜

「
数
学
Ⅰ
」
「
数
学
Ａ
」

P
.4

8
【
人
間
社
会
学
部
】

一
般
選
抜

「
歴
史
総
合
，
日
本
史
探
究
」

P
.2

8
【
人
間
社
会
学
部
　
健
康
管
理
学
部
】

一
般
選
抜

「
現
代
の
国
語
」
「
言
語
文
化
」
（
古
文
・
漢
文
除
く
）

P
.3

8
【
人
間
社
会
学
部
】

一
般
選
抜

「
地
理
総
合
，
地
理
探
究
」

P
. 
2
【
人
間
社
会
学
部
】

総
合
型
選
抜
　
学
校
推
薦
型
選
抜
　
特
別
選
抜

総
合
問
題

P
.1

0
【
健
康
管
理
学
部
】

総
合
型
選
抜
　
学
校
推
薦
型
選
抜
　
特
別
選
抜

総
合
問
題

P
.1

8
【
全
学
部
】

一
般
選
抜

「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
，
Ⅱ
」
「
論
理

・
表
現
Ⅰ
」

− 100 − − 101 −



P
.9

6
【
健
康
管
理
学
部
】

3
年
次
編
入
学
試
験

P
.5

8
【
人
間
社
会
学
部
】

一
般

選
抜

「
歴
史
総
合
，
世
界
史
探
究
」

P
.6

8
【
人
間
社
会
学
部
】

一
般
選
抜

「
公
共
，
政
治
・
経
済
」

P
.7

8
【
健
康
管
理
学
部
】

一
般
選
抜

「
化

学
基
礎
」

P
.8

6
【
人
間
社
会
学
部
　
健
康
管
理
学
部
】

一
般
選
抜

「
生
物
基
礎
」

− 102 − − 103 −



P
.9

6
【
健
康
管
理
学
部
】

3
年
次
編
入
学
試
験

P
.5

8
【
人
間
社
会
学
部
】

一
般

選
抜

「
歴
史
総
合
，
世
界
史
探
究
」

P
.6

8
【
人
間
社
会
学
部
】

一
般
選
抜

「
公
共
，
政
治
・
経
済
」

P
.7

8
【
健
康
管
理
学
部
】

一
般
選
抜

「
化

学
基
礎
」

P
.8

6
【
人
間
社
会
学
部
　
健
康
管
理
学
部
】

一
般
選
抜

「
生
物
基
礎
」

− 102 − − 103 −
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